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あとがき







　プロローグ







　狭せまい会議室は冷れい房ぼうの効ききが今イチだった。

　長テーブルに設けられた三つの席に、三つの顔が並んでいた。

「えー、まずは」

　右みぎ端はしに座った初老の男性が口を開いた。テーブル中央に顔を向ける。

「動機？　……を聞くべきでしょうか？」

「まあ……そうですな」

　中央に座った老人が複雑な表情で頷うなずき、左を向いた。

「どう思われますか」

「はあ、ええ……一応は、ねえ」

　左側に座る女性は、白衣を着ていた。表情に戸と惑まどいの色が浮うかんでいる。

　テーブルに並んで座る三人が、同時に顔を上げた。

「一応、お尋たずねしますが」

　右側の男性が声をかけたのは、会議室の中央に座らされた十五歳の少年。

　沙さ藤とう葉ようである。

　ボサボサの髪かみと椰や子しの木がプリントされたＴシャツは、どちらも伸のびきっていてだらしがない。言い訳をさせてもらえるなら、前者は散さん髪ぱつ代がなく、後者はそれを貸しつけた隣りん家かの少女の責任といえよう。

「当大学に、就職を……？　希望？　されているということで、よろしいでしょうか？」

　男性による疑ぎ問もん符ふだらけの質問に、葉は頷うなずいた。

「そうだ。気が向くまで客員教授として雇やとわれてやる」

　葉の言葉に、三人の面接官が顔を見合わせた。ひそひそと何かを話し出す。

　彼らは、葉が今いる施し設せつ──沖おき縄なわ本島にある大学の関係者である。一見した限り、理事関係のお偉えらいさんと学部長が二人、といったところか。

「言うまでもないが、ぼくを迎むかえ入れることができれば、この大学にとっても名めい誉よなことだろう。この天才、沙藤葉が教きよう鞭べんをとるんだ。国から補助金を得られるかもしれないし、寄付金も倍増することだろう」

　面接官の一人が、ちらりと葉を見た。

　露ろ骨こつに不ふ審しんそうな視線の理由を、葉は天才的に理解する。

「この椰子の木のＴシャツは、気にするな。一着しかないスーツが虫に食われてしまったから、間に合わせで借りただけだ。ぼくのセンスを疑う根こん拠きよにはならない」

　三人の面接官が、今度は手元に置かれた紙切れを見た。

　葉が一食分の食費を抜ぬいて買った履り歴れき書である。

「どうだ？　キャリアは申し分ないだろう。今は職を辞したとはいえ、アメリカのペンシルヴァニア大学で教授職に就ついていたんだ。博士号も、いくらでもある。合衆国政府に問い合わせれば、海軍やＦＢＩでアドバイザとしてあらゆる問題解決に協力した実績も確かく認にんできるはずだ。国連でも働いたことがあるから、そっちに聞いてもいい。何しろ彼らにとって、ぼくは英えい雄ゆうなんだからな」

　ひそひそ話を続ける面接官から、葉は自分のＴシャツに視線を落とす。

「こんな椰子の木のＴシャツを着てはいるがな」

「……」

　必殺のジョークも、空から振ぶりに終わった。

　不ふ穏おんな空気だ。葉は椅い子すから乗りだし、アピール攻こう勢せいをかける。

「教授のポジションが空いていないなら、講師でも構わない。あらゆる分野において世界でも最さい先せん端たんの理論を聞かせてやる。世界中から注目されるぞ！　キャンパスでジェラートを売れば副収入にもなる！」

「確かに華はな々ばなしい職歴が記き載さいされていますが……貴方あなたは年ねん齢れいは、十五歳で間ま違ちがいない？」

「うむ。若く見られるほうだが、年ねん齢れい詐さ称しようはしていない」

「それで当大学に就職希望……と」

「……おかしいな、さっき肯こう定ていしたはずだが」

　面接官たちが今度は黙だまり込んでしまった。

　葉は堪こらえきれず、立ち上がった。

「何を迷うことがある？　このぼくが！　世界を代表する天才にして英雄が、こんな島にある大学で働いてやると言ってるんだぞ！　早く決めないと後こう悔かいするぞ！　ぼくが日本の大学で職に就くと知ったら、機密漏ろう洩えいを警けい戒かいしたアメリカ政府が妨ぼう害がい工作してくるに決まってるからな！　ここに来る途と中ちゆうにも、ＣＩＡの工作員らしき人物を見かけた！　ＮＳＡ──国家安全保障局だって、今もぼくを監かん視ししているに違ちがいない！」

「……」

「と、とにかく決断は早くしたほうがいい！　まずは契けい約やく金を……そうだな、二十万ドルでいい！　どうだ、破格だろう？　たったそれっぽっちで天才が同どう僚りようになるんだ！　ぼくだって明日の食費を得ることができる！　お互たがいにとって利益になるだろう！」

「えー……沙藤葉くん」

「よ、よし、二万ドルにまけてやる！　何しろ急に押しかけてしまったからな、ぼくとしても譲じよう歩ほするのはやぶさかではない──」

「沙藤葉くん」

　初老の男性が、咳せき払ばらいをしてから言った。

「分かりました。詳くわしいことが決まったら連れん絡らくします」

　三人の面接官が葉を見て、にっこりと笑った。

　好こう感かん触しよくを得たというより、孫のやんちゃを見守るような笑え顔がおなのが気になったが──。

「今日のところは、これで」

　かくして。

　葉は会議室から出された。

　いつの間にか待機していた警備員とともに棟とうを出て、池が見えるキャンパスに出る。

　燃えるような日差しが、葉を出で迎むかえた。

　ここは沖縄県。

　日本国の南部に位置する島は、八月も終わりに近いというのに暑かった。焼けつく鉄板と化したアスファルトからの照り返しが、陽炎かげろうとなって立ち上っている。

　青い空の下、砂さ漠ばくを行進する思いでキャンパスを歩く。

　花か壇だんの前で、大学生らしき男女とすれ違った。今は夏休みのはずだが、サークルの活動か何かだろう。

「……なんだ、あれ？　中学生？」

「なんで女子中学生が、こんなとこに？」

「えっ、男じゃねーの？　ああ、でも、そう言われると……」

　葉は心が広いので、そんな陰かげ口ぐちを聞いても怒おこったりはしない。もし彼らの講義を受け持つことになったら、全員、問答無用で不可にしてやるだけだ。

　どこの世界でも、学生が馬ば鹿かなのは変わらない。彼らは少しでもマシになるために勉強するのであり、それができない人間がさらに馬鹿になるだけである。

　大学の敷しき地ちを出て、帰路につく。

　タクシーを拾おうにも手持ちがないので、徒歩である。

　必然、長い道のりを経て自宅のある街に辿たどり着く頃ころには、瀕ひん死しになっていた。

「……ぜえっ！　……ぜえっ！」

　沖縄県は嘉か手で納な町の住宅街は、海沿いの土地にある。海岸から降り注ぐ砂でざらつく坂道を、重い足取りで下っていく。

　疲ひ労ろうと脱だつ水すい症しよう状じように喘あえぎながら、潮の香かおりに満ちた坂道を下る──。

　そんな状じよう況きようは、葉がこの街にやってきた日のことを思い出させた。

　アメリカ合衆国のニューヨークで生まれ、十二歳でハイスクールを卒業した。

　その後、ペンシルヴァニア大学に入学し、すぐに卒業。同大学の教授職に就任後、アメリカ政府や軍、ＦＢＩの要よう請せいを受け、数々の問題を解決してきた。

　天才。

　英雄。

　十代半ばにして、葉は最高の名誉と称しよう賛さんを受ける地位を築いた。

　だが、ある事件をきっかけに才能を失ってしまう。

　その結果、逃にげるようにしてこの土地にやって来たのは──つい最近のことだ。

　あの時も脱水症状で、吐はき気と頭痛を伴ともなって、この自宅に辿り着いたのだった。

「……はあ、はあ……おえっ」

　坂道を下った先には、小さな海岸があった。

　その海岸の向かいにある、長方形の建物。猫ねこの額程度の庭は雑草が伸び放題で、壁かべは海風で風化しきっている。門などはなく、セキュリティの概がい念ねんはゼロである。

　泣こうが喚わめこうが、これが現在の葉の自宅。

　かつて警備員つきの高級マンションに住んでいた自分が、今や壁にヒビの入った平屋住まいである。絵に描かいたような都落ちといえるだろう。

　落ちぶれた自分を象しよう徴ちようするような我が家に、這はうようにして帰宅する。

「……はあ……ぜえ……」

　居間に立ち尽つくし、肩かたで息をする葉。

　縁えん側がわの窓を開けると、正面に小さな砂すな浜はまが見えた。今の葉は汗あせまみれで、眼前の海で泳ぐよりもびっしょり全身ずぶ濡ぬれ状態である。

　台所に行って、欠けたコップに水を注ぐ。

　水道水を一気に飲み干したところで、葉はあることに気づいた。

「……」

　居間を見回す。

　家具と呼べるような大した代しろ物ものは、ほとんど置いていない。旧型の液えき晶しようテレビとちゃぶ台、それに黄ばんだ蛍けい光こう灯とうが天てん井じようから吊つり下がっているくらいだ。

　ほう、と一息吐はいて気を落ち着かせてから──。

「──連絡もなにも、電話すらないだろうがぁあああぁああああっ！」

　手にしたコップを、力いっぱい床ゆかに叩たたきつける。

　葉の自宅に、電話回線は通っていない。携けい帯たい電でん話わも持っていないし、そもそも履歴書に連絡先を書いた覚えもない。

「あいつら、このぼくをあしらいやがったなあっ！　さてはぼくのキャリアを信じていなかったのか！　これじゃまるで頭のおかしいガキが大学に不法侵しん入にゆうした挙げ句、言いくるめられて追い払はらわれたみたいじゃないかっ！　ファァァァァッッックッッ！」

　床に両拳こぶしを叩きつけ、涙なみだぐむ。

「ちくしょう、これも全すべてノーラのせいだ！　ぼくがアメリカに帰ろうとしない腹いせに、ぼくの銀行口座を凍とう結けつしやがって！　たかが助手なんかに財産の管理を任せるんじゃなかった！　くそぉっ、どんな嫌いやがらせをしようと、絶対にアメリカに戻もどったりしないからなぁあああっ！」

「うっさいねぇぇえええっっ！」

　隣となりの家から、少女の怒ど声せいが響ひびいた。

　それに驚おどろいた葉は、コップの破は片へんを踏ふんでしまう。

「ぎゃぁぁあああっっ！　ガラスが！　ち、血がぁぁぁあああっ！」

「ああもう、うっさい！　今日は何ね！」

　居間を転がり回る葉と、隣の家から近づいてくる隣りん人じん、濱はま門じよう陸りくの怒声。

　それは、いつもの日常。

　惨みじめながらも、慣れつつあった堕だ落らくの日々。

　ゆるやかな時間の流れに身を任せていた葉の、束つかの間の平へい穏おんだった。







　１＊０







　暑さによる寝ね苦ぐるしさに、葉ようは生しよう涯がい慣れることができないだろう。

　ようやく朝方に眠ねむりにつき、浅い睡すい眠みんにまどろんでいた時だった。

「……？」

　人の気配を感じ、葉は薄うす目めを開けた。

　縁側がある窓が開け放たれる音と、カーテンを開ける気配。差し込む陽光。

　網もう膜まくに刺し激げきを憶おぼえ、葉は顔をしかめる。

「り、陸りく……貴様、不法侵入もいい加減にしないと、本当に通報するぞ──」

　また隣人の少女が、勝手に乗り込んで来たのだろう。

　そう思ったが──違った。

「もう、我が慢まんできないし」

　悩なやましい声とともに、居間で寝る葉の上に小こ柄がらな少女が馬乗りになった。

　さして重いとは感じない。それもそのはずで、そいつの正体は隣に住む少女、濱はま門じよう陸ではなかった。葉よりも背の高い彼女に乗っかられたら、今いま頃ごろ、葉はぺしゃんこのスクラップになっているだろう。

「なっ……？」

　ぎょっとする葉を、少女が潤うるんだ瞳ひとみで見つめていた。

　バウスフィールド照て瑠る──近所に住む十三歳の少女だ。長い金きん髪ぱつと白い肌はだが瑞みず々みずしさを保っているのは、頭からかぶった日焼け防止用のタオルのおかげか。

　彼女は地元のアクターズスクールに通う、新人のアイドルでもある。業績は今イチのようだが、将来有望な顔立ちで見下ろされ、不本意にも一いつ瞬しゆんで目が覚めた。

「き、貴様、何のつもりだ！　……はっ、そういえばこの国には夜よ這ばいという文化があったというが、この島にもその名残なごりが……？　し、しかし待て、いくらなんでも貴様の年齢では法的に問題があるだろうし……い、いや、どうしてもというなら──」

「死ねぇええっ！」

「ぎゃぁああっ！」

　真上から振ふり下ろされた小さな拳こぶしが、とっさに避よけた葉の頰ほおをかすめた。

「うわーん！　うわーん！」

「ひいいっ！　ぎゃぁああっ！」

　泣きながら次々と浴びせられる拳を、葉は首の動きだけで左右にかわす。拳が畳を叩くたびに、拳けん銃じゆうで撃うち抜ぬかれたような衝しよう撃げきが伝わる。

「陸！　陸ぅううっ！　は、早く助けに来い！　ケダモノに殺されるっ！」

「はいはい、何ね、もう。まったく騒さわがしいさあ」

　葉の悲鳴を聞きつけ、日に焼けた少女が縁側から姿を現した。

　濱門陸だ。Ｔシャツに短パンという部屋着のまま、隣の家からやって来たようだ。すらりと伸のびた長い腕うでで、大きめのスナック菓子の袋ふくろを抱かかえている。

　濱門陸は葉と同い年で、地元の高校一年生である。隣の家に住んでおり、葉が悲鳴を上げるたびに苦情を言うために乗り込んで来るのが常習となっていた。

「あっ、ドク！」

　面めん倒どう臭くさそうな顔をした陸が、照瑠に押し倒たおされた陸を見てハッとする。

「今ごろ起きたの？　もうお昼さ！」

「ぼくの睡眠事情を責める前に、不自然な状況が目の前にあるだろう！」

「うー……」

　照瑠が涙目で陸を睨にらみ、葉の上から転がり落ちた。葉が毛布代わりにしていたタオルケットを抱だきしめ、狭せまい居間を転がり回る。

「陸りーくー姉ねぇなんか、嫌きらいだし！　ぜんぜん優やさしくないし！　バカふらー！」

「陸は悪くないさ。照瑠の自じ業ごう自じ得とくでしょ」
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　言い合う二人の少女を見て、葉は状況を察した。

「……おい、まさか、ぼくはお前らのケンカの腹いせにされたんじゃないだろうな？」

「ケンカじゃないさ。照瑠がさっき陸んとこ来て夏休みの宿題をやってくれって言うから、自分でやれって言っただけ！」

　大きめの胸を張って言い、陸が床に散らばった数冊のノートを見た。

　葉が寝つく前にはなかったものだ。照瑠が持ち込んだのだろう。

「陸姉ぇのケチ！　ファック！　うわーん！」

「ファックは、ぼくの台詞せりふだ……そんな事情で、なぜぼくが襲しゆう撃げきされるんだ」

「もう、照瑠。ドクをいじめてストレス解消しちゃダメさ。いつも言ってるでしょ」

「……この島におけるぼくの扱あつかいは、十三歳の小こ娘むすめの玩具おもちやか……」

「このままじゃエイサー祭りに出れないし！　そんなの嫌だしっ！　うわーん！」

　照瑠の転がり回る勢いが二倍速になった。

　葉は嘆たん息そくした。こんな低レベルの子供に翻ほん弄ろうされるだけ、時間の無む駄だだ。立ち上がり、寝ね汗あせで濡れたシャツの感かん触しよくに顔をしかめる。

「エイサー祭り？　以前にもそんなことを言っていたな。まだやっていなかったのか」

「もうすぐのはずだったんだけど、ちょっと延期したの。開かい催さい予定地の運動公園の補修工事が長引いたんだって」

「そうか」

　ノートを拾いながら言う陸に、葉は適当な相づちを返した。

　何やら地元住民による祭りが開催されるとは聞いていたが、詳しよう細さいを尋たずねるほどの興味はなかった。人ひと混ごみが嫌いな葉にとって、カーニバルほど無む縁えんのイベントはない。どうせ豚ぶたの丸焼きを囲んで太たい鼓こを叩く程度のものだろう。

　陸が続ける。

「照瑠がいるアイドルグループも、ゲストで歌うんさ。でも照瑠、宿題をやって来なかったら補習って決められてるから、アイドルのほうの練習ができなくなるって言って……」

「自業自得だな」

「うわーん！」

「ぎゃっ！」

　低空からの水平蹴げりが、葉のふくらはぎに命中した。米軍に所属する父親から格かく闘とう術を教わっているらしいが、アイドルよりもよっぽどそちらの才能があるに違ちがいない。

「くっ……！　そ、そういうことなら、今回ばかりは手伝ってやったらどうだ。このままじゃ、ぼくが八つ当たりで撲ぼく殺さつされかねない」

　足を押さえながら葉が言うと、陸が遠い目をした。

「去年、照瑠が宿題という宿題を一いつ切さいやらなかったものだから……先生たちがブチギレてるんさ。この夏休みの宿題は、筆ひつ跡せきまで徹てつ底てい的にチェックされるんだって」

「うわーん！　みんな、意地悪だし！　カワイイ照瑠をもっと甘やかすべきだし！」

「世の中をなめすぎだろう、このガキ……」

　ついに手足をばたつかせて暴れ出した少女を見て、絶句する葉。

「今さら自分でやれって言われても、さっぱり分かんないし！　もう何もかもおしまいだし！　──あ、お腹なかすいたし！　陸姉ぇ、お菓か子しちょうだい！　ドク、ジュース買ってきて！　ノンカロリーのやつ！」

「……おい、陸。こいつはこの島特有の絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆで保護でもされているのか？　こんな生き物がこの世に存在できる理由が分からん……」

「うーん、周りのみんなで甘やかしてきたからなあ。なんだかんだ言ってカワイイものだから、みんなペット感覚でチヤホヤするする……」

　居間に居座ってしまった珍ちん獣じゆうの扱いに困っていると、そこへ新たな訪問者が現れた。

「陸ちゃーん、いる？」

　長い黒くろ髪かみと清せい楚そなワンピースは、都会のお嬢じよう様さまといった印象である。陸の同級生であり親友でもある佳か織おりという少女だ。少々、ふらついているように見える。

「わっ、佳織？　顔色悪いさ、どうしたの？」

「あーん、陸ちゃんー。助けてー」

　勝手に居間に上がり、陸に抱だきつく佳織。疲つかれた顔が、たちまち癒いやされていく。

「こっちに来てるって海うみさんに聞いたから、私も来ちゃった。ああ、さすが陸ちゃん。こんな埃ほこりくさいボロ家に居ても、良い匂におい……」

「そのボロ家の家主が目の前にいるんだ。少しは言葉を慎つつしめ……」

「もう、佳織は甘えんぼだなー」

　親友の枠わくを超こえる仕草で頰ずりする佳織と、それを笑って受け流す陸。最近気づいたのだが、佳織だけではなく陸も相当おかしい。

　葉は少し考えて、親友を抱き返す陸を見た。

「おい、陸。余談だが……その女の言う通りなら、お前の姉は今、家に」

「いません」

「……お前に尋ねると、いつも姉は自宅にいないそうだが、それはおかしい──」

「いません」

　真顔で断言されては、葉は押し黙だまるしかない。

　まあ、いい。謎なぞめいているのも美女の条件の一つである。

「そうか。考えてみれば、彼女は女め神がみだ……普ふ段だんは天上に住んでいるのかもしれん」

「……」

　陸と佳織、そして床ゆかに転がった照瑠までも、恐おそろしいものを見る目つきで葉を見た。

　葉が不思議そうに見つめ返すと、陸が目をそらして話題を変えた。

「そ、それより佳織、大だい丈じよう夫ぶ？　でーじ疲れてるみたいさ」

「あーん、今年のエイサー祭り、もうダメかもー」

「えっ、何それ！　ダメなんてダメだし！　照瑠が目立てなくなるし！」

　照瑠が飛び起きた。佳織がタオルの上からその頭をなでる。

「今日もワガママで可愛かわいいね、照瑠ちゃん。──日程の変へん更こうもそうだけど、実行委員会も青年会も色々とトラブル続きだよー。協賛してくれる会社も色んな事情を押しつけてくるし、その度たびに私があちこち走り回らされて……」

　佳織の生まれは沖おき縄なわではなく、横よこ浜はまだと聞いた。一いち人にん称しようが自分の名前である陸や照瑠とは異なり、彼女だけは自分のことを私と呼ぶ。

　陸が葉を振り返り、言う。

「佳織のお父さんは市の職員さんなの。エイサー祭りの実行委員もやってて、青年会に入ってる佳織が色々とお手伝いしてるんさ」

「ドクくんなんかに説明しなくてもいいよー」

「ぼくも説明なんか求めていない」

　祭りなどに興味はないし、そもそも佳織とは極力関かかわり合いたくない。

　それは佳織も同様のようで、陸の腕を強ごう引いんに引いた。

「ねえ、陸ちゃん。こんなクーラーもなくて臭くっさい家なんかより、陸ちゃんちで話したいな？　なんか汚きたない生き物もいるし」

「クーラーはないが臭くさくはない。それと繰くり返すが、その生き物は家主というんだ」

「照瑠も行く！　お腹すいたし！」

「う、うん。じゃあ、陸んち行く？」

　少女たちが縁えん側がわから外に出た。玄げん関かんを使え、と言うのは五回を超えた頃ころに諦あきらめた。

　葉はまた少し考えて、庭から遠ざかっていく少女たちの背中に声をかけた。

「おい。もしお前の姉がいるなら、ぼくも行って相談に乗ってやっても──」

「いません」

「……そうか」

　肩かたを落とす葉を置いて、少女たちは去っていった。

　うるさい連中は、もういない。これでやっと顔を洗うことができると思い、居間を振り返ったところで──ちゃぶ台に置かれたままのノートに気づく。

「あれだけ騒いでいた原因を、なぜこうも見事に忘れることができるんだ……」

　照瑠の都合の良い感性は、記き憶おく力にまで及およんでいるようだ。

　なんとなく床に座り、ノートをめくってみる。以前にも中身は見たことがあるが、やはり一足す一に毛が生えたレベルの問題が並んでいるだけだ。

「……」

　葉はかつて天才だった。

　地位も名めい誉よも高みにあり、幾いく度ども世界を救った功績によって英えい雄ゆうと称たたえられた。

　それが今や、こんな辺境の島で、中学生の夏休みの宿題と睨めっこをしている。着る物もろくになく、明日の生活費すら危あやうい立場に落ちぶれてしまった。

　皮肉なものだ。

　今のお前には、この程度の問題がお似合いだ──。

　かつて葉を褒ほめ称えた人々、そして何よりもかつての自分自身に、面と向かってそう言い放たれた気分である。

「──ふん」

　自じ嘲ちようの笑いを浮うかべ、葉はペンを取り出した。

　ガラクタに成り下がった葉でも、できることはある。我が身に降りかかる災わざわいを回かい避ひするために、何をすべきかくらいは分かっているのだ。

　そして──三十分後。

　庭のほうから、騒さわがしい声が聞こえた。

「もう！　なくしたなんて言い訳通じるわけないさ！」

「うわーん！　ホントだし！　なくしちゃったものを捜さがす必要なんかないし！」

　陸が照瑠を引きずり、縁側に姿を現した。

　ちょうど自宅を出ようとした葉と、鉢はち合あわせになる。

「あ、ドク。どこ行くの？」

「この島において、ぼくの実力と客観的な評価には差異があるようだ。そのズレを埋うめるためにも、この地域の環かん境きようや住民に対する検証を深めないと就職もままならない」

「……？」

「どうせ、ただの散歩だし」

　首を傾かしげる陸に対し、照瑠が的を射た回答を口にした。

「なんね、散歩か。──あ、照瑠の宿題、置き忘れてなかった？」

「そこにある。勝手に持って行け」

　言い残し、葉は靴くつを履はいて庭に出た。いつしか陸たちにつられて、葉自身も縁側から家に出入りするのが習慣になってしまった。

　敷しき地ちを出ていこうとすると、背後から少女たちの声が聞こえた。

「あーっ！　宿題、全部終わってるし！」

「えっ！　そんなわけ──ホントさ！　ドクがやってくれたんじゃ……あれ、でも、これって照瑠の字だよね？」

　葉は敷地を出て、歩いていく。

　今の葉はガラクタだが、中学生の宿題を解くくらいは可能だ。最初のほうだけ書き込まれていた照瑠の字を真似まねることもできる。

　あんな低レベルの問題を解くなど、自尊心を失う行こう為いといえる。だが、これ以上理り不ふ尽じんな暴力に悩なやまされることがなくなるなら、安いダメージである。

「きっと照瑠が自分でも気づかないうちに終わらせてたんだし！　天才だし！」

　塀へいの向こうから聞こえた声に、嘆たん息そくする。

「さて、さしあたって行くべきところは……」

　一人呟つぶやき、葉は住宅街の細い坂道を上り始めた。
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　嘉か手で納な町の道は、どこも細かい砂で覆おおわれている。

　坂道を上る葉の背後には、青い海が拡ひろがっていた。今日もそこから吹ふきつける潮風に運ばれ、人々が身を寄せて生活する町に砂が積もっていくのだ。

　何度、この坂道を歩いただろう。

　この島にやってきて間もないが、早くも生しよう涯がいで最も歩いた道になりつつある。幼い頃は家政婦の送そう迎げいがあったし、学生時代は自転車に乗っていた。大学教授になってからは助手の運転する車かタクシーに乗るようになり、ゆっくり歩くことはなくなった。

　つい最近まで、葉はアメリカ合衆国に住んでいた。

　それなのに、そこで過ごした日々よりも、ここ最近の記憶のほうが鮮せん烈れつだ。その理由は、もちろん──葉が天才ではなくなったからである。天才だった葉にとって日常の記憶など意味がないため、圧縮して頭の片かた隅すみに追いやるだけのものでしかなかった。

　今は、どうだろう？

　太陽が熱く、息を切らせて坂を歩くのが苦しい。そんなことをわざわざはっきり憶おぼえているのは、自分の記憶の管理すらろくにできなくなったせいだろうか？

　それとも──この島の時間が、ゆったりと流れているせいかもしれない。

　葉は幼少時から、温度調整の効いた空間で勉学や仕事を淡たん々たんとこなしてきた。移動するにしても、無む駄だな時間を減らすために最短の交通機関を選んできた。

　それが、この島ではエアコンのない居間で一晩中、寝ね苦ぐるしさにうなされる日々だ。さらに目が覚めるのは、決まって近所に住む人々の無神経な介かい入にゆう──老ろう婆ばや老人による差し入れや、隣りん人じんやその幼なじみの乱入で叩たたき起こされる始末である。

　葉の予定にはない、他人の干かん渉しようによって過ごす時間が決められる。

　そうして過ごす時間は、やけにゆっくりと感じられた。

　天候や気温を肌はだで感じ、特に目的もなく他者と時間を共有する。

　恐ろしいくらいに無意味で──贅ぜい沢たくな時の過ごし方。

　アメリカにいた頃の葉では、決して許されることのなかった贅沢である。

「はあ……はあ……」

　暑さと寝ね不ぶ足そくのせいで、息が切れた。

　坂道から右に曲がり、住宅街の中にある細い道路を歩いていく。すっかり馴な染じみになってしまった小さな商店には、すぐに辿たどり着いた。

　小さな建物は簡潔な直方体で、『みそら商店』という看板がかけられていた。店前には自じ動どう販はん売ばい機きがいくつも並べられ、数本ののぼりが立っている。

　自動ドアではない入り口にも慣れたものだ。葉が店内に入ると、カウンターにいた二人の女性が振ふり向いた。

「あら、ドク。はいさい」

　一人は卵形の顔をした中年女性。この商店の店主であり、先ほど葉の家にいた濱門陸の母親である。あいかわらずセンスの悪い花はな柄がらのワンピース姿だ。

「あー、ドクくんだ。いらっしゃい」

　そう言って微笑ほほえんだのは、もう一人の女性──否いな、女め神がみだった。

　陸よりも美人で、陸よりも髪かみが長く、陸よりもメリハリのあるスタイル。何かの間ま違ちがいで陸の姉などという立場で地上に降臨してしまった悲劇の女神、濱門海である。

「模も合あいの約束に遅おくれちゃうわ。それじゃあ、海、店番お願いね」

「おっけー」

　軽いやり取りをして、店主がカウンターを離はなれた。すれ違ちがい様に葉に耳打ちする。

「良いタイミングね。海とお喋しやべりでもしていったら？」

「ぼぼぼぼ、ぼくはべつに、無駄話をしに来たわけじゃ……」

「ドクくん、さっきおうちで悲鳴上げてたけど、大丈夫だった？」

　顔を上気させて立ち尽つくす葉に、濱門海が微笑みかけた。

　葉は思わず、その神こう々ごうしすぎる笑え顔がおから目をそらす。

「ひ、悲鳴など上げていない。そ、そっちこそ、家にいたんじゃ……」

「店番頼たのまれてたの忘れてて、急いで店に来たとこさ。何か食べる？　いつものそば？」

　この店では日用品や雑貨の販はん売ばいだけではなく、簡単な食事をとることもできる。

　そばなんかよりも、貴女あなたが欲しい。

　喉のどまで出かかった言葉を吞のみ込み、棚たなから履り歴れき書をとってレジに置く。

「か、買い物だ。これだけでいい」

「履歴書？　何に使うの、こんなの？」

　就職活動のためだ。だが無職であることを彼女に明かすのは躊躇ためらわれた。

「た、頼まれものだ」

「ふうん？　アルバイトでもするのかと思った。でも、もう夏休み終わっちゃうし、今からじゃできないよね」

「そ、それはべつに……ぼ、ぼくは学校などとっくに卒業しているし……」

「え？　なに？」

　レジスターを操作していた海が振り返った。その深い輝かがやきを宿した瞳ひとみと、清らかで柔やわらかそうな唇くちびるは、葉が目にしてきたどんな宝石よりも美しい。

「い、いや……」

　ドキリとして、葉はまたあらぬ方角に顔をそむける。

「そうだ、ねえ、もし時間があったら照瑠ちゃんの宿題手伝ってあげてよ。エイサー祭り行けなくなっちゃうって泣いてるのよ」

「その問題はすでに解決した」

　代金を支し払はらいながら、葉。指先が海の手に触ふれそうになり、慌あわてて腕うでを引っ込める。

「そうなの？　良かったあ。──良いなあ、照瑠ちゃんはエイサー祭りに行けるんだ」

「ど、どういう意味だ」

「実は海も行けなさそうなんだよね。あ、海もじゃなくて、海は、か」

　海が肩かたを落とし、嘆息した。美女は憂うれう姿も美しい。

「大学のサークルの先せん輩ぱいが、急にテレビのロボット大会に参加するなんて言い出して……海も巻き込まれちゃったの。それなのに肝かん心じんのロボットが壊こわれて直らないんだ。大会の開かい催さい日がエイサー祭りの直後だから、早めに完成させようってみんなで言ってたのに」

　由ゆ々ゆしき問題だ。ロボット大会とやらには毛ほども興味がないが、困っている女神を救うのは、子供に読み聞かせる絵本の中ですら世界共通の常識である。

「書くものはあるか？」

　海が首を傾げ、ビニール袋ぶくろに入れた履歴書といっしょに、メモ用紙とペンを差し出した。

　葉はある電話番号とメールアドレスをそこに書き込む。

「ドイツでロボット工学の権けん威いとされている人物だ。設計書を送れば、問題点を指し摘てきしてくれるだろう。ぼくが手伝ってもいいが、就職活動──ごほん、何かと忙いそがしいからな」

「ドイツの……何？」

「ようするにまあ、機械オタクだ。日本語もできるから、役に立つだろう」

「ドクくんの知り合いなの？」

「某ぼう国こくの工作員に暗殺されかけたところを助けてやったことがある。彼の自宅と愛車は爆ばく破はされて消し飛んだがな。ぼくの名前を出せば、協力を断ることはないはずだ」

「えー？　何それ、ドクくんはいつも面おも白しろいねえ」

　けらけらと笑う顔も美しい。

「なんだかよく分からないけど、ありがとうね」

「う、うむ」

　頷うなずき、葉は海に背を向けた。

　女神を救った達成感を胸に去ろうとすると、背後から声をかけられた。

「ドクくんも行くんでしょ？　エイサー祭り」

　葉は振り返り、きょとんとする。

「いや、行かないが」

「あれ？　陸たちといっしょに行くのかと思った」

「あの野や蛮ばん人どもにエスコートは必要ないだろう」

　そう言って、葉は店を出た。

　買い物ついでに散歩でもするつもりだったが、女神との触れあいだけで胸がいっぱいになっていた。特に寄り道をするでもなく、帰路につく。

　文字通り死ぬほど熱い日差しを受けながら歩き、すぐに自宅の前に到とう着ちやくする。

　敷地に入ろうとして、違い和わ感かんに気づく。

「む？」

　かすかな呻うめき声が聞こえたのだ。

　隣となりの家からだ。隣とはいっても陸や照瑠のいる家ではなく、反対側の家である。

「……」

　葉は無視しようとした。

　だが、その後に起きるであろう出来事を、頭の中でシミュレーションする。

　異変に気づきながら、葉がそれを無視したとする。するとそれを知った濱門陸や照瑠が怒いかり狂くるってバーサーカーと化すだろう。結果、葉は絞しめ殺される。

　──葉に選せん択たく肢しはないようだ。

「おい」

　自宅に戻もどらず、もう数歩ほど横に移動して、隣の家に顔を出す。

　家庭菜園のある庭に、一人の老人がうずくまっていた。ランニング姿の老人が、日に焼けた細い腕を地面についていた。瓜うりのように長細い顔を苦しげに歪ゆがめている。

　お裾すそ分わけと言ってよく葉の家に野菜を貢みつぎに来る、ゴーヤー爺じいである。

「ぼくの家に電話はない。救急車を呼ぶなら、お前の家のを借りるぞ」

　庭に入って、ゴーヤー爺の横を通り過ぎようとする葉。

「い、いらん」

　葉の足を老人が摑つかんだ。

「ちょっと腰こしをやっただけさ。じっとしてりゃ治る」

「治らんぞ。見たところ、軽度の変形性脊せき椎つい症しようだ。適切な処置を受けるべきだ」

「いらん……」

　真っ赤な顔で拒きよ否ひするゴーヤー爺。

　葉はため息をついた。老人の不合理な意地ほど、手に負えないものはない。

「特別に肩を貸してやろう」

　老人の身体からだを支えながら家に入り、居間に寝ねかせる。

「ここんとこ、どうも具合が悪いさ。だが大たい抵てい、こうして寝とけば治る」

「気のせいだ。朝に痛むことが多いだろう？　足にも痛みがあるはずだ。まっとうな治ち療りようを受けて根本的解決を図はからなければ、症しよう状じようは悪化する一方だぞ」

「……病院は好かん」

「あそこが大好きなのはモルヒネ好きのジャンキーだけだ。ワガママを言うな」

　葉が珍めずらしく気を遣つかってやっているのに、老人はただ唸うなるばかりである。

「ううむ、この調子じゃエイサー祭りも行けんか……」

「またそれか……この島の人間は、それに行かないと死ぬのか？」

「せっかく夏なつ生きや春はる正まさも踊おどるのになあ」

　夏生と春正というのは、陸や照瑠たちと幼なじみの兄弟のことだ。

　この近辺の子供たちはとかくこの老人を慕したい、老人もまた彼らの面めん倒どうをよく見ているのだ。それだけならば、まだいい。しかし、この老人は葉のことまで同様に扱あつかおうとするから始末が悪い。頼んでもいないのに、頻ひん繁ぱんに食べ物を持ってくるのもそうだ。

　業ごう腹はらだが、そのおかげで葉の生命活動が少なからず維い持じされているのも事実である。

　葉は少し考え、大きく息を吐ついた。

「……そういえば、この前持ってきたゴーヤーの報ほう酬しゆうを支払っていなかったな」

「うん？　そんなもん、いらん」

「遠えん慮りよするな」

　葉はうつ伏ぶせに寝た老人の背中にまたがった。手を細い腰に押し当て、背骨を押す。

「っふぐうっ！」

　老人が鼻から抜ぬける悲鳴を上げた。

「こ、声を出すな！　陸に聞こえたら、老人虐ぎやく待たいと勘かん違ちがいされてぼくが殺される！」

「なあっ？　うぐうっ！　ふぐぬっ！」

「ただの応急処置にすぎないがな。こんなところで手術してやるわけにもいかん」

　ぶつぶつと愚ぐ痴ちりながら、老人の背骨を押し続ける。

「……はあ、はあ」

　数分間の作業を終えて、葉は老人の背中から降りた。

　体力のない葉が荒あらい息をつく一方、老人はぐったりとしたまま動かない。

　勢い余って殺してしまっただろうか、と陸に撲ぼく殺さつされる自分の姿を想像したが、そうはならなかった。老人がムクリと起き上がる。

「……痛くないさ」

「ふん、しばらくもつだろうが、痛みが再発したら次こそ病院へ行け」

　鼻を鳴らし、葉は履歴書を持って立ち上がった。

　老人が爽そう快かいな顔で笑った。

「妙みような特技を持っとるなあ。これでエイサーに行けるさ」

「特技ではない。才能だ」

　才能。

　自分の言った言葉に、皮肉さを覚える。

　老人の腰の痛みを和やわらげる程度の──たったそれくらいの才能である。

　天才だった頃ころの葉なら、こんな環かん境きようでさえ同じ時間で手術をして完治させることが可能だっただろう。──世界を救うのが使命の天才が、そんなくだらないことに時間を費ついやすはずもないが。

　かつての葉は、何度も世界を救った。

　現在の葉は、近所の老人が祭りに行く手助けをするだけ。

　それが、どれほどの違ちがいなのか──。

　葉の今の惨みじめな気分が、痛いほど物語っている。

「お前やーも来るんだろう？　エイサー祭りさ」

「行かん」

　言い捨てて、葉はゴーヤー爺の家を後にした。

　無む駄だに時間を使ってしまった。すぐに新しい履り歴れき書を書いて、一日でも早くこの島での就職先を探さないと、本当に飢うえと絶望で死んでしまう。

「今は赤の他人よりも我が身を救うのが先だ。しかし大学がダメとなると、他ほかにどんな職を探すべきか……」

　思案しながら、すぐ隣にある我が家の敷しき地ちに入り──。

「──」

　葉は、戦せん慄りつした。

　開けっ放しにした窓から見える居間に一いつ瞬しゆん、人ひと影かげがよぎったのだ。

　陸や照瑠ではない。図ずう々ずうしい彼女たちは、葉の姿を見た途と端たんに隠かくれたりはしない。

「し、しまった……」

　葉は身を翻ひるがえし、その場から逃にげだそうとした。

　しかし背後で、殺気が膨ふくれあがった。

　居間から飛び出した何者かの気配が、葉の背中に飛びつく。

「うわあああぁっ！」

　足音は二回しか聞こえなかった。

　居間の床ゆかを蹴ける音と、庭を蹴る音。

　身を潜ひそめた場所から、たったの二歩で接近する俊しゆん敏びん性は尋じん常じようではない。──尋常ではないどころか、人類には不可能なスピードだ。短たん距きよ離り走なら世界新記録である。

「ぎゃあっ！」

　飛びついた人物もろとも、葉は庭を転がり──。

「ふぎっ……！」

　塀へいに頭をぶつけて、ようやく勢いが止まる。

　痛みに顔を歪めつつ、まぶたを開くと──倒たおれた葉の上に〝そいつ〟がまたがっていた。

　一日で二回も少女に馬乗りになられるのは、これが人生で初めてだ。

「お金……くださいよぉ」

　葉の上に乗った少女が、消え入りそうな声で言った。葉なんかに敬語など使いたくないが、使わない勇気もない。そんな陰いん険けんさが詰つまった声こわ音ねだ。

「お菓か子しがもうないし、ゲームも欲しいし……エイサー祭りまでにお金が必要なんですからぁ。ちゃんと三み三みを養ってくださいよぉ」

　又また吉きち三み三み子こ。例によって濱門陸らの幼なじみの一人である。

　陸と同い年で、陸よりも背が高い少女だ。梳すいていない長い髪かみを二つにしばり、ぼろぼろに擦すり切れたジャージを着ている。中学生時代はバレーボール部の部長だったらしいが、現在はただの引きこもりだ。ゲームで徹てつ夜やしたのであろう目の隈くまが痛々しい。

「ぼ、ぼくは金なんて持っていないと言っただろう！」

　葉は必死に押しのけようとするが、ビクともしない。

「金が欲しいなら、助手を通せ！　あの女、ぼくがいくら言っても送金しようとしないんだ！　アメリカの口座さえ使えるようになれば、いくらでも──」

「知りませんよぉ、そんなのぉ！」

　葉の胸むなぐらを摑んで、ガクガクと上下に揺ゆさぶる又吉。

「や、やめろ！　首が折れる！」

「折れるどころか、とれちゃいそうなのは三三のほうなんですぉ！　あっ、わわっ」

　三三子の首がガクンと前に倒れた。慌あわてて頭を両手で押さえる三三子。

　一瞬──折れるどころか、首と胴どう体たいの間に切れ目が見えた気がした。それが葉の目の錯さつ覚かくや気のせいであったら、どれほど良かっただろう。

「き、貴様は世界を救うための犠ぎ牲せいになったんだと言っただろう！　ぼくは正しいことをしたんだ！　やましいことなんか一つもない！　不満があるなら法ほう廷ていで言え！」

「なんで三三が犠牲にならなきゃいけないんですかぁ！　この悪あく魔まぁ！　甲か斐い性しようなし！」

　又吉は正しよう真しん正しよう銘めい、この島の住人である。だが先日、とある事件で葉が請うけ負ったトラブルに巻き込まれ、多少のトラウマと〝後こう遺い症しよう〟を負うこととなった。

　元々、引きこもり生活で社会性を失った彼女のことだ。そんなことは些さ細さいな問題である──と、葉は個人的に思うようにしている。

「や、やめろ、揺らすな！　脳にダメージが……！　わ、分かった、ぼくが職にありついた暁あかつきには、給料を分けてやるから……！」

「そんなの待てませんよぉ！　こっちは急いでるんですよぉ！」

「頭を摑むな！　脳が潰つぶれる……！　それに祭りまでにって、お前みたいな引きこもりでも祭りには行くのか──ぎゃああっ！　潰れるぅ！　わ、分かった、職探しの中で割の良いアルバイトを見つけたら紹しよう介かいしてやるから！　お前向きのやつをな！」

「働いて稼かせぐなんて、三三にできるわけないじゃないですかぁ！」

「ぎゃああっ！　な、なぜぼくがこんな目にっ！　ぼくは正しいことをしたんだぞ！」

　葉がいよいよ殺されようというタイミングで、陸と照瑠が葉の家に姿を現した。

「又吉姉ねぇ！　また部屋から出てきてるし！　ゲームちょうだい！」

「良かった！　元気そう……だけど、何ね、その状じよう況きよう」

　声を聞きつけてきたのだろう。隣となりの家からやって来た二人の少女が、庭で取っ組み合いをしている葉と又吉を見て戸と惑まどう。

「ひぃぃ……」

　引きこもりの末、すっかり対人恐きよう怖ふ症しようになった又吉が涙なみだぐんだ。葉を解放し、両手で顔を隠して逃げ出そうとする。が、すぐに葉を振ふり向いて睨にらみつけて言い放つ。

「こんな身体にしておいて、認にん知ちもしてくれないなんて……この人でなし！」

　凍こおりつく陸たちとすれ違い、姿を消す又吉。

　その場に残されたのは、動かぬ三人。

　時すらも停止したかのような空気の中、そばにある海岸の波の音が響ひびいた。

「……ドク？」

　陸が葉の胸ぐらを摑つかんで、立ち上がらせた。片手だ。

「一体、どういう意味ですか？　本当に又吉に何をしたんですか」

「……」

　葉は黙もく秘ひ権けんを行使する。

　人でなしどころか、もう人じゃないのは実はあの女のほうなんだ、とは言えない。

　言ったら最後、又吉は島中で「やーい、改造人間」と後ろ指を指され、そうなった原因である葉は目の前にいる野や蛮ばん人になぶり殺しにされるだろう。

「道徳的に許されないようなことなんですか？」

　だが葉の抵てい抗こうも長続きしなかった。陸の真顔に気け圧おされ、弁明する。

「……道徳など問題ではない。確かにぼくのした行こう為いが露ろ見けんすれば、百を超こえる人権団体から抗こう議ぎを受けるだろう。しかし、世界の平和を守るためには──」

「照瑠」

「了解ウイルコ！」

　照瑠の水平蹴りが、葉のみぞおちに突つき刺ささった。

　どの道、バッドエンドは免まぬがれない運命だったようだ。

「もういいさ、又吉に直接聞くから！　行こう、照瑠！」

「了解！」

　二人の暴行犯が葉を置いて、さっさと又吉の後を追っていった。

「うぅ……」

　葉は前のめりに倒れたまま、じりじりと沖縄の太陽に焼かれる。

　痛みに加えて空腹と睡すい眠みん不足、精神的な消しよう耗もうによって立ち上がることができない。

　蟬せみの声がうるさかった。

　視界の端はしに、自宅の向かいに拡ひろがる青い波が見えた。

「いっそこのまま、燃えて灰となってしまおうか……」

　太陽と地面に挟はさまれ、燃え尽つきるにはちょうど良いシチュエーションだ。

　才能を失い、惨めにもこの島に逃げてきた。

　逃とう亡ぼう、そして──自らの人生に幕を閉じることすらも、一度は決意したはずだ。

　それなのに今や毎日のように、地元の住民に振り回される日々を送っている。

　まだ一ヶ月も住んでいないのに、顔見知りも馬ば鹿かみたいに増えてしまった。

　何よりも戸惑いを覚えるのは──。

「それとも……明日もまた、今日のような日を過ごすのか」

　この環境に、自分が慣れつつあるということだ。

　人類を救う天才として過ごしてきた、沙さ藤とう葉という人物を否定するかのような環境。今までの自分が築いてきたキャリアとプライドも、この島では関係ない。

　本当の意味で、安あん寧ねいを求めて選んだ地は。

　安らぐどころか、落ち着く隙すきすらも与あたえられないくらいに騒そう々ぞうしく。

　それなのに──葉を包み込むように、時がゆっくりと流れている。

　とっくに葉は、壊こわれてしまったというのに、だ。

　緩ゆるやかに過ごす時間は、これまで過ごしてきた日々のほうこそ夢だったのではないかと思わせるほどに──。

「謝罪は受け入れないぞ」

　地面に突っ伏ぷしたまま、葉は言った。

　自分に向かって接近する靴くつ音おとを聞いたからだ。

　やっぱり後で心配になった陸が戻もどってきたのだろう。

　そんな勘かん違ちがいをしたのは──まさに葉がガラクタに成り下がった証しよう拠こだった。

「この俺が、なんでてめえなんかに謝罪しなきゃいけないんだ？」

　聞き覚えのある英語にハッとして、首を持ち上げる。

　土で汚よごれた顔を上げた葉の前に立っていたのは──。

「ドク、地球と直接コンタクトをとろうとしているのですね。まさに天才です」

　たった今、夢と思い込みかけていた過去の自分を、強制的に思い出させる人物たち。

　軍服を着た屈くつ強きような青年と、スーツ姿の金きん髪ぱつ美女だった。

「──」

　葉は、沖縄の太陽で温められた体温が、一気に冷えていくのを感じた。

　この光景こそ、葉の妄もう想そうであって欲しい。

　もしこれが現実であれば──その青年と美女の組み合わせは、地じ獄ごくに墜おちるよりも深い絶望を届けに来たことを意味している。

「さあ、行きましょう、ドク」

　金髪美女が言い、青年が葉を荷物のように担かつぎ上げた。

「〝グリゴリ〟の手がかりが、発見されました」

　美女──葉の助手であるノーラ・ダーリンの一言が、葉の心臓を押し潰す。

　かつて天才だった頃ころの葉が遺のこした論文。

　世界を滅めつ亡ぼうに導きかねない脅きよう威いを記した〝災さい厄やく論文〟が──また発見された。

「といっても、〝グリゴリ〟の論文が見つかったわけではありません」

　アメリカ合衆国のホワイトハウスから、その数ある論文は盗ぬすみ出されたのだ。

　しかしノーラは、論文が発見されたのではないという。

　葉が迂う闊かつに世に出してしまった、脅威。

　その足音が、ガラクタになった葉を追い抜ぬき──。

「発見されたのは──〝グリゴリ〟そのものです」

　確実に一人歩きしつつあるのを、はっきりと感じた。
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　沖縄の太陽は、まだ優やさしかったのかもしれない。

「……ぼくの知らないうちに、世界は滅ほろんでしまっていたのか？」

　葉が絞しぼり出した声が、上下に揺れた。

「ドクがいるのに世界が滅ぶなど、あり得ません」

「ヘイ、天才様ジーニアス。お前なら、ここら一帯、海に変えられるんだろ？　早いところ頼たのむぜ」

　両側から聞こえる声も、上下に揺れていた。

　なぜなら葉は今、背中にコブを生やしたホ乳類──ラクダにまたがっているからだ。左右にいる助手と海兵の青年も同様である。

　吹ふきつける乾かわいた空気は、熱風と言って差し支つかえない。つむじ風が起きるたびに砂が舞まい上がり、なだらかな丘おかに砂さ塵じんのウェーブが発生する。

　見み渡わたすかぎり、生命の気配はない。

　葉たちが進んでいるのは、一面の黄色。黄色。そして盛り上がった黄色。

「沖縄の太陽は、あれでも手加減してくれていたのか……」

　やかましい近きん隣りん住民に悩なやまされていたのが、別世界のように思えた。

　いや、実際、別世界なのだろう。──今、葉がいる広大な砂の大地に比べれば。

　アフリカ大陸は南西部に、その国はあった。

　ナミビア共和国。

　日本の二倍以上もの広大な国土を持ち、近年になって豊富な鉱物資源や天然エネルギーの産出、さらに好条件の海洋漁業によって成長目覚ましい発はつ展てん途と上じよう国こくである。

　だが一方で、ナミビア共和国は古来不変の顔も持ち合わせていた。

　同国が〝砂さ漠ばくの国〟と呼ばれる所以ゆえん──ナミブ砂漠である。

　葉が今いるのが、まさにそこだ。

「ノーラ、提案がある。今すぐに方向転てん換かんをして、首都ウィントフックに戻ろう」

　まず葉は沖縄から飛行機を乗り継つぎ、ようやくナミビア共和国の首都であるウィントフックに到とう着ちやくした。ウィントフックは文明的な都市で、レンタカーのトラックの車内から、背の高いビルや、乗用車で駐ちゆう車しや場を埋うめ尽くされたスーパーマーケットを見ることもできた。南国のリゾート地らしい雰ふん囲い気きがあり、観光客らしき人々も見かけた。

　だが道路がアスファルトから土に変わるまでは、あっという間だった。

　都市が遠ざかるにつれ、道路は土から砂に変わり、建物も見えなくなった。

「天才的な提案です、ドク。言葉の裏を読み取れということですね。了解しました、どんどん進みましょう」

　それでもまだ、観光ツアー中のバスとすれ違ちがう間は良かった。

　ひたすら長い距きよ離りを進み続けた末、葉はトラックから降ろされた。そしてついには背中がでこぼこした動物に乗り換かえることを強制されたのである。

　せめて文明人らしい乗り物を、という葉の要求に対し、助手であるノーラ・ダーリンは平然とこう言い放った。

　観光客を装って、なるべく目立たないようにするためです──と。

「……なぜ、ぼくがこんな世界の果てまで……」

　葉は日差し対策のためのマントを羽織り、頭にはターバンを巻いていた。ラクダに乗って二時間ほど経たったが、すでに全身砂まみれだ。

「それはこっちの台詞せりふだぜ、天才様」

　ラフなシャツにアメリカ海軍の帽ぼう子しという格好のエリク・グッドオール・ジュニアが言った。金髪が鮮あざやかな白人男性で、アメリカ海軍の特とく殊しゆ部隊であるＳシＥＡーＬルｓズに所属する軍人である。

「俺は海兵だぞ。それがてめえのとばっちりで、海どころか水の気配すらない砂漠のど真ん中だ。面おも白しろくもないジョークだぜ」

　彼、ジュニアは葉のハイスクール時代における歳違いの同級生であり、現在はアメリカ政府から直々に葉のボディガードを任されるという数すう奇きな関係にある。だが彼の驚きよう異い的な身体能力や愛国心を考えれば、英えい雄ゆうの護衛役という大だい抜ばつ擢てきも納なつ得とくがいくことも確かだ。

「貴様に関しては、ぼくは来てくれと頼んだ覚えはない。──そもそも貴様は、ついこの前、北ほつ海かいで死にかけたはずだろう。なぜピンピンしている？」

　葉が疲つかれた顔を向けると、優やさ男おとこがニヤリと笑った。整った顔立ちは昔と変わらないが、マッチョな体格は高校時代よりも一回り大きくなっている。

「俺の自じ慢まんの一つだが、女にはいくら殴なぐられても死なない体質なんだ。まあ、身体からだのあちこちにボルトを埋め込んだし、まだ本調子とは言えないけどな」

「ここに来る途と中ちゆうにも説明しましたが、グッドオール一等兵へい曹そうには今回もドクのボディガードをしていただきます。〝ゴールド・ピット〟での働きを、合衆国政府および海軍が高く評価した結果です」

　葉の助手、ノーラ・ダーリンはスーツを着ていた。一時間おきに再さい確かく認にんしているが、やっぱりスーツ姿だ。灼しやく熱ねつの砂漠においてである。

「ドクにこの地に赴おもむいていただいた理由も、すでにご説明した通りです。この地で発見された〝例の生物〟は非常にデリケートな案件で、情報漏ろう洩えいのリスクを払はらうよりも、実際に現地で見ていただくのが一番だと判断したからです」

　スタイルを含ふくめて外見は完かん璧ぺきだが、彼女はこれでもまだ十代である。都会ならばその美しさで人々の目を引くだろうが、スーツを着て砂漠を進む姿はコンピュータグラフィックスによる合成映像のような不自然さを覚える。

「例の生物？　こんな砂漠にいる生き物をわざわざ見物しに来たのか？」

　ジュニアが玉の汗を浮うかべた顔を、ノーラに向けた。

「貴方あなたが知る必要のないことです、グッドオール一いつ曹そう」

「つれないな。おい、天才様。お前の助手に何か言ってくれよ」

「いいぞ、ノーラ。その調子だ。こいつの護衛を拒きよ否ひしていれば、もっと良かった。働きの評価をでっち上げて政府に銃じゆう殺さつ刑けいを申しん請せいしておけば最上級だ」

「銃殺刑になるのは、俺よりもてめえのほうが先だがな。英雄の皮をかぶったクズ野や郎ろう。どうせそのうち、そのお利口な頭でアメリカに仇あだなすに決まってる。いじめられっ子だったハイスクール時代の復ふく讐しゆうだとか抜かしてな」

「まったく、ナミブ砂漠の太陽は眩まぶしいな。──おっと違った。これは議員のパパのおかげで人気者だったいじめっ子の七光りか。ゴリラの妹は元気か、ファック」

「水をいただけますか」

　旧交を温める葉とジュニアを無視し、ノーラが後ろを振ふり返った。

　砂漠を行進するのは葉たち三人だけではなかった。案内役の現地人を含め、白い衣装を纏まとったナミビア共和国の政府関係者と隊を成している状態だ。

　陽炎かげろうが揺ゆらめく砂さ丘きゆうを、いくつ越こえただろうか。

　目的地が見えた時は、葉を惑まどわす蜃しん気き楼ろうではないかと疑った。

「あそこに例の生物が保管されています」

　平地に設営された、小さなキャンプ地である。

　無数に並べたテントの他ほかに、砂の上に組み立てた木製の塔とうが見えた。陽炎のせいで遠目でははっきり見えないが、簡易式のボーリング設備のようだ。

　事前に聞いていた話によると、そこは地質調査のためのキャンプだという。

　ナミブ砂漠は古代から存在する砂漠であり、地層を調べるのは学術的な見地からも意義が大きい。貴重な鉱物が発見されれば、ナミビア共和国の国益にもなる。

「色気のない場所だな。珍めずらしいサソリでも見つけたのか？」

「サソリなどではありません。もっと……重要なものです」

「……」

　葉の身体の奥底から、身み震ぶるいがこみ上げた。

　その生物が発見された時、未知の生物としてまずナミビア政府に報告がいったらしい。そこから国連に情報が流れ、葉に──正確には助手のノーラ・ダーリンに研究の協力依い頼らいが舞い込んだというわけである。

「何かの間ま違ちがいじゃないのか……？」

　葉の口から、今さらすぎる呻うめき声が漏もれた。

　ノーラが無表情で答える。

「いいえ、私の見た資料によると、可能性は高いと思われます」

「何の可能性だ？」

　ジュニアの問いは、できれば無視したかった。

　だが葉は答えざるを得ない。

　他ならぬ、葉自身がそれを口にするしかなかった。

「世界が滅ぶ可能性──」

　キャンプ地に近づくにつれ、葉の鼓こ動どうが速はやまっていく。

　胸を押し潰つぶしそうなこの感覚は、天才だった頃の葉が知らなかったものだ。

　だがガラクタになった葉は、はっきりとその正体を知っている。

「ぼくが、その可能性を作ったんだ……」

　それは──罪悪感というものだった。

「……？」

　葉の言っている意味が分からないのだろう。首を傾かしげるジュニア。

　ナミブ砂漠の砂は、疲れ切っているように見えた。

　遥か古代、岩や草木、そして生物がいた時代もあったのかもしれない。だがそれらは熱と風に晒さらされて枯かれ、息絶え、腐くさった。ぼろぼろに崩くずれていき、太陽によって最後の一いつ滴てきまで水分を蒸発させられ、粉々になった。

　そして、かつては形も色もあったもの全すべてが、細かい砂という安定性を得たのだ。

　世界最古の砂漠、ナミブ。

　長き安定によって不変の姿を得たそれは、永遠を喜ぶ顔すらも乾ききっていた。

「国連から派は遣けんされたサハンといいます。正確にはＵＮＩＤＯという国連工業開発機関の所属ですけどね。かの天才、ドクター・サトウと面会できるなんて光栄です」

　キャンプ地に着くなり、アフリカ系の男性が握あく手しゆを求めてきた。頭を丸まる坊ぼう主ずにし、眼鏡めがねをかけた四十代の人物である。着ているＴシャツはイタリア製だ。

　ＵＮＩＤＯは発展途上国の経済や工業を支し援えんすることを目的とした国連の関連機関である。鉱物資源の豊富なナミビア共和国では、彼らが協力できることは多いだろう。

　例によって握手は葉ではなく、助手のノーラが応じた。

「事務総長から聞いております。協力に感謝します」

「彼も紹しよう介かいします。同どう僚りようで地質学のアドバイザでもあるワンです。我々は二人ともドクターのファンなんですよ」

　サハンの隣となりにいたアジア系の男が軽く会え釈しやくした。細い身体と神経質そうな眉み間けんの皺しわは、いかにも学者風といった雰囲気である。歳はサハンと同じくらいだろう。

「彼女は？」

　ノーラがキャンプの中央に視線を向けた。

　周囲一帯は砂だけではなく、岩がん盤ばんが見える地帯もあった。数あるテントは、それら硬かたい地じ盤ばんの上に設営されている。雇やとわれの現地住民が雑用で行き交かう中、マシンガンで武装した兵士の姿も見えた。ナミビア共和国の正規軍である。

「彼女は国連事務局から派遣されたキャリーです。我々、現地組のフォローや国連とナミビア共和国の間の情報伝達などを担当してくれています」

　ノーラの視線の先にいる白人女性を、サハンはそう説明した。

　ウェーブのかかった金きん髪ぱつを後ろで縛しばった二十代後半の女性だ。学生時代はもっとそばかすがあり、チアリーディングをやっていました、と紹介されればイメージにぴったりだ。現地の人と兵士たちに精力的に声をかけ、新たなテントを張っている。

「彼女もドクターのファンですよ。今は皆みなさんを迎むかえ入れるテントを作るのに張り切っているようですね。失礼ながら、彼女からの挨あい拶さつは後ほどということで……」

「お構いなく。それよりも聞いていたより武装した兵士の数が多い気がしますが」

「ええ、盗とう賊ぞく対策ではナミビア軍の保護を受けていました。それに加えてドクターの訪問を受けて、それが強化されています」

「……ドクがここに来ることをナミビア政府に明かしたのですか？」

「あ、いえ、あくまで重要人物が来るということで……名前や素す性じようは明かしていません」

　機き嫌げんを悪くするノーラの背後で、葉とジュニアは同時に嘆たん息そくした。

「同じことだ。ぼくの正体は、とっくにナミビア政府が調査済みだろう。ラクダに乗ってまで一いつ般ぱん人を装ったのも無む駄だだったな……」

「天才様がこんな砂さ漠ばくにご光臨されたんだ。明日には何事かと世界中の注目の的だな」

　険悪な空気を感じ取り、サハンが慌あわててキャンプの奥へ歩き出す。

「さ……さっそく例のものをご覧いただけますか。こちらです」

　サハンとワンに先導され、葉たちはテントの間を進んでいく。

「ここです、どうぞ」

　案内されたのは、キャンプ地で最も大きなテントの中だった。薄うす暗ぐらい内部に二つの電灯が吊つるされ、木組みのテーブルの上に精密機器が並んでいる。足あし下もとから伸のびたケーブルの先はテントの外に伸び、その方角から発電機の駆く動どう音が聞こえた。

　サハンとワン、葉、ノーラ、ジュニアの五人が入ると、狭せまいテント内はいっぱいだ。

「ご覧になっていただきたいものは、これです」

　サハンが箱状の機器に手を伸ばした。中に並べられた試験管の一本を取り出す。

「……！」

　見た瞬しゆん間かん、葉の心臓が破れそうなほどに高鳴った。

「あ──あ……」

　血の気を失って後あと退じさる。後頭部が、背後にいたジュニアの胸むな板いたを叩たたいた。

「ど、どうかしましたか、ドクター？」

「ドクター？」

「おい、天才様。いきなりどうした？」

　葉の反応を見て戸と惑まどうサハンとワン、そして間ま抜ぬけ面づらで首を傾げるジュニア。

　ノーラだけが葉を心配もせず、じっと試験管を凝ぎよう視しする。

「ドク、凡ぼん人じんの私ごときでは確信できません。どうか、ご確認を」

　美しい助手の瞳ひとみに映っているのは、砂が詰つめ込まれた試験管。

　その砂の表面に──小さなミミズのような生物が頭をもたげていた。

　茶ちや褐かつ色しよくの軀からだは、ナミブ砂漠の砂と同じで保護色である。一見したかぎりでは輪ゴムの切れ端はしが動いているようにしか見えない。

「ど、どうして、ここに──」

　葉は一目で、その生き物の正体を悟さとった。

　よく見ると、ミミズの体表は極小の鉤かぎ状になっていた。その先端にあたる部分に目や触しよつ覚かくはなく、小さな空くう洞どう──口器がある。

　口器の内側は肉眼では見えない。だが葉には顕けん微び鏡きようを使わずとも、その内部がどうなっているのか理解できた。口器の内側には鋭するどい牙きばが生え揃そろい、溶よう解かい力の高い粘ねん液えきを分ぶん泌ぴつしているのだ。

　なぜ、はっきりと分かるのか。その理由は葉が凡人だからではない。

　その生物を、葉は知っているからだ。

「〝ワーム〟……」

　葉が思わず漏らした呟つぶやきに、助手のノーラが眉まゆをひそめた。

「やはり、そうですか。由ゆ々ゆしき問題ですね」

「ワーム？　なんだ、そりゃ」

「ドクター？　その生物を知っているのですか？　我々は新種を発見したものと思って、国連に報告したのですが……」

　ジュニアやサハンが尋たずねるが、葉とノーラは彼らを無視した。

「あ、あり得ない……なぜ、こんな場所に──」

「事態の解明を急ぎましょう。ただちにＤＮＡを採取して、データベースと照合します。もしこれが例のあれと同じものだとしたら……取り返しのつかない事態に陥おちいりかねません。早急にナミビア共和国からの輸出品をストップさせて、この生物が世界中に拡散することだけは避さけないと……」

「おい、それは何なんだって聞いてんだ！」

　ジュニアが葉に詰め寄るが、ノーラが冷たい視線で青年を睨にらみつける。

「貴方あなたが知る必要はありません、グッドオール一いつ曹そう」

「ああっ？」

「ミスター・サハン。貴方がたもです。とり急ぎ、この生物を発見した時の状じよう況きようを報告書で提出してください。また当キャンプ地は現時点をもって完全に国連の監かん督とく下に入ります。指揮権はドクター・サトウ、その代理として私が受け持ちます。私の許可無しにこのキャンプを出入りした者は、国際法にのっとって逮たい捕ほ、あるいは射殺します」

　ノーラが懐ふところから一枚の紙切れを取り出した。国連事務総長とナミビア共和国大統領の署名が記された命令書だ。

　絶句するサハンとワン。

「そ、そんなバカな！　私たちは砂漠で未知の生物を見つけただけですよ！　それが射殺だなんて……！」

「そのような事態が起きないよう願います。以後は私の指示通りに行動してください」

　ノーラが有う無むを言わせない口調で言うが、おとなしく従わない者もいた。

「おい、天才様。よく聞こえなかったぜ。誰だれが誰の命令で、誰を射殺するって？」

「ぐえっ」

　葉の首が、背後からジュニアの太い腕うでによって締しめつけられた。

「その小さな生き物は、そんなに危険なものなのか？　何も知らされないまま、俺たちに得体の知れない生き物といっしょに過ごせと？」

「今すぐにその手を離はなしなさい。命令違い反はんで海軍を不ふ名めい誉よ除隊したいか？」

　ノーラに睨まれても、ジュニアは動じない。

「あんたには聞いてねえよ、お嬢じようちゃん。それに俺はこうしてしっかり天才様を守ってるだろうが。ただその生き物が何なのか分からないせいで、どう守ればいいか力加減が分からないだけだ。お前ならそれくらい分かるよな、天才様」

「ぐええぇ……そ、それは〝ワーム〟だ──」

　ジュニアの怪かい力りきに、葉が抵てい抗こうできるはずもない。

　葉が音ねを上げると、ノーラが押し黙だまった。葉が明かすと判断したのなら、それに従うという意思表示だろう。

「か、かつてアマゾン川流域で発見された新種だ……極きわめて稀まれな特とく徴ちようを持っている──」

　そこまで言って、ようやくジュニアが腕を緩ゆるめた。

　サハンが戸惑った様子で問いかける。

「アマゾン川ですって？　つまり熱帯雨林？　こことは正反対の環かん境きようだ」

　ジュニアの拘こう束そくから解放され、葉は喉のどを押さえて咳せき込む。

「だ、だから、あり得ないと言ったんだ……それは密林にある洞どう窟くつの内部で発見された固有種のはずだ。しかもその洞窟は焼しよう却きやく処理され、ワームは絶ぜつ滅めつした。万が一にも生き残りがいないよう、今でも定期的に現地で確かく認にん作業が行われている……」

「現在に到いたるまで、現地でのワームの生存確認はされていません」

　ノーラが付け足した。

　ジュニアたちが眉をひそめる。

「つまり、もう存在しないはずの生き物が、そこにいるソイツだってのか？」

「故意に新種の生物を絶滅させるだなんて……それほど危険な生き物なのですか？　人間に寄生したり、人を食うとでも……？」

「ま、まさか、危険な病原菌きんを保有しているとか……」

「ワームは寄生虫ではないし、人食いでもない。疫えき病びようを拡ひろげることもない」

　葉は言った。

「こいつは──鉱物を食う」

　鉱物を食うミミズ。

　いや、いくつもの体節に分かれており、ぜん動運動で地中を進むのはミミズに似ているが、異なる部分は多い。ミミズが前進するために細かい体毛で軀からだを覆おおっているのに対し、それは硬かたい体表そのものが鉤状の形状をとっている。さらにミミズは取り込んだ栄養分以外の土ど壌じようは排はい出しゆつするが、それは積極的に土壌や鉱物を取り込む性質が確認されている。

　それが葉がワームと呼ぶ生物の正体である。

　ジュニアたちにとっては、予想外の特徴だったようだ。肩かたすかしを食くらったように、顔を見合わせる。

「鉱物って……あれか？　岩とか金属とか、そんなのか？」

「そ、それだけ……？」

「そうだ、それだけだ。ぼくは国連からの依い頼らいで、ワームの共同研究を行った。その結果、分かったことだ。この口で鉱物を砕くだき、溶とかし、ムシャムシャと美味おいしそうに食べる」

「……」

「そして取り込んだ金属の成分を体液を通して軀の表面に浮うき出させる。まるでおしゃれ着のようにな。岩を食えば岩を纏まとい、鉄を食えば鉄を纏う。ワームはミミズと違ちがい卵らん生せいによって繁はん殖しよくするが、その卵もまた金属で覆われる。孵ふ化かすると同時に殻からを食ってこの世界に誕生するのだ。そんな硬い殻を食える天敵などいないから、繁殖し放題だ」

　ジュニアとサハンらは、まだピンと来ない様子である。

　葉が青ざめている理由が、まだ実感できないのだろう。遠くに置かれているはずの発電機の駆動音が、やけに大きくテント内に響ひびいていた。

「だが、その大きさだろ？　シロアリみたいなもんじゃないか？」

「……ワームが発見された当時、それが生息していた洞窟についても調査した。結果、その洞窟は風化や地ち殻かく変動によって作られた天然洞窟ではないことが分かった」

「ワームが食い拡げたことで生成された洞窟だったんです。文字通り、虫食いによって」

　ノーラの言葉に、じわりと重い空気がテント内を包んだ。

　少しずつ嫌いやな予感がしてきたらしい面々に向かって、葉は言う。

「人類文明の歴史は、金属の歴史と言ってもいい。住居はもちろんのこと、原始的な武器から最新の機械に到るまで、それなしでは語れない。金属の存在なくして人類の発展はなかったといっていいだろう」

　葉は奥歯を嚙かみしめた。

「もしワームを封ふう印いんしていた洞窟の壁かべが、もう少し薄うすかったらどうなっていただろう？」

　ジュニアたちが、完全に沈ちん黙もくした。

「人類の文明が安定したのは、ごく最近だ。だがもし数千年前、ワームが洞窟を食い破っていたら、どうなっていた？　めぼしい金属はワームに食い尽つくされ、我々人類は木の棒で、世界中に拡散したこいつらを追い払はらうのがせいぜいの種族になっていただろう」

「……」

「現代であっても、同じだ。人類文明のあるところには金属がある。こいつらがそこに解き放たれたら、無限の食しよく欲よくと繁殖力で文明を食い散らかすだろう」

　葉の震ふるえる言葉に、ノーラが付け加える。

「ワームは人類の〝天敵〟です。だから、かつてドクの命令で根絶したはずでした」

「その通りだ。種としての正式な名めい称しようすら与あたえなかった。ミミズや仮想上の怪かい物ぶつを総そう称しようする〝ワーム〟としか呼ぶこともないうちに、一匹ぴき残らず灼やき殺したはずなのに……」

　ようやく敵が何者であるか理解したのか、ジュニアの顔つきが一変していた。サハンとワンもまた、冷たい汗あせが頰ほおを伝っている。

「なぜ……そんなもんが、ここにいるんだ？」

「ぼくも同じ疑問を、さっきから口にしているだろうが」

「ここは洞窟じゃありません。事態の解明よりも、この地に封ふうじ込める手段を早急に考えたほうがいいかもしれません」

　冷静に言うノーラに対し、サハンが身を乗り出す。

「最悪じゃないですか、ここは壁も何もない砂さ漠ばくですよ……」

「いえ、まだ最悪の状況ではありません」

　ノーラが首を横に振ふった。その青い瞳が、葉を見つめる。

「いかがですか、ドク。これは……あのワームですか？」

　ジュニアが眉をひそめた。

「はあ？　おい、ここまで脅おどしておいて、やっぱり違うっていうんじゃないだろうな。さっきワームだって言ったじゃねえか」

「……わ、分からない」

　ワームを閉じ込めた試験管を凝視し、葉は唇くちびるを嚙んだ。

「ま、まだ〝グリゴリ〟ではないように見えるが……詳くわしく分ぶん析せきしないと……」

　葉とノーラ以外の面々が、きょとんとした。

「おい、なんだ、そのグリなんとかって。まだ何かあるのか？」

「貴方が知る必要はありません」

「……また、さっきと同じやり取りを繰くり返す気か？」

「国家機密です、グッドオール一曹。それも貴方の母国、アメリカ合衆国の」

　きっぱりと言い放つ、ノーラ。

　アメリカの国家機密と聞いて、ジュニアが息を吞のんだ。愛国者の軍人ゆえか、無意識に背筋を伸のばしたように見える。

　葉は注意深く、試験管を観察した。

　その間も、発電機の音は大きくなる一方だった。

　ただでさえワームの発見で動どう揺ようしているのだ。葉は苛いら立だち、サハンに怒ど鳴なりつける。

「あ、あの音をどうにかしてくれ……！　頭がおかしくなりそうだ！」

「は、はい！　今までこんなことはなかったのですが……日本製なのに──」

　サハンがテントから出ようとした時だった。

　ピタリ、と発電機の駆く動どう音が止やんだ。

「……？」

　いや、発電機の音は聞こえた。ここにやって来た時と同じ音量だ。

　そうして初めて、テントの外が騒さわがしいことに気づく。

　ノーラが訝いぶかしげに首を捻ひねり、ジュニアがテントの出入り口に向かう。

「外の様子がおかしいですね」

「おい、兵隊たちがどこかに向かってるぞ！」

「何事だ……？」

　葉たちは全員でテントを出た。ある方角に向かって走る兵士たちの後を追いかける。

　砂さ丘きゆうに挟はさまれた盆ぼん地ちに兵士たちが集まっていた。彼らはマシンガンの銃じゆう口こうで前方を指し示し、大声で何かを叫さけんでいる。

「なんだ？　盗とう賊ぞくか？」

　ジュニアが目を細めるが、逆光だ。砂丘の頂上がこんもりと膨ふくらんでいることと、煌きらめく何かがわずかに動いているのが確認できただけだ。

「兵士たちも、同じようなことを叫んでいますが……」

　ノーラが呟つぶやいた直後だった。

　乗用車くらいの大きさだった膨らみが、何の前まえ触ぶれもなく弾はじけた。

「──」

　それは、燃える太陽に向かって伸びる、細い糸。

　重力に反して空に向かったそれは、先せん端たんを折り曲げ、再び地上に向かった。

　誰だれ一人、悲鳴を上げられない。

　誰も、それが何かを理解できない。

　ただそれは、葉が目にしたままを表現するならば──。

　傲ごう慢まんな人類を制裁するべく地上に振り下ろされた、大地の巨きよ神じんティターンの腕。

「〝グリゴリ〟──」

　無意識に呟く、葉の眼前で。

　巨きよ大だいなミミズが、一人の兵士を頭から嚙み砕いた。
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　葉は、それと似たような体験をしたことがある。

　ただし、海上でだ。

　あれは海洋生物学者たちと太平洋の調査船に乗っていた時のことだ。

　突とつ然ぜん、鯨くじらが調査船の間近から浮ふ上じようしたのだ。そいつは身をのけぞらせて船の舳へ先さきに着水し、視界を覆うほどの水みず飛沫しぶきで船ごと葉たちを転てん覆ぷくさせかけた。

　その時の光景が脳のう裏りをよぎったのは──その圧あつ倒とう的な存在感を思い出したからだ。

「ッッッ……！」

　陸地の、それも鯨などいるはずもない砂漠のど真ん中。

　巨大な何かが着地する衝しよう撃げきで、葉の足が砂から浮いた。次の瞬しゆん間かん、津つ波なみのような砂の壁が押し寄せ、散さん弾だん銃じゆうに撃うたれたかのように葉を後方に弾はじき飛ばす。自らが紙かみ相撲ずもうのコマになり、舞ぶ台たいを思い切り叩たたかれた上に、横っ面つらを引っぱたかれた気分だ。

「ぶふっ……んむうっ！」

　衝撃で意識を失わなかったのは奇き跡せきだった。しかし視界は真っ暗で、上下の感覚を完全に失ってしまう。

　大量の砂が覆い被かぶさり、生き埋うめになったようだ。

　葉の力では、いくらもがいても身動き一つとれない。

「──天才様ゥッ！」

　何者かに襟えり首くびを摑つかまれ、葉は地上に急速浮上した。喉のどに詰つまった砂を吐はき出す。

「ぶはぁっ！　べっ！　げほっ！」

「ノンキに埋まってんじゃねぇ！　アレは一体……何なんだ！」

　ジュニアに首根っこを摑まれた状態で、葉は顔を上げた。

　今度は逆光ではなかった。

　だからこそ、自分の目を疑った。

　地面から飛び出し、再びキャンプ地目がけて舞まい降りつつある大型の影かげ。

　巨きよ木ぼくにも見えるそれは──見たこともない生き物だった。太さは直径三メートルほど、体長は十数メートルはあろうか。無数の体節に分かれた胴どう体たいにはトゲのような鉤かぎがついており、ところどころが銀色に輝かがやいている。

　長細い巨きよ軀くが、地上に舞い降りた。また一人の兵士を吞み込んだのは、ぜん動どうする軀からだの先端ある空くう洞どう──巨大な口器である。トゲ以上に鋭するどい牙きばが生えた口が兵士を嚙み砕き、そのままの勢いで砂の中に突つき刺ささる。

「うっ……！」

　衝撃と、砂の大波。

　今度はジュニアに摑まっていたため、生き埋めは免まぬがれた。

　足あし下もとから、激しい震しん動どうと轟ごう音おんが響く。

　先ほどテント内で発電機の音と勘かん違ちがいしたのは、〝それ〟が地中の土ど壌じようや岩がん盤ばんを嚙み砕いて進む音だったのだ。

　大量の砂を巻き上げ、また巨大生物の先端が地上に姿を現し──。

「──」

　先端の口器が狙ねらいを定めた先にいるのは──葉だった。

　自らに向かって迫せまる不気味な口器を見上げ、葉は場ば違ちがいに高こう揚ようを覚えた。

　これが、感動というものか──。

　太古より人は巨大な物体や現象に怯おびえ、畏おそれ、信しん仰こうしてきた。

　それは無機質な岩であったり、自然現象であったり、生物であることも多い。立ち向かうことすらできない雄ゆう大だいさを持つ事象に対し、崇あがめることで慈じ悲ひを乞こうのだ。

　天才でなくなった葉は、はじめてその人類の性質を体感する。

　圧倒的な巨大性は人の本能を揺ゆさぶり、抵てい抗こうの意志を挫くじく──。

「うおおおっっ！」

　立ち尽くす葉を、ジュニアがとっさに真横に放ほうり投げた。自らも砂に足をとられながらもダッシュする。

「ッッッ！」

　かくして葉とジュニアは、謎なぞの生物からの初の生せい還かん者となった。

　だが生物が着地したのは、葉のすぐ足下だ。衝撃で弾け飛んだ大量の砂と土に巻き込まれ、葉の小こ柄がらな体が軽々と吹ふっ飛ぶ。

「ぎゃああっ！」

　大きく一回転し、砂の波もろとも二人の兵士を巻き込んで転がる葉。

「ぐぅっ……！」

　呻うめきつつ顔を上げると、キャンプは完全にパニック状態に陥おちいっていた。

　現地人は逃にげ惑まどい、あるいは茫ぼう然ぜん自じ失しつでへたり込んでいる。ナミビア軍の兵士はというと、滅め茶ちや苦く茶ちやにマシンガンを乱射するだけで統制などあったものではない。サハンやワンといった国連の関係者たちも硬こう直ちよくしたまま動けずにいた。

　いや、一人だけ。

　キャリーという女性だけ、様子が違ちがっていた。身動きもできずに眼前の怪かい物ぶつを見上げているのは同どう僚りようと同様だが、その口元に──かすかな微び笑しようを浮うかべていた。

　絶望のあまり、正気を保てずにいるのかもしれない。

　葉でさえ、目の前の光景が受け入れられずに震ふるえるしかないのだ。まだ若い女性にとっては非現実すぎて、感情が混こん濁だくしてしまうのも無理はないと言える。

　混乱極きわまる状じよう況きようで理性を保っていたのは、たったの二人だけだった。

「あれは何なんだって聞いてんだ、天才様！　映画の撮さつ影えいがあるなんて聞いてねえぞ！　それともＣＧか？　俺はどこの映画製作会社に苦情を入れりゃいいんだ！」

　葉に詰め寄り、無む理り矢や理り立たせるジュニア。

　もう一人、ノーラ・ダーリンも葉のそばにやって来た。懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出し、冷静に弾だん数すうを確かく認にんしている。

「ドク、申し訳ございません。突然の事態で衛星電話を砂のどこかに紛ふん失しつしてしまいました。ですがドクの天才的な頭脳を以てすれば、この窮きゆう状じようを打破するのに救きゆう援えん要よう請せいなど必要ないと信じております」

「……」

「寝ねてんのか、天才様！　寝ね言ごとでもいいから答えやがれ！」

「あ、あれは……ワームだ」

　巨大ワームが地上に舞い降り、また一人の兵士を吞み込んだ。

　ジュニアが砂まみれの顔で笑えんだ。しかし目は笑っていない。

「そいつはおかしいな。俺の目には、あれが試験管に収まるサイズには見えないぜ」

　キャンプ地にいる全員、足が竦すくんでいた。その上、砂の上で自由に動くことができる者など、強きよう靭じんな足あし腰こしを持つジュニア以外にいるはずもない。予測不可能な方角から襲おそいかかる巨大ワームに対し、次々と犠ぎ牲せい者しやは増えていく。

「……」

　葉は顔を歪ゆがめ、言葉に詰まった。

　代わりにノーラが言う。

「──突とつ然ぜん変へん異いかもしれません。あれほど巨大なワームを、私たちは確認したことがありませんから。これは想定外の出来事です」

　平然と言う彼女の口調は、しかし普ふ段だんよりもほんのわずかに低かった。だが、その違い和わ感かんに気づいたのは、雇やとい主である葉以外にはいないだろう。

　ジュニアが大きく舌を打つ。

「なんだ、そりゃあ……！　それにワームってのは人を食わないんじゃなかったのか？　それも突然変異のせいだっていうのか？」

　地上に現れた巨大ワームに向かって、ジュニアとノーラが発はつ砲ぽうした。

　しかしワームは、怯ひるんだ様子すら見せない。サイズ的に考えれば、人間に砂すな粒つぶを当てたようなものだ。

「人間を狙ってるんじゃない……金属を狙っているんだ」

　葉の呟きに、ジュニアとノーラが振ふり返った。

「ワームは視覚を持たない。その代わり嗅きゆう覚かくが優すぐれている。研究時、体長の一万倍先にある金属を感知したこともあった……」

　目の前にいるワームの体表を凝ぎよう視しする、葉。

「あ、あいつらは個体ごとに好む鉱物が異なるという一面を持つ……自らが好む鉱物を食い、食ったそれが体表を覆おおうんだ。──あ、あいつの軀からだにある銀色の部分は、多少、酸化して黒ずんでいるが……」

「──鉄、のように見えます」

　ノーラの言葉に、ジュニアがハッとする。

「あの化けモンの狙いは、銃じゆうか！」

「……う、うわあああっっ！」

　サハンが我に返った。あらためて恐きよう怖ふを思い出したのだろう、突然、一番大きなテントに向かって走り出す。無線で救きゆう援えんを求めようとしたのかもしれない。

「ッッ──」

　しかしサハンが向かおうとした目的地を、巨大ワームが吞のみ込んだ。

　一いつ瞬しゆんにして精密機器や無線機が失われ、衝撃でサハンが葉の横を転がっていく。

「銃だけではありません。ベルトや私の下着に到いたるまで金属は使われています」

「お前ら、銃を捨てろ！　武装を解除して素すっ裸ぱだかになるんだ！」

　ジュニアが兵士たちに向かって叫さけんだ。

　しかし誰だれ一人として、耳を貸す者はいない。

「……だよな！　俺だってこの状況でそんな命令をされたら、頭がおかしいと思うぜ！」

「私だって裸は御ご免めんです。しかし、このままでは全ぜん滅めつします。ドク、ご指示を」

　葉は答えられない。

　天才だった頃ころならば、動どう揺ようなどという無む駄だな感情もなく的確な指示を下しただろう。

　しかし今の葉は、ガラクタだ。

　周囲にいる非武装の現地人以上に怯え、ガクガクと震えるしかない。

「このくそったれ天才様がっ！」

　痺しびれを切らし、ジュニアが走り出した。

　そばにいた兵士から強ごう引いんにマシンガンを奪うばい、別の兵士に向かう。ワームに気をとられている隙すきを突き、二人目、三人目と次々と兵士から武器を奪っていく。

　四人目ともなると、さすがに兵士たちが武装を奪おうとするジュニアを敵視した。銃じゆう口こうを頭上から水平に降ろし、ジュニアを狙う。

「おとなしくしてろ！」

　エリート海兵であるジュニアが拳銃を撃つほうが早かった。太ももを撃たれ、二人の兵士がもんどり打つ。

　あっという間にナミビア軍を無力化したジュニアが、葉のもとに舞い戻もどった。

「ヘイ、天才様」

　アメリカンフットボールでパスをするかのごとく、マシンガンを数挺ちよう投げ渡わたされた。反射的に受け取った葉を、マシンガンごとベルトで縛しばりつける。

「なっ？」

「おらぁっ、来やがれ、化けモン！　美味おいしいクッキーがここにあるぜ！」

　ジュニアが葉を抱かかえ、そばにいたラクダに乗せた。すぐさまラクダの尻しりを叩く。

「ひいぃぃぃっっ！」

　ラクダが走り出すと同時に、ジュニアも別のラクダに飛び乗った。あっという間に葉を追い抜ぬき、葉が乗るラクダの手た綱づなを摑つかむ。

「ジュニア、き、貴様ぁぁぁあっっ！　ぼ、ぼくを囮おとりにする気かっ！」

「あそこにいたって、どうせ全滅だっ！」

「だったら貴様一人で逃げやがれっ！　そもそも貴様はぼくを護衛するのが任務だろうがっ！　軍法会議ものだぞ！　愛国者法違い反はんだってあり得る！」

「うるせえっ！　俺のオツムじゃ、あの化け物から逃げられるわけねーだろうが！」
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　ジュニアの作戦は、無情な成功をもたらした。

　次にまたワームが浮ふ上じようしたのはキャンプ地ではなく──砂さ丘きゆうを走る葉たちの背後だったからだ。直前まで葉たちが走っていた場所に、ワームの口器が突き刺さる。

「さあ、逃げ切るための作戦を立てろ、天才様！」

「ファァァァッック！　こんな状況で、作戦も何もあるか！」

　前方からは砂さ漠ばくの熱風。

　後方からは巨きよ大だいなワーム。

　二重苦に挟はさまれながら、葉とジュニアはラクダを全力疾しつ走そうさせる。

「と、とにかく、さっさと武器を捨てろ！　もうキャンプ地から大分引き離はなした！」

「アイアイサー！」

　ジュニアが持っていたマシンガンを放り捨てた。腕うでを伸のばし、葉に絡からんだベルトを外した上で残りのマシンガンも捨てる。

　狙ねらい通り、巨大ワームが銃じゆう器きを一口で吞み込んだ。

　しかし──。

「おい、天才様！　なぜまだ俺たちは追われてるんだ？　話が違うぜ！」

「知るか！　〝地上のノロマは歯ごたえがないが、どうやら餌えさをくれる生き物らしい〟とでも学習したんだろう！」

　巨大ワームの追走は止まらない。

「おいおい、俺は餌え付づけしたかったわけじゃないぜ！　ウチでは飼えないぞ、人見知りの犬がもういるからな！」

「何が人見知りだ、誰だれ彼構わず吼ほえるバカ犬じゃないか！　ぼくは二回、嚙かまれそうになったぞ！　どうせなら貴様の妹を連れてこい！　ヤツはワームさえ喰くい殺しそうだ！」

「それで思い出した！　てめえ、うちの妹がいるチアリーディング部の動画を二百ドルで買いやがったらしいな！　妹の写真を買ったことといい、何に使いやがった！」

「ばばばばば、バカ言うな！　あれは人間の運動能力に関する研究の一いつ環かんで──」

　互たがいを罵ののしりながら逃とう走そうする葉とジュニア。

　そんな二人が、からくも巨大ワームを振り切ったのは──学生時代の同級生が葉とジュニアのどちらに色目を使ったか、という不毛な言い争いに熱中し始めた頃だった。
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　葉とジュニアは砂漠の果てを歩いていた。

　比ひ喩ゆではない。ふらつく足が踏ふみしめる大地は、砂の層が薄うすくなっていた。代わりに剝むき出しの岩がん盤ばんが見え隠かくれしている。

　ナミブ砂漠が終わろうとしているのだ。岩の塊かたまりとともに大型の動物の骨が転がっているのは、砂漠の外から迷い込んだ草食動物のものだろう。

「海の次は、砂漠で遭そう難なんか……ジュニア、貴様、本当は護衛ではなく死神だな？」

「死神として忠告するが、無駄に口を開くな。口の中の水分を失って死期を早めるぜ」

　葉とジュニアが砂を踏みしめた足あし跡あとが、数秒と経たたずに崩くずれて消える。

　ラクダはとっくに力ちから尽つき、置き去りにしてきた。ワームを振り切って救われた恩があるが、その恩と心中するわけにもいかない。

「どうせ夜になれば気温が氷点下まで下がって凍とう死しだ。構うもんか……」

　体が乾かわききり、今の葉は数キロは体重が落ちているに違いない。だが軽くなった分は、のしかかるような熱い日差しと不安定な足あし下もとが重くしてくれている。吹ふきつけた風が、葉の目と口に大量の砂粒をプレゼントしてくれた。

「それもそうだ……じゃあ俺も骨になる前に、とっておきの質問を今のうちにしとくぜ。さっきの化けモンは、現実に存在したんだよな？」

　海では最強を誇ほこる特とく殊しゆ部隊隊員も、砂漠では重い体重が災わざわいしたようだ。一歩一歩進む速度が、体力がない葉とそう変わらない。

「あれが幻げん覚かくであれば、世界は平和でいられるだろう……」

「現実なら？」

「人類史上、はじめてにして最大の天敵と遭そう遇ぐうしたことになる。宇宙人に襲しゆう撃げきされるくらいのパニックが起きるな……」

「てめえなら、どうにかできるんだろ？　今までみたいにな、天才様」

「……」

　葉は答えなかった。

「それともう一つ、気になることを言ってたな。〝グリゴリ〟……だったか？　あのワームとやらは他ほかにも何か秘密があるのか？　──おい、何とか言えよ」

　ジュニアが振り返った時、葉の顔は砂に埋うずまっていた。

　自分でも気づかないうちに倒たおれていたらしい。体力も気力も乾き果てていた。

「……ちっ」

　舌打ちとともに、葉の服が引っ張られた。ジュニアが葉を引きずったのだ。

　だがジュニアの体力も長くはもたなかった。やがて葉を引きずる力が弱くなり、とうとうピタリと止まる。すぐそばで重い何かが砂に倒れる音がした。

「……海兵が砂漠で死ぬなんて……ジョークにしても古ふる臭くさすぎるぜ……」

「……」

　静せい寂じやくが訪おとずれた。

　ジュニアが呻うめいているので、完全な静寂ではない。

　だが間もなく、一いつ切さいの音が砂漠から消え去るだろう。それがこの砂漠にとっての当たり前であり、永遠の安定性である。

　人はそれを、死と呼ぶ。

「……」

　葉はゆっくりとまぶたを閉とざした。

　ニューヨークに住んでいた幼少時や学生時代、そしてペンシルヴァニアで教きよう鞭べんをとっていた教授時代が懐なつかしかった。

　これまでの葉はいつも眠ねむりに落ちる時、完かん璧ぺきな静寂に包まれる。

　周囲から一切の音がしなくなり、安らかな睡すい眠みんを得るのだ。睡眠はそれが効率的であるほど、死に近い。今までにも助手に起こされなければ、そのままうっかりと死という安あん寧ねいに身を委ゆだねていたことがあったかもしれない。

　だが、とうとうその日がやって来たようだ。

　葉は今まさに、誰だれにも起こされることのない永遠の眠りにつこうとして──。

　ふと。

　思い出す。

　そういえば最近は、助手に起こされることはなくなったのだった。

　代わりに葉を揺ゆり起こすようになったのは、やかましい少女の声。

　あれはそう、葉の迷めい惑わくなど顧かえりみることのない世話焼きの隣りん人じんの──。

「はいさいっ！」

　耳元で響ひびいた元気な声で、葉は飛び起きた。

　頭を突つかれたエビでさえ、ここまで華か麗れいに飛び跳はねないだろう。

　目を見開いた葉の心臓が、サンドバッグのように見えない拳こぶしに殴なぐられていた。

「っ……！　っ……？」

　葉は首だけを動かして、周囲を見回した。

　視界に映るのは砂、砂、砂。あと役立たずの海兵の死体だけだ。

「……天才様……？」

　いや、生きていた。倒れたジュニアが薄うす目めを開けて、葉を見ていた。

　葉はそれどころではない。

　確かに聞こえたと思ったのだが──どうやら幻げん聴ちようだったらしい。

　死へと誘いざなう眠りから引き起こした少女は、どこにもいない。

　葉が振ふり向いた先にいたのは、小こ柄がらな人物の幻げん影えいだった。

　──なぜ、目を覚ました？

　そいつは葉とそっくりの顔をして、葉とそっくりの声で言った。

「──」

　葉ではない。

　いや、正確に言うならば、今の葉自身ではない。

　──何が、お前を引き戻した？　今さら、再び目を覚ます理由があるのか？

　かつての、葉。

　天才だった頃ころの葉の幻影が、ガラクタに落ちぶれた葉の答えを待った。

　しかし今の葉は、答えることができない。呆ぼう然ぜんと過去の自分を見つめ返すだけだ。

　──まあ、いい。

　幻まぼろしの葉が、腕を伸ばして現在の葉を引っ張った。

　意識が朦もう朧ろうとした葉は、無む抵てい抗こうでされるがままに幻の自分に引き込まれ──。

「……」

　鼓こ動どうが、ゆっくりと収まっていくのを感じた。

　自分の中から不必要な感情が消えていくのを感じる。

　恐きよう怖ふ、焦あせり、不安──この状じよう況きようでは邪じや魔までしかない感情を、ハサミで切り取るように自らから排はい除じよする。

　葉は立ち上がり、自らが置かれた環かん境きようを再さい確かく認にんした。

　燃える太陽。吹きつける砂混じりの風。乾いた砂と岩。

　それらはどれも純じゆん粋すいなエネルギーだった。

　足下に転がった無む駄だだらけの生き物よりも、葉はそれらにシンパシーを抱いだく。

　横を見ると、自分そっくりの顔をした幻覚が立っていた。

　葉と瓜うり二ふたつの顔をしているが、葉ではない。

　そいつはまるで──ガラクタのような顔で恐怖に身を竦すくませていた。

「……そ、その澄すました顔──」

　足下に倒れている青年が、怒いかりに顔を歪ゆがめていた。

「ハイスクール時代を、思い出すぜ……てめえ……一体、どういう……」

　憎ぞう悪おすら滲にじませたジュニアの形相は、彼のほうこそハイスクール時代のままだった。

　当時、エリク・グッドオール・ジュニアという同級生は、常に葉を目の敵にしていた。その理由が、いわゆる嫉しつ妬とという感情にあることを葉は知っている。

　高校生ながらアメリカ政府に頼たよりにされつつあった葉を、彼は心の底から恨うらんでいたのだ。人望があり、能力もあり、何より愛国心がある──そんな自分よりも、愛国心の欠片かけらもない葉をアメリカ合衆国が溺でき愛あいしていたのである。ジュニアにとって葉は、その存在を許すことのできない相手だったのだ。

　そんなジュニアを、葉はいつだってしかめっ面つらで見返して──。

「……」

　ふいっ、と何の興味も示さずに無視するのだ。

　ちょうど、今のように。

「──て、てめえ……」

　学生時代の殺意を思い出したのか、ジュニアが気力だけで立とうとする。

　今の葉にとって、眼前の海兵は不必要な存在だ。同情や慈じ悲ひといった無駄な感情も持ち合わせていない。

　葉は砂さ漠ばくの先に向かって、足を踏み出した。

　ふわり、と一いつ瞬しゆん、自分の身体からだが軽くなるのを感じる。

「ま、待ちやがれ……このクソ天才様……！」

　トンッ、トンッ、と足を踏み出すごとにジュニアの声が遠くなった。

　この完璧な砂漠に、無駄なものは一切ない。

　葉は周囲の地形を瞬しゆん時じに読み取り、砂さ丘きゆうの角度と、吹きつける風のベクトルを計算する。ポケットに両りよう腕うでを突っ込み、身体全体を風を受けるための帆ほと化す。

　風の強さと砂丘の位置エネルギー、それらの純粋な力を操あやつるのは造作もなかった。

　時に風を受けて砂丘を上り、砂丘から降りる勢いを利用して、次の風を受けるポイントに到とう達たつする。第三者からは蛇だ行こうして無駄な距きよ離りを走っているように見えるだろうが、先へ進むために最も効率的なルートを的確に選んでいく。

「……ば、化けモンがぁっ……！」

　それが死地に置き去りにされた海兵の断だん末まつ魔まだった。無駄な雑音なので、その罵ば倒とうは葉の記き憶おくに残ることなく消し去られる。

「……」

　砂上を疾しつ走そうする帆はん船せんとなった葉は、目的地に向かって颯さつ爽そうと進んでいく。

　期待はしない。確信があった。

　進むほどに砂丘は低く、なだらかになりつつあった。岩盤が増え、枯かれた草木が視界に現れる。そうして、しばらく走り続けていくうちに──。

　それは、あった。

　小さな湖、オアシスである。そのそばには数軒けんの家屋と、砂で汚よごれきった乗用車も見える。轍わだちが刻まれた車道が延びているのも見えた。

　現代人は砂漠の出入り口、それもオアシスのそばに拠きよ点てんを築くことが多い。

　それは観光客が休息する中ちゆう継けい地点であり、旅商を相手にした給油地点でもある。

　葉は家屋の前に到とう着ちやくすると、まず身体に付着した砂を簡単に振り払はらった。他者の領域に足を踏ふみ込む最低限の礼れい儀ぎである。

「いらっしゃい」

　乾かわいた扉とびらを開けると、錆さびた鈴すずが音を鳴らした。広いスペースにテーブルと椅い子すが置かれ、カウンターに白はく髪はつの男性が座っていた。その背後の棚たなには煙草たばこや飲料水のペットボトルが置かれている。

「……っと、なんだぁ？　パパとママはどうした、お嬢じようちゃん」

　男性は白人で、ドイツ語で喋しやべった。植民地時代の移住者かもしれない。

　ここは売店であり、彼が店主のようだ。

「電話を」

　葉はカウンターに座り、店主に言った。

　店内には一人の先客がいた。ボロボロのシャツを着た少女だ。一見したかぎりではナミビアで多数を占しめるオバンボ族に見える。都市部の住人には見えないが、中国製の古着を買える程度の収入がある集落の住人なのだろう。

「……アメリカドルで十。長引くなら二十だ」

　訝いぶかしみつつも、店主が携けい帯たい電でん話わを出した。古い型だが衛星通信が使える機種である。

　葉は皺しわくちゃになった紙し幣へいと引き替かえに、電話を受け取った。金は先ほど死にかけの海兵からくすねておいた。

「ノーラ。このメッセージを聞いたら、ぼくの許もとに救きゆう援えんを送れ。座標は──」

　助手あてに短いメッセージを残し、電話を店主に返す。

「……」

　オバンボ族の少女と目が合った。葉のしかめっ面を見て、少女は怯おびえたようだ。すぐに目をそらし、店から出て行ってしまった。

「今の娘むすめか？　ここから近い集落の子だよ。手作りの土産みやげ品を売りに来るのさ。集落で崇あがめてるご神体に似せて作ったネックレスとかな……よく分からんが、とにかくそれっぽいんで観光客が買っていくのさ」

　会話に飢うえているのか、店主がぺらぺらと聞いてもいないことを口にする。彼が摑つかんで見せたのは、×バツ印を二つ交差させたような形に掘ほった古木を革かわ紐ひもでぶら下げたネックレスである。

「そんなに嫌いやそうな顔をするなよ。お喋りは嫌きらいか？」

　葉の目つきが悪いのは、生まれつきだ。こんな無駄だらけの世界に産み落とされたことを、無意識に今でも根に持っているのかもしれない。

「ここから南西に十キロほど進んだ砂漠に男が倒たおれている。救助してくれ」

「なんだって？」

「今のぼくには必要ないが、いずれ必要になるだろう。費用と報ほう酬しゆうは国連が支し払はらう」

「お、おい、ちょっと待て。国連だって？」

「それと後ろにある水を、ぼくにかけてくれ」

「……あんた、頭がおかしいのか？　飲むんじゃなく、ぶっかけろって？」

「そうだ。もうそれを開けて飲むだけの時間がない」

　言うべきことを言ったところで、葉の身体から力が抜ぬけた。

　計算通り、きっかり体力がゼロになり──。

　葉はその場で意識を失った。
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　葉が目を覚ましたのは、ナミビアの首都に向かう輸送ヘリの中だった。

「ようやくお目覚めか？　よし、それじゃあ永遠に眠ねむる覚かく悟ごをしろ」

　プロペラ音がやかましい機内で、葉に向かってジュニアが拳を振り上げていた。

「──ひぃっ？」

　葉は状況を理解出来ず、小さな悲鳴を上げた。

「グッドオール一いつ曹そう、その腕うでを下ろしなさい」

　ノーラ・ダーリンが拳けん銃じゆうをジュニアのこめかみに押し当てた。

　舌打ちして手を下ろす青年。その顔は疲ひ労ろうの色が濃こく、タオルを肩かたから羽織っている。

「親友を見殺しにした落とし前は、きっちりつけてもらうからな。憶おぼえてろよ」

　耳打ちされ、葉は飛び起きた。葉の上にもタオルがかけられている。気温が低いのは、夜の砂漠の上空を飛んでいるからだろう。

　葉の思考が、めまぐるしく回転した。

　砂漠で死にかけた記憶を思い出し、恐怖も蘇よみがえる。

　葉はワームに追われ、間かん一いつ髪ぱつで引き離はなすも、砂漠で遭そう難なんしたはずだ。

　その後、葉は──奇跡的にオアシスに辿たどり着き、意識を失った。

　それが今、輸送ヘリの中にいるということは、どうやら無事に救助されたらしい。

「さ、逆さか恨うらみもいいところだ！　大体、お前の救助を頼たのんだのは、ぼくだぞ！」

　葉が反論すると、ジュニアが据すわった目つきで睨にらみ返してきた。

「いいや、お前は俺を見捨てる気だった。あの時の目は完全に俺の存在を無駄なものと判断してた。学生時代にうんざりするほど見てきたんだ。俺には分かる」

　輸送ヘリの中には、数人の兵士が乗り合わせていた。葉の救助と警護のために派は遣けんされたのだろう。ナミビア軍ではなく、アメリカ軍の軍服を着ている。

「ふん、足手まといになるほうが悪いんだ……！」

　毒づきながらも、葉の内心は疑問と動どう揺ようでいっぱいだった。

　本当なら、葉はとっくに砂漠で死んでいるはずだった。

　それなのに今もこうして生きているのは──葉の中で〝異変〟が生じたからだ。

　あの時、葉が対たい峙じした自分そっくりの幻げん影えい。

　──何が、お前を引き戻もどした？

　あれは間ま違ちがいなく、過去の自分だった。

　その後、葉はまるでかつての自分と入れ替わったかのような感覚に陥おちいった。

　死の危機に瀕ひんして、自分の中に残された才能をかき集めたのだろうか？　これまでにも何度かあったように？

　違ちがう。

　あれは才能の残ざん滓しなどではない。

　まさに──天才だった頃ころの葉そのものだった。

「ぼくは……」

　ひょっとして。

　あり得ない可能性を思い浮うかべて、胸の奥に高こう揚ようを覚える。

　まさかとは思うが、葉は──。

　かつての才能を、取り戻しつつある……？

　心中で呟つぶやき、しかしすぐにそんな予感を否定する。

　葉はガラクタになり果てたのだ。壊こわれて砕くだけ散ったはずの才能が元に戻るなど、そんな都合が良いことがあるはずがない──。

「ドク、ファリザ事務総長との通信が繫つながっております」

　ノーラが言い、ノートＰＣを葉に向けた。リアルタイムの映像が映し出される。

『ドクター！　ご無事で安心しました！　貴方あなたの身に何かあったら世界は終わりです』

　小太りのアフリカ系の女性だ。以前にも何度か顔を合わせた人物、国連事務総長のファリザである。事実上の国連のトップとなる人物だ。

「無む駄だなご心配でしたね。天才が死ぬことなどありません」

　例によって葉ではなく、ノーラが代わりに答える。

『その通りですが、我々のような凡ぼん人じんは無駄な心配をするものなのです。──ですが、そのおっしゃりようだと、もう今回の危機を回かい避ひする手立てを考えておられるのですね！』

「もちろんです。さあ、ドク、人類を救うための知ち恵えをお授さずけください」

「えっ……」

　突とつ然ぜん、話を振ふられて硬こう直ちよくする葉。

『ナミブ砂漠で起きた出来事については、先ほど報告を受けました。まるで悪夢のようです……国連という組織だけで対処できる範はん疇ちゆうを超こえています。世界各国に協力を要よう請せいすることになるでしょう。しかし、それだけ大規模の作戦となると、近くマスコミに嗅かぎつけられるでしょうし……』

　かつて洞どう窟くつを焼き払った時とは、話の規模が大おお違ちがいだ。

　広大な砂さ漠ばくに潜ひそむワームを見つけ出し、それを根絶させなければならない。

　人類文明を守るために、天敵を根絶やしにするのだ。

『第一、そんなにも巨きよ大だいな生物をどうやって駆く除じよすればいいのか、私には皆かい目もく、見当もつきません……』

「戦せん闘とう機からミサイルでも撃うち込めばいい」

　ジュニアの提案に、ノーラが首を横に振る。

「どのタイミングで現れるかも分からないのにですか？　相手は地中の鉱物を食べるミミズです。二度と地上に現れないかもしれません」

『地上に、その、餌えさとなるような金属を置いたらどうでしょうか？』

「ワームの好みは様々です。存在するのが一いつ匹ぴきだけならばともかく、幼生を数匹ひき、巨大なものを成体とすると、それも一匹発見したのです。成体があれ一匹でないとしたら……」

「おいおい、あんな怪かい物ぶつが砂の下にウヨウヨいるってのか……？」

『多数いるのなら、なおさら砂漠地帯に潜んでいる間に駆除しないと！　そんなものがもし人類の都市部にまで生息範はん囲いを拡ひろげたら……』

「アフリカ大陸からアジア、ヨーロッパに及およんだらもう対処のしようがありません。人類の今後の歴史は、ワームに怯えて生きるものとなるでしょう」

　ファリザ、ノーラ、ジュニアの視線が葉を見た。

「……」

　とうの葉は、頭が真っ白になっていた。

　気絶する前にはあったはずの天才的な閃ひらめきが、今は名残なごりすらもない。

『ドクター？』

　ファリザが訝しむが、葉に打開策などなかった。

　大海を泳ぐ魚を一匹残らず網あみですくい取るようなものだ。どんなに大きく、どんなに高性能の網を使ったところで、そんなことができるはずもない。

「──ドクはお疲つかれのようです。私が代わって作戦を提案します」

　そう言ったのは、ノーラだった。

　葉は驚おどろいて彼女を見た。ファリザとジュニアも同様だ。

「〝ボトムズ・アンカー〟を投入しましょう」

「……！」

　ノーラ以外の一同が、表情を固まらせた。

　垂直潜せん行こう型多段式潜行ミサイル、〝ボトムズ・アンカー〟──。

　ヨーロッパの北海において、海底深くにある岩がん盤ばんに突つき刺ささり、地中深くで爆ばく発はつするよう設計された兵器である。それを開発したのは葉であり、先日も間近でその威い力りよくを体感したばかりだ。

〝黄ゴー金ルド・火ヴオル山ケイノ〟。

　そして〝あまりにも我わが儘ままなアンジー〟。

　世界を滅ほろぼしうる二つの災さい厄やくを封ふう印いんするために、それらは使用された。

〝ボトムズ・アンカー〟は戦せん闘とう艦かんに積せき載さいする艦かん載さい型と、戦闘機のミサイルに搭とう載さいする弾だん頭とう型の二種類がある。ナミブ砂漠に海が存在しない以上、この地で使用されるのは後者のタイプということになる。

『し、しかし、あれは国際法で北海でしか使用を認められていません……！』

「では、国際法を改定する準備を。〝黄金火山〟はドクの働きによって、今も安定しています。新たな脅きよう威いのために予備のアンカーを流用するのは、道義的にも正しい」

　ジュニアが複雑な表情を浮かべた。

「アレには一度殺されかけたからな……こんな砂漠で、また世話になるのか。だがそれを打つタイミングは？　戦車やヘリで砂漠中を監かん視ししてワームが現れるのを待つのか？」

「ヘリでは効率が悪すぎるし、戦車などただの鈍のろい棺ひつぎにしかならないでしょう。砂漠内を監視するためには──〝あれ〟を使いましょう、事務総長」

　ノーラの言葉に、ファリザ事務総長が首を傾かしげた。

　だが、すぐにハッとして顔色を変える。

「ダーリン女史……！　あれのことは、まだ……！」

　慌あわてる事務総長の視線は、なぜか葉を見ていた。

　葉は眉まゆをひそめるが、彼女が狼ろう狽ばいする理由はすぐに判明した。

「〝単たん巡じゆん機関〟を投入します」

　ノーラの放った言葉に、葉の思考が完全停止する。

「──」

　聞き間違いではないか、と頭の中で助手の台詞せりふを反はん芻すうし──。

　幻げん聴ちようではないと理解すると同時に、無意識に助手に摑つかみかかっていた。

「ノーラ……貴様ぁっ！」

「お、おいっ？　どうした、天才様！」

　引き離そうとするジュニア。だが葉はノーラのスーツから手を離さない。

「自分が何を言っているのか、分かっているのか？　ワームを──あのミミズを滅ぼすために、〝単巡機関〟を使うだと？　気は確かか？　い、いや、お前は元々頭がおかしいが……限度というものがあるだろう！」

「落ち着け、天才様！　〝単巡機関〟って何だ？」

「一種の空気圧縮装置です。その構造はシンプルで、密閉空間の中で特とく殊しゆなボールを回転させるだけ……それだけで一方から取り込んだ空気が、もう一方の空間に圧縮されるように設計されたものです」

　ノーラが葉を無視し、ジュニアに向かって誇ほこらしげに笑った。

「圧縮した空気を解放すれば、エネルギーを生みます。いわば蒸気機関や内燃機関に次いで、人類が新たに手にしたエネルギー発生装置といえるでしょう。それを使って圧縮空気を解き放つだけでも、その推進力で弾だん丸がんを撃てるし、人が空も飛ぶことも可能なのです。そんな画期的な発明をもたらした天才こそドクです」

「発明なんかじゃない。あれは──〝災厄〟だ！」

　周囲の兵士たちに聞かれていることも忘れ、大声で怒ど鳴なる。

「ぼくの〝災厄論文〟の一つだ！　あの北海で……アンジェリンから取り戻した論文の中の一つなんだぞ！」

　葉はかつて自らの才能によって、世界を滅ぼしうる可能性を論文に書き示した。

　それが〝災厄論文〟である。

　葉が才能を失うきっかけであり、それが盗ぬすみ出されたことで世界を危機に陥らせることになった諸悪の根源──。

　それを他ほかならぬ、自らの助手が世に出そうとしている。

「よく分からんが……そんなに便利なものなら、使ったほうがいいんじゃないのかよ？」

「この、馬ば鹿かが……！」

　葉はジュニアに向かって吐はき捨てるように言う。

「便利すぎる！　作ってしまえば、燃料をほとんど必要としないんだ！　化石燃料を必要としない装置が出回ってみろ、世界中のエネルギーバランスが崩ほう壊かいする」

「馬鹿で悪かったな。だが馬鹿からすると、良いことずくめに聞こえるぜ。それを使えば誰だれもが燃料を必要としなくなるんだろう？　地球に優やさしいし、何より先進国じゃない途と上じよう国こくまで好きなだけ発電所を造れるようになる」

「確かに馬鹿ですね。人類は──理想のエネルギーなんて手に入れてはいけないのです」

　ノーラが、自分をかばったはずのジュニアをせせら笑う。

「そんなものが実現したら、まず既き存そんのエネルギーを利用して発展した既き得とく権を持つ国々が反発するでしょう。新エネルギーの奪うばい合いになり、その過程で技術が流出し、世界中にそれが出回り……誰もが平等にそれを手に入れてしまうでしょう」

「誰もが平等に手に入れられるなら、ますます──」

「そう、誰もが平等に戦争ができる時代が到とう来らいするのです」

　ジュニアの表情が固まった。

「何しろ燃料を必要としないのですから。誰もがその装置を使うだけで兵士になることができ、しかも──永遠に尽つきない。種族問題や宗教問題をはじめ、争いの種が無限にある世界で、永遠に戦争ができる。それは世界を疲ひ弊へいの果てに滅ぼしうる〝災厄〟です」

「その通りだ、〝単巡機関〟が秘ひめているのは希望ではない。だからこそ、世に出してはいけないんだ。それなのに、ノーラ……！」

　責める葉に対し、ノーラは顔色一つ変えなかった。

「慎しん重ちように管理することができれば、話は別です」

「なにっ……？」

「すでに三十基ほどの試作品が完成し、選せん抜ばつされた部隊に投入して実用に向けてのテストに入っております」

　さっきは頭の中が真っ白になった。

　今度は──目の前が真っ暗になった。

「な──んだと──」

「〝単巡機関〟を飛行装置として運用した部隊です。機動性に優すぐれる彼らが砂漠を捜そう索さく、監視しましょう。レーダーによってワームを発見次し第だい、大型のものに対してはＧＰＳを打ち込んで位置を確かく認にん後、〝ボトムズ・アンカー〟で駆除。中、小型のものに対しては戦闘機のミサイルによって、その場で駆除できるものと予想されます」

　葉は呆ぼう然ぜんとするが、視界の端はしに映るＰＣの画面の違い和わ感かんに気づいた。

　ファリザ事務総長が驚いた様子を見せていないのだ。

『〝単巡機関〟を用いた部隊は、国連の管理下でテストを行っております……先日、北海でドクターの論文を回収した直後、すぐにそれを開発することをダーリン女史に相談したのです』

　今度こそ、葉は言葉を失った。自らの助手を見る。

「相談を受け……私の判断で、協力に同意しました」

　そんなことは、一言も聞いていない。

　葉がこの世に生み出したものを使うことを、他ならぬ葉自身だけが知らずにいたのだ。

『発明者のドクターに明かさなかった点については遺い憾かんに思います。しかし我々人類は、いつ立ちはだかるとも分からない新たな脅威に常に備える必要があるのです』

「お、お前ら……」

　震ふるえる葉に、ノーラが形の良い唇くちびるを接近させた。

　金きん髪ぱつ美女は謝罪の代わりにキスするでもなく、呪のろいのような言葉をかける。

「天才がもたらした〝災厄〟に立ち向かうには、〝災厄〟で対たい抗こうする必要があるのです」

「……！」

「なぜなら、あのワームが……〝グリゴリ〟だとしたら、今ある危機を生み出したのは、他ならぬ──」

　それ以上を聞くのは、葉の本能が拒きよ否ひした。

　ノーラを突き飛ばし、後あと退じさる葉。

「き、貴様……こ、このぼくを裏切るのか──」

「心外です、ドク。裏切りを疑っているのは、私──ひいては人類のほうなのですよ」

　葉以外には聞こえないような小声で、助手の女性がポツリと言う。

「一体いつまで、あんな田舎いなかの島で過ごすおつもりですか？」

「……！」

「ドクに天才としての使命を思い出していただけない以上、我々は……天才の〝遺産〟にすがるしかないでしょう？」

　葉が、アメリカ合衆国に戻もどらないから。

　沖縄で堕だ落らくした時間を過ごし続けているから。

　天才の助手であるノーラ・ダーリンは、天才の──ガラクタになり果てた現在の葉ではなく、正しよう真しん正しよう銘めいの天才が遺のこした〝災厄〟の奴ど隷れいとなった。

　過去も現在も、人類で最も天才を盲もう信しんする女性は──。

　どこまでも純じゆん粋すいな〝天才〟の助手だった。

『ドクター。ダーリン女史の提示した作戦に、補足する点はありますか？』

　ファリザ事務総長の問いかけに──。

　葉が、答えられるはずもない。

　ガラクタでしかない今の葉に、世界を救う力などない。

　天才を失った世界に、その力が残されているとしたら──ノーラが言う通り、かつての天才が生んだ遺物をおいて他にないだろう。

「ドクは無用な会話を嫌きらいます」

『分かりました。──ワームがなぜナミビア共和国で発生したかの調査も、同時に進めていきましょう』

　葉を置き去りにして、世界が進んでいく。

　葉が生み出した危機に対し、葉が生み出した薄はく氷ひようの希望を用いる。

　その先にあるのが平和なのか、それとも絶望なのか。

「……ぼくが、作ったものなのに……」

　呻うめくしかできない葉には、予見することができなかった。
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　葉は沖縄に戻ってきた。

　いつもなら沖縄に帰ろうとするたびに、助手のノーラが反対していた。

　だが今回にかぎっては、彼女はすんなりと葉の帰宅を許した。

　──作戦の準備は私が国連と協力して進めておきます。

　そう言って、葉をさっさとナミビア共和国から送り出したのだ。

　那な覇は空港に到とう着ちやくするまでは、ファーストクラスだった。

　しかし、そこからは無一文である。嘉手納町にある我が家まで、葉は国道58号線を延々と歩く羽目になる。

「……気持ちが悪い……」

　陽炎かげろうが立ち上る歩道を歩きながら、葉は呻いた。

　ファーストクラスの機内で、ようやく熱ねつ中ちゆう症しようの後こう遺い症しようが治ったばかりだ。それなのに、これではまた熱中症がぶり返してしまうが──。

　葉が抱いだく不快感の正体は、それだけが原因ではない。

「ワームが……なぜ、あれがナミブ砂さ漠ばくにいるんだ……」

　自らの手で絶ぜつ滅めつさせたはずの〝災さい厄やく〟が、地球の裏側で発見された。

　それも異常な進化を果たした上でだ。

「それに、ぼくが得たあの一いつ瞬しゆんの感覚……あれは確かに、天才だった頃ころのぼくの……」

　暑気と汗あせの湿しめっぽさで、頭がぼうっとしつつあった。

　砂漠で死にかけた、あの時。

　葉は一瞬とはいえ、かつての天才だった頃の葉に戻っていた。

　二度と取り戻すことがないと思っていた才能を、再び自らの中に感じたのだ。

　あれは、一体──。

「ノーラ……あいつも、おかしい……ぼくに見切りをつけるにしても、組織を嫌うあの女が国連なんかと結けつ託たくするなんて……」

　ワームも、天才の才能も、助手の反乱も、本来は葉自身が関係していることだ。

　それなのに今の葉には、それらの事態がなぜ引き起こされたか、全く理解できない。

　そして葉だけが、蚊帳かやの外に追いやられようとしている。

「……ぼくは……何も理解できない……」

　当然だ。

　天才ではなくなった葉など、本来は世界の危機に関かかわるべきではない。それを解決するだけの才能がない以上、邪じや魔ま者ものでしかない。

　ならば、今いる葉は──。

　熱中症に陥おちいりかけて、なお国道を歩いている自分の存在意義は──。

「──おう、ドクじゃねえか！　家に帰るところか？　乗ってけよ！」

　葉の横に、ワンボックスカーが停車した。

　運転席にいるのは、見覚えのある筋肉質の口くち髭ひげ男。ハリウッド俳優のヒュー・ジャックマンにそっくりの人物である。

「……」

　葉が無視して再び歩き出すと、クラクションが鳴った。

「おい、オレを忘れちまったか？　夏生と春正の親父オトオだ！　おーい、ドク！」

　うるさすぎて、頭がおかしくなりそうだ。葉は舌打ちして、助手席のドアを開ける。

「……」

　助手席のシートは、大量の紙束で占せん領りようされていた。後部座席を見ると、趣しゆ味みの釣つり用のクーラーボックスが行ぎよう儀ぎ良く載のっている。

「わはは、悪いな！　適当にどかして乗ってくれ！」

　葉は二度目の舌打ちをして、紙束を抱かかえて助手席に乗り込む形をとった。

　ワンボックスカーが国道58号線を発車する。

「ん？　どうした、ドク？　きょろきょろして」

「……爆ばく弾だんが仕し掛かけられていないか確認をしている」

「爆弾？」

「予定外の車両に乗った場合、これまで六十パーセントの確率で爆ばく発はつ物が仕込まれていた。経験上、顔見知りが最も怪あやしい」

「わはは、あいかわらず変なヤツだな！　そんなもんがあったらオレまで木っ端ぱ微み塵じんだ！」

　アダマンティウム合金の骨格に守られたお前は不死身だろうが。

　そう言ってやりたいが、ジョークを交かわすほど仲良くはないので黙だまっておく。

「また急にいなくなったって、陸たちが騒さわいでたぞ。あんまり心配かけるなよ」

「……しまった……」

　沖縄を離はなれる時は、前もって告げると陸と約束していたことを忘れていた。

　なぜそんな約束をしてしまったのか、自分でもよく分からない。だが、あの少女はまた怒いかり狂くるうことだろう。命に関わる悩なやみ事がまた一つ増えてしまった。

「実はな、そこらで見かけたら連れて帰るよう頼たのまれてたんだよ」

「ぼくともあろう者が、まんまと罠わなにひっかかったわけだ。本当に救いようがない……」

　小さな敗北感を味わうも、クーラーが効いた車内は快適だった。

　窓の向こうを、国道沿いを専有する林と柵さくが流れていく。

　アメリカ軍の基地である。

　ナミビア共和国はまだ発はつ展てん途と上じよう国こくで、近代的な基地は少ない。

　一方、沖縄にはこんなにも住宅地のそばに世界でも有数の軍事施し設せつが存在している。

　それなのに、この島のほうがよっぽど平和に映るのは──。

「……また祭りか」

　葉が抱えた紙束のせいかもしれない。

　そこには『エイサー祭り』という文字と、その資料らしき画像が記き載さいされていた。

「ああ！　それなあ……」

　一瞬、子供のように顔を輝かがやかせたジャックマンだが、すぐにそれが曇くもった。

「オレも実行委員なんだよ。いやあ、今年は本当にやっかいばかり続くもんだ」

「……」

「急な参加者と企き画かくが相次いでな。ここんとこテレビでも取り上げられて盛り上がるのはいいんだが、そうなると色んなしがらみも生まれて……スケジュールが滅め茶ちや苦く茶ちやだ」

　葉が尋たずねたわけでもないのに、ジャックマンが愚ぐ痴ちを漏もらす。

　ぱらぱらと紙をめくってみて分かった。確かに祭りのスケジュール表や進行過程の予定に、矛む盾じゆんが生じている。

「このままじゃ、祭りからあぶれる組が出ちまいそうだ。それだけは何としても避さけたいんだが、どこも自分の関わってるところを優先しようとして険悪になっちまうし」

　葉はダッシュボードにあったボールペンを取り、スケジュール表に文字を書き加える。

「オレもオレで、ほら、夏生らが出るだろう？　だからどうしても地元を出してやりたいんだが、そうなるとまた──あ、こら、ラクガキすんな。なんだそりゃ、英語か？」

「……」

「ま、いいか。どうせダメになったスケジュールだ。そうだ、ドク。あんたも祭りには来るんだろ、うちの息子むすこらの踊おどりを見といてくれよな」

「行かんぞ」

　ここの島民は、顔を合わせたら祭りに誘さそえと口裏を合わせているのだろうか？

　葉たちが乗るワンボックスカーが、嘉手納町の住宅地に到着した。みそら商店の前で停車する。

「せっかくだから飲むモンでも買っとくか。ちょっと待ってろ」

「いや、ここまででいい」

　そっけなく言い放ち、助手席のドアを開ける葉。

　ジャックマンが苦く笑しようする。

「おい、礼くらい言ったらどうだ」

「礼など言う必要はない。乗車賃は支し払はらった」

　言い放ち、葉は英語を書き込んだ紙切れを指先で叩たたく。

「英語が読める人間に見せろ。それでトラブルは解決だ」

「……？」

　ジャックマンが首を傾かしげた。

　ガラクタになったとはいえ、イベントのタイムスケジュールの調整など朝飯前だ。

　以前も自じ嘲ちようしたが、今の葉にはちょうど良いリハビリである。

　不思議そうな顔のジャックマンを置き、葉は商店の入り口に手をかける。

「ぼくにとっての平和は、この世で唯ゆい一いつ、ここだけだ……」

　葉は信しん仰こうを持たないが、心身ともに消しよう耗もうした今だけは神に祈いのった。

　どうか、この哀あわれな天才の成れの果てを女め神がみと巡めぐり合わせたまえ──。

　こっそりと開けた入り口から、カウンターにいる人物をのぞき見る。

「あっ」

　敏びん感かんに葉の気配を感じ取って振ふり返ったのは──女神ではなかった。

　女神の妹とのたまう野人、濱門陸である。

「ドぉぉクぅぅううう！」

　葉はすぐさま入り口から逃にげて、逃とう走そうしたが──。

「なんでまた、何も言わずにいなくなるんさぁああ！」

　わずか十数メートルで元陸上部のエースに追いつかれ、約束を破った代だい償しようとして首を絞しめられた。
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　息苦しくなるほど狭せまい密室で、葉ようは一人の男と対たい峙じしていた。

「現状のシステムに問題があるんだ」

　自ら練り上げた戦略には、自信があった。大いなる勝利を摑つかむため、葉にできうる限りの知識とノウハウを詰つめ込んだ結けつ晶しようである。

「分かりやすく説明するなら地理的問題と構造的問題、そして人的問題の三つに分類することができる」

　小さなテーブルを挟はさんで、葉と男は見つめ合った。

「まず地理的な問題から考察していこう。我々が現在いる、この場所。ここは戦略的に考えて有利な地理にあるといっていい。なぜか？　それを説明するためにはまず、このアルゴリズムを見てもらう必要がある」

　部屋の面積は、葉の自宅の居間と同じくらいだ。壁かべ際ぎわにはロッカーが置かれ、ロッカーの上には段ボールが置かれている。

　よれよれのＴシャツを着た葉と向かい合う男。その背後には使い古したデスクと、旧型のパソコンが見えた。

「人間の視野に収まる範はん囲いを、この角度とすると……この場所に通じるルートを進んで、ここに到とう達たつするまでに捉とらえうる視覚的情報はこの数値となる。この数値に収まる中、それを妨ぼう害がいしうる障害物を変数とすると──こうだ。非常にポジティブといえるだろう。それなのに、これだけの有利を活いかしているとは言いがたい。ぼくならば」

「ちょっといいかな」

　葉の向かいに座った男は、眼鏡をかけていた。歳の頃は四十代半ば。体格はがっしりとしていて軍にいれば少しよう尉いくらいの地位はありそうだ。ただし着ているのは軍服ではなく、白いワイシャツと黒いエプロンである。

「君に訊きいたのは、いつからシフトに入れるかってことなんだけど」

「分かっている。だが正式に雇こ用ようされる前に、ぼくの実力をまず示しておく必要があると思っただけのことだ。正当な報ほう酬しゆう額を交こう渉しようするために」

　葉が真顔で言うと、男も真顔で黙り込んだ。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、両者の会話が再開された。

「表の張り紙を見て、来てくれたんだよね？」

「うむ、従業員募ぼ集しゆうの掲けい示じを見た」

「報酬って……時給のことだよね？　それも書いてあったはずだけど」

「うむ、八百ドルだろう？」

「八百円だね」

　再び、沈黙する両者。

　葉はしばし考え、言う。

「……まあ、優ゆう秀しゆうな人材を呼び込むきっかけにはなったんだ。ぼくには時給八百ドル以上の価値があるぞ」

「でもねえ、ここはファミレスで、あれはアルバイトを募集したものだから……」

　男──葉が入ったファミリーレストランの店長が言った。

「それに、この履り歴れき書……前職がアメリカの何とか大学の教授？　これは一体、誰だれの履歴書なのかな」

「ペンシルヴァニア大学だ。キャリアとしても申し分ないだろう。ぼくならこの店の売上をたちどころに倍にしてやるぞ。報酬は増えた分の八割……いや、七割でいい」

　葉はアピールするが、なぜか店長は無言で顔を伏ふせた。

　そして再び顔を上げると、彼はにっこりと微笑ほほえんだ。

「今度は、お客さんとして来てね」

　かくして。

　葉は沖おき縄なわは北谷ちやたん町の日差しに照らされ、ぽつんと佇たたずむこととなった。

　背後には今し方出てきたばかりのファミリーレストランがある。駐ちゆう車しや場に入ろうとする自動車が、葉を嘲あざ笑わらうように排はい気きガスを吹ふきかけた。

「……ッ！」

　握にぎりしめた履歴書をアスファルトに叩きつける。何度も踏ふみつけると、足首を変な角度で捻ひねってしまう。転てん倒とうして地面を転がる、葉。

「ぎゃぁあああっ！　足首がっ！　ぬあああっ！　地面が熱いっ！」

「あれ、ドク？　何してんだー？」

　足首を押さえて悶もだえ苦しむ葉を、一人の少年が見下ろした。

　夏なつ生きだ。嘉か手で納な町の幼なじみグループの年長者であり、嘉手納高校に通う二年生である。今日も短い髪かみと日に焼けた笑え顔がおが、嫌いやみったらしいくらいに爽さわやかだ。

「なに、なーつー？　知り合い？」

「見たことない顔だな。どこ中？」

「わあ、何この子、ヘンなＴシャツ着てかわいー……くなかった。目つき悪っ」

　夏生は一人ではなかった。ファミレスで涼すずむつもりだったのか、同年代の少年や少女たちが葉に群がってくる。

「ああ、こいつはドクって言って、近所に引っ越こしてきたんだ。かわいいって言ったら、かわいそうだぞ。こう見えてドクは男……だよな？」

　物もの珍めずらしそうな視線を向けられ、葉の機き嫌げんが急下降した。ボロボロになった履歴書を拾って、高校生たちを睨にらむ。

「見世物じゃない。とっとと失うせろ、馬ば鹿かなガキどもが」

　手を振り払はらう仕草をすると、彼らは揃そろってきょとんとした。

「うわ、なんか感じ悪くねえ？」

「馬鹿って言われたんだけど」

「ガキはそっちじゃん」

「あー、悪い、こいつ、口が悪くてさ。でも悪いヤツじゃないぜ。……たぶん」

　頼たのんでもいないのに夏生にかばわれ、さらに葉の気分は悪くなった。少年少女たちに背を向け、痛む足を引きずって歩き出す。

「大だい丈じよう夫ぶか、ドク？　──なあ、先、店入ってて。俺、ちょっとついていくわ」

「ああ？　それなら、俺らも行くけど」

「そうそう、なーつーがいないと話進まないし」

「そんなこと言って、あんたがなーつーいないとツマンナイだけだったりして？」

　はしゃぐ高校生たちの声と大勢の靴くつ音おとが、葉の後からついてきた。

「足、どうかしたのか？　怪け我がしてんのかー？」

　歩道を歩く葉の横顔を、夏生が心配そうな顔で覗のぞき込んだ。

　北谷町は沖縄の若者が集つどう街である。残り少ない夏休みを堪たん能のうすべく、遊び場所を求めて行き交かう少年や少女たちが視界に映った。

「……」

「な、なんだよ、すげえ怖こわい顔で睨んで。怖いぞー？」

　肩かたを貸そうとする夏生の腕うでを、葉は振り払った。

「ふん、貴様のようなヤツの厚こう意いほど信用ならないものはない。ぼくを惨みじめな弱者に見立てて手助けをすることで、周囲からの好感を得ようとしているのだろう？　そのお人ひと好よしを装った裏で、後ろにいる女の気を引いてベッドに誘さそい込むことしか考えてないんだ」

　葉は学校の人気者が嫌きらいだ。蕁じん麻ま疹しんが出るくらい、大だい嫌きらいだ。

　そうなった原因はもちろん、今は海軍のエリートを気取っているアイツである。

「はあ？」

「えー、マジか、なーつー。お前、そーゆーヤツだったんだなー」

「うそぉ、そうだったんだ、なーつー」

　連れの男女がへらへらと笑いだした。女子の何人かに到っては、まんざら嫌いやそうでもないのが余計に癪しやくに障さわる。

「ハイスクールの人気者なんて、どいつもこいつも同じなんだ。ジュニアやヤツの妹のように、ぼくを苦境から救うフリをして教師や親を騙だます一方で、見えないところでぼくを痛めつけるんだ。ランチのスープにカエルの死し骸がいを紛まぎれ込ませたり、アメフトの練習だと言って仲間のクズどもにボール代わりに蹴けらせたり……ついには校舎から突つき落とそうとしたり、イカレた自分のファンをけしかけて寮りようの部屋に爆ばく弾だんを仕し掛かけさせたりするんだ……ちくしょう、ぼくの才能が妬ねたましいからってネチネチと嫌がらせしやがって。そもそも、ぼくはお前らとは根本から違ちがうんだ。ハイスクールなんて閉へい鎖さ的な環かん境きように身を置く必要なんてこれっぽっちもないんだ。ファック、ファック……」

　歩きながらブツブツと呪のろいの言葉を吐はく葉に、頰ほおを引きつらせる夏生。

「お、落ち着け、ドク。何言ってんのか分からないぞ？」

「貴様の人気とりにつきあうつもりはないと言ってるんだ。ついてくるな」

　吐き捨て、葉は歩を速めた。

「ドクはひねくれてんなー」

　呆あきれた声で言う夏生。手を貸すのは諦あきらめたようだが、ついてくるのを止やめようとはしない。足首が痛むせいで、彼を振ふりきれない。

「まったく目障りな……さっさと先ほどの店に戻もどって、無む駄だな時間を過ごせ」

「いやあ、放ほうっといたら、そこらへんで力尽つきて死にそうだし……家に帰るんだよな？　一応、送ってくよ」

「ふん、勝手にしろ。だが、ぼくには構うな」

「あ、そうそう。オトォがドクに助けてもらったんだって？　エイサー祭りのスケジュール、うまくいきそうだって言ってたぞ」

　葉はとうとう舌打ちした。釣つり好きのジャックマンの顔を思い出す。

「この島の人間は、構うなという言葉が理解できないのか？　……ふん、ぼくは何も知らん。あるべき答えが運良く収まっただけのことだろう」

「何言ってんのか、よく分かんないけど……一応、お礼は言っとくよ。スケジュールの変へん更こう次し第だいじゃ、俺も出られなかったかもしれなかったんだし」

　笑う夏生だったが、その表情に陰かげりが落ちた。

「出られなくても、それはそれでいいと思ってたんだけどな。まあ、うん……」

　ちらりと後方を振り返る少年の視線は、一人の女子に向けられていた。視線に気づいた女子が頰を染め、慌あわてて気づかなかったフリをする。

「ここんとこ色々あって、練習に集中できなかったし……」

「……」

　その様子を見て、葉は彼らの間に何があったのかを悟さとった。天才でなくとも、両者の間に、ある種の感情の行き違いがあることを感じ取るくらいはできる。

「やはりハイスクールの人気者というヤツは、卑ひ怯きよう者しかいない……」

　げんなりとして呟つぶやくと、夏生がムッとした。彼がそんな顔をすることは珍めずらしい。

「なんだよ、卑怯者って」

「お前と後ろの女が、ある秘密を共有しているのは一目で分かる。それも今の様子を見る限り、アクションを起こしたのは彼女のほうで、お前は戸と惑まどっている状態だ。──ありがちな予測をするなら、彼女に好意を告白され、お前は返答を迷っているというところか」

　夏生が驚おどろいた顔で黙だまり込んだ。図星のようだ。

「彼女やジャックマン──お前の父親も、自分の判断で自分にできることをしている。つまり、お前が祭りとやらで舞ぶ台たいに立てないとしたら、迷って行動できずにいるお前自身のせいだ。それをまるで、父親や彼女を理由にしているように聞こえたものでな……」

「……」

「過か剰じように防衛することを臆おく病びようと呼ぶ。それが大切なものなら臆病になるのもいい。だが守ろうとせず、前に進むこともしないくせに、他者のせいにすることを卑怯と呼ぶのだ」

　夏生は何も言わなかった。

　だが数分ほど歩いてから、言う。

「うん、やっぱりはっきり答えるわ」

「……」

「あいつら全員との今の関係が大切なんだ。だから、その中の一人だけと今までと違う関係になるのが、その……怖かったんだな。うん、今、分かった」

　葉はもう興味ないのに、夏生が勝手に決意を語った。

「何もしないままじゃ、どうせ今まで通りにはいかないのにな。ドクの言う通りだ。俺、卑怯だったな。無理かもしれないけど……今まで通りでいたいって、正直に言うよ」

　夏生の言葉に、葉は何も感じなかった。

　葉には恋れん愛あいの経験がない。

　葉は天才だったのだから、当然のことだ。人類全体を救うのが使命だった自分にとって、特定の人物に特別な感情を抱いだくことなど何の意味も無かった。無駄なものは、天才沙さ藤とう葉には必要ない。

　だが、葉はもう天才ではない。

　それなのに──今もまだ、恋愛という感情を理解できずにいる。

「やるべきことやって、祭りに集中することにするよ。ありがとな、ドク」

　礼を言われても、葉には関係のないことだ。もし悪い結果になっても葉のことを恨うらまないでくれるよう祈いのるだけである。

「そんでさ、ドク。エイサーにはドクも──」

「行かん行かん行かん行かん」

　誘いは予想していたので、念入りに断る。

「なんだよ、又また吉きちだって来るって言ってたんだぞ。──あ、そうだ、又吉といえばアイツ、ここ最近見かけないんだけど、知らないか？」

「あの女なら、ちょうどヤツに向いていそうな仕事があったから紹しよう介かいしてやった。ぼくも求職中だが、生憎あいにく、ぼくには向いていない職種だったしな」

「仕事って、アルバイトか？　ドクも、って……本当に学校行かないのか？」

「だから、ぼくは学校などとっくに卒業して──」

　結局。

　夏生は葉が自宅に辿たどり着くまで、無駄なお喋しやべりとともについてきた。
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　翌日。

　葉は昼過ぎに目覚めて、すぐに『みそら商店』に向かった。

　新しい履り歴れき書を購こう入にゆうするためだ。そろそろ本当に職を見つけないと、光熱費を払う余よ裕ゆうもなくなってしまう。食費もほとんどない。このままでは脱だつ水すい症しよう状じようか飢うえ死にだ。

「今日も暑いな……」

　だらだらと歩く葉を、今日も沖縄の太陽がいたぶる。

　島の緩ゆるやかな空気と、脳天気な島民。

　このゆったりとした時の流れが、葉の死期までも無駄に長引かせている。

　生きるための職探しを、今日も続けるのだ。

「それに、平和だ。──遠い地では巨きよ大だいなミミズが現れ、世界を滅ほろぼしかねないというのに……」

　葉がナミビア共和国から沖縄に戻って、一週間が経たとうとしていた。

　ワーム掃そう討とう作戦がその後、どうなったのか。

　葉の許もとには一いつ切さいの情報が入ってこない。自分の助手だったはずの女性からの連れん絡らくすら、一度もなかった。

　ひょっとしたら、ワームはすでにこの世から消しよう滅めつしてしまったのかもしれない。

　とっくに正義の国連軍によって討とう伐ばつされ、世界には平和が訪おとずれた。

　葉の力など、必要としないうちにだ。

　寝ね不ぶ足そくであくびをしながら、葉はそんな想像をしてしまう。

「もし全すべてが解決していたとしたら……いよいよ、ぼくはお払い箱ばこだな」

　天才の力を借りずとも、人類が救われる世界。

　英えい雄ゆうを必要としない世界だ。

　それは誰だれもが諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいする未来だろう。

　たった一人──かつての天才にして英雄が、永遠に行き場を失うだけである。

「むっ」

　商店に近づくと、店先の自じ動どう販はん売ばい機きを磨みがいている女性がいた。

　濱はま門じよう海うみという名の女め神がみだ。陸りくという名の野や蛮ばん人や、美み空そらという年増ではない。

　どうやら今日の葉は、運が良いようだ。

　咳せき払ばらいをして、Ｔシャツの皺しわをいそいそと伸のばす。

　そしていざ商店に向かおうとした直後──。

「むぐっ……！」

　背後から近づいた何者かに、葉の口が塞ふさがれた。

　次の瞬しゆん間かんには、アロハシャツを着た屈くつ強きような男たちに囲まれた。声を上げることもできず、葉は反対車線に停車していたトレーラーのコンテナに放り込まれる。

「ぶはっ……！　き、貴様ら──」

　拘こう束そくを解かれると同時に、コンテナの扉とびらが閉まった。

　葉の寝しん室しつよりも広いコンテナ内部は、全くの別世界だった。壁かべ一面に液えき晶しようモニタが設置され、ズラリと並んだＰＣと通信装置の前に二人のオペレーターが座っている。

「今日はラッキーデイだな。また親友の俺と再会できたんだ。なあ、天才様ジーニアス？」

　葉の顎あごを持ち上げてニヤリと笑ったのは、エリク・グッドオール・ジュニアだった。すっかり体調が回復したことが、殴なぐりたいくらい血色の良い顔で分かる。

「ジュニア……！」

　葉はジュニアを睨にらみ、次にアロハシャツを着た男たちを見た。彼らはコンテナの出入り口を少し開けて周囲を警けい戒かいしている。

「ＣＩＡ──いや、国家Ｎ安全Ｓ保障局Ａか……！」

　ＮＳＡはアメリカ合衆国の政府機関で、先せん端たん機器による情報収集のエキスパートである。ＣＩＡは大統領直属の組織だが、ＮＳＡは国防総省の管理下にある。

「いくら間ま抜ぬけ面づらでバカンスを楽しんでいようと、親友の俺には分かるぜ。お望みの情報を持ってきたぜ。ナミビアのミミズが気になって、夜も眠ねむれなかったんだろう？」

　ナミブ砂さ漠ばくのワーム。

　ジュニアは皮肉のつもりで言ったのだろうが、実際に気にしていたのは事実だ。しかし情報伝達のために、ジュニア自ら沖縄にやって来るとは思わなかった。

「単なる報告のために、ぼくを拉ら致ちしたのか。なぜこうもコソコソとする必要がある」

　葉が立ち上がると、アロハシャツがコンテナの出入り口に立ちはだかった。葉が逃とう亡ぼうするのを警戒しているようだ。

　ジュニアが鼻を鳴らし、葉をモニタの正面まで突つき飛ばした。

「ワームの存在は世間に知られないようにというのが、政府と国連の共通認にん識しきだ。世界中でパニックになったり、その混乱に便乗してテロが起きないともかぎらないからな」

「……たとえ自国の軍といえど、警戒対象というわけか。この島に駐ちゆう屯とんする空軍に異変を悟られないために、ＮＳＡまで出張ってくるとはな」

「上層部には知らせてある。嘉か手で納な基地の通信回線を一部使わせてもらってるしな。警戒してるのは、この国だ。日本は機密情報の管理に不安があるからな……」

「くだらん」

　史上類のない天敵を前にして、各国の首脳陣じんが疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっているようだ。

　当然ともいえるが、女神との面会を邪じや魔まする言い訳にはならない。

「報告するなら、さっさとしろ。せっかくの店番が交こう替たいしてしまう」

　ジュニアが「店番？」と眉まゆをひそめつつ、オペレーター役の女性の肩かたに触ふれた。女性が必要以上に親しい仕草でクスリと笑い、頷うなずく。──彼女はすでに色しき情じよう狂きようの海兵に籠ろう絡らくされた後らしい。

「まず現地で結成された飛行部隊だ。お前が発明したナントカ機関とやらを使ったジェット装置を装備した連中さ。各国の空軍から選せん抜ばつして、すでに国連安保理の指揮下で砂漠の監かん視し任務に入ってる」

　モニタに口くち髭ひげを生やした白人男性が映し出された。オペレーターが説明を引き継つぐ。

「隊を率いるのはイギリス空軍所属のグリーン少しよう佐さ、三十九歳。戦せん闘とう機の元パイロットで、多くの任務を成功させてきたベテランです。ドクター・サトウとも面識があるとか」

　確かに見覚えがある顔だった。ただでさえ厳いかつい顔をしているのに、唇くちびるに刻まれた裂れつ傷しようの痕あとがさらに威い圧あつ感かんを増している。

「以前、英国で臨のぞんだ仕事で関かかわっただけだ。実力は申し分ないだろう」

「ドクター考案の〝単たん巡じゆん機関〟を搭とう載さいした飛行装置について、国連から公開された参考映像を映します」

　モニタに金属と筒つつを組み合わせた装置が映し出された。

　全体の大きさは肩から腰こしまで覆おおうくらいだ。土台となるバッテリー部分の上に、円形の回転台と筒つつ状じようの噴ふん射しや機が二本接続されている。それがメインの推進装置であり、姿勢制せい御ぎよ用ようの小さな噴射機が二の腕うでと両りよう脚あしのふくらはぎにも装着されている。

　軽量素材によるボディスーツ。肘ひじや膝ひざなどの関節部にはプロテクター。そしてフルフェイスのヘルメットに加え、背中や手足にジェット装置をつけた姿は──。

「まるで二十年前のＳＦ映画だな」

「同感だ。子供じみている……」

　素す直なおな感想を述べるジュニアと葉に対し、オペレーターが説明する。

「重量百二十キログラムまでなら、時速九十キロメートルまでの飛行が可能です。〝単巡機関〟だけならさらなる潜せん在ざい的性能を秘ひめているものの、現代における金属生成技術では爆ばく発はつせずに圧縮空気を留とどめておくのはこれが限界とのことです」

　葉が考案したのは、噴射機であるボトルの中に組み込まれた球体の構造だ。

　ボール状の金属の表面には、びっしりと溝みぞと穴が彫ほり込まれている。それが筒状の密閉空間内で回転すると、空気が溝と穴を通り抜ぬけ、一方からは空気を吸い込み、もう一方から排はい気きされるのだ。しかも球体の表面を通り抜ける空気は、球体が回転するかぎり停とまることはない。──それを可能とする球体の構造は、今まで人類が考案したことのない流動力学によるものである。

　少ない電力によって球体を回転させるだけで、膨ぼう大だいなエネルギーを秘めた圧縮空気を造り出せるのだ。溜ため込んだ空気を解放すれば人間を宙に浮うかせることなど造作もない。

「……」

　葉はその映像を見て、気分が悪くなった。

　天才だった頃ころの葉の生み出した〝災さい厄やく〟の一つ──。それを背せ伸のびした人類がコントロールしようとしている。実に不自然な光景だ。

「構成された小隊は機密保全のためにも、ただの〝編隊ユニツト〟と呼こ称しようされることになりました。〝ユニット〟が訓練する様子も、各国の首脳部に公開されています」

〝単巡機関〟を背負った人物らが、砂漠の上空を飛ぶ光景が映し出された。

　さすが選えり抜きの兵士たちである。飛行訓練は順調に進み、空中から地上に向けてレーダーを照射したり、重火器を用いるようになったが──。

　一人だけ、地上に落下して転がる兵士がいた。〝単巡機関〟の操作とレーダーの操作がごちゃ混ぜになって焦あせったらしい。

『〝落ピちツこキぼンれグ〟！　また貴様か……！』

　落下した兵士に、グリーン少佐の怒ど声せいが飛んだ。

「緊きん急きゆう動員された兵士の一部には、訓練の時間が足りない兵士もいる……との見解が国連から届いています」

「はっはっは、どこの軍隊にも落ちこぼれってのはいるもんだ」

　まるっきり他人ひと事ごとで笑うジュニアを、葉は横目で睨みつける。

「その落ちこぼれをいじめ抜いて追い出すのが、お前の役目というわけだ」

「戦場で死ぬよりはいいだろ？」

「練度が不十分とはいえ、〝ユニット〟はすでに現地に配備され、監視任務に入っているようです。そして昨日──〝ユニット〟はワームとの接せつ触しよくを成功させました」

　オペレーターの言葉に、葉はギクリとした。

「その時の映像も公開されています。モニタに映します」

「接触したのは知ってるが、俺も映像を見るのははじめてだ」

　子供のように目を輝かがやかせるジュニアの前で、映像が切り替かわった。

『こちら、グリーン少佐！　巡じゆん回かい中にワームと接触したとの報告があった！　これより援えん護ごに向かう！　全隊員、現地に集合！　座標は──』

　砂漠の上空を飛ぶ映像が映し出された。少佐の身体からだに取り付けられたカメラの録画映像のようだ。

『──あれだ！　隊員の〝単巡機関〟を狙ねらっているようだ！』

　映像の中で、砂さ丘きゆうの上を舞まう粒つぶと、それに向かって伸びる紐ひもが見えた。

　近づくにつれ、それが〝ユニット〟の隊員とワームであることが確認できる。

「間ま違ちがいないぜ、天才様。俺たちを食おうとしたヤツだ」

「分かっている」

　ワームの大きさ、銀色のまだら模様を浮かべた体表は、葉の記き憶おくにあるものと全く同じである。

『いいぞ、あまり高度を上げすぎるな！　完全に退たい避ひしてしまうと、ヤツはまた地中に潜もぐってしまう！　そのまま引きつけておけ！』

　少佐だけでなく、間もなく別の隊員たちも集まった。

　砂すな煙けむりを巻き上げて暴れるワームの周りを、〝ユニット〟が器用に飛び回る。

『全隊、構え！　ＧＰＳを撃うち込むぞ！　３、２、１……撃てぇっ！』

　銃じゆう声せいとともに、空に火花がぽつぽつと煌きらめいた。激しくブレる映像の中で、ワームの体表の一部が弾はじけたように見えた。

『くっ、弾かれたか……！　続けて撃つぞ！　構え──なあっ？』

　少佐の映像の中で、隊員が一人、ワームを避よけきれずに弾き飛ばされた。砂丘に激げき突とつして、砂の上を転がっていく。

『この〝落ちこぼれ〟がぁっ……！　作戦変へん更こう！　ＧＰＳ弾だんを炸さく裂れつ弾だんに切り替え！　三人は〝落ちこぼれ〟を救助！　残りの者はワームを攻こう撃げきして引きつけろ！』

　ワームの攻撃を受けた隊員は、完全に気を失っているようだ。ぐったりと倒たおれて動けない隊員を別の隊員が担かつぎ上げる。

〝ユニット〟が攻撃に転じると、ワームは驚おどろいたようだ。体たい殻かくを撃ち抜かれることはなかったが、大きく反動をつけて地中に潜り──二度と浮ふ上じようしてこなかった。

「以上が、昨日の映像です。運良くＧＰＳ埋うめ込みが一つだけ成功しており、地中を移動するワームの行動を現在も監視中とのことです」

　オペレーターの声と同時に、映像が消える。

　ワームに対し、〝ユニット〟は効果的な働きをしているようだ。

　だが問題はある。ジュニアが顔をしかめたのも無理はない。

「あの〝落ちこぼれ〟……実戦でもヘマするようじゃ笑ってられねえぞ。巻き添ぞえで仲間が死ぬ可能性がある。あいつは〝ユニット〟から外すべきだ」

「そうだな、任務に向いていないなら仕方がない」

　葉も同意したが、オペレーターが言いにくそうに口ごもった。

「現地でも同様の意見が出たようですが……ファリザ事務総長の強い推すい薦せんがあり、現在も任務についているようです。基本的な身体能力や運動能力に関しては優ゆう秀しゆうだから、と」

「ファリザ事務総長の？　国連の関係者かよ、経歴はどうなってんだ？」

「我々も〝ユニット〟の隊員に関しては、一通りの調査を行ったのですが……〝落ちこぼれ〟の隊員だけ、まだ摑つかめていません。事務総長だけが素す性じようを知っているようです」

「ああ？　なんだ、そりゃあ」

「どうせ、すぐにクビになるだろう。それよりもワームの行動範はん囲いはしっかり記録されているんだろうな。それをもとに──」

　葉が言うと、オペレーターがすかさず言った。

「はい、ワーム掃そう討とうのための作戦は、現地にいるノーラ・ダーリン女史がデータを管理しているそうです。得られた情報をもとに生息範囲や行動ルール、習性なども分ぶん析せき中です。すでにいくつかの対策マニュアルが完成し、〝ユニット〟に適用しております」

　葉は言葉に詰つまる。

　ノーラは頭はおかしいが、優秀だ。彼女の指示が出ているならば、今さらガラクタの葉が口を出す必要はない。

「はっ、お前が出る幕がないな、天才様」

「……まだ、問題は残っている」

　ジュニアの軽口に対し、しかし葉は言った。

「ワームが突とつ然ぜん、ナミブ砂さ漠ばくに発生した理由がまだ分かっていない。そっちの調査はどうなっているんだ」

　自分が用なしだったとしても、まだ責任がある。

　ワームが砂漠で見つかった理由が、もし葉が危き惧ぐする通りの理由だったとしたら──。

　葉がワームという存在を忘れ去るには、まだ早すぎる。

「それに関しちゃ、ダーリン女史からお前に伝言がある」

　ジュニアが言い、葉の耳元に口を寄せた。

「〝遺伝子情報が一いつ致ちしました。しかし原因の究明も進んでおります〟──だとさ」

　その囁ささやきを聞いて、葉は電でん撃げきに打たれたように身み震ぶるいした。

　やはり、あれは〝グリゴリ〟なのか──。

　絶望と罪悪感に包まれ、目まいがした。

　だが同時に、疑問も覚えた。

「俺には何のことか分からないが……このミミズ騒さわぎには、てめえがまた何か嚙かんでやがるのかよ」

　ジュニアの低い声も、葉の耳には入らなかった。

　原因の究明も進んでいる？

　あの助手がそう言うからには、その言葉通りなのだろう。

　ジュニアを沖縄まで送り込んだのも、その伝言を直接伝えるのが真の目的だったのだ。

　ノーラ・ダーリンはすでにワーム発生の原因について目星をつけている。しかし、その情報を伝える方法に神経質になっているということは──。

　よほど大きな情じよう報ほう網もうを持つ組織、あるいは国が絡からんでいるということだ。

　非常に悪い事態といえる。

「現地から緊急通信です！」

　オペレーターの突然の声で、葉は我に返った。

『ドク、聞こえますか。たった今、〝ユニット〟の隊員が再びワームと接触しました』

　つい今し方、葉が思い浮かべていた女性──ノーラ・ダーリンの声がコンテナの内部に響ひびいた。

『接触した隊員からのリアルタイム映像を送ります。どうか、検証を』

　壁かべに設置されたモニタに、ノイズが走った。

　映像は乱れきっていた。何かがぶつかる音。風を切る音。砂漠の砂のアップに続いて、隊員の激しい息いき遣づかいが聞こえる。

『接触場所は、ＧＰＳを埋め込んだワームがいる場所とは別の地点です』

　ノーラの冷静な声が響くと同時に、映像がようやく砂漠から上を向き──。

　無数の牙きばと粘ねん液えきが一いつ瞬しゆん、映し出された。

　そしてすぐに真っ暗になり、何かが砕くだける音とともに途と切ぎれる。

『ワームの成体は、一匹ぴきだけではないようですね。──掃討作戦に向けて、〝ユニット〟の増員を急ぎます』

　映像の送り主である〝ユニット〟隊員がどうなったか──その悲ひ惨さんな末路を思い浮かべ、コンテナにいる全員が黙だまり込んだ。

　ジュニアが、ぽつりと呟つぶやいた。

「一匹じゃないなら、二匹ひきか？　……そんなわけないよな」

　葉は何も答えられず、ガクガクと膝ひざを震ふるわせるしかなかった。
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　葉が自宅に戻もどると、陸、照て瑠る、佳か織おりの三人が寝ね転ころがっていた。

　他ほかのどこでもない。葉が購こう入にゆうし、法的にも葉の所有物である自宅の居間で、である。

　しかも勝手に不法侵しん入にゆうしておいて、ひどく気け怠だるげだ。

「き、貴様ら……とうとうぼくの領地を実効支配しにかかったか……」

「うちから追い出されたんさー。海姉ねぇのサークルの人たちが来るからって」

　自分の顔をウチワであおぎながら、陸が言った。薄うす着ぎで寝転がっているせいで、無防備な腹部がシャツの裾すそから見えている。短い髪かみがウチワの風で揺ゆれた。

「外は暑いし、お店で涼すずむお金もないし。まあ、日ひ陰かげならいいかと思ったのよね」

　壁かべ際ぎわで体育座りをしているのは佳織だ。額や肩かたに汗あせが浮うかんでいるが、だらしなく寝転ぶ陸を携けい帯たい電でん話わの写真機能で撮さつ影えいしている。

「宿題が終わった照瑠は無敵だし。歌とダンスのトレーニング以外は充じゆう電でん時間だし」

　陸のとなりに寝転んだ照瑠は、長い金きん髪ぱつをゴムで縛しばっていた。うっかり踏ふみつけてしまったら折れてしまいそうな細い手足が、右手と右足だけ陸の上に乗っかっている。

「ぼくが消防士だったら、放水車で貴様らまとめて吹ふき飛ばしてやるところだ」

　毒づき、葉は陸をまたいでキッチンに行く。彼女たちには家主のためにスペースを空けるという気き遣づかいも一いつ切さいないようだ。水道水をコップに注ついで飲む。

　業ごう腹はらだが、戦力差は歴然である。葉は諦あきらめて少ない荷物を集めることにする。

「ねえ、ドク。エアコン買い替えないの？　暑いからいっつもイライラしてるんさ」

「求職中の身だ。そんな金はない。もしあっても、クーラーより先に電流を流せる有ゆう刺し鉄てつ線せんで敷しき地ちを囲むほうが優先だ。そしてイライラしている原因は大たい抵てい、暑さよりもお前たちの無ぶ遠えん慮りよな行動のせいだ」

「そんなこと言って。どうせ今も本当は、陸ちゃんの無防備なお腹なかが見れてラッキー！　ひゃっほう、まさに天国ぅ！　とか思ってるくせに。怖こわいねー、陸ちゃん」

「貴様が今、何を考えてるのかは分かった」

「陸姉ぇのお腹が見たいなら、一回百円だし！　あっ、今、照瑠の脚あしもやらしい目で見たし！　五百円！」

「いいか、ガキ。貴様がその歳でかろうじて人の道を踏み外はずさずにいられるのは、実際に金を支し払はらわない周囲の人間の良心のおかげだと思え」

　キャリーバッグにシャツを詰め込み、寝しん室しつの襖ふすまに入れてあったジャケットを取り出す。

　たくさんの勲くん章しようを胸に並べた礼服だ。かつての栄光の証しよう拠こであり、今の葉にとって唯ゆい一いつの天才だった証明でもある。

「……」

　今の葉が、このジャケットを捨てられずにいるのは──。

　これが、隠かくれ蓑みのだからだ。

　これさえ着ていれば、誰だれも葉がガラクタになったとは思わない。

　実際はこんな島に住む少女たちにすら軽かろんじられる存在に落ちぶれたことを、隠していられる。

　本当の自分を隠さなければいけない場所に、また向かわなければならない。

「天国といえば……」

　居間に戻り、葉は陸の家がある方向を見た。

「おい、陸。追い出されたということは、今、女め神がみは自宅に」

「あ、いません」

「……先ほど言ったことと違ちがうじゃないか」

「彼女は宇宙へ旅立ちました」

「宇宙か……遠いな」

「海姉ぇ、宇宙に行ったの？　スゴイしっ！」

　照瑠が飛び起き、葉のキャリーバッグに気づいた。

「どっか行くの、ドク？」

「えっ？」

　陸も驚いて身を起こした。家主の行動に一いつ片ぺんの注意も払はらわなかった傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりに、葉のほうが驚おどろく。

「また出かけるの？　どこに？」

「言えん。国家機密だ」

「コッカキミツ！　なんかスゴイし！」

「数日で戻るが、その間に勝手に中に入るなよ。……どうせ言っても無む駄だだろうがな。せめて戸と締じまりはしっかりしておけ」

　と言い、葉はキャリーバッグを持って縁えん側がわから庭に出た。ごつごつとした地面の上で、キャリーバッグの車輪が跳はねる。

「ち、ちょっと待って」

　陸が追いかけてきた。敷地を出る葉についてくる。

「またワケ分かんないこと言って……本当はどこ行くの？」

「仕事だ。出かけることはちゃんと言ったから、いいだろう。目的地を明かせとは言われたことはない。言う必要もない」

　砂すな浜はまが見える道を歩くも、陸は戻ろうとしない。

「仕事って……アルバイトってこと？　それだけじゃ心配さ」

「何を心配する必要がある」

「また傷だらけで帰ってくるんじゃないかって……」

　陸が唇くちびるを尖とがらせ、顔をそむける。

　彼女は以前、近所に住む人間は皆みな、家族のようなものだと言っていた。

　葉には理解できない関係性である。

「それに、なんだか……辛つらそうさ」

　ピクリ、とキャリーバッグを持つ手に力が入った。

　旅の支し度たくをする際、洗面所の鏡を見た。

　そこに映った自分の顔は、いつもより青ざめていて、目の下に隈くまが浮いていたように見えた。唇も乾かわき、多少、目の輝かがやきも失われているように見えた。

　そんな今の葉を見て、濱門陸というただの隣りん人じんは辛そうだと判断したらしい。

　言われてみて、葉は苦く笑しようする。

「そうか……これが、辛いという感情なのか」

　ただの睡すい眠みん不足かと思っていたが、どうやら違ったようだ。

　もう天才ではないのに、人類の天敵と戦うことを新たに使命づけられた。過去の自分が残した遺い恨こんもあり、葉にはそれを成さなければならない責任がある。

　誰がどう見ても、おかしな点はない。

　どうしようもなく道理に合った行動なのに、葉の足はどうしようもなく重い。

　責任の重大さと自分の能力のギャップに、胸が締しめつけられる。

　これが──辛いという状態なのだ。

　はじめて自覚する症しよう状じようである。

「ドク……」

「お前が気にする必要はない」

　葉はそっけなく言い放つ。

　ワームという敵はまだ未解明な部分が多く、葉が関かかわった罪も加わり──その上、どうやら一いつ匹ぴき倒たおすだけでは済まなそうだ。

　一度は蚊帳かやの外に追いやられたのに、再び葉は助力を求められた。

　もう存在しない天才、沙藤葉を人類が求めている。

　だから、葉はまた天才のフリをしに行くのだ。

　そんな苦境に向かうのは非常に、そう、辛かったが──なぜか、ほんの少しだけ、胸の痛みが引いていた。

「お前たちの馬ば鹿か面づらを見ていたら、なぜか少し回復した」

　人間はあまりに呆あきれてしまうと、辛さを和やわらげられるらしい。

「あるいは、それこそがぼくがこの島に今もいる理由なのか……」

　天才としての才能を失い、英えい雄ゆうという立場を逃のがれるため、この地にやってきた。

　葉にとって、この島はただの逃とう亡ぼう先にすぎなかったはずだ。

　それなのに──。

「ドク？」

　黙り込んだ葉の顔を、陸が不思議そうに覗のぞき込んだ。

　そんな少女を、葉はじっと見つめ返す。

　思えば、この短期間で葉は何度、彼女に弱みを見せただろう？

　出会って間もない彼女の前で、泣きわめいたこともある。かつての葉にはあり得ないことだし、その後もこうして何事もなかったように向き合えるのは奇き跡せきと言っていい。

「ど、どうしたの？」

　見つめられ、陸が照れたように唇を尖らせた。

　天才でなくなった後も、使命を全まつとうするのは辛いが──。

　この島に戻り、気がつくと葉は立ち直っているのだ。

　その理由を確かめたい気もするが──逆に、確かめたくないという感情もある。

「なんでもない。気にするな」

　微び笑しようする。

　そんな笑い方ができるようになったのは、この島にやって来てからだ。

「そう？」

　陸も、笑った。

「早く帰ってきてね、エイサー祭りもあるし」

　それが陸の見送りの言葉となった。行かない、と何度言っても、そのたびに都合良く忘れてしまうのが彼女である。

　陸を置いて、坂道を上っていく。

「帰る……」

　ぽつり、と呟つぶやく葉。

　頭をよぎったのは──自分がかつて生み出した〝災さい厄やく論文〟の数々だ。何者かに盗ぬすまれたそれらを取り戻すのが、現在の葉の責任であり使命といえる。

　葉は使命を果たさなければならない。

　そして、もしそれを本当に果たすことができたとしたら──。

「帰る……」

　葉のすぐそばを、小こ柄がらな少年がすれ違った。

　陽炎かげろうにくすむ幻げん想そう。そいつは現実にはもう存在しない、ただの錯さつ覚かく。

　──論文を取り戻すことができるのは、天才だけだ。

　すれ違い様、葉とそっくりの顔をした幻まぼろしの少年が囁ささやいた。

　葉はその幻を見えなかったフリをする。

　聞こえなかったフリをする。

「ぼくが帰るべき場所は……」

　坂道を上り切ると、ＮＳＡのトレーラーが待ち構えていた。

　出で迎むかえに現れたエリク・グッドオール・ジュニアが笑った。

「また逃にげ出すんじゃないかと冷や冷やしたぜ。──準備はできたか、天才様？」

　憎にくしみを込めた笑えみを見せる青年の横で、ＮＳＡの工作員たちが敬礼した。
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　ナミビア共和国の首都ウィントフック。

　国際便が行き交かうウィンドフック・ホセア・クタコ国際空港は、利用客の数がまばらだった。葉が私服姿のジュニアや数人の兵士とともにターミナルを出ると、金きん髪ぱつの白人美女が出迎えた。

「こちらへどうぞ、ドク」

　助手のノーラ・ダーリンだ。再会の挨あい拶さつもなしに葉の進路を誘ゆう導どうする。

　一いつ般ぱん利用客が向かうロビーではなく、職員用の狭せまい通路に入る葉たち。左に右にと曲がりながら進むと、建物の外へ繫つながる扉とびらに通された。

「現在、空港の利用を制限しています。マスコミが異変を嗅かぎつけてナミビアに集まりつつあり、ナミビア軍の基地もすでに彼らが見張っている状じよう況きようだからです」

　葉たちは建物を出て、航空機の滑かつ走そう路ろへ出た。

　再びナミビアの大地に降り立った葉を、乾かん季きの乾いた風と容よう赦しやのない陽光が歓かん迎げいした。滑走路の先に見える丘きゆう陵りようの向こう側は、懐なつかしの砂漠地帯である。

　葉とノーラ、そしてジュニアは肩かたを並べて滑走路を歩いた。距きよ離りを置いて、護衛の兵士たちがつき従う。

「──ワームをナミブ砂漠に持ち込んだ犯人を見つけ出しました」

　小さな声で、ノーラが言った。

　葉とジュニアは目を見開いて、平静そのもののノーラの横顔を凝ぎよう視しする。

「持ち込んだ……だって？」

　問い返したのは、ジュニアだった。

「あの化け物は、どこかから持ってきたモンだっていうのか？」

「最初に訪おとずれたキャンプで入手したワームの幼生と、かつて南米で発見されたワームの遺伝子情報が一いつ致ちしました。間ま違ちがいありません、あれは過去に根絶したはずのワームです」

　ドクが灼やき尽つくしたはずの人類の天敵。

　その亡ぼう霊れいが現在になって世に現れ、人類文明を脅おびやかそうとしている。

　比類なきあの巨きよ大だいさは、一度は滅ほろぼされた人類に対する怒いかりの表れかもしれない。

「天才様……南米にいたワームは、てめえが根絶やしにしたんじゃなかったのかよ」

　葉を睨にらむジュニアを、ノーラが制する。

「ドクの責任ではありません。──過去のワームと同一種であると判明したことで、砂漠にワームをばらまいた犯人に辿たどり着くことができました」

　そう言って彼女が葉に見せたのは、タブレット端たん末まつに映し出された女性の映像だった。

　拘こう束そく衣を着せられた白人の女性だ。激しい尋じん問もんを受けた後なのか、憔しよう悴すいしきって頰ほおのこけた顔は、以前に見た時とは別人のようだった。

　ジュニアが葉を押しのけ、端末をのぞき見る。

「こいつ……！　最初のキャンプにいた、国連の──」

　青年の言う通り、葉もその女性に見覚えがあった。

　はじめてナミブ砂漠を訪れた際、サハンやワンといった調査隊の面々とともにいた女性である。挨拶こそできなかったものの、巨大なワームを前にした時、彼女だけが恍こう惚こつとした笑みを浮うかべていたのを憶おぼえている。

「キャリー・シミル。国連事務局の特派員です。ナミビア共和国には経済支し援えんと工業技術の供きよう与よ、および食料援えん助じよを行うために数ヶ月前から滞たい在ざいしていました。彼女が国連関連の研究所からワームの幼生を盗み出し、砂漠に放ったことを自供しています」

「盗み出し……って、どういうことだ、おい？　なあ、天才様」

　ジュニアに肩を摑つかまれ、葉は顔を歪ゆがめた。

「……薄うす々うすは、感じていた。ワームはまだ存在しているのでは、と」

「さすがはドクです。当時の国連事務総長、つまりファリザ事務総長の前代が、密ひそかにワームの幼生を研究施し設せつに保管することを指示していたそうです。ドクとの共同研究の末、人類にとって危険すぎるという結論を出したというのにです」

　国連の関連施設に、ワームの生き残りが存在した。

　それと同一種が発見された以上、真っ先に疑われるのは関係者である。それもワームが発見された砂漠にいる人物となれば、第一容疑者に他ほかならない。

　現地派は遣けん員であるキャリーが犯人と判明するのは、時間の問題だったというわけだ。

「なんだ、そりゃあ……なんでそんな危険な生き物を残す必要がある？」

「名目上は、種の保存。つまりどんなに危険な生き物であろうと、固有の生物を絶ぜつ滅めつから保護するのを目的としていますが……」

「……実際は、ワームを利用するためだろう」

　葉の言葉に、ジュニアが眉まゆをひそめる。

「ワームは使い方次し第だいでは、鉱物の掘くつ削さくに非常に役立つ。ＧＰＳをつけて土地に放てば、そのワームが好む鉱物がある地点を自動的に見つけ出してくれるんだからな。金、銀、銅……あるいはウランや希少金属などもそうだ。鉱物掘削の費用、時間、ともに大おお幅はばな削さく減げんになる。欲しがる国はいくらでも──いや、欲しがらない国など存在しないだろう」

　その利便性が分かっていたからこそ、葉は共同研究を依い頼らいされたのだ。

　だが、その魅み力りよくに伴ともなうリスクが大きすぎると判断した。

　ワームを根絶しようとした理由は、そのためだ。

「まさか、そのキャリーとかいう女は……ナミビアのためにワームを使ったっていうんじゃないだろうな？　この国は鉱物資源の輸入で食ってるんだろ？」

　ジュニアが半笑いで動機を尋たずねた。

　キャリーは人道支援と土地調査のために派遣された。彼の言う通り、その目的意識が行き過ぎた結果だとすれば、笑おうにも笑えない話である。

　だが、そうではない。

　葉には、そう確信するだけの根こん拠きよがあった。

「グッドオール一いつ曹そう、下がってください。ここからはドクと二人で話します」

「ああ？　今さら、そんな……」

「命令です。私は合衆国政府および海軍から、正式に貴方あなたに対する命令権を与あたえられているんですよ」

　国を持ち出されては、反論もできない。愛国心溢あふれる軍人が背筋を伸のばした。

「……イエス、マム」

　敬礼と舌打ちを残し、ジュニアが後方にいる兵士の横まで下がった。

　葉とノーラは数秒だけ、目を合わせる。

「──ワームを持ち出しただけでは、こんな事態には陥おちいっていない」

「おっしゃる通りです。彼女は〝グリゴリ〟の災厄論文を入手したことも自白しました」

　やっぱり、そうなのか──。

　天才が残した、災厄論文。

　その一つがまたしても、この危機の原因となっている。

「彼女はドクの〝ファン〟を自じ称しようしています。天才がもたらした神が人類を裁くだろう、と……」

　神とは、つまり──巨大ワームのことだろう。

　葉の胸に吐はき気がこみ上げた。

「狂きよう信しん者め。しかし、そんなバカまで論文を手にしているとは……」

「入手した経緯いきさつや、〝グリゴリ〟の論文の隠かくし場所については、まだ口を割っていませんが……必ず吐かせます。どんな手段を用いても」

「当然だ。しかし今回ばかりは、犯人を捕つかまえたからといって済む話ではない……」

　葉は奥歯を嚙かみしめ、言う。

「〝グリゴリ〟は、増え続ける──」

「……」

　呻うめく葉を、ノーラがじっと見つめた。

「……なんだ、ノーラ？」

「論文の捜そう索さくはお任せください。──ところで、ドクはまだアメリカに戻もどるおつもりがないのですか？」

　葉は言葉に詰つまる。

「人類は今こうしている間も、危機に晒さらされています。一刻も早くアメリカに帰り、以前のように万ばん全ぜんの状態で人類の救済に臨のぞむべきかと」

　帰る。

　その言葉を、葉の助手もまた口にする。

　葉の帰るべき場所は、あらゆる情報が集まり、政府や軍によるバックアップ態勢が整っているアメリカ合衆国が一番なのだろう。

　葉が今も──天才であるとすれば、だが。

「……〝グリゴリ〟は、駆く逐ちくしてみせる」

　葉はそう言うに止とどめた。

　噓うそではない。

　そのために天才のフリを続けてまで、この地にやって来たのだ。

　ノーラは無表情で押し黙だまった後、短く言った。

「──分かりました」

　それで、二人の会話は終わった。

　長い滑走路の先に、一台の乗用車が停車していた。車体の長さが普ふ通つう車しやの二倍以上はある高級車だ。それも葉が見るかぎり、防ぼう弾だん加工が施ほどこされた特別仕様である。高級車の前後には、数台の装そう甲こう車が控ひかえていた。

　ジュニアが葉たちのもとに駆かけ戻った。

「話は終わりか？　──ところであの車列は、パレードでもするのか？　どこぞのお偉えらいＶＩＰ様でも乗ってるのか？」

「ドク以上のＶＩＰはこの世に存在しません。しかしドクほどではないとはいえ、地位の高い人物が乗っているのは事実です。さあ、中へ」

　ノーラに導かれ、葉は高級車の車内に乗り込んだ。

「ああ、ようこそお越こしくださいました、ドクター・サトウ！」

　葉がシートに座るのも待たず、アフリカ系の女性が中ちゆう腰ごしで葉に握あく手しゆを求めた。

　窓まど際ぎわに備えつけられた長いシートは、ふかふかのクッションで柔やわらかい。低い天てん井じようにはＬＥＤの照明、シートで挟はさまれたテーブルにはミネラルウォーターがある。

「また我々、人類をお救いください！」

　ファリザ国連事務総長だ。国連のトップにして国連安保理の責任者である彼女とは最近、よく顔を合わせる。それだけ世界の危機が頻ひん発ぱつしているということになる。

「ようこそ、ナミビアへ。このような形で英えい雄ゆうを迎むかえる形になり、実に遺い憾かんだが……」

　眼鏡をかけた男性にも、握手を求められた。こちらもアフリカ系で、重量感のある体格をイタリア製の高級スーツに包んでいる。

「……」

　ファリザが手を離はなしてくれないので、もう片方の手で男性の握手に応じる葉。

「紹しよう介かいします、ドクター。こちらはナミビア共和国のマジャヴェ・イャンボ大統領」

「お会いできて光栄です、ドクター・サトウ」

　ナミビア共和国の最高権力者が愛あい想そ笑いを浮かべた。だが表情の暗さは隠せない。

　アフリカ大陸の南西に位置する、ナミビア共和国。

　同国が植民地闘とう争そうや数々の混乱を経て、国連の協力のもと独立を果たしたのは比ひ較かく的てき、近年の出来事である。その混乱がようやく落ち着いてきたところへ、今回の事態だ。選挙によって選ばれた大統領としてまだ数代目の彼としては、大きすぎる試練である。

「では、参りましょう」

　ノーラが防弾ガラスで仕切られた運転席に目配せした。

　葉たちを乗せた高級車が、装甲車に守られながら空港を出た。無人の道路を進み、一直線に砂さ漠ばくに向かう。

「それでは僭せん越えつながら私、ノーラ・ダーリンが現状を説明させていただきます」

　挨あい拶さつや社交辞令もそこそこに、ノーラがテーブルの上にタブレット端末を置いた。

　車内にいるのは、ジュニアとノーラに挟まれた葉。その向かいにファリザ事務総長と書記官らしき人物、そしてマジャヴェ大統領と側近らしき人物という計七名だ。

「例のワームに対処すべく、首都のあるホマス州北西部郊こう外がいに臨時の駐ちゆう屯とん基地を特設しました。民間の航空会社と滑かつ走そう路ろを一時徴ちよう集しゆうし、目立たないように少しずつ欧おう米べいの空軍戦力を輸送中です。〝ユニット〟もこの基地に駐屯しており、これらはナミビア政府の了りよう承しようを得た上で協力していただいています」

「……」

　マジャヴェ大統領が複雑な表情を浮かべた。

　自国の領地を勝手に他国の軍が行き来しているのだ。心中、穏おだやかじゃないのが本音だろう。だがナミビア軍だけでワームに対処できるはずもないし、国連に借りがある現政権としては協力せざるを得ないというわけである。

「ドクがこちらに向かっている間にも、状じよう況きようは変わりつつあります。発見された大型のワームの数は合計で──四匹ひき」

「……！」

　葉が驚おどろく一方、マジャヴェ大統領も顔色を変えた。

「四匹だって？　ワームというモンスターは一いつ匹ぴきだけじゃなかったのか？」

　ナミビア政府に伝わっている情報には遅おくれがあるようだ。それだけ国連が情報の扱あつかいに神経質になっているということだろう。

「予想外の事態です。またその四匹を確かく認にんする過程で、〝ユニット〟から二名の負傷者が出ております。一名は行方ゆくえ不明で、もう一名はワームとの接せつ触しよくによる負傷です」

「行方不明っていうのは、例の映像で食われたヤツだろ。死亡でいいんじゃないか。負傷者のほうは、あの〝落ちこぼれ〟ってヤツか？　前にもワームとぶつかってたろ」

　ジュニアの横やりに眉をひそめるノーラ。ただの一兵卒が口を挟むなと言いたげだ。

「あの隊員はその後も何度か接触していますが無事です。身体からだが丈じよう夫ぶなようですね」

「マジかよ……」

「せ、説明の続きを、ダーリン女史」

　ファリザ事務総長が慌あわてて話をそらす。ノーラが頷うなずいた。

「隊員を食ったワームの映像を撮さつ影えいすることに成功しました。こちらです」

　タブレットに棘とげのついた紐ひものような画像が映し出された。比較対象がないので大きさが分からないが、いっしょに映っている砂さ丘きゆうよりも長い軀からだは──赤せつ褐かつ色しよくに輝かがやいていた。

「発見した第一号のワームは体表を鉄鉱石で覆おおっていましたが、こちらのワームはおそらく……銅鉱石で覆っているものと思われます」

「鉄と……銅？　ワームは一種類だけじゃないのか？」

　マジャヴェ大統領の問いかけに、沈ちん黙もくするノーラ。

　そんなことも知らされていないとは、思った以上にナミビア政府の存在は軽かろんじられているようだ。

「……ワームには、〝好み〟がある」

　葉は口を開いた。

「ワームが摂せつ取しゆする鉱物は一種類ではない。基本的には鉱物なら何でも食う悪あく食じきだが、自らの好みに合った鉱物を見つけると、さらなるそれを見つけ出すべく生息範はん囲いを拡ひろげるという習性があるんだ」

「ナミビア共和国は各地に鉱物資源があります。ワームからしてみれば、まさにフルコースが並べられた食しよく卓たくでしょうね」

　冷静に言うノーラに対し、マジャヴェ大統領が愕がく然ぜんとした。

「こ、好みの鉱物を見つけられなかったら……どうなるのですか、ドクター？」

「ヤツらに我が慢まんするという習性はない。見つけるまで──どこまでも侵しん蝕しよくを続ける」

「……馬ば鹿かな……」

　マジャヴェ大統領が震ふるえ出した。隣となりにいるファリザ事務総長を振ふり向く。

「なぜ貴女あなたがたは、そんなにもワームに詳くわしいのです？　あれは自然発生した害虫じゃなかったのですか？　南米で発見されたことがあるミミズがこの国にも生息していて、それが突とつ然ぜん変異したと……しかし四匹もいるのなら、突然変異などでは──」

「どうか落ち着いてください、大統領。その通りです、あれはあくまで自然発生したものと我々も見ております」

　ファリザ事務総長が慌てて大統領をなだめる。

　なるほど、ワームを隠し持っていた国連の思おも惑わくは明かさないつもりらしい。ワームをこの地に持ち込んだのが国連職員という不ふ祥しよう事じも含ふくめて、だろう。

　葉は沈黙して聞き流したが、隣にいるジュニアはよく言うぜとでも言いたげな顔だ。

「ドクター！」

　ぐいっ、と葉の身体が急に引っ張られた。

　マジャヴェ大統領が葉にしがみついたのだ。

　その目つき、強こわばった顔。

　それは葉が今までに何度も目にして、その積み重ねの果てに、葉の才能を壊こわすきっかけとなったもの──。

　救いを求める目である。

「ドクターならば、ワームを滅ほろぼすことができるのでしょう？」

　マジャヴェ大統領は必死の形相だ。

　隣に座るファリザ事務総長も、身を乗り出した。自制心を失った大統領を諫いさめてくれるのかと思ったが違ちがった。彼女も葉に摑つかみかかり、救いを求める。

「私も信じております！　今回もドクターが世界を救ってくださると！」

「うっ……」

　逃にげ場のない懇こん願がんの眼まな差ざしが、葉を追い詰める。

　激しい頭痛と目まいに襲おそわれ、悲鳴を上げたい衝しよう動どうにかられるが──。

　奥歯を嚙みしめ、意識を強く保つ。

　これが葉の使命であり、責任を取る唯ゆい一いつの道なのだ。

　才能を失った責任。そして災さい厄やくとなる論文を世に出してしまった責任。

　ワームによる脅きよう威いもまた、葉の論文が関かかわっている。

　そのことを知っている人間は、ほんのわずかしかいないが──。

「ドクター？」

　呻くばかりの葉を、ファリザ事務総長らが怪け訝げんそうな顔で見つめた。

「……」

　ノーラも何かを見定めるかのように、葉を見つめたまま何も言わない。

「ううぅ……」

　葉は必死に解決策を考えるが、頭が思うように働かない。

　まるで深い海の底でもがいている気分だ。息苦しいばかりで、何も考えが浮うかばない。

「そ、そうだ、まずは……その……ああ──」

　それでも何かを言おうと、顔を上げると。

「──」

　目と鼻の先に、自分とそっくりの顔があった。

　鏡が置かれたわけではない。

　それは葉がすでに壊れ、狂くるってしまったことの証しよう拠こ。

　かつての葉自身の幻げん影えいだった。

　──何のために、彼らを救う？

　そいつは葉に向かって、静かに問いかけた。

「ううっ……」

　葉は顔を歪ゆがめた。

　人類を救う理由は、それが天才の使命だったからだ。

　天才ではなくなったとはいえ、葉はそれを受け継つがなければならない。

　そして自分がもたらした災厄の責任をとらないといけないのだ。

　──彼らを救って、論文を取り戻もどしたとして……それから、どうする？

　過去の自分に問われ、葉は答える。

「か、帰るんだ……」

　実際にそう声に出して言ったかどうかは、狂ってしまった葉には分からない。

　だが、その思いが胸にあるのは確かだ。

　使命をやり遂とげ、帰る。

　葉の帰りを待つ人間がいる場所へ。

　幻影の葉が目を伏ふせた。

　──いいだろう。どこへ帰るのか、という問いは……まだ早いようだ。

　そいつはいきなり腕うでを伸のばして、葉の肩かたを摑んだ。

　ぐいっと引っ張られた葉の意識が、幻まぼろしの向こうへと引き込まれて──。

「ボ──〝ボトムズ・アンカー〟の配置状況は？」

　葉の口が、ようやくまともな声を発した。

　マジャヴェ大統領とファリザ事務総長の動きが止まった。

　ノーラがピクリ、と顔を上げた。

「まだ輸送を始めたばかりで予定の二割ほどしか運び込めておりません」

「さ、作戦変へん更こうだ。ワームを発見した区域を囲むように、運び込んだものから順次投下。炸さく裂れつした鉱物を採取して、各所の地層の構成を分ぶん析せきしろ」

　まくしたてるように言い、顔を上げる。

　その葉の目に映ったのは、自分とそっくりの顔をした人物の幻影。

　そいつはまるで檻おりに閉じ込められた小動物のように、情けない顔をしていた。

　現実と幻げん覚かくが入れ代わり──。

　すぐに、その幻覚も霧む散さんして消える。

「〝ユニット〟の任務も修正。ＧＰＳを撃うち込むと同時に、体表をできるかぎり削けずって採取しろ。──ワームがそれまでに取り込んだ鉱物と、〝ボトムズ・アンカー〟によって掘ほり出した鉱物を比較して、ヤツらが通ったルートを逆算する」

「ワームが通ったルートを？　何のためにですか？」

　ノーラが葉の顔を見つめ、問い返した。

　助手である彼女にしては、珍めずらしい反応だ。これまで葉の指示には常に無条件で従ってきたはずの女性が、はじめて葉の計画に疑問を呈ていしている。

　しかし葉は動じない。淡たん々たんと続ける。

「ルートを逆算してワームの発生地点を特定するためだ。発生地点から現在のワームの移動範囲を割り出すことができれば、今後ワームがどの規模まで生息範囲を拡大するか予測ができる。その予測をもとに、ワームを砂さ漠ばく内に封ふうじ込めるための包ほう囲い網もうを敷しく。世界中の軍事力を結集することになるだろう」

　葉の説明に、大統領と事務総長が青ざめた。作戦を聞く前よりも顔面蒼そう白はくだ。

「ま──待ってください、それは……それはダメだ！　鉱物資源は我々、ナミビア共和国の命いのち綱づなです！　世界中の軍事力を持ちよって、爆ばく弾だんをばらまくなんて……我が国土を滅め茶ちや苦く茶ちやにするつもりですか？」

「世界中の軍事力を一国に集めるなんて……そ、そんな大それたことをしろとおっしゃるのですか？　各国が応じるとも思えないし、マスコミも黙だまっていません！　そんなことが実現するはずがない──いえ、実現させてはいけないことです！」

「人類は歴史上はじめて、天敵と戦うのだ。これは人類とワームの生存競争であり、一秒遅れれば、それだけ人類の文明がヤツらに食くい荒あらされることになる」

　葉は膝ひざの上で手を組み、静かにマジャヴェ大統領を見み据すえた。

「ナミビア共和国よ。世界中の人類を守るために──滅べ」

　葉の宣言が。

　一国の破は滅めつと人類の救済を同時にもたらす、英えい雄ゆうからの預言となった。
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　多た国こく籍せきの軍隊が集まる臨時の駐ちゆう屯とん基地は、ナミブ砂漠の端はしに設営されていた。

　土つち壁かべの小屋がいくつかあり、その周囲を軍用のテントが囲んでいる。多人種の兵士が行き交かい、遠方にはアスファルトを敷き詰つめた滑かつ走そう路ろと小さな管かん制せい塔とうも見えた。

　地元の小さな集落を、ナミビア政府が借り上げたのだろう。しかし地元の住民が見当たらないのは、すでに避ひ難なん済みだからだろうか。

「私はナミビア軍のところに行きます。事情を伝え、ここの警備を強化しなければ……」

　そう言うマジャヴェ大統領は、沈ちん痛つうな面おも持もちだった。

　人類全体を守るために、自国が滅ぼされようとしているのだ。心中穏おだやかではないどころか、平常心を保つことすら困難だろう。

「ドク──」

　大統領と別れるなり、ノーラが葉に向き直った。

「……」

　しかし葉は、ノーラの視線に気づかなかった。

　意識がぼんやりとして、頭の中に霞かすみがかかっているかのようだった。

　つい先ほどの鮮せん明めいな思考力が、たった数分も経たつと跡あと形かたもなくなっていた。

　ふとした拍ひよう子しに見え隠かくれする、過去の自分。

　あれは一体、何なのだろう？

　自分が才能を取り戻しかけているのかと思った時もあった。だが今現在、葉の胸中を埋うめ尽つくしているのは──どんよりと重い不安。

　ほんの刹せつ那なだけ蘇よみがえる、過去の自分。

　それが何の兆候であるか、現在の葉には分かるはずもない。

「今のドクは──」

　ノーラがまた、何かを呟つぶやいた。

　葉はハッとして顔を上げた。内心の動どう揺ようを押し隠し、ノーラに向き直る。

「な、なんだ、ノーラ？　何か言ったか？」

「──いえ。体調がよろしくないようですが、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ノーラが無表情で言った。

「も、問題ない。今回もぼくが人類を救ってやる。心配はいらないからな」

　笑え顔がおで虚きよ勢せいを張るが、まったくの噓うそではなかった。

　自らの中で起きつつある異変については不安だが、やるべきことは変わらないのだ。

　人類への脅威を取り除き、世界に平和をもたらす。

　それができなければ──葉に居場所などないのだから。

「……奥に参りましょう。〝ユニット〟が待機しています」

　意気込む葉に対し、しかしノーラの反応は薄うすかった。何事もなかったように歩き出す。

「う、うむ」

　葉、ジュニア、ファリザ事務総長、そして護衛の兵士たちがノーラの後を歩く。

　基地の中心から離はなれた場所に、軍用のトラックが数台停とまっていた。ちょうど地面が土と砂が入り交じった、砂漠の入り口である。

　積み重ねられた物資の上空を、いくつかの人ひと影かげがひらひらと舞まっているのが見えた。

〝ユニット〟だ。

「敬礼！」

　ヘルメットを抱かかえた兵士たちが、葉たちを敬礼で出で迎むかえた。先頭にいるのは映像で見た〝ユニット〟隊長、グリーン少しよう佐さである。鬼おにのように厳いかつい顔は、熱帯の砂漠にあっても厳格さを損そこなっていない。

　ファリザ事務総長とグリーン少佐が握あく手しゆを交かわす。

「実際にお会いするのは、はじめてですね。活かつ躍やくは聞いています、グリーン少佐」

「光栄です、ファリザ事務総長」

　グリーン少佐が今度は葉に向き直った。

「お久しぶりです、ドクター・サトウ。その節はお世話になりました」

「あ、ああ……」

　葉とグリーン少佐は、過去に面識があった。だがそれはあくまで天才だった頃ころの葉だ。

　戸と惑まどう葉に対し、少佐が訝いぶかしげな表情をした。

「ドクター？　少し雰ふん囲い気きが変わられましたか？」

「ドクは貴方あなたの働きに期待しているとおっしゃっております」

　ノーラが両者の間に割って入った。少佐が姿勢を正す。

「はっ！　ドクターの偉い大だいなる発明を背負い、また人類の命運を背負うという光栄に全力でお応こたえします！　我が隊も経験を重ね、次こそは実力をお見せできるかと！」

「そう願います。……ところで、〝ユニット〟はここにいる五名以外には？」

「はっ、事務総長！　現在、任務中の隊員が二十名！　ここで休きゆう憩けい中、および訓練中の隊員が八名であります！」

「例の、あの隊員は？」

　事務総長の言葉に、グリーン少佐が一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを動かした。背後を振ふり返る。

　飛行訓練の最中なのだろう。数名の〝ユニット〟が編隊を組んで空を舞っていた。

　葉たちが見つめる中、三名編成で飛行していた隊員の中で一人だけ、逆方向に旋せん回かいした。慌あわてて軌き道どう修正するも運転を誤り、地上にふらふらと落下していく。

「……たった今、落ちた隊員がそうです」

「〝落ちこぼれ〟か」

　ジュニアが鼻で笑う。

　少佐もうんざりした様子だが、ファリザ事務総長だけは真しん剣けんな表情だった。

「あの隊員は類たぐい希まれなる素質を持った人物です。今はまだ〝単巡機関〟に慣れていないようですが……貴方の指導力に期待しますよ、グリーン少佐」

「はっ」

　イギリス空軍少佐が、鉄の無表情で敬礼した。もし上官から犬にテーブルマナーを憶おぼえさせろと命令されても、彼は同じ表情で任務を遂すい行こうするだろう。

「なんでまた、ここまで贔屓ひいきされてんだか。事務総長の愛人か何かか？」

「黙れ、クズ」

　小声で軽口を叩たたくジュニアと、そちらを見向きもせずにたしなめるノーラ。

　その時、一人の兵士がグリーン少佐に駆かけ寄った。何事か耳打ちする。

「事務総長！　〝ユニット〟の一部隊が新たなワームを捕ほ捉そくしました！」

　グリーン少佐が直立不動で敬礼した。

「我々はこれより緊きん急きゆう出動します！」

「そ、そうしてください！　あ……あの隊員も連れて行くように！」

　ファリザ事務総長の命令で、急に基地内が慌ただしくなった。グリーン少佐がヘルメットをかぶり、基地にいる〝ユニット〟隊員をまとめて砂漠に飛び立つ。

「私たちも同行しましょう。ヘリなら安全です。グッドオール一いつ曹そう、ドクをお連れしてください」

「アイサー、マム！」

　ジュニアが葉を抱え、走り出した。

　葉はされるがまま運び出され、兵士の間を縫ぬうようにして滑走路に向かう。すでに軍用ヘリがプロペラを回転させながら待機していた。

　葉とノーラ、ジュニア、事務総長と兵士数人を乗せたヘリが浮ふ上じようした。砂を巻き上げながら上じよう昇しようし、すぐに水平飛行に移る。

　加速するヘリが、〝ユニット〟に追いついた。五人編成で砂漠の上空を飛行する〝ユニット〟の横を飛ぶ。数機の武装ヘリが後方から接近していた。

「なあ、天才様。……オキナワっていうのは、そんなに良いところなのか？」

　葉の隣となりに座ったジュニアが、唐とう突とつにそんなことを言った。

「なんだ、急に？」

　眉をひそめる、葉。

　ジュニアがニヤリとからかうように笑んだ。

「合衆国を捨ててまで住みつくような場所なのかよ、あんな小さな島が」

「……さあな。アメリカじゃなければ、どこでも良かったのかもしれない」

　ノーラは事務総長と何かを話し合い、他ほかの兵士たちは装備の確かく認にんをしている。

　元同級生の二人の会話を聞いている者は、他に誰だれもいない。

「あんなに合衆国に頼たよられて、貢こう献けんもしたはずの国を捨てるなんて、俺には理解できねえよ。理解したくもないがな」

「またそれか。ぼくも愛国心などという精神は理解できない。ぼくはぼくの才能を求めてきた相手に、平等に救いを与あたえてきただけだ」

「……くそっ、やっぱりムカつくぜ。こんなヤツが合衆国の英雄だともてはやされるのが納なつ得とくいかねえ」

「ムカつくのはお互たがい様だ。ぼくも貴様みたいなクズがスクールの人気者でいられた理由がさっぱり分からなかった」

　かつては、いじめられっ子といじめっ子。

　現在は英雄と海軍のエリート。

　成長し、当然のように収まるべき立場に収まった二人が、狭せまい機内で身体からだを丸めて並んでいる。それは互いの才能を考えれば、必然なのかもしれない。

「俺が欲しいモノを、すまし顔で袖そでにしやがるのが気に入らねえ……」

「ちっ、しつこいヤツだ」

　葉は舌打ちして青年の顔を一いち瞥べつし、眉まゆ根ねを寄せた。

　てっきり憎にくらしい顔で葉を睨にらんでいるものと思ったが、彼の視線は中空を見ていた。

「それとも、俺もオキナワに住んでみるか。最近、誰かさんのせいで忙いそがしすぎた。休きゆう暇かのバカンスには良いかもな」

「それだけはやめてくれ。これ以上、あの島に野や蛮ばん人はいらない」

　言い放ち、葉も中空を眺ながめた。荷を固定するためのベルトが天てん井じよう近くで揺ゆれていた。

「……欲しいモノを持っているのも、お互い様だ」

　思い出す。

　ハイスクールに通う葉はいつも独りだったが、ジュニアは違ちがった。

　彼の周りには常に誰かがいて、必ず笑みを浮うかべていた。友人とバスケットボールで遊び、ケンカをし、恋こい人びとを作り、妹や家族とショッピングをする彼の姿を何度も見た。

　そのたびに、葉の中に小さなしこりが生まれたのを憶えている。

　生まれてから現在に到いたるまで、葉に無む償しようの笑みを向けてくれた人間は果たして何人いただろうか？　少なくとも両親は──その数には含ふくまれない。

「あん？」

「あの島は、そう悪い場所でもない……」

　葉の呟きに、ジュニアが皮肉っぽい笑みを浮かべた。

「合衆国じゃなければ、どこでも良かったんじゃなかったのにか？」

「そうだ」

　その通りだ。

　それなのに──。

「そのはずなのにな……」

　ぼんやりと呟く葉を、ジュニアが笑い飛ばす。

「さっぱり意味が分かんねえよ、天才様」

「分かってもらう必要もない。──ところでだ」

　葉は声のトーンを上げた。

　自分はこんな砂さ漠ばくまで、小さな同窓会を開くためにやって来たのではない。ノーラや事務総長に向かって、言う。

「ぼくに、何を見せようとしているんだ？」

　プロペラ音が鳴り響ひびく中、ノーラがこちらを振り向いた。

「ぼくが基地に到とう着ちやくした途と端たん、ワームが発見され、ぼくをヘリに乗せる準備までしてあるときた。これは一体、何の茶番なんだ？　ジュニア、貴様もグルか」

　ジュニアが素知らぬ顔で口笛を吹ふき、事務総長が唇くちびるを引き締しめた。

　答えたのは、葉の助手である金きん髪ぱつ美女だった。

「ドク。貴方にどうしても見てもらう必要があったのです」

　ノーラが微笑ほほえんだ。この女が怒おこっている時以外に笑うのは珍めずらしい。

「分かっている。ワームをだろう？」

「いいえ。──完成された〝ユニット〟の姿をです」

　完成された〝ユニット〟。

　その言葉に嫌いやな予感をおぼえたのは──ガラクタの葉に残された、数少ない直感なのかもしれない。

　高速ヘリで飛び続けると、やがて目的の場所に辿たどり着いた。

　ワーム。

　遠目からでも、一目で分かる。木も建物もない砂漠に、まるで天国に導く蜘蛛くもの糸のごとく、細いシルエットが蠢うごめいている。

　接近すると、地上から伸のびるワームを翻ほん弄ろうする〝ユニット〟がはっきりと見えた。

『ようし、いいぞ！　そのまま引きつけておけ！』

　グリーン少佐の指示がヘリの機内に響いた。少佐率いる援えん軍ぐんが、ワームに飛びかかる。

『ＧＰＳ射出！』

　一部隊がワームを引きつける一方、背後に回った新手が手にしたライフルを撃うった。光の軌き跡せきがワームに延び、その体表に突つき刺ささる。

「ワームの体表に弾はじかれないよう、ＧＰＳを仕込んだ弾だん丸がんを改良しました」

　ノーラが説明する。

『サンプル採取用弾丸、準備！　──撃うてっ！』

「ワームを削けずるための弾丸もです。こちらは回転しながら目標に突き刺さり、さらに体表に潜もぐり込み、破は裂れつします。──これは〝ボトムズ・アンカー〟の機能を応用しました」

「なんだと……」

　葉が発明した〝ボトムズ・アンカー〟の応用。

　もちろん威い力りよくは本来のそれに及およぶまでもないが、葉の許可もなく──葉の協力もなく、それを実現したことに驚きよう愕がくする。

『実験的に作戦第三種行動をとる！　照準レーザー照射！』

　葉の驚おどろきは続く。

「第三種行動……？　なんだ、それは」

　ワームを取り囲む〝ユニット〟が小型の拳けん銃じゆうのようなものを構えた。銃じゆう口こうから放たれたレーザー光線が四方からワームを狙ねらう。

「複数の角度から照準用のレーザーを照射することで、動く標的に対して誘ゆう導どうミサイルを命中させる確率を上げます」

　誘導ミサイル。

　葉が口にしようとしたそれを、後方の武装ヘリが放った。

　猛もうスピードで飛来した弾だん頭とうがワームに直ちよく撃げきし──赤黒い爆ばく炎えんを撒まき散らした。

「あのミサイルにも〝ボトムズ・アンカー〟の応用技術が使われています」

「──」

　葉はもはや声を出すこともできない。

「今回は生態調査ではなく実験的な行動をとりましたが……ご覧の通り、我々はワームに対してそれを殲せん滅めつする戦力を保有するに到りました」

〝ユニット〟。

　そして〝ボトムズ・アンカー〟。

　葉が生み出したそれらが、葉の知らないところで進化し、完成していた。

「ドク。今後の作戦の指揮は、私がとります」

　時が停止したかのように、機内の空気が張り詰つめた。

　葉の口から、掠かすれた呻うめき声が漏もれる。

「な、なんだと──」

「ドクが本調子ではないことは明らかです。これは事務総長とも相談した上で決定した、ワーム掃そう討とう作戦に関かかわる人々の総意です」

　ファリザ事務総長を見る。

　葉の視線を受けると、彼女は申し訳なさそうに顔をそむけた。

「ふ、ふざけるな、ぼくはまだやれる。ワームを討とう伐ばつするのは、ぼくの──」

「ドクはゆっくりご養生ください。ですが、その前に」

　再び見せたノーラの笑えみが、葉に真実を気づかせた。

　葉をこの地に呼び寄せたのは、力を借りるためではない。

　人類から葉に対して、決別の宣言をするためだ。

「〝単巡機関〟と同じように──もし残りの論文を取り戻もどした時は、それもまた我々に使用させていただく許可をください」

　同時に、理解する。

　このところ葉が感じていた、かつての才能の片へん鱗りん。

　それは復活の兆きざしなどではない。

　あれは──葉の才能の、ただの残りカスだった。

　それを今、葉は使い果たそうとしている。

「人類は人類の力で、自らを救うことを決めさせていただきました」

　才能が完全に消え去る前の、一いつ瞬しゆんの煌きらめき。

　葉はもう、天才でなくてもいい。

　その才能を使い果たしてもいいという、人類からの許しが下ったということだった。
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　葉は嘉手納町に戻ってきた。

　自宅のすぐそばにある小さな砂すな浜はまに座り、葉はぼんやりと海を眺めていた。

　九月に入ったというのに、沖縄の日差しの強さは衰おとろえない。よれよれのＴシャツに汗あせが滲しみ、あぐらをかいた脚あしに砂がまとわりつくのが気持ち悪い。

「……」

　ワーム討伐作戦から外された。

　それはつまり──英えい雄ゆうとしての使命を失ったということだ。天才という存在意義の損失でもある。

　だがそれはガラクタに成り下がってからの葉の望み通りである。

　人類を救うというプレッシャーに苦しむことは二度となくなる。

　葉は解放されたのだ。

　それなのに、葉の胸を締めつける虚きよ無む感かんは何なのだろう？

　葉の胸をざわつかせる──嫌な予感は何なのだろう？

　他ほかならぬ自分の助手から、ノーを突きつけられただけではない。

　──もし残りの論文を取り戻した時は、それもまた我々に使用させていただく許可をください。

　葉の〝災さい厄やく論文〟を、人類が活用する。

　本当に自由に制せい御ぎよし、活用できるならば人類は目覚ましい発展を遂とげるだろう。

　だが、それができなかった時は──。

〝災厄〟は、〝災厄〟としての使命を果たすだろう。

　これまで現実化しそうになった論文だけでも充じゆう分ぶんに世界を破は滅めつさせ得る。大量殺人兵器を用いてテロリズムを行う〝破壊者デモリツシヤー〟が何人も現れ、銃じゆう弾だんすら避よける改造人間〝あまりにも我わが儘ままなアンジー〟が大量生産され、永遠の戦争を約束する〝単巡機関〟が子供の手にも渡わたるようになり、人類文明を喰らい尽つくす〝グリゴリ〟が跋ばつ扈こする。

　そして、それらを阻そ止しできる唯ゆい一いつの存在である天才は──もういない。

　想像するだけで愉ゆ快かいな未来図だ。

　破滅しか見えない。

　おまけに諸悪の根源たる葉は──責任をとる機会すら失ったのだから笑いぐさだ。

「ぼくにはもう……関係のないことなのか……」

　ワーム討伐の作戦は立った。

　ノーラ・ダーリンが指揮をとるならば、事はうまく進むだろう。彼女はこの上なく頭がおかしいが優ゆう秀しゆうだ。〝ユニット〟もこれから経験を重ね、さらに役に立つことだろう。

　彼ら人類とワームの戦いに──葉は必要ない。

　これまで何度も人類を救ってきた英雄が、人類と天敵の最終決戦というステージから追い出されたのだ。

「ぼくは……人類との繫つながりを失ったのか……」

　葉の人生は、その頼たよりない繫がりを辿って歩いてきたようなものだ。

　そうでなければ、生きている意味がなかったと言ってもいい。何しろ、あらゆる事象は葉の中で完成されていたのだ。人類のためという理由がなければ、それをわざわざ数値化し、言葉に発し、この世に具現化するという無む駄だな作業をするまでもない。

　自らの完成度を揺ゆるがす欲よく望ぼうや感情といったものもない。

　だから世界を救うという使命がなければ、生まれた意味すらなかった。

　全すべては葉の頭の中で、完結していたから。

「ドク！　帰ってきてたの？」

　背後から、声がした。

　続けて砂を踏ふんで近づいてくる足音。その数、三人分。音の大きさと歩ほ幅はばから、濱門陸とバウスフィールド照瑠、佳織の幼なじみ三人組だと分かる。

「良かった、怪け我がしてないみたいさ。こんなところで何してるの？」

「陸ちゃん、こんなのに近づいちゃダメだよ。妄もう想そう癖へきがうつっちゃうよ？」

「ドク、制服着てないし！　始業式サボったの？」

　わざわざ葉の視界に回り込んで、顔を覗のぞき込んでくる三人。

　若じやつ干かん一名ほど日焼け防止のタオルまみれだが、三人とも学校の制服姿だ。そういえば九月は、彼女たちにとって夏休みの終わりを意味する時期である。

「ぼくに構うな……」

　我ながら、いつもの台詞せりふも弱々しかった。

「ぼくは唯一の仕事を失った……もう、生きている意味もない……」

　三人の少女が顔を見合わせた。

「お、落ち込んでるみたいさ。アルバイトでもクビになったのかな」

「そりゃそうだよ……こんなの雇やとってくれるところなんてないよ」

「それなら照瑠のほうがアイドルやってる分、偉えらいし。無職のドクのこと下に見るし」

　何事か囁ささやき合った後、陸が作り笑いを浮うかべて葉の前にかがみ込んだ。

「な、何があったか知らないけど、元気出すさ。ほら、陸だって仕事なんかしてないけど、元気に生きてるし」

「お前は……まだ、発展の余地があるだろう」

　顔を上げて言う。自然、視線が前まえ屈かがみになった陸の胸むな元もとを見た。

「陸姉ぇのドコ見て言ってるし！」

　照瑠の膝ひざ蹴げりが葉の頰ほおにめり込んだ。砂浜に倒たおれた葉の太ももに、佳織がいつの間にか取り出したシャープペンシルを突つき刺さす。「ぎゃあっ！」と悲鳴を上げる葉。

「何度も言ってますが、そういうのやめてください。セクハラなんで」

　自分の胸を隠かくす陸も、最近は蔑さげすむような目つきに変わりつつある。

「そ、そういう意味じゃない。お前らは馬ば鹿かだから、まだ成長の余地があるだろうと言っているんだ……」

　頰と太ももを押さえながら、身を起こす。

「成長は義務であり特権だ。人はそれを果たすためなら、生きる意味がある」

「ドクだって、そうじゃないの？」

　陸の言葉に、葉は言う。

「ぼくはすでに完かん璧ぺきだった。だが今はそれを失った後だ……二度と取り戻すこともない」

「よく分からないけど、アルバイトをクビになったのが嫌いやなら、もう一度頼たのんでみたら？　陸もいっしょについてってあげようか？」

　世話好きもここまで来ると変人だ。──いや、彼女の中では、葉が一人では何もできない人物という認にん識しきで固定されてしまっているのだろう。

「……ふっ」

　葉は苦く笑しようした。

　沖縄に住む高校生の少女が、天才の保護者として国連の事務総長に直じか談だん判ぱんする──。

　想像しただけで、へんてこな笑い話だ。何万分の一の確率で美談になるかもしれない。

「そんなにアルバイトしたいなら、照瑠が紹しよう介かいしてあげるし」

　意外にも照瑠が声を上げた。陸が微び妙みような顔をした。

「えっ……アイドル関係ってこと？　確かにドクって女の子っぽい顔してるけど……」

「何言ってるの、陸姉ぇ。そんなわけないし。頭おかしいし」

「……頭おかしいって」

「元気出して、陸ちゃん！　背中さすってあげよっか？　ねえ、背中さすってあげよっか？」

　照瑠のような中学生が紹介できる仕事など、胡う散さん臭くさすぎて聞きたくもない。

　だが今の葉にとっては──。

「……」

　必要とされるだけ、呼吸をする権利くらいは得られるかもしれない。

　今まで誰だれかに必要とされるしかなかった人生で、他の生き方ができるはずもない。

「明後日あさつての週末、空けておけばいいし」

　偉そうに小さな胸を張る照瑠。

　明後日。

　その頃ころには、ナミブ砂さ漠ばくのワーム討伐作戦も実行に移るだろう。

　その場に──葉の存在は必要ない。

　葉にできることは、せいぜい得体の知れないアルバイトで口を糊のりする程度だ。

「分かった……」

　無意識に力を込めた拳こぶしが、砂を摑つかんだ。

　葉はすぐに手を開いて砂を落としたが、手の中で動く感かん触しよくがあった。

　ヤドカリか、それとも砂の中で日差しを避よけていた昆こん虫ちゆうか。

　顔をしかめて、砂を取り払はらった拳に残ったそれを見て──。

「──」

　まだ何かを喋しやべっている少女三人の足あし下もとで。

　葉は確かに、世界の終わりを確信した。
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　沖おき縄なわ県けん国道58号線は、いつもより自動車の行き来が少なかった。

　観光シーズンが終わったのが原因ではない。空がどんよりと曇くもり、横風が強くなってきているせいだ。

　台風が近づいているのだ。

　早ければ数時間後には、この島が激しい雨風に包まれるだろう。

　そんな状じよう況きようで──。

「……いらっしゃいませぇ……」

「声、小さいし！」

　国道沿いの歩道に冷蔵庫とパラソルが設置されていた。

　頭からタオルをかぶった小こ柄がらな二人組が声を出す。

「い、いらっしゃいませ……！」

「お腹なかに力入ってないし！　ほら、ここ！」

「ふぎゃっ！」

　金きん髪ぱつのタオルお化けからボディブローを喰らい、目つきの悪いタオルお化けがうずくまる。腹を押さえて地面を転がった後、堪こらえきれずに叫さけぶ。

「ぐうっ……！　な、なんという屈くつ辱じよくだ！　こ、このぼくが道ばたでアイスを売るとは！　これが世界から拒きよ絶ぜつされたガラクタに対する罰ばつだとしても、あまりにも──」

「ごちゃごちゃうるさいし！　アイスじゃなくてアイスクリンだし！」

　脇わき腹ばらにローキックを喰らい、目つきの悪いタオルお化け──葉ようは悶もん絶ぜつする。

「く、加えて、労働環かん境きようが劣れつ悪あくすぎる！　絶対、パワハラで訴そ訟しようしてやるからな……！」

「簡単にお金を稼かせげると思っちゃダメだし！　世の中を甘く見るな！」

「き、貴様にだけは言われたくない！」

　あらゆる就職活動に失敗した葉が辿たどり着いた勤め先。

　それが氷ひよう菓かの路上売りだった。

「第一、今日も暑いとはいえ、この天候でアイスを買う客がいるのか……？」

　文句を言いながら、冷蔵庫のそばに置いた椅い子すに座って客を待つ葉。

「ブツブツ言うくらいなら、お客さんが来るようにニコニコ笑っておくべきだし」

　正論を言う金髪の少女は、バウスフィールド照て瑠るだ。葉にアイスクリンの販はん売ばいというアルバイトを紹介した張本人である。

「それに、なぜぼくまでタオルをかぶる必要があるんだ。ぼくは日焼けなど気にしない」

「ドクのは日焼け防止じゃなくて、その腐くさった目つきを隠すためだし」

　葉に一通りの販売方法を教えると、照瑠が満足そうに頷うなずいた。

「もうドクに教えることはないし。後は一人でよろしく。照瑠はこれからレッスンだし」

「は？」

「ちなみにアルバイトの紹介料は時給の半分でいいし」

「き、貴様……！　いくらなんでも半分はピンハネしすぎだ！」

　葉の抗こう議ぎを無視し、自分が座っていた折りたたみ式の椅子を片づける照瑠。すでに自分が所属するアイドルグループの歌をハミングしている。

「……」

　タオルの隙すき間まから見える照瑠の手足には、何枚も湿しつ布ぷが貼はられていた。テーピングもあるのは、ダンスの練習によるものだろうと推測できる。

「貴様のようなヤツでも、真しん剣けんに取り組んでいるものがあるんだな」

「当たり前だし！　大物アイドルになってチヤホヤされて大金持ちになるんだし！」

　照瑠が顔を上げ、明るい笑えみを浮かべた。その表情は確かに大多数の人々に影えい響きようを与あたえそうなほどに眩まぶしいが──すぐに、視線がやや斜ななめ下に傾かたむく。

「正直、可愛かわいさを売りにしないと照瑠が将来お金を稼げる気がしないし……」

「……意外と、自分のことが分かっているんだな……」

「そんな照瑠が所属してるグループの曲も、ぜんぜん売れてないけど……」

「たまに急にネガティブになるな、貴様……情じよう緒ちよ不安定なのか？」

　全力で取り組んでいる分、不安も大きいのだろう。

「まあ、なんだ、その……がんばれ」

　柄がらにもない応おう援えんの言葉を投げかける。

　ただの社交辞令だ。気まずい空気が鬱うつ陶とうしくなっただけのことである。

　だが照瑠は急に顔を上げ、また笑った。

「了解ウイルコ！」

　瞬しゆん時じに機き嫌げんを直し、親指を立てる少女。身を翻ひるがえして立ち去ろうとして、振り返る。

「あ、ドク。来週のエイサー祭りは」

「行かん」

　頰を膨ふくらませて不服を表明してから、照瑠が走り去っていった。

　葉は一人、アイスクリン販売所に残される。

「それと五割のピンハネは断固として拒きよ否ひだ」

　独りごちるも、返ってくるのは道路を走る車のエンジン音だけだ。

　アイスクリンを買い求める客は、いっこうに現れない。

　何もせず、ただ客を待ち続ける。

　葉の人生において、これ以上無む駄だな時間を過ごしたことがあっただろうか。

　現在の自分の境きよう遇ぐうを、不幸だと感じる。

「……ぼくには相応ふさわしくない時間の使い方だ」

　同時に──。

　幸福、なのかもしれない。

　そう感じるのは、数日前に自宅そばの砂すな浜はまで〝あるもの〟を発見したからだ。

　それを見て、葉は全すべてを理解してしまった。

　葉や、葉を排はい除じよしようとした人々、全員の目もく論ろ見みが外れたことを。

　人類の命運は、誰もが想定しなかった方向へと進んでしまった。

　その恐おそるべき未来と無む縁えんでいられるならば、どんなに幸せだろうか？

　葉はそんな束つかの間の幸福を、今、嚙かみしめている。

「……いらっしゃいませ」

　今日はじめての客は、健康的な日焼けをした少女だった。

　歳は十代半ば。髪かみは短く、手足が長い。スタイルも悪くない。ただし『畑人はるさー』という漢字がプリントされたＴシャツと、ピンク色のサンダルという趣しゆ味みはすこぶる悪い。

「──ぶふっ！」

　少女──濱はま門じよう陸りくが横を向いて噴ふき出した。販売員となった葉の姿が受けたらしい。

「百五十円だ……です」

　耳まで真っ赤にして殺意を隠かくしつつ、葉は言う。

　陸が肩かたを震ふるわせながら、硬こう貨かを差し出した。まだ喋ることはできないらしい。

「ありがとうございました……」

　アイスクリンを受け取って帰るかと思いきや。

　陸が葉のとなりに回り込んだ。照瑠が座っていた椅い子すに座り、アイスクリンを頰ほお張ばる。

「なんのつもりだ、貴様……ぼくを笑いに来たのなら、もう気が済んだろう」

「ドクがアルバイトをサボってクビにならないか、見張っててあげる」

　見張っててあげる、とは面おも白しろいジョークだ。

　アメリカに住んでいた頃ころ、葉はあらゆる国の機関から監かん視しを受けていた。だが、こうも堂々と接近し、なおかつ恩着せがましい監視ははじめてである。

　しつこくつきまとう各機関の監視は不快だったが、苛いら立だつことはなかった。葉は天才であり世界から注目される立場だ。血を吸う蚊かのように情報機関がたかるのは当然である。

「……勝手にしろ」

　一方、葉をポンコツ扱あつかいした陸の監視は非常に苛立つ。

　だが──不快ではなかった。

「ところで照瑠は？　いっしょにアルバイトするんじゃなかったの？」

「あの小こ娘むすめはぼくをひとしきり痛めつけた後、レッスンとやらに行った」

「そっかぁ。照瑠、がんばってるさ」

「……ぼくに対する暴力は、ひょっとしてこの島では挨あい拶さつに分類されているのか？」

「どうせドクが照瑠にやらしいことしたんじゃないですか」

「そうか、単にぼくがこの島における生態系の最下層と認にん知ちされているだけか……」

　葉は頭を抱かかえるも、一分もしたら嘆たん息そくして元の姿勢に戻った。──自分に対する不本意な評価に落ち込む時間が少なくなった原因は、いまだに分からずにいる。

　葉の横顔を、陸がのぞき見る気配がした。

「照瑠がエイサー祭りに出られるようになって良かったさ」

「……あのガキは一度、痛い目を見るべきだと思うがな」

「照瑠の宿題をやってあげた人に言わなきゃね。照瑠は自分でやったって言ってるけど」

「……」

「隣となりのオジィも、腰こしの調子が戻ったおかげで祭りに行けるって」

「……」

「うちの海うみ姉ねぇも、サークルの問題が解決し」

「女め神がみが幸運を受けるのは当然といえよういや女神ならばむしろ幸運を与える側で」

「あ、もういいです。気持ち悪いです。──夏生なーつーのオトォも、祭りのスケジュールがやっと調整できたって言ってた」

「そうか、どうせアダマンティウム製の爪つめで反対勢力を皆みな殺ごろしにでもしたんだろう」

「夏生自身も、はっきり言わないけど、祭りに集中できるようになったって言ってたさ」

「ハイスクールの人気者は悩なやみも多そうだしな。昨日は三人しか女を抱だけなかった、とかな。良いご身分だ、ファック」

　自分でも知らずに、饒じよう舌ぜつになっていた。

　その理由に思い至る前に、陸が口を開いた。

「ねえ、ドク……」

　嫌いやな予感に、全身が緊きん張ちようする。

「ドクって、本当は──」

「やめろ」

　口が勝手に動いていた。

　この島における、自分の不当な扱いに怒おこっていたはずだった。

　それなのに、そんな状じよう況きようを覆くつがえされそうな予感がした途と端たん──全身から、冷たい汗あせが噴き出した。途と方ほうもない恐きよう怖ふに、身体からだが震え出す。

「ぼ、ぼくはガラクタだ……ぼ、ぼ、ぼくに期待など、するな……」

　正当な評価を得たいと願うのに、この島でそうされることに恐怖を感じる。

　どうしようもない矛む盾じゆん。

　その矛盾を守ろうとしている自分に気づき、あらためて理解する。

　ぼくは、とっくに壊こわれている──。

　壊れた自分を、守ろうとしている。手足を失っても、大事なところはバラバラにならないよう足あ搔がいている。

　唯ゆい一いつの逃にげ場所である──この島での自分を守ろうとしている。

　この島でまで本当の意味で天才として扱われるようになったら、葉は──。

「ぼ、ぼくは、壊れ……壊れて──」

　膝ひざの上で震える葉の手を、そっと温ぬくもりが包んだ。

　陸の手が、葉の手の上に重なっていた。

「……そっか。ドクはポンコツだもんね」

　陸が微笑ほほえんだ。彼女のほうを振ふり向かずとも、微笑んでいるのが分かる。

　何よりも、盛せい夏か過ぎの暑さを忘れるくらい──手から伝わる温もりが温かかった。

　激しい動どう悸きが収まっていくのを感じる。

「──そこまでは言っていない」

　自動車が通り過ぎる道路を睨にらみながら、そっけなく言い放つ。

　震えは──収まっていた。

「ところでドク。来週のエイサー祭り……」

「行かん」

　会話はそれで終しゆう了りようし、再び客を待つという無駄な時間を取り戻す。

　陸がアイスクリンを食べ終え、しばらく経たった頃。

「あの老ろう婆ばは、その祭りに行くのか」

　葉は、ぽつりと呟つぶやいた。

「老婆？」

「照瑠の祖母だ。どいつもこいつもその祭りとやらに行くらしい。どうせあの老婆も行くのだろう」

　葉は几き帳ちよう面めんな性格だ。

　聞いてもいないのに、顔見知りの情報が耳に入ってくる。だが、この島にやってきて何度も顔を合わせている中で、出会い頭がしらに葉を溺でき死しさせようとしたあの暗殺者の事情だけが欠けていた。それがどうも気持ちが悪かっただけのことだ。

「オバァのこと？　オバァは来ないって」

　陸が声のトーンを下げた。残念そうだ。

「もしまた倒たおれたら、迷めい惑わくをかけるからって……照瑠のステージ見たいはずなのに」

[image: ]

「ふん、医者を同行させればいいだろう」

　他ほかの島民が抱えていたトラブルとくらべ、たやすいものだ。

「いっしょに来てくれるお医者さんなんていないさ」

「免めん許きよを持つ医者じゃなくても、知識がある人間がその場にいればいい……」

　アイスクリンを買い求める客は、いっこうに現れない。

　退たい屈くつすぎて、あくびが出そうだった。

「わざわざそんな祭りに行く理由などないが……特に他の予定があるわけでもない。就職もまだうまくいかなそうだしな」

　だが、あくびはしない。葉は人前であくびをするような下品な人間ではない。

「ヒマだったら、ぼくも散歩の途と中ちゆうでその祭りとやらに出くわすかもな……」

　陸が驚おどろいたのが、かすかに漏もれた吐と息いきで分かった。

　以前、倒れた老婆を葉が助けた時のことを思い出したのだろう。

　葉自身がそれを思い出させたわけでも、万が一の時は再びそうすると言ったわけでもない。だが先ほどよりも勢いよく、陸が葉の手を握にぎった。

「ありがとう！」

「お、お前に礼を言われる筋合いはない」

　顔を上気させ、顔をそむける葉。

「だ、だが、お前がぼくの手を握っていたいというのなら、べつにそれを拒否する理由もない。欲よくを言えばお前ではなくお前の姉のほうが」

「あ、お客さんです、販はん売ばい員いんさん。早く対応してください」

　ほぼ殴なぐる勢いで、陸の手が葉の顔を正面に向き直らせた。

「い、いらっしゃ──」

　反射的に顔を上げた葉だが、軍服の胸しか見えなかった。

　客が思いの外、巨きよ体たいだったからだ。葉はすぐに視線を上げて──。

「デート中か、天才様ジーニアス？」

　嫌というほど見慣れた顔と対たい峙じして、表情を消す。

「世界が滅ほろびそうだっていうのに、いい気なもんだなあ？　ああ？」

　エリク・グッドオール・ジュニア一等兵へい曹そう。葉のかつての同級生であり、今は海軍の特とく殊しゆ部隊に所属するエリート海兵が眼前に佇たたずんでいた。

「で、でーじ大おっきいさ……基地の人かな？」

　陸が圧あつ倒とうされるも、何かに気づいた様子で横を見る。

「あ、またお客さん。また基地の人……えっ、また？　あ、また……」

　アイスクリンを販売するパラソルの前に、次々と米軍の軍用車が停車した。

　その数、十台以上。

　ぞろぞろと現れた兵隊たちが、あっという間に葉たちを取り囲む。

　突とつ然ぜん、登場した彼らに対し、葉は無言だった。

「……」

　静かに立ち上がり、そばに転がっていた石を蹴け飛とばす。

　その石の裏に張りついて動く、小さな生き物がいた。

　一見しただけでは、ただのミミズに見えるだろう。だが葉にはそれが何であるか分かっていた。

　ある生物の幼生だ。葉はそれと同じものをナミブ砂さ漠ばくで見た。

　ワーム──。

　葉は先日、それを自宅そばの砂すな浜はまで見たのだ。

「二度もぼくを排はい除じよしておいて今さら何をしに来た……とは言わない」

　ジュニアを睨み返す葉の瞳ひとみに、星の輝かがやきが散らばった。煌こう々こうと輝くそれは天才の才能を感じさせ、なおかつ──かつてない怒いかりを滲にじませていた。

「ぼくをナミビアへ連れて行け──」

　そう、葉はこの島でそれを見つけた時、全すべてを悟さとった。

　そして絶望し。

　さらに──怒ったのだ。

「ぼくが、人類を救ってやる」

　ジュニアを除く兵隊たちが、怯ひるんで後あと退じさりする。

　となりにいる陸は「ドク？」と不思議そうな顔だ。葉とジュニアの会話は英語でなされているため、彼女には理解できない。

「何にキレてるのか知らないが……言われなくても、そうしてもらうぜ」

　ジュニアが笑った。

「ワーム討とう伐ばつ作戦は、意味を失った」

　ジュニアが真顔に戻り、言った。

　全てを悟った葉にとっては白々しすぎる台詞せりふである。

「ナミブ砂漠だけじゃない。世界中で──ワームの幼生が発見されたんだよ」

　客の来ないアイスクリン販売所の前で。

「さあ、滅び行く世界を助けてくれよ、天才様」

　世界の破は滅めつが、宣言された。
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　その場所は、世界で最も安楽な空間だった。

　イギリスはロンドンに鎮ちん座ざする建物は、大昔に王室建築家によって設計されたものだという。現在も王家の別べつ邸ていとして管理されており、家具や調度品も一級品である。

　建物そのものの歴史的価値はもちろんこと、シャンデリアのある大応接室は数え切れないほどの権力者を迎むかえてきた。時には食しよく卓たくのセッティングをし、時にはソファを置いてワイングラスを傾かたむけ、時にはダンスホールとなって、時代に華はなを飾かざる偉い人じんを出で迎むかえた。

　そして、現在。

　そこは大きな大理石のテーブルを置き、世界の有様を語らう会議室となった。

　昼間なのにシャンデリアや各種照明の全てが点灯していた。分厚いカーテンも全開で、中庭から差し込む陽光が眩まぶしいくらいである。新品のように磨みがかれた暖だん炉ろは火を入れず、上に飾られた絵画に描えがかれた女性が来客をじっと見下ろしている。

「例の紛ふん争そうに対する共同声明がスムーズに決定されたことは喜ばしいことです」

　テーブルについた会議出席者の一人が、微笑みを浮うかべていった。

　別の出席者たちも笑え顔がおで応こたえる。

「関係各国が憂ゆう慮りよしているのは事実です。とはいえ、軍事介かい入にゆうはできるかぎり避さけたい」

「今回の経済制裁で鎮ちん静せい化してくれれば、どの国からも被ひ害がい者しやを出さずに済みますね」

「現在、最も危あやういのは経済危機のほうです。今は一国の問題とはいえ、もしデフォルトするとなれば影えい響きようが周辺国に及およぶのは確実……」

「ええ、しかし今回、日本が協力に前向きだとおっしゃってくれたので、そちらも見通しは明るいでしょう」

「ええ、我が国も経済的な意味での繫つながりは無む縁えんではありません。限定的な支し援えんに関しては、国民の理解も得られるでしょう」

　会議といっても、あくまでも名目上のことだ。重要な声明は、すでに数日前の国際会議において決定がなされ、会見も行われた後である。

　今日、この場が設けられたのは、懇こん談だん会のようなものである。

　ただし、ただの懇談会ではない。

　世界で最も影響力を持つ人物たちの会合である。

「恐おそれ入ります。写真の撮さつ影えいをさせてください」

　テーブルを囲む人々が、タキシードを着たカメラマンを見た。

「あ……い、いえ、懇談会の風景を撮とりたいので、どうぞ自然体で。──議長国のイギリス首しゆ相しようを中心に撮りますので、そちらを向いていただけると助かります」

　出席者たちが微笑し、緊きん張ちようするカメラマンから目をそらした。

　アメリカ合衆国大統領が、イギリス首相に晩ばん餐さん会のメニューの味を称しよう賛さんした。フランス大統領が同意し、イタリア首相がメニューの一品目にあった寿す司しを話題に上げる。日本の総理大臣が寿司に使われたマグロの漁ぎよ獲かく量りようの減少を苦く笑しようとともに憂うれい、カナダ首相がマグロの輸出量を増やそうかと社交辞令を交かわす。ロシア大統領がサーモンに話題を変え、ドイツ首相が欧おう州しゆうにおける漁獲量の制限について語る。国連事務総長は何も語らず、ニコニコと愛あい想そ良く彼らの言葉に頷うなずくばかりだ。

　主要８か国首脳会議。通つう称しよう、Ｇ８サミット。

　人類文明を牽けん引いんする先進国の代表者が集つどう会議は、厳げん粛しゆくに行われた。

　そして懇談会の風景を一枚の写真に収めることで、それは正式な幕引きとなった。

「いずれ、我が家にもお越こしください。よく釣つれる湖があるんですよ」

「ええ、ぜひ」

　アメリカ大統領と日本の内閣総理大臣が席を立ち上がり、握あく手しゆする光景も撮影された。

　参加者たちが思い思いに握手を交わす中、進行役のイギリス外交員が言う。

「一時間の休きゆう憩けいの後、中庭で撮影がございます。撮影係やマスコミ関係者の皆みなさんは一度ここから退去していただき、広間で誘ゆう導どうをお待ちください」

　雑談でざわめく応接室から、カメラマンが機材を抱かかえて姿を消した。護衛官や書記官も次々と去っていく。

「……」

　各国の代表者と最低限の腹心だけが残された応接室に、静せい寂じやくが落ちた。

　合図をしたかのように、代表者たちが愛想笑いを消した。無言で自分の席に戻もどり、再び椅い子すに座り込む。

　カーテンがいっせいに閉とざされ、テーブルにプロジェクタが設置された。

　参加者を見下ろす女性の絵画の前に、白いスクリーンが置かれる。

「お聞きのように、一時間しかありません。彼をお招きしましょう」

　静寂の中、そう言ったのは代表者の一人──ファリザ国連事務総長だった。

　カーテンを閉め、外界と断絶した応接室に、二人の人ひと影かげが現れる。

　勲くん章しようだらけのジャケットを肩かたにかけた小こ柄がらな人物と、完かん璧ぺきにスーツを着こなした金きん髪ぱつの美女。

　沙さ藤とう葉と、その助手であるノーラ・ダーリンである。

「このたびはこの厳粛な場にお招きいただき、ありがとうございます」

　まずはノーラが一礼した。先進国の指導者たちに対し、愛想笑いの一つも見せない。

　代表者たちが葉に向き直った。ファリザ事務総長が口を開く。

「ここにおられる方々は皆ご存じかと思いますが、あらためて紹しよう介かいします。こちらは今回の難局を打破すべくアドバイザとして招しよう聘へいした天才──ドクター・サトウです」

　権力者たちの視線──それはガラクタに成り下がった葉にとっては、毒でしかない。葉が壊こわれたきっかけも、そうして自分にすがりつく人々のプレッシャーだった。

「──」

　葉は目をそらした。足の震ふるえが止まらない。

　今の葉は、彼らに向けられる顔がない。特に、アメリカ合衆国大統領──彼と面会するのは、葉が壊れたホワイトハウスの一件以来である。

「そしてドクターの助手であるノーラ・ダーリン女史です。今、世界を脅おびやかす危機について、彼女からあらためて説明があります」

「未知の生物〝ワーム〟と、ナミビア共和国における戦せん況きようについては各国、報告を受けておられるかと思います」

　ノーラがプロジェクタのリモコンを受け取った。前置きもなく始める。

「ナミビア共和国のナミブ砂漠において、あらゆる鉱物を取り込む新種の生物〝ワーム〟が発見されてから二週間。この緊きん急きゆう事態に対応すべく、先んじてアメリカ空軍やロシア空軍、イギリス空軍などの多た国こく籍せき軍ぐんがＮＡＴＯの協力の下もと、ナミビア共和国に派は遣けんされました。また同行動は国連安保理によって正式に承しよう認にんされ、同時にはじめての正式な国連軍として行動を開始しております」
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　スクリーンにナミブ砂漠の光景と、ワームの映像が映し出された。

「国連軍はこの前ぜん代だい未み聞もんの脅きよう威いに対し、ドクター・サトウの協力の下で開発された〝単たん巡じゆん機関〟を用い──」

「……き、協力などしていない……」

　ぽつり、と葉は呟つぶやいた。

「お、お前らが勝手に盗ぬすんだんじゃないか……」

　発明した張本人として発した、その一言を。

「──〝ユニット〟という飛行部隊を編制し、ナミブ砂漠にワームを封ふうじ込める作戦を進行中でした」

　応接室にいる人々が、満まん場じよう一いつ致ちで黙もく殺さつした。

　葉の怒りや権利の主張など、誰だれも聞く耳すら持たない。

　彼らが聞きたいことは、全く別の言葉だからだ。

「〝ユニット〟は目覚ましい成長を遂とげ、ワームの監かん視しと撃げき退たいに効果を発揮しつつありました。実際、彼らがワームに埋うめ込んだＧＰＳを追つい跡せきすることで、その行動と習性に一つの共通点があることを発見しました」

　ノーラが言った。

　作戦から離はなれていた葉にとっては初耳の情報だ。

　スクリーンにナミブ砂漠の地形図と、無数の線が表示された。監視下においたワームの行動範はん囲いと進行方向だと分かる。

「ワームは砂漠下でランダムに動き回っているように見えます。これはワームが好む鉱物に個体差があるからであり、実際にワームは自らが好む鉱物を追いかけて動いております。ただし、これらの軌き道どう上にある鉱物を観測していくうちに、共通の鉱物が存在していることを発見しました」

「共通の鉱物……？」

　眉まゆをひそめるドイツ首相の顔が、スクリーンの明かりを受けて赤と青に染まる。

　表示が変わったスクリーンに、赤や青が入り交じった岩石が映し出された。

「エクロジャイト」

　ノーラが言った。

「変成岩の一種で、玄げん武ぶ岩がんに似た鉱石です。地ち殻かく震しん動どうによる高圧条件下で生成される岩石で、発見は稀まれですが──ワームが軌道を変えた場所で、この希少な鉱物が共通して発見されたのが偶ぐう然ぜんではないとしたら、こう考えることができます。ワームは個体によって好みがあるが、エクロジャイトだけは人類におけるプディングのようなものだと」

「……プディング？」

　問い返すカナダ首相に対し、ノーラが憤ふん慨がいした様子で言い放つ。

「プディングが嫌きらいな人類はいないでしょう！」

　今は非常時である。「私は甘い物が苦手だ」と抗こう議ぎする者はいなかった。

「……ごほん。続けてください、女史」

　親の敵かたきのようにカナダ首相を睨にらむノーラに対し、ファリザ事務総長が促うながす。

「すなわち、この習性を利用すれば……プディング、もといエクロジャイトを餌えさにしてワームを一点に誘導し、それらを一度に殲せん滅めつすることも可能ではないかと思われました」

　人類の天敵に対たい抗こうする突とつ破ぱ口こうを得たのである。

　だがそれを説明するノーラの口調は淡たん々たんとしていた。それを聞く一同の表情も明るくなるどころか、さらなる絶望に顔を歪ゆがめている。

「しかし──今週になって、世界各地でワームの幼生が発見されました」

　ナミビア共和国の地図の映像が、世界地図にとって代わった。

　次々と世界中に×バツ印が書き込まれていく。Ｇ８の参加国も、もれなくである。

「……」

　テーブルを囲む人々の顔が、苦く渋じゆうに歪む。じっとりと脂あぶら汗あせをかく者もいた。

「これらの発見報告をもって、ナミブ砂さ漠ばくにおけるワーム討とう伐ばつ作戦は意味を失いました。たとえナミブ砂漠のワームを殲滅したとしても、世界各地に散らばったワームの幼生はいずれ成長し、我々人類の金属文明を喰らい尽つくすことでしょう」

　応接間が完全に沈ちん黙もくに包まれた。

　フランス大統領が掠かすれた声を絞しぼり出す。

「その、エクロジャイトというものを使って……各地にいるワームを各個撃げき破はしては？」

「人類文明に潜ひそむネズミやゴキブリを一いつ匹ぴき残らず排はい除じよできますか？　あるいは世界中、手当たり次し第だいに〝ボトムズ・アンカー〟を撃うち込みますか？　それは現実的ではありません。地じ獄ごくのように破は壊かいし尽くされた文明跡あとを生き残るのは我々人類ではなく、ワームのほうでしょう」

　ノーラが淡々と放つ言葉には、希望の一いつ片ぺんたりとも存在しない。

　どこからか、誰かの笑い声が聞こえた。

　首脳会議で地域紛ふん争そうや経済危機の解決に見通しが立ったことで、外にいるマスコミの関係者が明るいヘッドニュースの算段でも立てているのだろう。

　しかしカーテン一枚隔へだてた応接間には──絶望しかない。

「こちらをご覧ください」

　スクリーンに、新たな映像が映し出された。

　広大な砂漠を空くう撮さつした光景だ。

　砂さ丘きゆうが連なる風景の中央に、ぽつんと小さな町が存在しているのが分かった。箱のような鉄筋コンクリート製の建物が身を寄せ合い、申し訳程度の電線が町の中央に密集している。鉄骨を組んだだけの電波塔とうも見えた。

　その小さな町は、砂すな嵐あらしに包まれていた。ヘリコプターによる空撮映像が、かなり遠方から接近できずにいるのも強風のせいだろう。

「現時点でのリアルタイムの映像です」

「……！」

　映像を見つめる人々が息を吞のんだ。

　砂混じりの突とつ風ぷうに包まれる町の光景の中で、不気味に蠢うごめく何かを見たからだ。

　うねるように。

　あるいは鞭むちのように、しなりながら。

　町の至る所から生えては、建物をなぎ倒たおし、再び砂の中に消える影かげがあった。

　ワームである。

「ナミブ砂漠にある、小規模の町です。住人は今も避ひ難なん中ですが……人的被ひ害がいは回かい避ひできません。町の建物や施し設せつの被害に関しては──数時間後には、この世から完全に消しよう滅めつしているでしょう」

　ノーラが淡々と言う。

「遠くない未来、これと同じ光景が世界中で繰くり広げられることが予想されます」

　不ふ吉きつな予言に、誰もが沈黙した。

　凄せい惨さんな映像を凝ぎよう視しする要人たちの脳のう裏りには、彼ら自身の国が異形のミミズによって食い散らかされる光景がよぎっているに違ちがいない。

「我々……人類文明は滅ほろぶのか？」

　アメリカ合衆国大統領が、ぽつりと呟いた。

　ノーラが首を横に振ふる。

「滅びはしません。完全にリセットされ、鉱物に頼たよることのない新たな文明の発展を強しいられるだけです」

「そんなもの、滅ぶのと同じだ……」

　日本の総理大臣が低い声で呻うめいた。

　人類の文明の歴史は、動物を狩かるために石器を使い出したことから始まった。さらに金属を加工する技術を得て、さらなる発展を遂げてきた。

　もしワームが世界中で繁殖することとなったら、石器時代に逆ぎやく戻もどりである。

　いや──鉱物を持てば、ワームに襲おそわれる恐きよう怖ふにさいなまれるのだ。完全な木造建築を造ろうとしても、木を切る手段にすら悩なやむことになる。

　ならば洞どう窟くつに住む原始時代に戻もどるか──。

　それも否いなだ。ワームが生まれた場所こそ、洞窟なのだ。そこは彼らにとって発生の地であり、最も鉱物が集まる場所でもある。

「だから、反対したんだ……」

　そう呟いたのは、イギリス首しゆ相しようだった。

「ドクターが生み出したものを極ごく秘ひ裏りに保存し、国連の管理下で応用するなんて……」

　代表者たちがいっせいに顔色を変えた。

「今さら、そんなことを……！　数年前の首脳会談で満場一致で決定したはずです」

「私の党も反対だった。だが当時の右う翼よく政権が勝手に調印を……！」

「ワームを研究し続ければ、発はつ展てん途と上じよう国こくの鉱物資源の探たん索さくが容易になると言われたから、我が国は……」

「そんなのは方便でしょう……！　アメリカや中国に軍事力が集中するのを恐おそれるあまり、最も強力な技術を国連下に集中させたかっただけだ……」

　口々に言い合う権力者たちを見て、葉の肩かたから力が抜ぬけていった。

　いや、肩だけではない。葉の全身から気力までも抜け落ちていくようだった。

「ワームや〝単たん巡じゆん機関〟だけじゃないのか……？」

　代表者たちが全員、顔を強こわばらせた。

「他にも、ぼくの技術を……？　そんなこと……ぼくは知らない……」

　ここ最近の話ではないのだろう。

　何年も前から、彼らの間でなされていたことなのだ。

「ノーラ──」

　葉はとなりにいる助手を見た。

「先日、私はその事実を知らされ、協力を要よう請せいされました。私は反対すると思われ、今まで隠かくしていたのでしょう」

　ノーラ・ダーリンは平然と言い、首を傾かしげた。

「私には分かりません。なぜ彼らは、私が反対すると思ったのでしょう？」

　葉は絶句する。

「天才は、人類の共有物です。抜け駆がけは決して許されることではありませんが……正しく管理され、等しく共有するのであれば──ドクの生み出したものを人類が共有するのは当然でしょう？」

「──」

　自らの助手さえ、葉の味方ではなかった。

「我々は不安で仕方ないのです、ドク。人類はあまりにも幼く、あまりにも愚おろかなんです。だから天才にすがっていました。だから──天才の生み出すものにもすがりました。ワームもそうですし、〝単巡機関〟もそうです。我々はなんとかそれらをコントロールし、利用することで少しでも人類という猿さるを卒業したかったのです」

　奇き跡せきのように、ノーラがニコリと微笑ほほえんだ。

「ですが──誤りでした」

　葉を含ふくむ、応接間にいる全員が目を見開いた。

「我々が利用しようとしたものはテロリストの手に渡わたり、このザマです。貴方あなたを騙だまし、裏切った結果がコレです」

　ノーラ・ダーリンという女性が、ここまで明るく笑ったことがあっただろうか？　屈くつ託たくなく微笑み、両手を持ち上げて小さく手を振る。

「人類はおしまいです。今までありがとうございました。それでは、ごきげんよう」

　何の悔くいもない別れの言葉を聞いて──。

　応接間の空気が、五キログラムは重くなったような錯さつ覚かくを覚えた。

　テーブルに座る面々が蒼そう白はくになり、まるで過呼吸に陥おちいったように小さく喘あえぐ。

　べつに毒を撒まかれたわけではない。

　ノーラの別れの言葉は──人類に対する終しゆう焉えんの予言だった。

　人類が遂とげた成長と発展は、ノーラの言う通り。

　ここで、おしまいだった。
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「ドクター……」

　ファリザ事務総長が席から立ち上がった。ふらふらと歩き、葉の足あし下もとに膝ひざをつく。

「──どうか、我々をお救いください」

　ドキリ、と葉の心臓が跳はねた。

　葉の服を摑つかんで懇こん願がんする、ファリザ事務総長。

「我々は滅びるわけにはいかないのです。どうか我々を助けてください……」

「お、お前らが──」

　葉は震ふるえる足を引き、ファリザ事務総長から身を遠ざける。

「お前らが、悪いんじゃないか……ぼくを騙し、ぼくに隠れて、ワームを利用しようとして……〝単巡機関〟だって、そうだ……ぼくの生み出したものを勝手に使って……ぼくはもういらないって──」

「申し訳ありません……！　我々が傲ごう慢まんでした！　我々、人類にはやはりドクターが必要です！　天才が……世界を救うことができる英えい雄ゆうが必要なのです！」

　厚こう顔がんにも手の平を返して謝る国連事務総長を見て、葉は顔を歪ゆがめる。

「なっ──い、今さら、謝るのか……？　またぼくに頼るのか！　そんなものは謝罪ではない！　こ、こんな、取り返しのつかない状じよう況きようになってから──」

「いいえ、ドクターなら、まだ我々を救うことができるはずです！　何しろ、あのワームは……〝グリゴリ〟は──ドクターが創つくったものなのですから！」

　葉は今度こそ、全身の関節が砕くだけたような脱だつ力りよく感に襲われた。

　ファリザ事務総長をはじめとする面々の目つきを見て、悟さとる。彼らは葉に救いを求めているだけではなかった。その眼まな差ざしの奥にあるのは──プレッシャー。

　責任をとれ、という無言の責めだった。

「お、お前ら──」

　目まいがした。精神が軋きしみ、崩ほう壊かいしそうになる。

「い、今さら──ぼくの、せいにする──つもりか──」

〝災さい厄やく〟を生み出した責任をとれ。

　たとえそれを騙し取ったのが、人類でも。

　利己的な目的で利用し、失敗したのが人類だとしても。

　元はといえば、お前が創りだしたものだろう──。

　応接間にいる全員の眼差しが、そう語っていた。

　人類文明の代表者たちがそう語る以上、地球に生きる人類全すべてが、葉を責めているも同然だった。

「ぼくは一体──」

　困こん惑わくも怒いかりも、葉の表情から消え去っていた。

「今まで、何を救ってきたんだ……？」

　目を見開いた状態で、口が勝手に動いた。

「人間です」

　答えたのは金きん髪ぱつ美女、ノーラ・ダーリン。

「これが我々です。我々はあまりに愚かなのです」

　ノーラが耳元まで裂さけそうなほど口を歪ゆがめ、笑っているように見えたのは──。

　葉の、幻げん覚かくだろうか。

　あるいは本当に彼女は笑っていたのかもしれない。

　人類は愚かである。

　それは天才が人類を救う絶対の条件であり、契けい約やくである。

「どうしようもなく愚かな人類をお救いください、ドク」

　神よりも、悪あく魔まよりも恐ろしい、人間の囁ささやきが葉の耳に吸い込まれる。

「これからも……ずっと」

　葉は、限界だった。

　ガラクタにすぎない葉には、人類を救う理由に思い至ることができない。

　これまで救ってきた意味がない。

　これからも救う理由が分からない。

「さもないと──ドクが住む、あの島も……」

　考えられないし、考えたくない。

　あと一秒でも〝普ふ通つう〟の思考をしてしまったら、葉は壊こわれて粉々になってしまう。

　絶望に押し潰つぶされ、倒たおれそうになった葉の胸むなぐらを摑つかんで支えたのは──。

　眼前に現れた、自分自身の幻げん覚かくだった。

　──これが、最後だ。

　眉まゆ根ねに深い皺しわを寄せた幻覚の葉が、ガラクタの葉を引っ張った。

　抵てい抗こうする気力はなかった。

　──ぼくと人類の在り方を、この戦いで決めよう。

　現実と幻覚の葉。

　その境界線が消え去り、二人の葉が入れ替かわる。

「ナミブ砂さ漠ばくに戻る」

　葉の放った静かな声が、応接間に染しみ渡った。

　混乱と不安に包まれた応接間が、あるべき誇ほこり高さを取り戻した。滅ほろびゆく者たちを照らすシャンデリアの輝かがやきが、栄えい華がを誇る者たちを祝福する光に変わる。テーブルに置かれた小さな国旗が、風もないのに一度だけ毅き然ぜんとはためいた。

　各国のトップの表情も、状況を忘れて葉の宣言に聞き入った。

「ワームとの最終決戦だ」

　それは人類が待ち望んだ、救いの言葉。

　神のラッパに等しい救済を得て、代表者たちが見る間に表情を明るくした。

「ああ……ドクター！　ありがとうございます……ありがとうございます！」

　涙なみだを流す、ファリザ事務総長。

　誰だれもが安あん堵どに包まれる中、たった一つだけ不純なものが残されていた。

　いつも、同じだ。

　葉が救いの手を差し伸のべ、安堵しない人間はいない。

　あらゆる恐怖と不安が浄じよう化かされる中、残されるのは──たった一本の皺しわ。

　葉が寄せた眉み間けんに生じる一本分の不快感だけだった。

　それは──人類に対する嫌けん悪お感かんである。

「あらゆる軍事力を現地に集めろ。〝ボトムズ・アンカー〟もあるだけ戦せん闘とう機に搭とう載さいしろ。〝ユニット〟の補強もだ」

　誰にともなく言い、葉は身を翻ひるがえした。

「すぐにナミビア行きの手配をします」

　背後からノーラが言った。

「しかし、ドク。今さらナミブ砂漠のワームを駆く除じよしたところで、世界各地にばらまかれたワームはどうしようもないと思いますが」

　葉は足を止めた。

「これから行うのはワームの殲せん滅めつではなく──捕ほ獲かく作戦とする」

「ワームの……捕獲？」

「現時点でワームの成体が確かく認にんされているのはナミブ砂漠だけだ。そこで最も強力な生命力を持つワーム──最も巨きよ大だいな〝グリゴリ〟を捕とらえ、サンプルとする」

　そこまで葉が説明しても、応接間は静まり返っていた。

　だから、付け足す。

「ぼくがサンプルを分ぶん析せきし、遺伝子を解読した上で──ワームという種を根絶するための駆除薬を創り出す」

　最後まで説明しても、鈍どんくさい人間たちは金かな縛しばりにあったままだった。

　葉は呆あきれもしなかった。嘆たん息そくすら漏もらさず、再び歩き出す。

　その手が出入り口の取っ手にかかったところで、ようやく応接間が騒さわがしくなった。

「──ナミビア大統領に連れん絡らくします！　現地基地の増強と情報統制を要よう請せいして──」

「本国に待機させておいた戦闘機をナミビアに飛ばします！　基地の座標を──」

「〝単巡機関〟の残り台数を開示してください、事務総長！　我が国の空軍には〝ユニット〟に加わるための予備訓練をすでに終えた部隊が──」

「いいえ、我が国の空軍のほうが相応ふさわしい！　〝ボトムズ・アンカー〟の配備数も、我が空軍にもっと増やして──」

　生存の芽が生まれた途と端たん、手て柄がらの奪うばい合いをする国々。

　応接間を出て廊ろう下かを歩く葉に、ピタリと数人の護衛官が従った。遅おくれてやって来たノーラはすでに右手に携けい帯たい電でん話わ、左ひだり肩かたにもう一台の携帯電話、さらに左手で器用に小型端たん末まつを持ち、各所と連絡を取り合っている。

「世界中にワームをばらまいた犯人の捜そう索さくはどうなっている？　キャリーというテロリスト以外にワームを入手していた人物がいたのか？」

　葉はノーラに問いかける。

「目下、各国の情報機関が全力で捜索中です」

　助手の金きん髪ぱつが、こちらを振ふり向きもせずに答えた。

「ぼくを排はい除じよしようとした目もく論ろ見みは、これで失敗したな」

「……やはり人類にとって、ドクは必要な存在です。誰だれもが思い知ったことでしょう」

　ノーラは表情を崩くずさなかった。国連や各国首脳と手を組んで、葉から論文を取り上げようとしたことなど、とっくに彼女の記き憶おくから消え去っているに違ちがいない。

「お足元にお気をつけて」

　護衛官に誘ゆう導どうされ、建物の外に待機していたリムジンに乗り込む。

「早かったな。ところで最さい後ごの晩ばん餐さんは、いつ食えばいい？」

　車内にはエリク・グッドオール・ジュニア一いつ曹そうがすでに待機していた。

　前後に護送用のバイクや防ぼう弾だん車を引き連れ、噴ふん水すいのある正門を抜ぬけて敷しき地ちから出る。

　静かだった敷地内から一転し、外界は大きな雑音が飛び交かっていた。

　人類を救うと決めた葉に対する称しよう賛さんと感謝の声ではない。

　プラカードを手にしたデモ隊による怒ど号ごうだ。

　紛ふん争そうや貧困をなくせと叫さけぶ平和団体。

　増大する軍事力に反対する反戦団体。

　人種差別や階級社会を批判する人権団体。

　経済や思想、宗教や歴史にまつわる問題で声高らかに叫ぶ人々もいた。

　幸福を求める人々による、ありとあらゆる罵ば倒とうが葉の乗るリムジンに浴びせられた。

「イギリス空軍の基地にジェット機を手配しました」

　ノーラの報告を聞き流し、デモ隊を眺ながめる葉の視界に。

　黄色と白の花が咲さいた。

　デモ隊が投げた生卵が窓ガラスに命中したのだ。走り去る間ま際ぎわ、卵を投げた人物をルート警備の警察官たちが取り押さえる光景が見えた。

　風を受け、ゆっくりと後方に流れていく卵の欠片かけら。

　その波は紋もんが人の形となり、問いかける。

　ぼくは、もう耐たえられない──。

　葉とそっくりの顔をしたそいつは、見るからにボロボロだった。泣きわめき、人々の仕打ちに苦しみもがき、どうしようもない孤こ独どく感に絶望している。

　なぜ、こんな人間たちを救わなきゃいけないんだ──。

　女め々めしく叫ぶそいつは、葉にとっては無用な感情であり、無意味な人格だった。

　だが──ずっと昔、葉が生まれた頃ころから、自分の中に居座っていたのだ。

　葉が壊れてできた人格ではない。

「ジュニア」

　どうしても拭ぬぐい切れず、消し去ることのできなかった愚おろかな自分。

　それは今の葉にも確かにこびりついている。

　天才が唯ゆい一いつ、取り払はらうことのできない不快感──眉間の皺という形をとって。

「お前も〝ユニット〟となって……空を飛んでみるか？」

　葉の問いかけに、ジュニアは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「冗じよう談だんだろ。てめえの尻しりぬぐいはゴメンだぜ」

　窓ガラスから卵の残ざん骸がいが消えてなくなると、葉の幻覚も消え去った。

　自らの顔と同じ幻覚の残ざん滓しに向かって、葉は言う。

「そうだな。──ぼくは責任を果たさなければならないんだ」

　人類と、人類の天敵ワーム。

　両者の決戦に臨のぞもうとする葉は──。

　自らにも、選択の時が迫せまっていることを感じていた。
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　ナミブ砂漠は変わらない。

　古代より砂を纏まとい、生物を拒絶してきた。雨を拒こばみ、浸しん蝕しよくから逃のがれてきた。

　この砂漠は永遠の安息を得たのだ。

　もし安息を破るものが在るとしたら──永遠を恐おそれない傲ごう慢まんな存在といえるだろう。地球という星が生まれ、数十億年という月日を経て、生物はその傲慢の域に達した。

「アメリカ合衆国、イギリス、イタリア、カナダ、フランス、ロシア、ドイツ、日本。──各軍、配置に展開完かん了りよう致いたしました」

　ノーラ・ダーリンの声が、砂漠に吹ふく砂混じりの風に乗った。

「うむ」

　頷うなずく葉の視界を埋うめ尽つくすのは、特設のテントと軍用車、そして兵士たちだった。

　ナミブ砂漠の入り口に設営された作戦本部基地。

　この地を訪おとずれるのは、これで二度目だ。

　イギリスでの首脳会談後から数日と経たたず、基地の規模は数十倍に膨ふくらんでいた。各国から人員と物資が急ピッチで運び込まれ、わずかに生えた草すらも見えない様である。

　地平線まで埋め尽くす、テント、テント、テント。

　弾だん薬やくと兵員を運ぶ輸送車。

　タケノコのようにあちこちに生えたレーダー塔とう。

　視界を行き交う、主要先進国の国旗。

　ここはもう砂漠ではない。

　人類史上、最大規模の戦力を集結させた最前線と変わり果てていた。

「エクロジャイトの巨きよ大だい結けつ晶しようが存在する場所も確認済みです。間ま違ちがいありません、この地点を地点Ｘとするならば、質量三トン規模のエクロジャイトの結晶が存在します」

「……」

「作戦の最終目標は地点Ｘに大型のワームを誘導し、捕獲すること。そのために砂漠に生息するワームの包ほう囲い網もうを狭せばめつつ、小型のワームを間引きしていきます。以上の作戦内容は各国に通達済みであり、すでに行動準備を終えて待機中です。──失礼します」

　ノーラが葉の頭に、ヘッドセットを装着した。無線式のイヤホンと骨伝導式のマイクである。襟えりに周波数を操作するための小型のコントローラもつけられた。

「間もなく時刻です、ドク。どうぞ、作戦本部へ」

　ノーラに言われるまでもなく、葉は身を翻した。

　最古の砂漠は傲慢な人類によって、戦場に豹ひよう変へんした。

　その戦場の象しよう徴ちように向かって、葉は歩を進める。

　軍用テントの間をすり抜け、兵士たちとすれ違ちがい、歩いていくと──装そう甲こう車と完全武装の兵士によるバリケードが現れた。

　葉が姿を現すと、兵士がいっせいに敬礼した。装甲車が後退して道を空ける。

　バリケードの内側にあったのは、ブロックを積み上げた家屋だった。近辺の集落の中で最も大きな建物を徴ちよう集しゆうしたものだが、それでも足りずにコンクリートで建て増しされ、不思議な形に変わり果てている。

　建物の周囲も、また兵士が取り囲んでいた。衛星アンテナや発電機が密集した離はなれは、もはや出来の悪い宇宙基地である。

　建物を守る兵士たちが敬礼し、出入り口を開けた。

　建物の様相も砂さ漠ばくに似合わないが、内部はもっと別世界だった。

「ドクター」

　出で迎むかえの声は、誰だれが発したものか。

　元々あった壁かべをぶち抜き、屋内には広いスペースが作られていた。コの字に長いテーブルが設けられ、各国の国旗を貼はった席に軍服を着た人々が座っていた。壁かべ際ぎわには通信装置とモニタが設置され、通信兵らしき人々が並んでいる。

　主要先進国の軍隊を率いる師団長たちと、国連事務総長。そしてナミビア共和国の大統領や、それらのサポートを行う補ほ佐さ官たちである。

　ワーム捕獲作戦本部。

　現在の地球上で最も大きな戦力を有する場所だ。

「──」

　軍の統制や、他国との足並みを揃そろえる声、通信兵からの報告。

　あらゆる色の声が飛び交っていた本部内が、葉の姿を見て黙だまり込んだ。

　葉は何も言わない。

　ただ、肩かたからかけていた勲くん章しようだらけのジャケットに、静かに袖そでを通した。

　両りよう腕うでを背後で組み、その時を待つ。

「すでに各国首脳、満まん場じよう一いつ致ちによる承認を得ております」

　かすかに震ふるえる声で言ったのは、コの字テーブルについたファリザ国連事務総長だった。

「国際基準による現時刻──時──分を以もつて、ナミビア共和国に駐ちゆう在ざいする主要先進国の全師団は国連安保理事局の指揮下に移ります。また同時刻を以て、ファリザ国連事務総長、兼けん、安保理理事長の宣言を以て同戦力を正式な国連軍と認め、いかなる侵しん略りやく行こう為いにも与くみしない誓ちかいと平和活動にのみ貢こう献けんする兵力としての宣せん誓せいを──」

　ファリザ事務総長が長ったらしい宣誓文を唱え、書記官が同文を記録していく。

「以上をもちまして、私、ファリザが最高指揮官として国連軍の全兵力を率いるものとします」

　各国の師団長が沈ちん黙もくを以て、ファリザ事務総長の宣言を承しよう認にんする。

　これは、儀ぎ式しきだ。

　人類は戦いを聖なるものと位置づけてそれを行う。

　太古は踊おどりと神官の預言によって。

　現代は宣誓と契けい約やくによって。

　人は儀式によって形のない何者かの許可を請こうた上で、大いなる戦いに臨のぞむ。

「最高指揮官として、最初の命令を下します。現時点を以て国連軍に統合参さん謀ぼう本部を設置。同時に作戦参謀本部長を任命し、同人物──」

　高らかに言うファリザ事務総長を、しかし誰だれももう見ていなかった。

　全員が視線を向けたのは──。

「ドクター・サトウを国連軍の最高指揮官代理として任命アサインします」

　沙藤葉。

　人類を救い得る、天才。

　この地に集結した軍力を預けるに足る、絶対にして唯一の中立性を有する存在。

　世界の命運を握にぎる大戦の命いのち綱づなを──。

「これは、演習ではない」

　しかめっ面つらで呟つぶやくことで、葉は引き受けた。

「ぼくが言うべきことは、それだけだ。〝ユニット〟も含ふくめて、作戦内容はすでに全軍に伝わっているはずだ」

　葉の前方。

　コの字のテーブルの先にあたる壁に、大型モニタが設置されていた。

　大画面にナミブ砂漠の地形図と、国連軍の配置が表示される。〝ユニット〟がＧＰＳを埋め込んだワームの現在地点も光点で示された。

「はっ！　〝ユニット〟の方面部隊は配備完かん了りようしております！　本部で待機中の私と選せん抜ばつ部隊も、いつでも行動可能であります！」

　直立不動で叫さけんだのは、ヘルメットを抱かかえたグリーン少しよう佐さだった。

　葉は少佐を一瞥し、すぐに視線をモニタに戻もどした。──基地内で〝落ピちツこキぼンれグ〟の姿を見なかったところからして、どうやらあれは選抜部隊から漏もれたようだ。練度から見ても当然の処置といえる。

「ドクター……どうか、お願いします」

　ファリザ事務総長が、祈いのりにも似た仕草で手を組んだ。

　彼女の願いは、全人類の願いでもある。

　次の時代を生きるための存亡を賭かけた戦いを始めるべく──。

「全軍、行動開始」

　葉がモニタに向かって、右手を振ふり払った。

　葉の号令を、各国の師団長が現場の指揮官たちに伝えていく。

「各軍が行動を開始しました。各地の〝ユニット〟からの中ちゆう継けい映像に切り替かえます」

　大型モニタの映像が切り替わった。

　画面が九分割され、同じような砂漠の光景が映し出される。

「全戦せん闘とう機が予定の地点に到とう達たつ。〝ボトムズ・アンカー〟を投下します」

　通信兵の報告と同時に、平和な砂漠の空に一ひと条すじの白はく煙えんが伸のびた。

　二次曲線を描えがくように空に上った白煙が、ある高度に達すると──ピタリと動きを止めた。真っ赤な光を弾はじけさせ、地上に向かって急速落下する。

　深しん紅くに輝かがやく槍やりが、砂漠に突つき刺ささる。

「全弾だん、目標地点に命中」

　九つの地点を映す全すべての映像が、激しく揺ゆさぶられた。

〝ボトムズ・アンカー〟が砂漠に突き刺さった数秒後、大地が弾けた。火山が噴ふん火かしたかのように空に向かって業ごう火かが立ち上り、恐ろしい質量の砂が舞まい上がる。大量の砂で覆おおわれた画面の中で、激しい地じ響ひびきによって砂さ丘きゆうが崩くずれていくのが見えた。

「──」

　地上で使用する〝ボトムズ・アンカー〟の威い力りよくに、本部にいる全員が息を吞のむ。

　衝しよう撃げき波はと電磁波の乱れによって、リアルタイム映像が乱れた。

　画面がまた切り替わり、ナミブ砂漠の地形図が再び映し出された。先ほどとは一変して、光点が慌あわただしく動き回っている。

「周囲のワームに反応を確認。震しん源げんから遠ざかり、地点Ｘに向かって移動しています」

「予測された進路との誤差を埋める。イギリス空軍、次弾は予定より二キロ南東部に投下。ドイツ空軍は一キロ西部だ」

「──了りよう解かい」

　葉の命令を、師団長が現場に伝える。

　数分後、〝ボトムズ・アンカー〟の第二弾が投下された。

　作戦本部に怒ど濤とうのごとく報告の声が上がる。

「フランス軍、三発目の〝ボトムズ・アンカー〟の作動不良確認！」

「シミュレーション訓練通り、戦闘機の発進順を繰くり上げしろ。問題の弾たまは予備弾を積み替えた後、最さい後こう尾びで待機」

「包囲網の外に逃のがれていくワームを数匹ひき確認しました！」

「〝ユニット〟の遊ゆう撃げき部隊と攻こう撃げき機を向かわせろ。小型なら駆く除じよ。中型ならＧＰＳ撃うち込みのみ。大型なら再度報告だ」

「自衛隊方面で大型ワームを確認！　現時点で最大体長です！」

「現状で最有力の捕ほ獲かく対象とする。複数のＧＰＳを埋め込み、進路の監かん視しを強化。現地の〝ユニット〟が送る映像を解かい析せきし、体表を覆う鉱石の構成と硬こう度どを分ぶん析せきしろ」

「カナダ軍方面、所属不明のヘリコプターが接近中です！」

「ナミビア共和国の軍用周波数で警告した後、着陸させて身み柄がらを拘こう束そく。ナミビア軍基地に連行して通信装置と記録装置を押収するように。マスコミだろうがどこかの国の工作員だろうが対処は変わらない」

　三発目、四発目と〝ボトムズ・アンカー〟が投下されるたびに、戦せん況きようがめまぐるしく変化していく。

　そんな中、ファリザ事務総長がとなりの席で脂あぶら汗あせを流し続ける男の肩に触ふれた。

「大統領、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「アメリカ軍の進路を見て、ナミビア人が正気でいられると思いますか……？」

　ナミビア共和国、マジャヴェ大統領だ。組んだ手はかすかに震え、モニタを凝ぎよう視しする目が血走っている。

「このまま行けば、この国で最大の炭鉱都市であるファリスにぶち当たるんですよ……」

「住民は避ひ難なんさせたのでしょう？」

「もちろんです。──しかし、どの道、同じことだ」

　マジャヴェ大統領が、意を決した表情で葉を振り向いた。

「ドクター……！　今からでも、ファリスを迂う回かいするようにワームを誘ゆう導どうすることはできませんか？　難しいだろうが、どうか……！」

　懇こん願がんするマジャヴェを、葉は一瞥した。

　しかし──すぐに無言で視線をモニタに戻す。

「──」

　マジャヴェ大統領が別人のように顔を歪ゆがめ、うなだれる。

　ノーラが葉の代わりに口を開いた。

「天才は無む駄だな言葉を発しません。──作戦の変へん更こうはありません。ファリスほどの規模の都市を完全に回かい避ひするとなると、十発は余分な〝ボトムズ・アンカー〟を投下する必要があります。そうなると作戦全体の失敗を招きかねない」

「し、しかし……！」

「ええ、もちろん天才は理解しております。ワームと〝ボトムズ・アンカー〟による影えい響きようでファリスが壊かい滅めつしたら、この国の鉱物輸出はままならなくなり、経済的に破は綻たんすることは明らかです。また地じ盤ばんを破は壊かいすることでファリスは今後、人の住める土地ではなくなるでしょう。砂漠地帯もまたアンカーの後こう遺い症しようで地盤沈ちん下かや地ち殻かく変動を誘導する恐おそれがあり、観光業を営むことができなくなります。つまり現在だけではなく未来的にも、この国が自立できるだけの希望は全くなくなりますが──あらためて言う必要がありますか？」

　そう言うノーラもまた、すでに大統領ではなくモニタを見つめていた。

「人類を救うためです。ナミビア共和国の尊い犠ぎ牲せいを世界が褒ほめ称たたえることでしょう」

「……ッ！」

　大統領がテーブルの上で組んだ手に、血管の筋が浮ういた。

「どうかお気を確かに、大統領……我々、国連が全力で支し援えんしますから」

「国連の犬、亡国の大統領……我が国の歴史に、私は永遠の汚お名めいを刻まれるでしょうな」

　マジャヴェ大統領が震える声で言った、その数十分後。

　彼が恐れた光景が、現実としてモニタに映し出された。

「ワームが都市ファリスに到達。アメリカ軍によるアンカー投下、開始」

　まだ発展途と上じようとはいえ、国で有数の都市である。

　モニタに映る光景は、高層ビルがいくつかあった。だがそれ以上に生活感のある小さな雑居によって埋うめ尽つくされた砂さ漠ばく都市である。

　旧約聖書に書かれた都市、ソドムとゴモラのように。

　虹にじ色いろに輝く、燃える雨がファリスに降り注いだ。

「あ、ああ……」

　マジャヴェ大統領の頰ほおを涙なみだが伝った。

　途と方ほうもない破壊力を秘ひめた〝ボトムズ・アンカー〟が、高層ビルを粉々にして大空に舞い上がらせた。衝撃波と地響き、弾け飛ぶ瓦が礫れきによって、周囲の家々が跡あと形かたもなく四方に吹ふき飛んでいく。

　アスファルトの地面を突き破り、糸のようなシルエットが空に向かって飛び上がった。

　再び地上に落下し、潜もぐっていくのは──ワーム。

　数匹のワームの大群が、都市を喰くい破りながら爆ばく発はつから逃にげ惑まどう。

「救われるべき〝世界〟に、我がナミビア共和国は含まれていないのか……」

　マジャヴェ大統領の血を吐はくような呻うめき声を、主要先進国の師団長たちは黙もく殺さつした。

「救われるべき〝人類〟に、飢うえる我が国民は含まれていないのか……」

　その呟きに揺れ動いたのは、たった一人だけだった。

　それは──。

「……」

　葉。

　自分の頭の中で一いつ瞬しゆん、何かがヒビ割れたような痛感が生じた。

　しかし、葉は顔に出さない。

　顔に出す必要も意味もない。

　だから──ほんの刹せつ那な、モニタ映像に重なった幻げん覚かくにも動じない。

　その幻まぼろしは、今の葉にとっては何の意味も持たない少女の顔。

　濱門陸という少女。

「たとえ何分割されようと、一人でも多いほう。それが〝人類〟です」

　当然のように言うノーラの言葉を、葉は同意も否定もしない。

　モニタを見る葉の視界内で、陸の幻に、ある別人の少女の顔が重なり──。

　最後に、葉とそっくりの顔に変わった。

　邪じや魔まだ。どけ──。

　葉は完かん璧ぺきな自制心によって、不必要な幻げん影えいをかき消そうとした。

　ぼくは人類を救う。これまで通りに──。

　だが。

「……」

　自分とそっくりの幻が、葉の胸むなぐらを摑つかんだ。

　もう一人の葉の手の感かん触しよくがはっきりと胸から伝わった。

　葉の中に生じたヒビを、こじ開けるように。

　生まれた時から拭ぬぐいきれなかった、眉み間けんの皺しわ一本分の矛む盾じゆんを衝つくように。

　そいつの手の感触が、葉を引っ張った。

　そうか──。

　葉はいつも通りのしかめっ面つらで、幻の手に引き込まれる。

　乱暴で、下品な仕草によって、もう一人の葉と入れ替わろうとする。

　葉は、それに抗あらがわなかった。

「……ッ！」

　葉は息いき継つぎをするように、ハッと我に返った。

　自分が見つめる先、モニタ映像に自分そっくりの幻が重なっていた。

　そいつは眉まゆを寄せている以外には、何の感情も不自然さもない人物だった。

　──選せん択たくするには、まずお互たがいにとってなすべきをなすべきだな。

　葉と同じ顔をしたそいつが、そう言って静かに目を閉じた。

　そして幻影が、完全に消え去る。

「……」

　葉の額から、冷たい汗あせが噴ふき出した。脚あしの震ふるえを全身全ぜん霊れいの力で隠かくす。

　報告が飛び交かう作戦本部で、葉は低い声を絞しぼり出す。

「……ノーラ」

「はい」

「Ｘ地点には少数民族が住んでいると聞いた。避難はしたのか？」

　ノーラが一瞬、黙だまった。

　葉は助手の眼光に気け圧おされて、後あと退じさりそうになった。だがかろうじて耐たえる。

「現地に現代機器による通信手段はありません」

「避難していないんだな」

「作戦続行にナミビア共和国大統領や国連事務総長以下、各主要国首脳の承しよう認にんも得ています。問題はありません」

「そうだな」

　つとめて冷静に言い、葉は身を翻ひるがえした。余よ裕ゆうのある歩調で本部の出入り口に向かう。

「ドク？」

「少し席を外す。作戦はこのまま続行しろ。ぼくがいない間の指示は、お前に任せる」

「このような時に、どこに行かれるのです？」

「ノーラ」

　葉は立ち止まり、振ふり返る。

「ぼくの行動に、疑問を持つのか？」

　ノーラ、そして突とつ然ぜんの葉の行動に困こん惑わくした司令官たちが背筋を正した。

「申し訳ございませんでした。連れん絡らく用のヘッドセットをお外しにならないようお願いします。護衛もつけましょう」

「護衛は必要ない」

　言い放ち、葉は悠ゆう然ぜんと作戦本部から出た。

　すぐに胸むな元もとのコントローラを操作し、マイクをオフにする。本部での会話や報告は、イヤホンを通じて聞こえるままにしておく。

　作戦本部から出るなり、葉は小走りになった。

　本部を守る装そう甲こう車のバリケードを抜ぬけると同時に、走り出す。

「ううっ……！」

　たった数分、以前の葉のフリをしただけで、精神が限界に陥おちいっていた。発はつ汗かん量が増え、喉のどがカラカラに渇かわき、動どう悸きが激しくなる。

　テントの間を駆かけ抜ける葉を、すれ違ちがった兵士たちが驚おどろいた顔で振り返った。

「うああ……！」

　天才の仮面を脱ぬぎ捨て、ガラクタに戻もどった葉には──耐えられない。

　世界を救うという使命も。

　人間の生死を選えり分けるという、人にあるまじきプレッシャーも。

　葉には、耐えられない。

「もう、ダメだ……！」

　砂漠を走るための軍用バギーを見つけるなり、葉は飛び乗った。見た目は三輪型のオートバイのように見えるが、車輪は砂漠走行のためにキャタピラになっている。

　周囲の兵士たちが「ドクター？」と近寄った。制止していいものか迷っている。

「さ、作戦行動中だ……！」

　最高指揮官代理にそう言われては、兵士たちは止めることができない。

　葉はエンジンをかけ、基地の出口に向かって走り出す。

　金かな網あみによって仕切られた基地の敷しき地ちから出ようとすると、ゲートを守る兵士が驚いた顔をして立ちふさがろうとした。

「な、なんだ……！」

「じ、邪魔するなら、軍法会議にかけてやるぞっ！」

　葉の脅おどしが通じたのか、兵士たちが金かな縛しばりに遭あったように動かなくなった。

　かくして葉は無事にゲートを飛び出す。

　視界の先にあるのは、砂だけ。

　生命を拒きよ絶ぜつする、広大な砂漠があるだけだ。

「ぼ、ぼくは逃げるんじゃない……！　これも作戦なんだ……！」

　ひきつった笑えみを浮かべる、葉。

　その背後から、別のエンジン音が聞こえたのは、数分後だった。

「天才様ぅううっ！」

　鬼おにの表情で、バギーのハンドルを操作する男。

　そいつは葉が今、世界で最も顔を合わせたくない人物だった。

「てめえ、この期ごに及およんで逃げ出すのかぁっ！」

　エリク・グッドオール・ジュニア一いつ曹そう。

　かつての同級生で、現在は特とく殊しゆ部隊所属のエリート海兵である。

「今回ばかりは──シャレにならねえぞ、てめえ」

　低い声で毒づくジュニアを見て、葉は自分の命の危機を感じ取っていた。
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　葉はアクセルを限界まで回し、全速力でバギーを走らせる。

　顔に当たる乾かわいた風が、目や口の中の粘ねん膜まくを一瞬で乾かん燥そうさせた。ゴーグルなしでは目を開けているのも辛つらく、思うように口を開くこともできない。

「本当にイカレちまったのかよ、天才様！」

　後方から追いすがるジュニアが叫さけんだ。

「逃にげるなら、方向が逆だ！　そっちは──ワーム包ほう囲い網もうの中心だぜ！」

　イヤホンから女性の声が響ひびいた。

『ドク、お戻りください』

「ノーラ……！　あ、あの女が、ジュニアをよこしたのか……！」

『なぜ、お逃げになるのです？　今こそ天才としての使命を全まつとうしてください』

「ぼ、ぼくは逃げているんじゃない……！」

　葉のマイク機能はオフになっている。ノーラには聞こえていない。

「じゃあ、なぜ作戦を放ほう棄きして基地から脱だつ出しゆつした？　敵前逃とう亡ぼうは重罪だぜ！」

　後方を振り向くと、ジュニアが片手で小しよう銃じゆうを構えるのが見えた。

「俺にてめえを殺す口実を与あたえるなよ！　ハイスクール時代から夢に見るくらい、その時を待ち焦こがれてるんだからな！」

「う、撃うてるものなら、撃ってみろ！　ワームを駆く除じよする〝殺虫剤ざい〟を作れなくなって、人類が滅ほろぶぞ！」

　葉はせせら笑うが、ジュニアは銃じゆう口こうを下げなかった。

「てめえ──本当に、そんなもの作れるのか？」

「……ッ！」

　つい先日、北海の海底で〝あまりにも我わが儘ままなアンジー〟──アンジェリンをジュニアが銃じゆう撃げきした時のことを思い出す。

　世界の命運を握にぎる少女に向かって、ジュニアは葉の命令一つで躊躇ためらいなく発はつ砲ぽうした。

　この男は相手が誰だれであろうと、撃つ時は本当に撃つ。

　砂さ漠ばくの風でも乾かしきれない冷や汗が、葉の全身から噴き出す。

「……ちっ」

　じっと考えた後、ジュニアがようやく銃じゆうを収めた。

　葉の心臓が少しだけ、安あん堵どを取り戻した。無意識に止めていた呼吸も取り戻す。

『ワーム包囲網は順調に狭せばまっています。このペースであれば、予定時刻である三時間後には地点Ｘに捕ほ獲かく対象を追い込むことができるでしょう』

　イヤホンから、作戦本部の報告が伝わった。

　じりじりと狭まっていく、ワーム包囲網。

　葉が走らせるバギーは、一直線でその網あみに突とつ入にゆうしようとしていた。

「逃げてるんじゃないなら本部に戻れ、天才様！　このまま進んだら、包囲網の範囲に入っちまう！　ワームだけじゃない、〝ユニット〟や攻こう撃げき機の〝間引き〟、それに〝ボトムズ・アンカー〟の巻き添ぞえを喰らうぞ！　あのくそったれ爆ばく弾だんに吹ふっ飛ばされるのは、海の底だけで充じゆう分ぶんだ！」

「ぼ、ぼくは作戦行動中だ……！」

「何言ってやがる！　作戦なら本部から指示を出せ！　自殺したいなら、てめえの助手の胸でも揉もみゃあいい！　ただし作戦が終わった後にな！」

「ぼ、ぼくの今の行動は誰だれも支持しないだろう！　なぜなら──先ほどまでのぼく自身の命令に反する行動なんだからな……！」

　葉とジュニアの距きよ離りが、次し第だいに詰つまっていく。

　重量では葉のほうが軽いが、操縦テクニックはジュニアのほうが上だ。

「てめえの命令に、てめえ自身が命令違い反はんしてるってことか？　じゃあ、てめえの行き先はそっちじゃないぜ！　そういうのを治すための病院を紹しよう介かいしてやる！」

「そ、そうだ！　ぼくはもう、狂くるってしまっているんだ……！」

　とても正気ではない。

　こんな馬ば鹿かげた行動をとるなんて、今までの葉ではあり得なかったことだ。

　ガラクタに成り下がってからの葉でさえ、自分のしていることを無む謀ぼうだと思っている。

「で、でも、ぼくは──ぼくは──」

　頭が痛かった。熱ねつ中ちゆう症しようや脱だつ水すい症しよう状じようの前兆としての症状だけではない。

「ジュニア……お、お前、沖縄でぼくを連れ出す時に、いっしょにいた女を憶おぼえているか？　あの女を見て、どう思った……？」

「お前といっしょにいた女？　──ああ、ただの現地のティーンエイジャーだろう！　良い身体からだをしていたな、将来有望だ！　それがどうした！」

「あの女は、濱門陸という。ぼくが今住んでいる自宅の隣りん人じんだ」

　葉とジュニアの距離は、一馬身ほどに詰まっていた。

「地元の高校生で、バウスフィールド照瑠や佳か織おりや夏なつ生きという幼なじみと特に仲が良い。母親がパーラーと呼ばれる食堂兼けん雑貨屋を営んでいる。姉が女め神がみだ」

「……？」

　ジュニアが訝いぶかしんでいるのが気配で分かった。

　葉は乾燥した風も忘れ、目を見開いていた。口が勝手に次々と言葉を唱える。

「中学生時代は陸上部で活かつ躍やくしていたらしい好き嫌きらいは特にないが辛からいものは苦手だと言っていた毎日のようにぼくの家に不法侵しん入にゆうしてくるのが鬱うつ陶とうしい自分の店でアイスを盗ぬすみ食ぐいしすぎて体重の増加を気にしているくせにいつも薄うす着ぎだそれなのに性的な会話を嫌って時に照瑠を操作して暴力による言論封ふう殺さつを行う近所の老人と仲が良いエイサー祭りとやらにしつこく誘さそってくるのが面めん倒どう臭くさいああそうだ最後に会った日もアイスを食っていやがっただが体重が増えるぞと警告すれば理り不ふ尽じんな暴力を受けることは明確だったのでぼくは賢けん明めいにも黙だまってそれを見過ごしたどうせ今いま頃ごろもアイスを食って」

「天才様！　おい……天才様！」

　ジュニアを振り返ると、元同級生が怒いかりの表情を浮うかべていた。

「その話は長いか？」

「一時間弱で済む」

「後にしろ。──その話が、今のお前の行動とどう関係してるんだ？」

「先日、このナミブ砂漠で、陸と似た少女を見た。お前と遭そう難なんしかけた時だ」

「ああ……そういや、あの場所は地点Ｘに近い──」

　言いかけ、ジュニアが表情を硬こう直ちよくさせた。

　葉は前方を向いて、ブツブツと呟つぶやく。

「陸と似ていた？　い、いや、似ていた気が……全く似ていなかった気も……」

「──ウソだろ、おい。天才様……まさか、お前」

　低い声で呻うめくジュニアが、ついに葉の真横に追いついた。

「地点Ｘにいる現地人を助けるつもりかっ？」

　葉の頭痛がさらに激しくなった。顔を歪ゆがめ、片手で頭を押さえる。

「知り合いに似てる──いや、似てるかどうかも分からない、それもたった一目見ただけの女を助けるために、うじゃうじゃワームがいる範はん囲い網もうに飛び込もうってのかっ？」

「い、いや──もう、飛び込んだ」

　葉はジュニアの背後を見上げた。

　つられてジュニアも振ふり返った先、遠方の空に深しん紅くの槍やりが見えた。

「や……やべえ」

　戦せん慄りつするジュニアの視界内で、槍が地上に突つき刺ささった。

　葉とジュニアはとっさにバギーを砂さ丘きゆうの陰かげに向かわせた。

　爆ばく発はつ音。そして、数秒後──。

　大地が、吼ほえた。

　ドカンと直下型の地じ響ひびきが伝わり、足あし下もとの砂すな粒つぶが下から上へと弾はじけ飛ぶ。

「うおおおおおっ！」

　ジュニアも吼えた。

　砂漠の魔ま神じんの息い吹ぶきともいうべき横向きの爆ばく風ふうが、葉たちのいる場所を薙ないだ。砂丘の陰に飛び込んでいなければ、バギーごと数十メートルは吹き飛ばされていただろう。

〝ボトムズ・アンカー〟によるワーム包囲網に入ったのだ。

　ここから先は、人類とワームの戦場だ。

　いつ、いかなる場所でワームと爆ばく撃げきの影えい響きようを受けるか分からない。

「も、妄もう想そうが止まらないんだ──」

　葉とジュニアが操縦するバギーが、砂丘から飛び出した。

　爆撃があった方向を見ると、周囲一帯が──平へい坦たんになっていた。小高い砂丘がほとんど消しよう滅めつし、はるか彼方かなたの地平線がくっきりと見える。

「ぼくが一目会っただけの、少女は今頃、どう生きているのだろう──」

　葉はアクセルを緩ゆるめなかった。すぐにまた砂丘が残された地帯に突入する。

「あの少女にも家族や友人がいるのだろう好物と嫌いなものがあって外見や異性を気にして生活のために仕事をしてささやかな楽しみがあって……明日あしたからもまた今日と変わらぬ日々が続くと信じて疑っていないのかもしれない」

　葉はガクガクと震ふるえる首を、ジュニアに向けた。

「ぼくはもう天才じゃないんだ……ガラクタに成り果てて──これまで知る必要のなかった人々の生活に触ふれすぎた。彼らは人類の平和に貢こう献けんするわけじゃないし、天才だった頃ころのぼくはそう結論づけていた。だが、馬鹿になったぼくは、その結論に疑問を抱いだいてしまった。もう解決した答えに首を傾かしげた。彼らは人類の発展と平和に影響を与えないんじゃない、もしかしたら彼らの何気ない生活こそが、人類の平和というもので……」

　ジュニアはもう何も言わなかった。ただ、砂だらけの顔をひきつらせ、亡ぼう霊れいでも見るかのような顔で葉を凝ぎよう視ししている。

「天才のぼくは、人類が望んだ人類を救うだろう」

　これまで、ずっとそうしてきた。

　今回の作戦もそうだし、これからもそうであることを望まれるのだろう。

　しかし──。

　今の葉は──。

「天才でなくなったぼくは……それ以外の人類を救いたい」

　こみ上げる震えを抑おさえ込むことすらできない。頭痛と恐きよう怖ふで目を見開き、貴重な水分を冷や汗あせとしてたれ流し、ひきつけを起こしたように震える今の自分は。

　まさにガラクタだった。

　錆さびつき、機能不全を起こし、ギクシャクと動くだけの無用物。

「た、助けてくれ、ジュニア──」

　葉は首だけを動かし、涙なみだを滲にじませた目でジュニアを見る。

「そ、そんなこと、できるはずもないのに──ぼ、ぼくは──もう壊こわれてしまったから、何一つできるはずがないのに──でも、陸は──ありがとう、と──」

　もはや自分で何を言っているかも分からない。それなのに片手で器用にバギーを操縦し続ける。そんなところだけ天才の名残なごりがある。

　──ありがとう！

　沖縄でちょっと他人の手助けをしただけなのに、陸はそう言って笑った。

　ガラクタの自分でも、できることがあるのかもしれない。

　そんな図ずう々ずうしいことを考える、きっかけになってしまった。

「……何のジョークだ、天才様」

　ジュニアがようやく声を発した。

「助けてくれ、だと？　おいおい……前にも言ったが、俺はお前の最初の〝ファン〟なんだぜ。ハイスクール時代の頃からな」

　声は呆ぼう然ぜんとしていたが、顔つきは違ちがった。

　元は同級生だった青年の表情に浮うかんだのは──底知れない憤ふん怒ぬだった。

「いくら俺がいじめても、てめえは涼すずしい顔だったじゃねえか。一度も助けを求めなかった。高校を卒業してからもそうだ。てめえは顔色一つ変えずに何度も人類を救ってきた。今やてめえは人類を救う英えい雄ゆうで、全人類がてめえのファンなんだ。それが今さら、くだらねえ人間みたいに、みっともなく助けを求めてんじゃねえよ」

　ジュニアが再び、小しよう銃じゆうを構えた。

「何がそこまでてめえを落ちぶれさせたんだ。だが、もうどうでもいい。今すぐに元の天才に戻もどりやがれ。今のてめえは誰だれも望んだ姿じゃねえよ」

「……落ちぶれたのはお前のほうだろう、ジュニア」

　葉は奥歯を嚙かんで、ジュニアを睨にらみ返した。

　ジュニアが構えた銃じゆう口こうが、はじめてピクリと揺ゆれた。

「なんだと？」

「ぼくは以前、お前に訊きいた。お前も〝ユニット〟となって、空を飛んでみるかと。お前はこう答えた。──てめえの尻しりぬぐいはゴメンだ、とな」

「当たり前だ。任務だから護衛はしてやるが、そこまでしてやる義理はねえ」

「尻ぬぐい、とはどういう意味だ？　こうなった事態は、ぼくに隠かくしてワームを生かしておいた国連のせいのはずだ。──少なくとも、お前が知っている範はん囲いではな」

「……！」

　ジュニアが人形のように全身を強こわばらせた。

「だが、お前は正しい。ワームがここまで脅きよう威いとなったのは、ぼくの責任でもあるんだ」

　葉は歯を食いしばり、言う。

「ぼくは国連との共同研究の中で、ワームによる鉱物採集のさらなる効率化を図はかった。それが細さい胞ぼう分ぶん裂れつの抑よく制せい遺伝子を無効化することによる、ワームの巨大化だ。──つまりワームの巨大化は突とつ然ぜん変異などではない。遺伝子操作による結果なのだ」

「……」

「〝グリゴリ〟──想定以上の巨大性を得たワームを、ぼくはそう名付けた。人間と触ふれ合ったことで巨人を生み出し、人類を破は滅めつに導いた堕だ天てん使したち……それは制せい御ぎよ不能なまでの巨きよ軀くとなり、ワームそのものを根絶させる判断を下すこととなった」

　罪悪感で、葉の胸が締しめつけられる。

「そう、ワームの脅きよう威いは、ぼくが引き起こしたも同然だ。──だが、そのことを知る者は少ないはずだ。一等兵層ごときが知り得るレベルの情報ではない」

　ジュニアは無言だ。

「それでも知っているとすれば──〝グリゴリ〟を人類を脅おびやかす災さい厄やくの一つとして書き記した、ぼくの論文を見たことがある人間だけだ」

　砂さ漠ばくを併へい走そうしながら、葉とジュニアが小銃を挟はさんで見つめ合う。

　葉は青年の言葉を待った。

　ジュニアの言い訳を聞きたかったのかもしれないし、自分が言うべき言葉を見つけられなかったせいかもしれない。

　だが天才ではない葉は、ジョークの一つも浮かばなかった。

「お前が、盗んだのか」

　かつての葉の遺産、〝災さい厄やく論文〟。

　それがアメリカ政府から盗まれたと聞いて、まず関係者を疑うのは当然だ。

　だが、それが元級友による所業とは思いもしなかった。

　それも狙ねらいの一つで、ジュニアに白羽の矢が立ったのかもしれない。天才ではない、ごく普ふ通つうの人間の考えそうな小細工である。

「お前を動かすのは愛国心だけだ。そのお前が動いたということは政府か、軍か、それとも情報機関か……自作自演で論文を紛ふん失しつしたことにして、ぼくの論文を密ひそかに軍事利用しようとでもしたのか？」

　ジュニアは否定しなかった。無表情で小銃とハンドルを握にぎり続ける。

「高校の人気者だったお前は、海軍のエリートである特とく殊しゆ部隊の隊員になった。それなのに、今や小こ汚ぎたない盗人ぬすつとに成り下がったわけだ。落ちぶれたものだ……」

　軍功を挙げた元海兵で知事の息子むすこ。容姿と運動能力に恵めぐまれ、アメリカンフットボールのヒーローでもあった。美人の妹もいる。かつて葉が過ごしたハイスクール時代、エリク・グッドオール・ジュニアという少年に憧あこがれない者はいなかった。

　たった一人、彼を尊敬しない者がいたとしたら──それは葉一人だけ。

　葉と、ジュニア。

　当時、英雄の卵だった二人が、今のように正面から目を合わせたことは──。

　ただの一度もなかったかもしれない。

「ただ納なつ得とくがいかないのは、合衆国にあるはずの論文が散り散りになっていることだ」

　葉は続ける。

「ジュニア。貴様、まさか盗人どころか、もっと最低のクズに成り下がってしまったんじゃないだろうな？」

　ジュニアの表情が、ゆっくりと変わっていった。

　悲しみ。落らく胆たん。

　葉はその表情を、これまでに何度も見たことがある。

「天才様。お前こそ、本当に天才じゃなくなっちまってたんだな……」

　諦あきらめともとれる言葉は、ジュニア自身に向けられたものではなかった。

　心の底から──葉を見み損そこなったことによる悲しみしかない。

「もっと、ずっと早く気づくと思ったのにな」

　小銃の引き金が引かれる──。

　そう思ったが、ジュニアはそうしなかった。

　だが銃口から伸のびる殺意は、ピリピリと引きつった痛みを伴ともなって眉み間けんから離はなれない。

　葉は唇くちびるを引き締しめ、呻く。

「合衆国を裏切ったのか。……薄うす汚ぎたないスパイめ」

　罵ば倒とうされても、ジュニアの表情は穏おだやかだった。

　葉は今、目の前にいる青年がもう、自分の知る元同級生ではないことを悟さとる。

　おそらくは、ジュニアも──もっと以前から、同じ目で葉を見ていたのだろう。

「もう一度だけ、貴様に言おう。これは最さい後ご通つう牒ちようだ」

　懇こん願がん、という感情を、はじめて思い知る。

「ぼくを助けろ」

　そうすれば、見返りとして罪を軽くする手伝いをしてやる──。

　後半部分を口にしなかったのは、言葉にするまでもなかったからだ。

　ジュニアは、葉の意志を知っている。

　知った上で──静かに首を左右に振ふった。

「俺にもう愛国心はない。お前がやっと気づいてくれた今、俺は解放された気分だ」

　おそらく、これが最初で最後だろう。

　ジュニアが葉に向かって、晴れやかな笑えみを見せた。

「これでようやく個人的な理由──保身のために、お前を殺せる」

　葉とジュニアが互たがいを憎にくしみあって、何年が経たっただろう。

　いや、憎しみとは違う。

　嫉しつ妬と──。

　互いの生き様を妬ねたみ続けた二人が、決別した瞬しゆん間かんだった。

「──グリーン少しよう佐さ。今、聞いた通りだ」

　葉は奥歯を嚙みしめ、耳に手を当てた。

「……！」

　ジュニアが後方の空を振り向いた。

　そこに現れたのは──三人の空飛ぶ人ひと影かげ。

「エリク・グッドオール・ジュニア一いつ曹そうが最高指揮官代理に対する殺意を認めた。彼は反逆者だ」

　作戦本部に待機していたはずの、〝ユニット〟精せい鋭えい部隊である。

　葉は隊長であるグリーン少佐に命令する。

「排はい除じよしろ」

『了りよう解かい』

　自在に空を舞まう兵士たちが、地上に向かって高速旋せん回かいした。
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　空から聞こえたのは、超ちよう高圧の空気を放つ噴ふん射しや音。

　そしてバックパックが噴ふん射しや口こうを半回転する、甲かん高だかい金属音だった。

　グリーン少佐を含ふくむ〝ユニット〟精鋭の三人組が、別角度から地上近くに降下した。それぞれが構えているのは、小型のハンドガンだった。

「……ちっ」

　対するジュニアがとった行動は、空中に向かって小銃を発はつ砲ぽうする──ことではなかった。バギーのハンドルを横に切り、葉のそれに体当たりする。

「うっ！」

　バランスを崩くずすバギーを、葉は慌あわてて立て直す。

『撃うつな！　ドクターに当たる！』

　赤いヘルメットをかぶるグリーン少佐が命令した。ジュニアに接近しつつあった青いヘルメットの〝ユニット〟二人が、直前でハンドガンを持ち上げて急きゆう上じよう昇しようする。

　態勢を立て直そうとする〝ユニット〟に向かって、ジュニアが小銃を撃った。空気を切り裂さく弾だん丸がんが、〝ユニット〟をかすめて虚こ空くうに消える。

「ハエを叩たたくなら、銃じゆうより丸めた雑誌のほうがいいな」

　腐くさっても特殊部隊の隊員である。軽口を叩くジュニアは冷静だ。

　葉に体当たりしたとはいえ、転てん倒とうさせる気はない。近きん距きよ離りから真っ先に葉を殺すつもりもない。葉に密着していれば、空中からの集中砲ほう火かがないと分かっているのだ。

　突とつ然ぜんの窮きゆう地ちに対し、唯ゆい一いつの生存の道を見つける。

　裏切ったとはいえ──彼は優ゆう秀しゆうな兵士だった。

「おとなしく投降しろ、ジュニア……！」

「さすが元天才様だ。ジョークもつまらねえな」

　互いのバギーを擦すり合わせながら、睨み合う葉とジュニア。

『前後で挟み込め！　ドクターと標的を引き離す！』

　空を舞う青いヘルメットが、前方に回り込んだ。後方には赤いヘルメットのグリーン少佐が回り込む。

　葉とジュニアの進路に、青いヘルメットの二人がハンドガンの弾丸を放った。二台のバギーの中間に当たり砂が舞い上がる。──葉とジュニアを左右に引きはがすつもりだ。

「見え見えだぜ！　親友の仲を切り裂さこうだなんて野や暮ぼな連中だ！」

　ジュニアが操作で、急ブレーキと急ハンドルを行った。一いつ瞬しゆんの減速とドリフト走行によって、葉の背後にピタリとくっつく。

　前方の青いヘルメットたちが、慌てて銃じゆう撃げきを止やめた。再び急上昇して態勢を立て直す。

「ロートルの親父おやじは引っ込んでろ！」

　自然、後方から接近したグリーン少佐とジュニアの一いつ騎き打うちとなる。

　待ち構えていたジュニアの小銃が火を噴ふいた。

　だが──。

「……！」

　グリーン少佐の赤いヘルメットが、急角度で横に移動した。小しよう銃じゆうの弾丸が狙いを外す。

　ジュニアがすぐに狙いを修正するが、グリーン少佐のフェイントは止まらない。ハエどころか蜂はちのように空中で右へ左へとジュニアを翻ほん弄ろうする。

　それも、葉たちのバギーを追いかけて前進しながらである。噴射口の角度を変えるキュンキュンという金属音が、上下左右から連続して響ひびく。

　急造の〝単巡機関〟を、グリーン少佐は完全にコントロールしていた。

「ぐっ……！」

　グリーン少佐のハンドガンが、とっさにのけぞったジュニアの肩かたをかすった。破れた迷めい彩さい服に、赤い染しみが浮うかび上がる。

　たまらずジュニアが小銃を乱射する。

　一発も命中しなかったが、牽けん制せいにはなった。赤いヘルメットが急停止、急上昇してバギーと距きよ離りをとる。

『よし、今度は左右からもう一度だ！』

　頭上で弧こを描えがき、〝ユニット〟が葉たちを挟み込むように旋回した。

「グリーン少佐の身体能力は貴様と同等だ！　それにパイロットとしての経験が違ちがう！　貴様に勝ち目はないぞ、ジュニア！」

「言ったろ、天才様。てめえを殺すのを夢にまで見てたんだぜ」

　一瞬だけハンドルから手を離し、素す早ばやく小銃の弾だん倉そうを入れ替かえるジュニア。

「ただし心中する気はねえ。お前から先に殺したら、その後に殺されるのは分かってるからな。てめえを殺して、俺は生き残る──そうなってようやく俺の気は晴れるのさ」

　不敵に笑ってみせるが、青年の口元は強こわばっていた。

　ジュニアは優秀だ。だからこそグリーン少佐の動きを見ただけで、己おのれの勝率が著いちじるしく低いことを悟ったのだろう。

　ジュニアは、もう終わりだ。

　葉は奥歯を嚙かむと、自分らしくもない台詞せりふが口をついて出た。

「父親と妹が泣くぞ……」

「どの道、もう合わす顔はない」

　ジュニアが表情を消した。彼の家は軍功のある兵士を輩はい出しゆつしてきた愛国者一族だ。スパイに身を落として家名を汚けがすことは、とっくに覚かく悟ごの上ということだろう。

　彼も紛まごう事なき愛国者だったはずだ。

　それなのに、なぜ売国者に変へん貌ぼうしたのか。

　その理由を聞くには──銃じゆう声せいが飛び交かう砂さ漠ばくは、二人の元同級生を落ち着かせてはくれなかった。

「うおらああああっ！」

　ジュニアが葉のとなりにバギーを移動させ、小銃を発砲した。

　青いヘルメットの二人が急旋回で銃撃をかわした。すれ違い様に、ジュニアに向かってハンドガンを撃ち込む。

「ぐむっ……！」

　一発が脚あしをかすめ、顔を歪ゆがめるジュニア。彼のバギーが銃じゆう弾だんを弾はじき、火花を散らす。

　その後も、ジュニアと〝ユニット〟の戦いは一方的だった。

　自在に飛ひ翔しようする〝ユニット〟に対し、ジュニアは葉を盾たてにして致ち命めい傷しようを回かい避ひするのに精せい一いつ杯ぱいだ。一方のグリーン少佐らは、葉を巻き込まないように、最低限の弾たま数かずで確実にジュニアを弱らせていく。

　圧あつ倒とう的不利な状じよう況きようでも屈くつしないジュニアの戦せん闘とう力は、驚きよう異い的と言わざるを得ない。

　だがグリーン少佐率いる〝ユニット〟も完かん璧ぺきといえた。完全に空中からの戦闘をモノにしており、ほぼ無傷で特とく殊しゆ部隊の隊員を追い詰つめる。

「も、もう諦めろ！　国家反逆罪で死し刑けいは免まぬがれないだろうが、もしかしたら司法取引の目もあるかもしれない！　それが貴様の唯一の生きる道だ……！」

「……」

　全身から血を流すジュニアは、死相が浮かんでいた。集中力も限界に達し、荒あらい息をついて葉に言い返す気力もない。弾切れになった自動小銃を捨て、残された武器は自動式の拳けん銃じゆうだけになっていた。

「ジュニア……！」

　葉が再度呼びかけるも、ジュニアは無反応だ。

　ここまで絶望的な状況に陥おちいっても、青年が諦あきらめない理由。

　それに気づかなかったのは──まさしく葉が天才ではなくなったからに他ほかならない。

『次で仕留めるぞ！』

　グリーン少佐がとどめを宣言した時だった。

「うっ……？」

　葉は、ある異変に気がついた。

　バギーを走らせる葉とジュニアの周辺の砂が、小刻みに跳はねているのだ。

　フライパンの上で弾ける水程度の震しん動どうが──やがて、弾けるポップコーンほどになったところで、体感でも地じ響ひびきが伝わってくる。

「こ、この震動は──まさか……！」

「……やっと来たか、なんて言わないぜ」

　動どう揺ようする葉と──死相を消す、ジュニア。

「うああっ！」

　葉はとっさにハンドルを切り、進路を切り替える。

　ジュニアもそれに倣ならいつつ、笑う。

「良い女はデートに遅おくれるもんだ。そうだろう、マイダーリン？」

　突とつ如じよとして、葉の視界に砂の絶ぜつ壁ぺきが生まれた。

　燃え盛る火山の噴ふん火かのごとく。

　海面に浮ふ上じようする鯨くじらよりも、荒あら々あらしくも雄お々おしい姿で。

　莫ばく大だいなエネルギーの塊かたまりが、地上に現れた。

『ワーム……！』

　葉がそのまま前進していたら、一吞のみで喰くわれていただろう。そして獲え物ものの小ささに、その巨きよ大だいな口器はげっぷすらもしなかっただろう。

　赤黒い体表は、銅だろうか？　地上に現した半身を、再び砂に向かって折り曲げる体格がギチギチと不快な音を響かせる。

「さあ、思いっきり場を荒あらしてくれ」

　砂の波をかいくぐるジュニアは、疲ひ労ろうや傷を忘れて生気を取り戻もどしていた。ワームの登場で、かすかな勝機を見み出いだしたのだろう。

　葉は頭から砂をかぶりながら、ジュニアを睨にらむ。

「き、貴様、これを狙ねらって……！　正気じゃないぞ！」

　ここはすでに、ワーム包ほう囲い網もうの内側なのだ。

　そのことに葉たちが不安を憶おぼえる一方で、ジュニアだけが希望を見出していた。

「戦場で正気でいるほうが、どうかしてるのさ」

『中型のワームです！　ＧＰＳなし！　ドクターたちを狙っています！』

『くっ！　やむを得ん！　まずはワームの注意をそらす！』

　ニヤリと笑うジュニアとは対照的に、〝ユニット〟は任務変へん更こうを余よ儀ぎなくされる。

『私が〝撒まき餌え〟用のエクロジャイトを使って引きつける！　お前たちはドクターを援えん護ごしつつ、攻こう撃げき機の出しゆつ撃げきに備えて照準レーザーの準備！』

　排はい除じよ対象だったジュニアを殺しても、葉がワームに喰われたら意味がない。ワームを駆く除じよしてからでも、ジュニアに勝つことは可能だ。

　そう判断したのだろう。

　至し極ごく、合理的な考えだ。

　そして、それは──ジュニアの狙い通りだった。

「ま、待て、少しよう佐さ──」

　葉の声を、再び地上に現れたワームがかき消した。

　グリーン少佐が空中から、細かい鉱物をばらまいた。ワームの共通して好む鉱物、エクロジャイトである。なんとかワームの進路を変えようというところだ。

　残りの青いヘルメットは、ハンドガンやＧＰＳ射出装置でワームを牽制した。

「ヘイ！」

　ワームの陰かげから飛び出したジュニアが、拳銃を数発発はつ砲ぽうした。

　一人の青いヘルメットの〝単巡機関〟が被ひ弾だんした。二つある噴ふん射しや口こうのうちの一つが機能を失い、回転しながら砂の上に落下する青ヘルメット。

『アランがやられた！　少佐……！』

『落ち着け！　まずはワームだ！　すぐに攻撃機が来る！』

　脱だつ落らく者を出したとはいえ、グリーン少佐の撒き餌は功を奏した。次にまたワームが地上に現れた場所は、葉よりも少佐に近かった。

「どうした、こっち向けよ、おい！」

　砂漠を走り回る海兵が、水を得た魚のように空中に発砲し続ける。

〝ユニット〟は完全に飛行能力を操あやつり、ワームの対応も完璧だった。

　ただし──ワームと海兵を同時にあしらう術すべは持たなかった。

　ジュニアの射しや撃げきから逃のがれつつ、ワームの攻撃も避さける。──そのような厳しい状況に耐たえきれなかったのは、残る青ヘルメットだった。

『ぐあっ……！』

　ジュニアの攻撃を避けるも、ワームの体当たりを避けることができなかった。きりもみ状態で地上に墜つい落らくする青ヘルメット。

　残る〝ユニット〟はグリーン少佐だけだが、彼は歴戦の軍人である。

『離はなれてください、ドクター！　照準レーザーが私のもの一つだけなので、確実にワームに命中させるため複数発のミサイルが来ます！』

　部下の脱落による動揺を押し殺し、グリーン少佐が警告した。

「うわあああっ！」

　葉はハンドルを切り、少しでもワームから離れる。

　直後、爆ばく音おんと舞まい上がる大量の砂が、周囲を包んだ。

　戦闘機によるミサイル攻撃だ。

　攻撃対象が動き回るワームであるため、照準レーザーによるミサイル誘ゆう導どうが必要である。グリーン少佐がレーザーで確実にワームを捉とらえていたかどうかが命中の鍵かぎだ。

　ミサイルから遅れること数秒、轟ごう音おんとともに戦闘機が頭上を通り過ぎていった。

　爆ばく風ふうに煽あおられながらも、振ふり向いた葉の視覚が捉とらえたのは──。

「──」

　体表の一部が火柱に包まれ、ゆっくりと地表に倒たおれるワーム。

　そして──爆風を背にして、空中に飛び上がったジュニアの姿だった。

　砂さ丘きゆうを踏ふみ台にして、バギーで高々とジャンプしたのだ。さらにそのバギーも蹴けり、空中にいるグリーン少佐に向かってジュニアが飛びかかる。

　グリーン少佐は完全にワームに意識を集中していた。

　その結果、ジュニアの馬ば鹿かげた行動は──成功した。

「グリーン少佐……！」

　空中で組み合ったジュニアとグリーン少佐が、ふらふらと地上に向かって落下していく。

　葉は方向転てん換かんし、落下地点に向かう。

　到とう着ちやくするまでの数十秒の時間がもどかしかったが──。

　ゴキン。

　くぐもった音が、風に乗ってかすかに聞こえた気がした。

　ようやく落下地点が視界に入り、葉が目にしたのは──。

「ば、馬鹿な──」

　首を半回転させて動かなくなったグリーン少佐。

　そして、ゆっくりと立ち上がる血ち塗まみれのジュニアの姿だった。

「──ちっ、弾切れかよ」

　拳銃を投げ捨て、葉を見る青年。

「せっかく、二人きりになれたのにな……」

　その微笑ほほえみを見て、葉は身体からだの奥底から身み震ぶるいした。

　これまでに何人も葉の命を狙う者はいた。それはテロリストであったり、いずれの国かの工作員だったり、ゲリラだったり、連続殺さつ人じん鬼きだったこともあった。

　だが、その中の誰だれよりも──今、眼前にいる元同級生のほうが恐おそろしい。

「う──うわああああっ！」

　ハンドルを回し、葉はバギーを走らせた。
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　空から紅あかい槍やりが降り注ぎ、地響きが砂丘を崩くずす。

　戦闘機が飛び交かうたびに空気が震ふるえ、砂すな嵐あらしが吹ふき荒れる。

　太陽のプロミネンスのごとく、砂の中から飛び出しては再び地中に潜もぐる影かげ。

　それは、ワーム。人類自らが発見し、人類文明の天敵に進化した新しい生物。

　爆ばく撃げきとワームの侵しん蝕しよくで、太古の砂さ漠ばくが食い散らかされていく。

　それはまさに戦場の光景だった。

『ドク、お戻りください。貴方あなたの行動は天才的とは思えません』

　バギーを駆かる葉の耳に、ノーラ・ダーリンの声が伝わった。

　もちろん葉はスピードを落とさない。

　熱砂の上を走るだけで、暑さと疲労に体力を奪うばわれていた。口の中がカラカラなのは当然のこと、目の水分までも乾かわいてまばたきがしづらい。

『ワーム包囲網は確実に狭せばまっております。包囲網の中はワームの密度が増加し、ドクがそれと遭そう遇ぐうする確率、または〝ユニット〟による間引きに巻き込まれる確率は非常に高まっています。ドクが包囲内にいることは、私を含ふくめてごくわずかしか知りません』

　葉はアクセルを全開にして、砂漠を走り続ける。

「……！」

　後方を確かく認にんすると、小さな砂すな埃ぼこりが見えた。

　疑うべくもない。──ジュニアのバギーが葉を追いかけて来ているのだ。

　あの男に追いつかれたら、今度こそ殺される。

　その前に、葉にはやらねばならないことがある。

『すでにワームの中には地点Ｘに向けて直線上に進むものが現れました。エクロジャイトの結けつ晶しように気づいたのでしょう。あと一時間も経たたず、包囲網内にいるワームの全すべてが地点Ｘ──もうすぐドクの到とう達たつする地点に結集します』

　砂漠の光景が変わりつつあった。

　砂しかなかった大地に、剝むき出しの岩がん盤ばんが現れ始めたのだ。背の低い枯かれた草木も見える。バギーの車輪が、小石をひっかけてガクンと揺ゆれた。

　葉は胸むな元もとのコントローラを操そう作さし、助手に繫つながるマイク回線だけをオンにする。

「ほ、捕ほ獲かく対象の大型ワームは……？」

『依い然ぜんとして自衛隊が追い込んでいるものが最大です。それ以外のワームはできるだけ間引きしていますが、完かん璧ぺきとはいえません』

「……」

『作戦は中止できません。この作戦で使用した分の〝ボトムズ・アンカー〟を、再び製造するとしたら数ヶ月かかるでしょう。それまで人類文明が無事でいられるとは思えません。一刻も早く包囲網から離り脱だつしてください』

　葉はマイク機能を再びオフにした。

　あと一時間。

　それは人類がワームに打ち勝つことができるかの瀬せ戸と際ぎわだ。

　葉が今とっている行動は──むしろ、それを阻そ害がいする恐れすらある。

　だが葉は止まらない。

　頭でも馬鹿げていると分かっているし、本能からくる恐きよう怖ふも感じているのにだ。

「い、急げ……！　早くしろ……！」

　自分に言い聞かせると同時に、マイクを一いつ瞬しゆんだけオンにする。──葉の音声が誰に伝わっているかは、葉が呼びかけた本人しか知らないだろう。

　砂と剝き出しの岩盤が入り交じった大地を走っていき──。

　やがて目的地が目前に現れた。

　人類とワームの最終決戦の地。

　地点Ｘである。

「あれか……！」

　そこは緩ゆるやかな盆ぼん地ちだった。

　窪くぼんだ大地の底にあったのは、小さなオアシスだった。申し訳程度に緑色の草木が生えた土地に、乾かん燥そうした木材で造られた家屋が数軒けん散らばっている。

　葉が凝ぎよう視ししたのは、オアシスの中心にある小島。

　そこにそびえ立つ、大きな柱だった。

「エクロジャイトの結晶──」

　周囲の岩盤は灰色だが、重量にして数トンはありそうなその柱だけ明らかに異質だった。全体的に緑がかった岩質に、石榴ざくろのように赤や青の点が散らばっている。

　地ち殻かく変動の気まぐれか、あるいは何者かがこの地に運び込んだのか。

　色のない砂漠を彩いろどるエクロジャイトの巨きよ大だい結晶は、神こう々ごうしいとも言える。

　現地の人間もそれを敬っているのだろう。柱の周囲を何の変へん哲てつもない岩石で囲み、さながら古代遺い跡せきである環かん状じよう列石──ストーンヘンジのように祀まつっていた。

「……」

　葉はバギーで盆地を下っていく。

　見慣れない乗り物で乗り込んで来た異い邦ほう人じんに、まず集落の子供が気づいた。

　ナミビア共和国の約半数を占しめるオバンボ族のようだ。しかし着ているのは民族衣装ではなく、英語がプリントされた古いＴシャツである。ナミビアで拡ひろがりつつある英えい語ご圏けんの影えい響きようが及およんでいるのだろうが、靴くつははいておらず裸足はだしが多い。

　葉がバギーから降りると、民家の陰からまた子供が現れた。さらに次々と別の子供が姿を現すが、葉を凝視するだけで一定距きよ離り以上近づこうとはしない。

「……英語が分かる者はいるか？」

　英語で呼びかけると、大人も姿を現した。

　人口は六十人弱といったところか。

「……あなたのこと、知っています」

　葉の前に進み出たのは、大人ではなく少女だった。

　歳は葉と同世代だろう。身長は葉よりも高く、長い黒くろ髪かみを結ゆっている。擦すり切れたジーンズを履はいた足首に、装そう飾しよく用の足輪をつけているのが見えた。

　葉もまた、彼女を知っていた。

　だが、やっぱり思い違ちがいだった。

　眼前にいる少女は──沖縄に住む隣りん人じんの少女とは似ても似つかなかった。

「以前、売店で会ったな。……英語を話せるのか？」

「すこしだけ、教わりました」

　葉がはじめてナミブ砂漠にやって来た時、売店で遭遇した少女だ。

　あの時、彼女は土産みやげ物を売りに来ていた。一方で葉はジュニア救出のための連れん絡らくをとった直後、力を使い果たしてぶっ倒れたのだ。

「皆みなに伝えろ。すぐにこの場から逃にげるんだ。ここは戦場になる」

「……？」

「もうすぐ、ここにワーム──ミミズの化け物がやって来る。それを捕つかまえるために、戦せん闘とう機や軍隊も現れるだろう。巻き込まれる前に逃げるんだ」

　突とつ然ぜんの警告に、少女は戸と惑まどっているようだった。

　当たり前だ。いきなりやって来た外国人が出会い頭がしらに逃げろと言い、すぐにそれを信じろというほうが無む茶ちやである。十中八九、変人と思われておしまいだ。

「とにかく、逃げろ。早くここから離はなれるんだ……」

　困こん惑わくしつつも、少女が背後にいる大人たちに葉の言葉を伝えてくれた。

　彼らの反応は思った通り──訝いぶかしげだった。不安にかられる者もいるようだが、首を横に振ふったり、肩かたをすくめる者がほとんどだ。

　背の低い老人が、少女に何かを言った。村の年長者のようだ。

「──よく、わからない……なぜ危ないのか、と訊きいています」

　少女が葉に伝えた。

「詳くわしく説明している余よ裕ゆうはない。今はとにかく……」

　言いかけ、葉は口をつぐんだ。

　本当はもう、分かっているのだ。

　今から逃げようとしても──もう間に合わない。

　残された時間では、走って逃げても無む駄だだろう。

「ぼ、ぼくは……」

　どう説明したところで、彼らを納なつ得とくさせるのは不可能だ。

　そうなると、言うべき言葉もなくなってしまった。

　しかし、それでは──葉がここにやって来た意味もない。

「ぼくは──」

　天才だった頃の葉ならば、どうしただろう？

　答えは分かりきっている。

　大多数の人類を守るために、彼らを犠ぎ牲せいにすることを厭いとわなかっただろう。

　ならば、今の葉は？

　ガラクタに落ちぶれた葉は──結局、何もできない。

　ほんの数十人の人間さえ、助けることができない。

「君たちを……救いに来たんだ」

　涙なみだに歪ゆがむ視界で彼らを見つめ、うなだれる。

　救いたかった。

　もう、過去形だ。

　何の意味も無い葉の言葉を、少女が律りち儀ぎに大人たちに伝えた。

「──ありがとう」

　葉は、顔を上げた。

　少女を含む、住民の全員が笑っていた。

「あなたは、わたしたちを助けてくれようとしているのですね」

　何も出来ない役立たずの救世主に、彼らは笑いかけてくれる。

　葉は大声で叫さけぶかわりに、血が引くほど力をこめて拳こぶしを握にぎりしめた。

　違う……！

　そう、絶ぜつ叫きようしたかった。

　世界のために、彼らを見殺しにしようとしているのも、葉だ。

　それが正しいと誰だれもが言っているのに──反はん抗こうしているのも、他ほかならぬ葉。

　どちらの葉が勝利するかは、数十分後に分かる。

「……彼も、わたしたちを助けてくれるために？」

　少女が葉の背後を見た。

　振り返ると、集落の入り口に一台のバギーが停車したところだった。

　ジュニアである。

「いいや──あいつは、ただの友人だ」

　首を横に振り、葉は踵きびすを返した。集落の入り口に向かって歩いて行く。

「ハイスクール時代……あいつだけが、ぼくに何度も声をかけてきたんだ」

　住民を置いて入り口に戻もどる。

　ジュニアがバギーから降り、血と砂だらけの顔でニヤリと笑えんだ。この男なら、ここではない遠い砂さ漠ばくにまつわる魔ま法ほうのランプの魔ま神じんにも勝てそうだ。

「あいつらを助けに来たんじゃないのか、天才様」

「……今から逃がしたところで、もう間に合わない」

　葉は涙を拭ぬぐい、洟はなをすすりながら言う。

「こんなことで泣いてんじゃねえよ。俺がいくらいじめても泣かなかったくせによ」

「泣いたところで、貴様はやめない。それが分かっていて泣く意味がない」

「上等だ。じゃあさっそく、いつもの校舎裏──じゃなかった、ちょっと向こうまで来いよ。誰も見てないところでお前を殺して、こんなところはおさらばだ」

「どうせ拒きよ否ひしたところで、力ずくで連れて行くんだろう？」

「いつも通りにな。だがこれでようやく終わりだ、つきあえよ」

「……もう、やめろ。ぼくらは、あの頃の学生じゃないんだ」

　葉はジュニアの後方、砂すな嵐あらしに覆おおい隠かくされた空を見上げた。

「ぼくは天才として人類を救い、貴様は海軍の英えい雄ゆうとなった」

　ジュニアもハッとして、葉の視線を追いかけた。

　砂で隠された空から、小さな点が現れた。

「ちっ……また〝ユニット〟かよ。──ん？」

　臨戦態勢をとろうとするジュニアだったが、違い和わ感かんに気づく。

　突とつ風ぷうに煽あおられた人ひと影かげは、確かに〝ユニット〟だった。

　ただし現れたのは一人だけで、しかも突風に煽られてふらふらとしている。なんとか葉たちの近くに降り立とうとしているようだが、体勢を崩くずして遠い場所に落ちた。

「ははっ、あいつ、〝落ちこぼれ〟か？　まだ〝ユニット〟にいたのかよ」

〝落ちこぼれ〟。

　飛行部隊〝ユニット〟が結成された当初から、いっこうに良いところのない落らく伍ご者だ。

　おぼつかない足取りで、こちらに向かってくる〝落ちこぼれ〟。

「あれを見ろ……まるで、ぼくたちのようじゃないか」

　葉は言う。

「今や、ぼくはガラクタになり──貴様もスパイに成り下がった」

　ジュニアが葉を振り向き、葉を睨にらんだ。

「お前はともかく、俺をあんな出で来き損そこないといっしょにするなよ」

「そうか。──おい、ヘルメットが砂だらけだぞ。そんなもの、とってしまえ」

　葉が言うと、〝落ちこぼれ〟がヘルメットに両手をかけて上に持ち上げた。

　その下に隠された素す顔がおは──。

「──」

　ジュニアの表情が、彫ちよう像ぞうのように固まった。

　出来損ないの〝落ちこぼれ〟。

　その素顔が──。

　なかった。

　ヘルメットをとると、肩の上に首があるだけで、その切断面から上の部分が何もない。

「あっ……あっ……」

　慌あわてた喘あえぎ声が、ヘルメットの中から聞こえた。

〝落ちこぼれ〟が再びヘルメットを首の上に戻した。そしてグリグリと──まるで接せつ着ちやく剤ざいをつけ直すかのように念入りに押しつけた後、再びヘルメットをとる。

　今度は、頭が残った。

　長い髪かみはボサボサで、眼鏡も傾かたむいている。

「──マタキチ……？」

　ジュニアが無意識に呻うめいた。

　ヘルメットをとった〝落ちこぼれ〟の正体は、女性──否いな、まだ幼さすら残した少女だった。鼻水をすすりながら、顔をくしゃくしゃにして嗚お咽えつを漏もらす。

「うええぇぇん……もう軍隊なんてヤダ……こんなアルバイト、もうやめたい……」

　何の緊きん張ちよう感かんもない泣き声を漏らしたのは、又また吉きち三み三み子こ。

　沖縄に住む、濱門陸らの幼なじみの一人であり──改造人間である。

　しかしジュニアにとっては、そんな印象などないだろう。

　彼女が何者であるか──海の底で目まの当たりにしたのは、つい先日のことだ。

「沖縄うちなーに帰りたいよう……」

「又吉、やめる前に最後の仕事だ」

　葉が呼ぶと、元引きこもりの少女の顔つきが変わった。

　又吉は暗示にかかりやすいタイプなのかもしれない。海底基地で彼女に施ほどこした洗脳は、不完全ながらもまだ有効である。

「〝落ちこぼれ〟を〝ユニット〟に引き込んだのは、事務総長じゃなくて……てめえだったのかよ、天才様」

　眉まゆを吊つり上げるジュニアを、葉は睨み返す。

「ジュニアよ──〝単巡機関〟と〝あまりにも我わが儘ままなアンジー〟だ」

　残り時間は、数十分。

　葉にはもうできることなど、何一つない。

　しかし天才だった頃ころの自分の遺作さえ利用すれば──何かが変わるかもしれない。

「この二つの〝災さい厄やく〟に対しても、貴様は勝つことができるのか？」

　終結を宣言する葉の耳に。

　三つ目の〝災厄〟、ワームの鳴き声が聞こえた気がした。
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　褐かつ色しよくに支配された、砂漠の端はしにある岩石地帯。

　この地に間引きされた大型のワームがやって来るまで、もう時間がない。

「又吉。──その海兵を、レベル３で排はい除じよだ」

　葉の命令を受け、又吉が機械的な視線をジュニアに向けた。

　彼女に施した洗脳の内容は、葉の命令に対して絶対服従すること。レベル３は──生死を問わず、という意味である。

「ちっ……！」

　ジュニアが隠し持っていたハンドガンを抜ぬいた。先ほど返り討うちにしたグリーン少しよう佐さから奪うばったのだろう。

　発はつ砲ぽう音が連続して響ひびいた。

　又吉の長い髪が、波は紋もんのように揺ゆらめいた。視線をジュニアに向けたまま、少女の頭が上下左右に揺れて弾だん丸がんをかわす。

　葉の災厄論文〝あまりにも我儘なアンジー〟をもとに改造した又吉は、様々な強化手術を施している。オリジナルの素体であるアンジェリンの、あらゆる〝波〟を感知する才能のコピーもそうだ。己おのれを脅おびやかす攻こう撃げき的な波動──たとえば弾丸が発する微び弱じやくな音波や衝しよう撃げき波はも、自動的に回かい避ひするように仕組んである。

「どうも最近、女運が悪いぜ……！」

　ジュニアが呻く声に、キュインという小さな金属音が重なった。

　又吉のバックパックが噴ふん射しや口こうを動かした音だ。

　回転する特とく殊しゆな球体を通すことで、無限に空気を圧縮することが可能な〝単巡機関〟。その膨ぼう大だいなエネルギーを溜ため込んだタンクが、噴射口から圧縮空気を解放する。

　大地を蹴ける前動作もなく、又吉の身体からだが真横に飛んだ。

「ッッッ！」

　とっさにのけぞったジュニアの顔があった位置を、うなる轟ごう音おんが通り過ぎた。

　又吉の拳だ。〝単巡機関〟を利用して自らを弾丸と化した又吉が、その怪かい力りきを伴ともなった拳でジュニアを狙ねらったのである。まともに受ければ人間の顎あごなど跡あと形かたもないだろう。

「出会う女がことごとく、俺を殺そうとしやがる……！」

　奇き跡せき的に初しよ撃げきをかわしたジュニアだが、すぐにまたキュインという音が響いた。

　慣性の法則を、〝単巡機関〟が強ごう引いんに押し殺した。又吉がすぐにジュニアのそばで逆方向に圧縮空気を放ち、急停止したのだ。

　又吉の身体が縦に回転した。〝単巡機関〟を利用した蹴りが足あし下もとからジュニアを襲おそう。

「うおおっ！」

　かろうじて横に避よけるも、ハンドガンを蹴られて宙に放ほうり出してしまう。

「女性がお前を殺そうとするのは昔からだろうが、この遊び人め……！」

　葉は地面に転がったハンドガンに飛びついた。しかし又吉の蹴りによって歪ゆがんだのか、撃げき鉄てつも引き金もピクリとも動かない。

　又吉は蹴りの勢いで一回転するも、着地に失敗していた。ゴロゴロと後ろに転がる。

「──ナメんじゃねえぞ」

　ジュニアがナイフを抜き、身構えた。

「いくら改造人間つっても、実戦経験もないド素人しろうとに俺が負けると思ってんのか？」

　又吉の身体が宙に飛び上がった。空中を左右に飛び回り、急激にジュニアに接近する。急速移動するたびにブラブラと手足が揺れる姿は、壊こわれた人形のようで気色悪い。とても〝単巡機能〟を完かん璧ぺきに操あやつりきれているようには見えなかった。

「特殊部隊隊員といっても、所しよ詮せんはルーキーのお前が実戦を語るか」

　吐はき捨てる葉の前で、ジュニアと又吉が交こう錯さくした。

　頭を踏ふみつぶそうとした又吉の脚あしが空を切った。直前で後方に跳ちよう躍やくしたジュニアの足下を又吉のブーツが砕くだき、周囲に爆ばく音おんを伴う震しん動どうが襲う。
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　逆に跳躍しながら真横に振ふったジュニアのナイフが、又吉の前まえ髪がみを切断した。攻撃直後で又吉が硬こう直ちよくする瞬しゆん間かんを狙ったのだ。それでも少女が反射的に頭を引かなければ、両目を奪われていただろう。

「実戦は経験したと前に言っただろうが。〝運良く〟──な」

　ジュニアが顔つきを豹ひよう変へんさせた。隠しきれない憤ふん怒ぬが、その声こわ音ねから漏れ出す。

　今の彼に殺し合いで勝てる人間が、果たして地球上に何人いるだろうか？

　肉体的にも感覚的にも、類たぐい希まれな戦せん闘とうの才能を持った男だった。それが海軍のエリートとして訓練を受け、最強の兵士として完成した。

　人間以外──そう、改造人間ならば勝てるはずだ。

　そうでなければ、葉が彼に殺されるだけである。

「何があった……？」

　葉はハンドガンを諦あきらめ、顔を上げた。

「お前は愛国者で、いつか合衆国の英雄になる……誰だれもがそう思っていたのに、国を裏切ってスパイになるなんて……」

「……俺自身、英雄になるつもりでいたさ。実のところ、大統領にさえなる気だった」

　自信過か剰じようだ、とは言い切れない。それだけの素質と人望を彼は持っている。

　又吉がジュニアに急速接近した。

　少女の体当たりともパンチとも頭ず突つきともつかない特とつ攻こうを、ジュニアは地に伏ふして難なく避ける。そのまま両りよう腕うでの力だけで身を浮うかせ、身体を回転させてナイフを振るう。

　又吉が〝単巡機関〟を使って、空中で姿勢を変えた。

　しかし避けきれない。飛行用のスーツに裂れつ傷しようが刻まれる。

「ジュニア……一体、何がお前を変えさせてしまったんだ」

　青年が素す早ばやく立ち上がり、再び身構えた。惚ほれ惚ぼれするような動きである。

「俺は何も変わっちゃいない」

　言い、再び突つっ込んできた又吉に向かって、ナイフを突き出すジュニア。

　その一いち撃げきはなおさらの怒いかりが込められているように見えた。

「初任務で失敗した時だって、俺は何も変わらなかった……！」

　今度は又吉が数ミリ分、勝利した。ナイフが空気を切り、又吉の蹴りがジュニアの脇わき腹ばらをかすめる。たったそれだけで、ジュニアの巨きよ体たいが弾はじけ飛んだ。

「それが国際法違い反はんの極ごく秘ひ任務だったことを知った時も……！　地元ゲリラに見つかって、仲間が殺された時も……！　泥どろ水みずをすすって、俺一人、みじめに生せい還かんした時も……！」

　ジュニアはすぐに立ち上がり、またピタリとナイフを構える。

　構えは変わらないが、表情は一変していた。

　涙なみだを滲にじませ、奥歯を嚙かみしめた顔。

　それはまさに鬼おにの形相だった。

「国際法違反の批判を避けるために、死んだ仲間たちが国こく葬そうされないどころか……不ふ名めい誉よ除隊処分されて──俺は単独でそれを止めようとした英えい雄ゆうとして、勲くん章しようをもらってもな！　そんなもの、ただの口くち封ふうじ代わりのご褒ほう美びだと分かっていてもだ！」

　機械的に攻撃を続ける又吉と、身体能力と機転で反はん撃げきするジュニア。

　その様は、まさに改造人間と動物の戦いだった。

　ジュニアを怒いかれる獣けものと変えたのは──他ほかならぬ人間なのだろう。

「国というものは友達じゃないんだ、ジュニア……」

　葉は歯は嚙がみし、言う。

「お前が国というものに絶望しようと、それは変わらない──」

「俺は変わってねえっつってんだろうが」

　ジュニアが目を見開き、葉を睨にらみつけた。

「見み損そこなうんじゃねえ。俺の愛国心は変わらない。たとえ納なつ得とくがいかなくても──あの時に死んだ仲間たちの恨うらみも背負しよって働いたさ。むしろこの国に歪んでるところがあるなら、大統領にでも何にでもなって俺が変えてやるつもりだ。そのためにこそ、この国は俺が必要だと信じていた……」

　気高い精神を語るジュニアの顔つきは、口ぶりとは裏腹に泥どろを吐くかのようだ。

「初任務以来、汚きたない任務につかされることが多くなって……ますます、そう思ったぜ」

　又吉が手足や頭、使える身体の全すべてを振り回してジュニアに襲いかかる。それが空を切るたびに風を切る轟音が響き、地面を打つたびに岩がん盤ばんが揺れた。

　離はなれた場所にいる現地住民は、突とつ然ぜん始まった戦いに色めき立っていた。その場から逃にげ出す者や、啞あ然ぜんとして人外の戦いを凝ぎよう視しする者など様々である。

「汚い任務──」

　葉は唇くちびるを嚙んだ。

　ジュニアが又吉の動きに慣れつつあった。又吉が単調で大おお振ぶりの攻撃しかできないため、スピードとパワーに勝まさるというアドバンテージが失われつつある。

「ぼくの論文を盗ぬすむ、というのもその一つか」

「ああ、そうだ」

　ジュニアが言い放ち、急に黙だまり込んだ。

　又吉の攻撃をかいくぐり、ジュニアがナイフを払はらった。又吉が身を沈しずめてかわし、〝単巡機関〟を使って空に退たい避ひしようとする。

　だがそれはジュニアの狙い通りだった。噴ふん射しやの直後は、どうしても動きが直線的になる。ナイフをフェイントにし、もう片方の手で又吉のスーツを摑つかむことに成功する。

「ぐえっ……！」

　又吉の腹に、ジュニアの膝ひざ蹴げりがめり込んだ。

　立て続けにナイフを突き立てようとするジュニア。

　又吉はかろうじて避けるも、またもフェイントだった。単純な攻撃の繰くり返しだが、今度は拳こぶしが少女の顎にヒットした。

「あっ──う──」

　首を半回転させ、ふらふらとよろめく又吉。

「逃げろ、又吉！」

　葉の声に反応して、又吉が〝単巡機関〟を発進させた。

　ジュニアのナイフが空から振ぶりに終わった。葉の命令で空中に逃げ出さなければ、心臓を突かれていただろう。

　頼たよりなく空中を舞まって回復をはかる又吉を、冷静に待ち構えるジュニア。

「──なあ、その命令を受けた時の、俺の気持ちが分かるか？」

　青年の広い背中が、葉に尋たずねた。

「どんなに汚い任務だってやるさ……だが、てめえの論文を俺が盗む？　それだけは……そいつはどう考えても、おかしいだろ？」

　又吉に向かって構えているため、背後にいる葉には彼の表情が見えない。

　だが、その大きな肩かたが震ふるえているのを見て、葉は悟さとった。

　そうか、そういうことか……。

　彼の言う通りだった。

　エリク・グッドオール・ジュニアという男は、学生時代から何も変わっていない。

「──なるほど、ようやくお前の気持ちを理解した」

「分かるかと訊きいた俺が言うのも何だが、簡単に理解したなんて言うな」

「いいや、ぼくには分かる。ぼくにしか分からない……」

　いつの間にか、葉の肩も震えていた。

「ぼくは──ずっと、貴様にいじめられていたんだからな」

　ジュニアが首を動かし、顔の半分だけ葉を振り向いた。

　青年が浮かべていたのは──笑えみだった。

「そういや、そうだったな」

「貴様はぼくを憎にくんでいた。恨んでいたし、怒っていた。当時のぼくはそれを理解していたが、それだけだった。自分が共感する意味のない感情だと分かっていたからだ」

「……」

「それは……嫉しつ妬とというものらしい」

　ジュニアは再び又吉に向き直り、反論しなかった。

　それが明確な回答だった。

　彼は昔から、そして今も変わることなく──葉に嫉妬している。

「当時からぼくは国の要よう請せいを受けて、あらゆる協力をしていた……」

「なんで、てめえみたいなヤツが──と思っていたさ。愛国心の欠片かけらもない。それがある俺らを見下してるようなヤツが必要とされてるんだ」

「お前は、ぼくよりも国に必要とされるために軍に入隊したんだな」

「その結果が──俺は盗人ぬすつとの真似まね事ごとをさせられて、てめえなんかの論文を盗めだとよ」

　又吉が地上に降り立った。脳しんとうが回復したのか、攻こう撃げきのタイミングをうかがう。

　ジュニアの背中が、激情のオーラを放ったのは──。

　又吉を迎げい撃げきするためではない。

「学生時代から、そうだ……俺が何度言っても、たった一つのことだけは誰も耳を貸しゃあしねえ！　簡単なことなのによ！」

　彼は今、どんな表情をしているのだろう？

　葉の命令で戦うことを強しいられているはずの又吉が、気け圧おされたように後あと退じさりした。

「てめえは──沙藤葉だなんていうクズは、人間を救ったりなんかしねえ！　天才でも英雄なんかでもねえ、いつか世界をぶっ壊しかねない〝災さい厄やく〟なんだってことを！」

　葉は肯こう定ていも否定もできなかった。

　ただ分かるのは──ジュニアの予言は的中したということだけだ。

　過程はともあれ、葉の〝災厄論文〟が今まさに世界を脅おびやかしつつあることは間ま違ちがいない。

「そのことを世界に示すために、ぼくの論文をばらまいたのか……？」

「それもある。そのために俺は──論文を二度盗んだ」

　葉は息を吞のんだ。

「二度、だと？」

「一度は命令通りに盗んだ論文を合衆国政府に渡わたした。──それをもう一度盗んで、今度は論文を欲しがる連中にくれてやった。世界中の政府もこぞって欲しがったぜ」

「な、なぜ、そんな──」

「一度目は愛国心で盗んだ。だが二度目は──」

　又吉が意を決し、ジュニアに飛びかかった。

　尋じん常じようではない脚きやく力りよくで空中に跳躍し、そこから〝単巡機関〟を使って左右に方向転てん換かんする。グリーン少しよう佐さのフェイントにも似ているが、それよりも速い。〝あまりにも我わが儘ままなアンジー〟は主に血流の循じゆん環かんシステムが優すぐれている。殴なぐって脳そのものを揺ゆさぶられでもしないかぎり、加速度や急激な重力の変化によってブラックアウトすることはない。

「てめえに、今の世界の有様を見せたかった……！」

　しかしジュニアは的確にナイフで又吉を狙ねらう。「うっ──」と紙一ひと重えで半身になり、切っ先をかわす又吉。

「ぼくに……？」

「見ろよ！　今や、てめえの論文の奪うばい合いだ！　それどころか何の迷いもなく、自分に都合良く使い始めた！　ここに来るまでの光景を見たか！　とんでもねえ爆ばく弾だんが空から降って、人が簡単に空を飛び回り、あろうことか何十メートルもあるミミズの化け物がウヨウヨしてるんだぜ！　てめえの論文のおかげでな！」

　又吉が破れかぶれの戦法に出た。めちゃくちゃに手足を振ふり回す。

　ジュニアはそれをかわし、あるいは後退して冷静にやりすごす。

　葉の胸に、ズキリという痛みが走った。

「それは……知っている。ぼ、ぼくのせいだというなら──」

「違ちがう！　それはてめえ以外の人間が知ればいいことだ！」

　長年の自らの主張を、しかし一いつ蹴しゆうするジュニア。

　彼が代わりに口にしたのは──。

「今の世界のどこに……こんな世界にした人間のどこに、〝救い〟がある？」

　胸の痛みは消えた。

　しかし胸の鼓こ動どうそのものが、停とまりそうになった。

「えっ──」

「今までさんざん助けてもらったのに、てめえの論文を盗んだ！　合衆国だけじゃない！　国やテロリストにかかわらず、どんな人間もだ！　疑ぎ心しん暗あん鬼きになって我先に論文を利用して、そのせいで世界を壊こわしかけているくせに──恥はじも外聞もなく、てめえにまた泣きついてるんだぞ！　お前が今回救っても、どうせ次も同じだ！」

　又吉と戦いながら叫さけぶ青年の声が、停まりかけの葉の心臓をめった刺ざしにする。

　都合の良い人間たちの顔が、葉の脳のう裏りに蘇よみがえった。

　彼らは葉に隠かくし、騙だまし、盗んで、勝手に使い──その上で、葉に救いを求めた。

　一体、何のために。

　一体、何を。

　葉は救っているのか──分からなくなりつつある。

「しかも、てめえの論文を盗んだのは、元クラスメートだぜ」

　声のトーンが落ちたのは、その一言だけだった。

「こんな人間のどこを、てめえは今まで救ってきたんだ？　何も変わってねえじゃねえか！　てめえは何してやがったんだ？　何の救いもない人間は、今も変わらず救いがないままだ！　それなのにてめえらは救った、救われたとほざきやがる！」

「──」

　絶句する葉を、ジュニアは振り向きもしない。

「てめえなんて、大したことねえんだ！　むしろ……てめえにすがったままじゃ、人間は何も変わらねえだろうがっ！」

　天才の遺作である改造人間に対し、血ち塗まみれになりながらも生きるために戦うジュニア。

　その構図は──まさに、青年の言う通りの光景だった。

　与あたえられた進化と、自らの意志によって進路を決めた人間。

　そのどちらが自然であるか、問われるまでもない。

「ぼ、ぼくは……」

　急に葉は全身から力が抜ぬけていくのを感じた。

　落下感にも似た感覚が、葉を俯うつむかせる。

「も、求められたから……た、助けてくれと言われたから……だ、だから、ぼくは──」

「天才様が、俯いてんじゃねえっ！」

　ジュニアが怒いかりの形相で振り返った。

　その隙すきをついた又吉の蹴けりが、ジュニアの肩に命中した。吹ふっ飛んで岩盤の上を転がるも、すぐに受け身をとって立ち上がる。しかし蹴られたほうの腕うでに力がない。

「忘れたのかよ。俺はてめえの最初の〝ファン〟なんだぜ。この俺がてめえを越こえる英えい雄ゆうになるのを諦あきらめて、悪役になってでも殺したいと思ってるんだ。今さら天才のフリをやめんじゃねえよ」

　睨にらみつけられ、葉はビクリと肩を揺らした。

　天才の──フリ？

　違う。

　葉は本当に天才だった。今は天才のフリをしているが──かつては違う。

　だが、ジュニアの言う通り、人間が何も変わっていないのだとしたら。

　今だけではない。

　ずっと昔から──生まれた時から、葉は天才のフリをしていただけにすぎないのだろうか？

「本当は、ただの悪役でガラクタのくせによ。こいつだって摑つかまえる方法なんていくらでもある。普ふ通つうの動きには対応できないんだろ？」

　追つい撃げきしようと飛びかかった又吉を見て、ジュニアが戦せん闘とう態勢を解除した。

　笑みを浮うかべ、友達を迎むかえるように両りよう腕うでを拡ひろげる。

「あっ……」

　葉は思わず声を漏もらした。

〝あまりにも我儘なアンジー〟は日常の範はん囲い内にある挨あい拶さつなどの行こう為いを回かい避ひしない。

　オリジナルのアンジェリンを摑まえた時、ジュニアは気絶していたはずだ。だがどうやら意識があったのか、そのことを知っているらしい。

　しかし──。

「ひぃっ……？」

　予想外なことに、オーバーアクションで又吉が身を引いた。怯おびえた顔でジロジロとジュニアの顔を睨んだ末、再び攻撃に移る準備を始める。

　葉とジュニアは眉まゆをひそめるが、理由はすぐに思い当たった。

「ああ……ま、又吉は元引きこもりで、対人恐きよう怖ふ症しようめいたところがあるんだ……」

　いきなり友好的な態度をとられ、警けい戒かい心しんのほうが勝まさったのだろう。

　又吉とアンジェリンでは同じ引きこもりでも、生きてきた環かん境きようがあまりに違いすぎる。

「……そんな子を……」

　ジュニアが呻うめいた。襲おそいかかってくる又吉の攻撃をかわし、ナイフを振るう。

　又吉がナイフを避よけた。

　彼女は頭があまり良くないのかもしれない。三度目の同じフェイントにひっかかり、また拳こぶしをこめかみに受ける。

「ぎゃっ……！」

　弾はじき飛ばされる少女を見て、ジュニアが怒りに顔を歪ゆがめた。

「そんな子を勝手に改造までしたくせに、世界を救ったなんて言うんじゃねえっ！」

　ジュニアが吼ほえる。

　世界を救うためなんだ……仕方なかったんだ──。

　葉は自らが口にした言い訳を思い出し、震え出す。

「せ、世界を救うためには、た、多少の犠ぎ牲せいは……し、仕方、な、な──」

　身体からだがガクガクと震え、言葉が上手うまく出ない。

　言い返さないといけない。

　正当で、絶対の理由があるのだと。

　そうしなければ、今までの葉の行いが全すべて否定されてしまう──。

「てめえは結局、何も救っちゃいない。犠牲とやらを増やし続けてるだけだ」

　ジュニアが全てを終わらせる一言を放った。

「──」

　口すらも動かせなくなる、葉。

　又吉が立ち上がり、ふらふらとジュニアから離はなれた。

「あう……あうう……」

　ついに逃にげ出した──と思ったが、違った。

　地面に転がったヘルメットを拾ったのだ。少しでもダメージを防ごうというのだろう。

　ジュニアを警けい戒かいするようにバギーの後ろに身を隠し、再び姿を現した少女はヘルメットをかぶっていた。ヘルメットの重みが加わると不安定になるのか、頭が外れないよう片手で押さえている。──防ぼう御ぎよ力が上がっても、片手では攻撃力が半減である。

「それなのに──どういうつもりだ、てめえ……」

「えっ……？」

　自我が崩ほう壊かいしかけていた葉は、思わず顔を上げた。

「今さら、これまで見捨ててきた〝尊い犠牲〟まで救おうってのか？」

　又吉が突つっ込み、ジュニアと何度目かの接戦に突とつ入にゆうした。

　ジュニアが攻撃に出る回数が明らかに増えている。又吉が片手でしか攻こう撃げきできないからだ。やっぱり彼女は本当に頭が悪いのかもしれない。

「な、何のことだ……？」

　思い当たることがなく、葉は心の底から疑問を憶おぼえて問い返す。

「ここまできて、しらばっくれんじゃねえぞ！」

　ジュニアは本気で怒おこっているようだった。

　ただの怒りではない。

　憎ぞう悪おと落らく胆たん、そしてほんのわずかな困こん惑わくが入り混じっている。

「大多数の人間を救うのが、天才様じゃなかったのか？　それが何を今さら血迷いやがって……図ずう々ずうしいにもホドがあるぜ！」

「わ、わ、分からない……き、貴様は何を言っているんだ……？」

「あそこにいる連中を救う。──てめえがそう言ったんじゃねえか！」

　ジュニアが葉の後方を一いち瞥べつした。

「──」

　葉はハッとして、後ろを振り返る。

　戸と惑まどう現地の住民たちが、こちらの様子をうかがっていた。

「あいつらは、お前が今まで見捨ててきた〝犠牲〟なんじゃないのかよ！　それを今さら助けるだなんて言い出すなら……俺はてめえに──てめえなんかに言わなきゃいけなくなるだろうがっ！」

　凍こおりつく葉は、信じられないものを見た。

　ジュニアが涙なみだをこぼしていた。

　あの乱暴者で、涙ぐむことはあっても、決して他人に涙を見せない男。それが他ほかならぬ葉の前で、涙を流していた。

「なんで──もっと早く救おうとしなかったんだっ！　誰だれかを疑って、騙して、犠牲者を見捨てるような世界を、もっと早く救ってくれなかった！」

「ち、違う……ぼ、ぼくは──」

　違わない。

　確かに葉はそう言って、ここまでやって来たのだ。

「てめえがもっと早く世界を救って……くだらねえ犠牲なんか出さない世界にしてくれてりゃ、俺の仲間だって……！　そう考えちまう……！」

「ぼ、ぼくは世界を救うつもりなんて……た、ただ、顔が思い浮かんで……」

　葉がしどろもどろに言うが、ジュニアは聞いていない。

「こんな世界の果てまで来て……今さら、本当に救世主になろうっていうのかよっ！」

「──」

　今の葉は、ただのガラクタだ。

　ここにやって来たとしても、自分に何かができるとは思っていなかった。

　しかし、そんな葉を──。

　元同級生の男が、はじめて救世主と呼んだ。

「ぼ、ぼくは──」

「だが、もう遅おそい」

　ジュニアが言った。

　その太い腕が、しっかりと又吉を捕まえていた。

　頭の悪い又吉が四度目のフェイントに引っかかったのだ。

「てめえは、何も救えない」

　暴れる又吉。

　しかし、その首の下から、顎あごを狙ねらって──。

　ナイフが深々と突き立てられた。
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　ヘルメットと首の隙すき間まに、鋭するどいナイフが突き刺ささった。

「ッ……！」

　ビクン、と又吉が身体を大きくのけぞらせる。

　スーツとヘルメットの隙間を的確に狙った一いち撃げきだ。下か顎がく部分の頸けい動どう脈みやくと気管を確実に抉えぐり、確実に標的を死に至らしめる殺人術である。

　逆流した大量の血を吐はき、ヘルメットの内部が真っ赤に染まる。

　葉が想像した、そんな光景は──裏切られた。

「──」

　又吉とジュニア。

　時が停とまったかのように、両者が動かなかった。

　ジュニアのナイフはヘルメットの内側に刺さる一方で──。

　又吉の肘ひじが、ジュニアの胸にしっかりとめり込んでいた。

「……」

　ジュニアが又吉を突き飛ばし、距きよ離りをとる。

　青年の顔から、血の気が引いていた。大量の脂あぶら汗あせをかき、小さな咳せきをついた口の端はしから──血の糸が滴したたり落ちる。

「──忘れてた……ぜ」

　再び身構えながら、ジュニアがニヤリと笑えんだ。咳を堪こらえつつ、言う。

「マタキチ……お前がもう、人間じゃない、ってことを……な」

　青年に突き飛ばされた又吉が、地面を転がり──。

　むくり、と。

　何事もなかったように立ち上がり──。

　ぽろり、と。

　ヘルメットを地面に落とす。

　その下には、何もない。

　頭がない。血を滲にじませる首の切断面だけだ。

「し、死ぬ……酸素が……血が……」

　首のない又吉の身体が、慌あわてて走り出した。出来の悪いＳＦ映画を見ている気分だ。

　少女の声が聞こえたのは、バギーの陰かげだった。首から下だけの又吉がバギーの後ろに滑すべり込み、何かを拾い上げる。

　頭だけの又吉だ。ヘルメットをかぶる前に、そこに隠かくしておいたのである。

「頭だけ、そこに退たい避ひさせておいたのか……」

　葉は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

〝あまりにも我わが儘ままなアンジー〟を倒たおすなら、首を狙え。

　かつてジュニアにそう指示したのは、葉だった。

〝あまりにも我儘なアンジー〟は短時間なら、首を外しても生存が可能である。

　そのように造ったのも、他ならぬ葉である。

　その葉自身でさえ忘れていた要素を、又吉は憶えていた。憶えていた上で、敵に勝利し、生き残る道を己おのれで考え出したのだ。

「み、三三は、人間ですからぁ……ち、ちょっと身体を汚けがされただけですう……」

「……」

　中ちゆう途と半はん端ぱな洗脳状態で唸うなる又吉を、真顔で睨にらみつけるジュニア。

　しかし身構える青年の顔には、尋じん常じようではない量の汗あせが噴ふき出していた。口からこぼれる血の糸も、太さを増していく一方である。粘ねばりけのある血が顎から垂れ落ちていた。肋ろつ骨こつが折れ、左右いずれかの肺を損傷しているのは明らかだ。

　ほんの、刹せつ那な。

　又吉が〝単巡機関〟を使って、一いつ瞬しゆんでジュニアとの距離を詰つめた直後。

　エリク・グッドオール・ジュニアが、葉の顔を一瞥した。

「──」

　葉は顔を歪めた。

　かつては互いに嫌けん悪おを抱いだき、プライドを傷つけ合い、存在そのものを否定しながらも、ほんの少しの憧あこがれを抱いていた同級生同士。

　その後、二人は英えい雄ゆうとなり──どん底まで落ちぶれた。

　形と場所は違ちがい、年ねん齢れいさえも異なるが、同じ道を歩んだ二人。

　その決着が、ついに訪おとずれた瞬しゆん間かんだった。

「や、やめ──」

　思わず叫さけぼうとした葉から、ジュニアが苦く笑しようしながら視線を外した。

　迫せまり来る又吉に向かって、ナイフを突き出す。

　しかし又吉は──〝あまりにも我儘なアンジー〟として改造された少女は、自らに搭とう載さいされた反射機能によって自動的にナイフをかわし、拳こぶしを振ふりかぶる。

　青年のこめかみに、少女の拳が命中した。

　風車のように、ぐるんと青年の身体からだが一回転する。

〝単巡機関〟が鳴いた。高速で蹴けり上げた少女の脚あしが、青年の脇わき腹ばらに刺さった。

　三メートルほど上空に、青年の身体が浮うかぶ。

　空を舞まい、また〝単巡機関〟によって急降下した少女の張り手が、青年の背中を叩たたいた。──そう言えば、又吉は元バレーボールの選手だと聞いた気がする。

　綺き麗れいなアタックを受け、青年が岩がん盤ばんに激しく叩きつけられた。

　うつ伏ぶせに倒れた青年を中心に、大量の血の華はなが飛び散った。

　それきり──青年は動かない。

　又吉が地面に着地し、荒あらい息をつきながら青年に近づく。

「──もういい。よせ、又吉」

　さらに青年を踏ふみつけようとした又吉を、葉は制止した。

　横を向いたジュニアの目は、薄うすく開かれたまま光を失っていた。口から一度だけ血の泡あわを吹ふく姿は、一目で戦せん闘とう不能だと分かる。それどころか放ほうっておけば、数時間のうちに死ぬだろう。即そく死しを免まぬがれただけでも、驚きよう異い的な生命力といえる。

「生き延びたところで、論文を盗ぬすんだ件で尋じん問もん漬づけの日々だ。死んだほうが楽なのかもしれんがな……貴様が選んだ道だ。生きるかどうかはいずれ貴様自身で決めろ」

　動かなくなった青年に近寄り、その顔を見下ろす。

「ぼくもいずれ、貴様と似たような末路を辿たどるだろう……」

　同じ道を来たからには、いつか自分も彼と同じ結末を迎むかえるに違いない。

　己が求め、己を求められていると思っていた相手に裏切られた時。

　葉がどのような選せん択たくをするか──。

　その判断を迫られる時は、遠くない。

「ッ……！」

　激しい地揺ゆれが、葉と又吉を襲おそった。

　続けて、鼓こ膜まくをノミで叩くような爆ばく音おん。

「ひぃ……！」

　又吉が振り返った先に、空から降り注ぐ紅あかい槍やりが見えた。

　直後、また地じ響ひびきと爆音。

　いよいよワーム包ほう囲い網もうが狭せばまりつつあるようだ。

「ノーラ、作戦の最終段階まで残り時間はどれくらいだ？」

　葉はマイクをオンにしつつ、集落の様子を見た。

　現地住民は慌てふためくばかりで、逃にげ出そうとはしない。中には神に祈いのりを捧ささげている者もいる。──いずれにしろ、今から逃げ出したところで遅いだろう。

『十分ほどです。急いで退避してください』

　落ち着き払はらった助手の声を聞いて、葉はマイクを再びオフにする。

「……彼らを逃がすのは、無理だったか」

　ジュニアを一いち瞥べつし、苦笑する。青年の口元は先ほどから動いていない。

「そう笑うな、ジュニア。ざまあみろと言いたいんだろう？」

　住民たちに向かって、葉は歩き出した。

「お互たがい、口が悪いからな。だが本心では少しだけ……期待しているんだ」

　救うことを。

　救われることを。

　もしかしたら、お互いにそれをもたらすことができるのでは、と──願ってしまう。

「又吉、最後にもう一仕事してもらうぞ」

「えっ……ひぃ、やだぁ、さっきのが最後だって……」

「世の中はそんなに甘くない。ファリザ事務総長に残業代を出すようかけあってやる」

「あ、あのおばさん、三三のお尻しり触さわるから、嫌きらい……」

「……聞かなかったことにしよう。世界の平和のために」

　又吉三三子にはまた尊い犠ぎ牲せいになってもらうことにして、葉は歩を進めた。

　葉が近づくと、住民たちが集まってきた。それでも一定の距離を保つ彼らの中から、不安な顔をした少女が近づく。

「あの音は、なんですか？　あれが、あなたの言っていた危険なこと、ですか？」

「そうだ」

　頷うなずくと、少女がしゃっくりのような呻うめき声を漏もらした。

　背後にいる老人らの許もとに駆かけ寄り、彼らの伝言を受け取って葉の許に戻もどる。

「た、たすけてください」

　少女の背後で、住民が葉に向かって祈っていた。

「あなたは、わたしたちを救いにきてくれたのですよね？」

　そのつもりだった。

　葉は自分自身でそう言ったし、ジュニアもそう言った。

　だが、もう何もかもが遅おそかった。

「ぼくは──」

　また、幻げん覚かくだ。

　自分に向かってすがる視線を向ける少女に、沖縄に住む少女の顔が重なった。

　いよいよ自分は壊こわれつつあるのだろう。

　少女のとなりに、もう一人の幻覚が生まれた。

　自分とそっくりの顔をしたかつての自分が、しかめっ面つらで葉を睨んでいた。

　葉は自分の無力感を胸に秘ひめつつ──。

「救世主なんかじゃない」

　救いを求める少女を、乱暴に押しのけた。
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　葉は救世主ではない。

　集落に住む人々を助けたいが、自分の行いが果たして〝救い〟なのか分からない。

　なぜなら葉は、彼らが最も大切にしているものを奪うばおうとしているからだ。

「えっ……」

　不安に表情を曇くもらせる少女を押しのけ、葉は走り出した。

「又吉、ぼくをあそこへ」

　命令を受け、又吉が葉を後ろから抱かかえ込んだ。

「うぅ……ドクと身体を密着させるなんてやだぁ……キモい……」

「き、貴様、こんな時くらい状じよう況きようを読め──うっ」

　急激な重力を受け、葉は空中に飛び上がった。手加減のない加速によって集落を飛び越こえ、下手へたくそな急ブレーキによって胃液が逆流しそうになる。

「ぎゃっ！」

　乱暴な着地と同時に、突つき飛ばすように放ほうり出された葉。

　葉が顔面をぶつけた物体。

　それは──エクロジャイトの結けつ晶しようだった。

　オアシスの小島に象かたどられた、小さなストーンサークルに葉と又吉はいた。

「ワーム捕ほ獲かく用のワイヤーを出せ、又吉」

　サークルの中心に置かれたエクロジャイトは、高さが三メートルほどもあった。集落の周囲に追い込まれたワームたちは、今まさにこれを狙ねらって集結しつつある。

　又吉が腰こしに備えつけたバッグから、細い糸のようなものを引っ張り出した。

　超ちよう硬こう化か加工を施ほどこした極ごく細ぼそのワイヤーである。

「急げ、又吉！」

　葉と又吉はワイヤーを伸ばし、エクロジャイトの柱に巻きつけていく。

「ああ……ドクに比べてアンジェリンたんの抱き心地ごこちは最高だったなあ……ちっさくて、ふわふわで……萌もゆる……」

　作業をしながら、危あやうい顔つきでブツブツと呟つぶやく又吉。逆境に弱い上、急造で改造人間にした反動と洗脳によって、精神的な誤作動を起こしつつあるのかもしれない。

『ドク、早く退たい避ひしてください。捕獲対象のワームがそちらへ接近しつつあります』

　イヤホンから、ノーラの声が聞こえた時だった。

　葉の足あし下もとから、突き上げるような地響きが伝わった。

「ッ……！」

「……そうだ、アンジェリンたんの抱き枕まくらを売ろう……一いつ攫かく千せん金きんですよ……うひひ」

　包囲網を形成するための〝ボトムズ・アンカー〟ではない。

　爆音がしなかった。それに震しん動どうは明らかに足下から伝わっている。

　葉はバランスを崩くずしながらも、マイクをオンにする。

「捕獲対象が近づくまで、まだ数分あるんじゃないのか！」

『ＧＰＳで監かん視し中です。対象が地点Ｘに到とう達たつするまで、およそ三分残っています』

「……ということは、別のワームか！」

　足下の地響きは、明らかにワームの接近を知らせる予兆だった。柔やわらかい砂の層とは違って、岩盤地帯を伝わる震動も大きい。

『ドク。一体、そこで何をしようとしているのです？』

「住民の避ひ難なんが間に合わないなら──結晶そのものを、ここから引き剝はがす！」

　今、ここにワームの大群が押し寄せれば、住民は巻き添ぞえをくらって全ぜん滅めつだ。

　ならば、餌えさである結晶を移動させる。

　たとえ──それが住民たちのよりどころである〝聖地〟を壊すことになってもだ。

　しかし。

「うっ、ま、まずい……早く飛べ、又吉！」

　地響きは大きくなる一方だった。

　もはや一刻の猶ゆう予よもないというのに──。

「ひぃぃっ……うひひっ！」

　泣き笑いを浮かべる又吉も限界のようだ。自らの身体にもワイヤーを巻きつけ、〝単巡機関〟の出力を上げる。しかし、なかなか結晶は持ち上がらない。

「ダメだ──間に合わない」

　葉は脱だつ力りよくした。

　足下から伝わる震しん動どうが、最後の作戦が失敗したことを告げていた。

　今から結晶を持って飛んだところで、もう遅い。

　だから葉は──命令した。

「又吉」

　ピタリ、と少女の動きが止まった。

「──折れ。投げろ」

　短い命令。

　その意図を、最大の被ひ害がい者しやである又吉三三子は明確に理解した。

　少女が背負った〝単巡機関〟が甲かん高だかく鳴った。二つの噴ふん射しや口こうが逆方向に圧縮空気を放ち、身体からだを回転させる。

　その勢いを利用し、少女が放ったパンチが──。

　現地の住民の見ている中で、結晶を上下真っ二つに折った。

「ッッッ！」

　ダイナマイトが炸さく裂れつしたかのような爆ばく風ふうと飛び散る破は片へんを受け、葉は吹っ飛んだ。その葉の頭の上を、重量も半分になった結晶が通り抜ぬけた。

　ワイヤーが残ったほうの結晶を、又吉が円えん盤ばん投なげの要領で宙高く投げたのだ。

〝あまりにも我わが儘ままなアンジー〟の怪かい力りきと、〝単巡機関〟によって生み出された遠心力。二つの力によって結晶を振ふり回した風圧が、オアシスの水面に大波を生む。

「──」

　すぐさま又吉が、残った結晶にも新たなワイヤーを巻いた。

「あ、あっち行けぇぇっっ……！」

　盛大な二投目。

　振り回した結晶が巻き起こした風が、小こ柄がらな葉をまた吹ふっ飛ばした。巨きよ大だいなグローブに殴なぐられたかのような衝しよう撃げきが、葉を波立つオアシスに放り込む。

　さらに又吉の左ひだり肘ひじが真っ赤な血を噴ふき出した。遠心力を支えきれず、腕うでの結合部分が壊れたのだろう。

「ううぅっ……！」

　地面にもんどりうつ又吉が見上げた先。

　勢いよく投げ飛ばされた結晶二つが、次々と集落を飛び越えた。ホームランボールのように、数百メートルの距きよ離りを飛んだ時──。

「ッッッッ──」

　葉と又吉、そして集落にいる住民たち。

　その全員が、一メートル以上は宙に浮うかんだ。

　地面から突き上げられた衝撃で、弾はじき飛ばされたのだ。

「──」

　砂さ漠ばくの果てにある、小さな集落をかすめて。

　噴き出す土石流の滝たきが出現した。

　だがそれもすぐに重力に摑つかまり、地上に落下すると、真の姿を現す。

　煌きらめく絶ぜつ壁ぺき──。

　陽光を反射して、キラキラと輝かがやく超ちよう巨きよ大だいな生物だった。

「お、大きい……！」

　誰だれもがその姿に見とれる中、葉もまた戦せん慄りつを覚えた。

　今まで見た中で、最も巨大なワーム──いや、〝グリゴリ〟だ。直径で十メートルはありそうだ。全長となると、どれだけ大きいのか想像もつかない。

　これだけの規模となると、口器はもはや牙きばと粘ねん液えきの海だ。空高く伸のびたそれが、見事に結晶の一つを吞のみ込んだ。

「……ぎゃあっ！」

　好物を吞み込んだワームが、地面に身体を倒たおした。その地じ響ひびきと突とつ風ぷうによって、葉はオアシスから弾き出された。巻き起こった砂すな嵐あらしによって、民家の屋根が吹き飛んでいく。

　震動とともに、地中へと潜もぐっていくワーム。

　葉はなんとか身を起こし、その体表を覆おおう煌めきを睨にらむ。

「ダ──ダイヤモンドか……！」

　映像を作戦本部に送って分ぶん析せきするまでもない。

　ワームは個体によって好物が異なる。好物の硬こう度どが、同時にワームの強度であることを意味するのだが──眼前に居る超大型のワームの好物は一目で分かった。

　炭素原子の理想的な共有結合によって形作られた芸術。

　ダイヤモンド。

　アフリカ大陸の古い地層で発見されることも多いが、絶対的な埋まい蔵ぞう量は少ない。目の前にいるワームもせいぜい体表を覆う数パーセントほどしか取り込んでいないだろう。

　だが地中を潜り、進む中で磨みがき抜かれたそれは鮮あざやかな輝きを放っていた。

　あたかも切り取った宇宙そのものが、砂漠に横たわっているかのようだ。

「き、綺き麗れい……」

　ぽつりと呟く又吉の声で、葉は我に返った。

　彼女が結晶を投げ飛ばさなければ、葉たちは今いま頃ごろあのワームの消化器官の中である。

　その危機が去ったとは、まだ言えない。

「ま、まだ集落に近すぎる！　残った結晶を拾うぞ！　ぼくをバギーのところへ！」

　オアシスの水辺から脱だつ出しゆつし、又吉にしがみつく葉。

「ひ、ひぃ……へ、へんなところ、触さわらないでくださいよぅ……！」

　又吉が葉を抱えて、〝単巡機関〟を作動させた。頼たよりなく空に舞まう二人。

「ひ、左ひだり腕うでがぁ……は、外れちゃいそうなんですけどぉ……！」

「アンジェリンのスペアがまだあっただろう。結合部の部品だけ取り替かえて、そのうち直してやる！　──痛い！」

　地面に着地するなり、バギーに向かって突き飛ばされた。飛行が下手なだけかと思っていたが、わざとやっているとしか思えなくなってきた。

　また地響きが伝わる中、葉はバギーに飛び乗った。

「……」

　一度だけ、集落を振り返る。

　現地の住民たちは、一人残らず呆ぼう然ぜんとしていた。地面に倒れ込んだまま、金かな縛しばりにあったかのように動かない。

　そして──ジュニア。

　虫の息の青年が、吹きつけた砂に半身を埋うずめていた。

「貴様は確かに、ぼくの最初の〝ファン〟だったのだろう。口では何と言っていてもな」

　前方に向き直り、アクセルを回す。

「分かっていたんだ。口では何と言いながらも──友だと思っていたのは、ぼくのほうだけだということもな……」

　仕事以外では誰だれよりも多く会話を交かわした相手を残し、走り出す。

　残った結けつ晶しよう目がけて疾しつ走そうするバギー。

　しかしその車体は、大きくなる一方の地響きのせいで、岩がん盤ばんの上を跳はねまくりだ。

「又吉！　バギーのフックを結晶のワイヤーに！　二人で結晶を引っ張るぞ！」

　ふらふらと飛行しながら葉の後についてくる又吉に命令する。

「少しでも集落からワームを引き離す……！」

　又吉がなんとかバギーのフックに摑つかまり、ワイヤー部分を伸ばした。

　エクロジャイトの残りの部分は、集落から二百メートルも離れていない場所に落ちていた。猛もう然ぜんと迫せまる葉と又吉の下から、突つき上げるような震動が響ひびく。

「ノーラ！　捕ほ獲かく対象を変へん更こう！　さらに地点Ｘを南東方向に移動させる！」

『映像を確かく認にんしました。捕獲対象をダイヤモンド・ワームに変更。また地点Ｘを南東方向に移動させます』

　イヤホンからノーラの復唱が伝わった。

「今だ、又吉っ！」

「ふぐぅ……！」

　すれ違ちがう瞬しゆん間かん、又吉が結晶のワイヤーにフックをかけた。

　アクセルを全開に回す葉と、〝単巡機関〟を最大出力で解放する又吉。

　二人分の牽けん引いん力が結晶を引っ張った、次の瞬間。

「ッッッ！」

　直前まで結晶があった地面から、ワームが飛び出した。

　かろうじて結晶を失うのは免まぬがれたが、葉は姿を現したワームを見て驚きよう愕がくする。

「なっ……！」

「ひぃっ？」

　それはダイヤモンド・ワームではなかった。先ほどよりも小型のワームである。

　だが数秒も置かずに、新たな壁かべが地中から出現した。

　今度こそダイヤモンド・ワームだ。

　地響きは、収まらない。

「ま、まずい……速度を上げろ、又吉！」

　岩盤の上を跳ねながらも、葉は結晶を引きずるバギーを加速させる。

　轟ごう音おんとともに、新たなワームが結晶を狙ねらって飛び出した。

　しかも、その数は──二匹ひきである。

　間ま違ちがいない。

　この地に辿たどり着いたワームは、ダイヤモンド・ワームだけではなかった。

「ま、間引きしていなかったのか？　ワームの数が多すぎる！」

『間引きは予定通りに行いました。しかし想像以上の成体が地中に潜せん伏ぷくしていたようですね。全戦力を地点Ｘに結集し、捕ほ獲かく対象以外の対象をさらに間引きします。一刻も早くその場から退たい避ひしてください』

　冷静な声を聞きながら、葉は歯は嚙がみした。

　まだ集落から、ほとんど離はなれていない。これだけ近い距離でミサイル攻こう撃げきやダイヤモンド・ワームの捕獲作戦を実行したら、集落は跡あと形かたもないだろう。それでは意味が無い。

「……！」

　葉の眼前で、新たなワームが出現した。慌あわててハンドルを操作して進路を変える。

　地表から岩盤が減り、砂の層が増えていた。

　葉が駆かるバギーが、岩盤地帯から抜けつつある証しよう拠こだ。

「ぎゃあっ……！」

「ひぃぃっ！」

　三度目のダイヤモンド・ワームによる襲しゆう撃げきが、エクロジャイトの結晶をかすめた。弾かれた結晶に引っ張られ、また吹き荒あれる突風に煽あおられ、バギーが傾く。

「ふぎゃあっ──」

　別のワームが巻き上げた砂の壁に、又吉が突っ込んでしまった。

　砂さ丘きゆうに激げき突とつし、砂の上を転がっていく又吉。

　牽引力が半減したことで、葉のバギーが悲鳴を上げた。急減速し、傾いた車体が今にも倒れそうになる。

「うあ──」

　このスピードで落車したら、砂の上とはいえ葉は無事では済まないだろう。

　目前に迫る砂の地面に──自分の顔が映し出された。

　砂は鏡ではない。

　自分そっくりのその顔は、幻げん覚かくだった。

　こうなることは、分かっていたはずだ──。

　そいつは葉に向かって、そう言った。

「──」

　スローモーションのように近づく砂を凝ぎよう視しし、葉は顔を引きつらせる。

　その通りだ。

　今の葉はガラクタだ。それなのに誰かを救えるはずがなかった。

　お前が何かを救いたいと願うなら、〝天才〟でなければならない──。

　幻覚にすぎない自分が、分かりきったことを言った。

　葉は逡しゆん巡じゆんする。

　天才であれば、こんな状況でも助かることは可能だろう。

　しかし天才であるがゆえに──結晶をすぐに切り離すに違いない。

　人類文明を救う作戦を成功させるために払はらう犠ぎ牲せいが、あまりにも小さすぎる。

　大多数の人間と天才自身を天てん秤びんにかけるには、ごく少数の民族はあまりに軽い。

　そのように──〝正常な判断〟をしてしまう。

「ぼくは──」

　ぼくは──。

　二人の葉の声が、重なった。

　何が幻覚で、何が現実か。

　完全に停止した時間の中で、自分自身と向き合う自分には分からなくなっていた。

「ぼくは、彼らを救いたい……人間をだ」

　ぼくは、彼らを救いたい……人間をだ──。

　その願いは、今も昔も変わらない。

　彼らは葉を求め、葉はそれに応じた。

　それが自分の唯ゆい一いつの存在意義であると、とっくの昔に結論づけたからだ。

　しかし彼ら人間は葉を欺あざむき、傷つけ、それなのに永遠の救済を求め続けてきた。

　そして、ついに葉は──壊こわれてしまった。

　現に葉は今、ただのガラクタに成り下がり、幻覚として現れたかつての葉の顔も、疲つかれ果てていた。絶望しているようにも見える。

「でも、もう無理だ」

　でも、もう無理だ──。

　現在の葉と、過去の葉。

　意見は一いつ致ちし続ける。

　現在の葉では、これ以上誰だれ一人として救えない。

　過去の葉では、永遠の救済に応こたえるというプレッシャーに耐たえうる動機がない。

　ようするに──もう、沙藤葉という人間は限界なのだ。

　ここで、おしまい。

　そう結論づけ、二人の葉は終しゆう焉えんのため息をついた。

「せっかく、人と愛し合えるかもしれないと思ったのに」

　どうせ、人に愛されることは永遠にない──。

　二人の葉が。

　否いな。たった一人しかいないはずの沙藤葉という存在が。

　矛む盾じゆんを生んだ。

　意見の相そう違いを見たのである。

「──」

　──。

　二人が、びっくりした顔で見つめ合った。

　現在の葉はともかく、過去の葉がそんな顔をしたのははじめてだ。

　しばし無言で見つめ合い、やがて二人は笑えみを浮うかべた。

　ぼくは、理由を得た──。

　幻覚の葉が、葉に向かって腕うでを伸のばした。

　答え次し第だいでは、再び……ということもあり得る──。

　偉えらそうに言う幻覚の葉の腕を、現実の葉は偉そうに握にぎり返す。

「答えを、見せてやる」

　答えを、見てやろう──。

　幻覚の葉に引っ張られるまま、葉は砂の中へと意識を消し──。

　現実世界で。

　まぶたを──開けた。

「……」

　葉が運転するバギーは、今にも横転してクラッシュしそうだった。

　落車すれば死ぬかもしれない。

　周囲はワームの大群で埋うめ尽つくされている。

　そんな絶望的な状況で──葉はまったく別のことを考えていた。

「──どうせなら、一刻も早く答えを知りたい」

　ぽつりと呟つぶやき、ハンドルを勢いよく切る。

　これまでとは逆方向にある、砂丘に向かってである。

　倒たおれかけたバギーに乗った葉の頭が、砂に触ふれようとした瞬間──アクセルを全開にする。するとタイヤの下に砂の溝みぞが生まれ、後輪が激しく段差に乗り上げた。

「又吉、生きているなら応答しろ」

　横転する間ま際ぎわだったバギーが、勢いよく宙に飛び上がった。前輪から砂さ漠ばくに着地し、フックに引っかけた結晶ごと砂丘を下っていく。

『ふ、ふひひ……し、死んでる……三三、ほとんど死んでる、これ……』

「結けつ晶しようは、ぼくが受け持つ。お前は捕獲対象以外のワームに誘ゆう導どうレーザーを照射しろ。邪じや魔まなワームを間引きするんだ」

　言い放ち、マイクの回線を切り替かえる。

「ノーラ、又吉が誘導レーザーを当てる。間引きを始めろ」

　ハンドルから伝わる振しん動どうを感じとり、葉は進路を急角度で変へん更こうした。

　振ふり子のように、フックがかけられた結晶が横に滑すべる。

　直後、地中からワームが飛び出した。

　ほんの数センチの差で、結晶が喰くわれるのを免れた。ワームが飛び出した衝しよう撃げきに当てられて、結晶が弾はじき飛ばされる。

　その勢いを利用し、葉は結晶もろともスピードアップした。

『しかしドクが巻き込まれる可能性が……』

「……」

『──申し訳ありません、天才たるドクがそのようなミスを犯おかすわけがありませんでした。愚おろかな私をお許しください』

　一転して恍こう惚こつとした声こわ音ねが、イヤホンから伝わった。

「グリーン少しよう佐さは殉じゆん職しよくした。〝ユニット〟の指揮は適当な者がとれ」

　言うが早いか。

　葉の頭上から、小さな金属音が聞こえた。

　砂漠の空から〝ユニット〟が早くも姿を現したのだ。すでに上空で作戦の実行命令を待っていたのだろう。

　その数──五十人以上。

　間引きを終え、最大のワーム捕ほ獲かく作戦に入る頃ころにはもっと増えているだろう。

「離れた場所までぼくがダイヤモンド・ワームを誘導するが、その後は任せる」

　岩がん盤ばんに乗り上げ、葉のバギーが高々とジャンプした。

　同時に小型のワームが地中から現れた。バギーを狙ねらったようだが、直前で当てが外れて葉の足あし下もとをくぐり抜ぬけていく。

「ぼくは少々、寄り道の予定ができた」

　言い、マイクを切る。

　バギー一台では、大きなエクロジャイトの結晶を牽けん引いんするにはパワー不足だった。

　そこで葉は結晶を振り回すように砂の上を滑らせた。そうして生まれた遠心力に身を任せ、バギーもまた砂丘の上を滑らせる。

　砂漠を走るのではない。

　滑って、滑って、滑り続ける。

　新たな推進力の当てもできたところだ。

「……」

　周囲の空気を伝わる振動から、早さつ速そくその推進力がやって来たことを感じ取る。

　攻撃機によるミサイルだ。

〝ユニット〟が取り囲んだ小型のワームが、ミサイルの直ちよく撃げきを受けた。

　巻き起こった爆ばく風ふうが、バギーとエクロジャイトの結晶を加速させた。

「……」

　葉は黙もく々もくとバギーを進めた。

　砂丘を滑り、岩盤を利用してジャンプし、爆風を利用して加速する。

　葉が通り過ぎた後は、まさに戦場だ。

　ダイヤモンド・ワームを始めとする巨きよ大だいな生物が押し寄せ、その周囲を〝ユニット〟がめまぐるしく飛び交かう。

　ミサイルが次々と撃うち込まれ、真っ赤な炎ほのおと爆風が砂すな嵐あらしを巻き起こす。

　それは人類と、人類の天敵であるワームの戦いだ。

　天才である葉には──もはや関係のない世界の出来事になっていた。

「……このあたりで、もういいだろう」

　集落から充じゆう分ぶんに離はなれたことを確かく認にんし、葉はフックを切り離した。

　砂漠の中に取り残されたエクロジャイトの結晶は、ものの数秒でワームに喰われてしまった。

　ダイヤモンド・ワームではない。小型のワームが密集し、我先にと結晶に集つどっている。

「あとは結晶でなくとも、〝ユニット〟の撒まき餌えで充じゆう分ぶんだ」

　葉は一人で呟きながらも、バギーの速度を落とさなかった。

　背後ではダイヤモンド・ワームや他ほかのワームと〝ユニット〟たちが、激しい攻こう防ぼうを繰くり返していた。すでに数名の被ひ害がい者しやが出たことが、イヤホンを通じて伝わっている。

　するべきことは、やった。

　自分の中での契けい約やくを完かん了りようした葉は、バギーを走らせ続ける。

　目的地には、すぐに辿たどり着いた。

　辿り着いたというか──その場所はすぐ目と鼻の先にあった。

　砂漠の中にある、小さなオアシスと、一いつ軒けんだけの小さなあばら屋だ。

　人類対ワームの戦争の余波が伝わる中、葉は小屋の前でバギーを停車した。落ち着いてバギーを降り、勲くん章しようだらけのジャケットにかかった砂を振り払う。

　身み支じ度たくを整えて小屋に入ると、薄うす着ぎの男性が葉に向けてショットガンを構えた。

「うわわっ！　──あ、ああ？　なんだ、またあんたか、お嬢じようちゃん……」

　砂漠に建てられた小さな売店と、店主の男性。

　葉にとって両者は既き知ちである。以前この店を訪おとずれたのは、つい先日のことだ。

　店内の様子は何も変わっていないが、店主はそうではなかった。

「びっくりさせないでくれ……いや、そもそも、まだいたのか、あんた。ずいぶん長い旅行だな。また遭そう難なんしたのか？」

　店主がショットガンを下ろした。ひどく怯おびえているのが分かる。

「ひいっ！」

　一ひと際きわ大きな地じ震しんが店を揺ゆらした。

「な、なんなんだよ、さっきから……！　お、おい、何か買うなら、さっさと注文してくれ！　こんなの普ふ通つうじゃねえ！　どっかで戦争でも起きてるんじゃねえのか？」

　店主はバッグに紙し幣へいや着き替がえを押し込んでいる。避ひ難なんするつもりなのだろう。

　葉はカウンターに歩いていき、椅い子すに座った。ジャケットから百ドル札を出す。

「電話を。水はいくらだ？」

「また電話か……それに、また水をぶっかけて欲しいのか？」

「今度は自分で飲む。ところでお前、二メートルほどこちらへ近づけ」

「……なんだって？」

「お前が二メートルだけこっちに来ないと、ぼくは水が飲めない」

　葉は人差し指で近づくようジェスチャをした。

　店主が首を傾かしげながらも、葉に歩み寄った直後──。

「ッッッ──！」

　店主の背後を、巨大な何かが通り過ぎた。

　地面から空に向かって伸びたそれは、売店の壁かべと屋根をあっさりと嚙かみ砕くだいた。轟ごう音おんとともに建物の破は片へんが舞まい上がり、晴れ渡わたった空が頭上に拡ひろがった。

　中型のワームだ。

　葉が乗って来たバギーを狙ったのだろう。後に残されたのは、壁が三面しかなくなった店と、その横に空いた大穴だけである。

「──」

「支し払はらう相手を失っては無銭飲食になってしまう。電話と水だ、店主」

　背後を振り返ったきり、店主はピクリとも動かなかった。葉に背中を見せたまま、大穴と遠方で戦うワームや〝ユニット〟を見て立ち尽くしている。

「……百ドル以上するなら、後で国連あてに請せい求きゆう書を送れ」

　葉は諦あきらめて、ジャケットからもう一枚紙幣を出した。身を乗り出し、カウンターの内側から衛星電話とミネラルウォーターのペットボトルを取る。

「……」

　葉は電話番号を押し、耳に当てた。国際電話を使って目的の相手と連れん絡らくを試みる。

　コール音を待っている間、ペットボトルの水を飲んで水分補給。

　その瞳ひとみに映るのは、人類とワームの生存を賭かけた戦争。

　ポップコーンを注文したいところだが、どうせ店主は無反応だろう。

「──ぼくだ」

　相手が電話に出た。

「べつに、大したことではない。ちょっと訊ききたいことが出来ただけだ」

　少女の声が戸と惑まどっているのが分かった。

　葉は構わず、質問を投げかける。

「ぼくはどうやら君に好意を抱いだいているようだが、君もぼくを愛しているのか？」

　ペットボトルが空になってしまった。

　葉はジャケットからもう一枚の紙幣を出し、カウンターに置く。

　お代わりのペットボトルの蓋ふたを開けつつ、少女の返答を待つ。

　しかし、いくら待っても返答はない。

　葉は自らが持つ携けい帯たい電でん話わを左右前後に傾かたむけ、確認をしてからまた耳に当てる。

「もしもし。こちらの電話に不備はない。聞こえているだろうか？」

　相手は無言のままだ。

　尋たずね方が悪かったのかもしれない。

「非常に重要な質問なんだ。世界のためにも、確かめなければならない。ぼくと君が共有しうる感情は、愛情というものなのだろうか。それとも単なる肉体的な接せつ触しよくおよび子孫を残すための本能による欲よく情じようにすぎないのか。ぼくとしては後者の可能性が高いと思うのだが──死なすぞ？　それはどういう意味だ、ぼくを殺すということか？　殺すということは、ぼくのことを愛していないと──むっ」

　曖あい昧まいな一言を残して、相手は電話を切ってしまった。

　葉は電話をカウンターに置き、思案する。

「ぼくが言っていたのは、この少女ではなかったのだろうか。ぼくが答えを間ま違ちがえるはずはないが……次に可能性が高い姉のほうだったか？　それとも照瑠という少女……」

「おい……」

　店主が葉を振り向いた。たった数分の間で、十歳は老ふけたように見える。

「なんだ」

「あれは……ああ……いや……」

　人類とワームの戦いを一いち瞥べつして、何かを言おうとするが──何かを拒きよ絶ぜつするかのように目をそらし、薄うす笑わらいとともに自分の眉み間けんに指を当てる。

「あんた……やっと、しかめっ面つらじゃなくなったな」

　葉もまた自分の眉間に触ふれた。

　鏡がないので、確かめようがない。

「生まれてはじめて答えを間違った副作用の可能性がある。つまり──」

　ワームとの戦いは、早くも佳か境きように迫せまっていた。

　間引きがほとんど完了し、ダイヤモンド・ワームの捕獲に乗り出したようだ。超ちよう巨きよ大だいなワームを相手に、〝ユニット〟が動きを止めるためのワイヤーを打ち込んでいる。

「ぼくにはまだ、休養が必要らしい……」

　イヤホンからノイズ混じりの音声が伝わった。

『麻ま酔すい銃じゆうが体表を貫かん通つうしないなら、ミサイルによる麻ま酔すい弾だんを撃ち込みます。ただしそのミサイルは誘ゆう導どうが利かないため、数秒でいいので地表にワームを固定してください』

　ノーラが指示するが、輝かがやくワームの動きは止まらない。

　逆に暴れるワームの攻こう撃げきによって、〝ユニット〟が一人ずつ数を減らしていく。ワイヤーによって身動きを封ふうじる作戦も芳かんばしくないようだ。

　そこに、空から一直線に舞い落ちる小さな影かげが見えた。

　流れ星や戦せん闘とう機、〝ボトムズ・アンカー〟などではない。

　だが、似たようなものだ。

『お前なんかより、ジュニアさんのほうがずっとイケメンだし、怖こわかったんですよぉぉぉおおおおっっ！』

「一部、同感だ」

　はるか上空から急降下した又吉三三子が、両りよう脚あしでワームの胴どう体たいを踏ふみつけた。

　隕いん石せきのごとき一いち撃げきが、ダイヤモンド・ワームを地表に叩たたきつけた。あれだけの勢いとなると、又吉の脚も無事では済まないだろう。修理の手間が増えた。

　すかさず飛来したミサイルの輝きを見て、葉は残りの水を飲み干す。

　──死なすぞ。

　先ほどの電話の声を思い出し、呟つぶやく。

「まったく……人間というものは、本当に恐おそろしい」

　決着の一撃が命中するのを見届けながら、口の端はしを一ミリだけ持ち上げたのは──。

　現在と、過去。

　どちらの自分なのか、どちらでもいいと葉は考えた。
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　葉は暗くら闇やみの中で、じっと両のまぶたを開いていた。

　ぽうっ、と青白い光点が眼前に生まれた。

　大きさにして、数ミリほどの光だ。

　さらにもう一つの光が生まれ、もう一方の光の上に落ちていく。

　二つの光が、ゆっくりと一つになって混じり合う。

　だが、それだけだ。

　葉のしかめっ面が、変わらず輝き続ける光点に照らされる。

「……」

「ドク、準備が整いました」

　女性の声が響ひびいた。

　同時に、長方形の光源が立て続けに十カ所、生まれた。

　明かりが生まれたことで、葉の周囲がぼんやりと浮うかび上がった。

　そこは広い空間だった。

　葉は白衣を着ていた。左手に試験管、右手に注射器を持っている。先ほどから凝ぎよう視ししている光点は、試験管の中から放たれたものだ。

　試験管を持つ葉を囲むように、十台ほどの液えき晶しようディスプレイが並べられている。

　そこに映し出されているのは、どれもスーツを着た人々の顔だ。

「次だ」

　葉は呟いた。機械音が響き、滑すべるようにして手元に新たな試験管と注射器が届けられる。ディスプレイによる明かりだけでは、それがどこから送られているかまでは見えない。

　持っていたものと、新たに送られてきたそれを入れ替かえる。

　密みつ封ぷうした試験管の中身は、ぼんやりと輝いていた。

　試験管のゴム栓せんに注射器を差し込み、中身の液体を試験管に注入する。

　新たな光が生まれ、試験管の底にある光と一つになる。

　やはり、それだけである。

「次だ」

　また新たな試験管と注射器が手元に届く。

「ドク」

　ディスプレイの明かりが届かない、奥の暗闇からまた女性の声が響いた。

　葉の助手、ノーラ・ダーリンである。

　ディスプレイに映し出された人々も、葉の言葉を待っていた。その表情はどれも厳しく、映像越ごしでも額に浮かべた汗あせを見てとることができる。

　主要先進国を自じ称しようする国々の首脳陣じんである。

　他ほかにもファリザ国連事務総長や、マジャヴェ大統領もいる。

「……先にも述べたが、ぼくは今回の作戦に協力した見返りを求めない」

　新たな試験管に注射器を刺さしながら、葉は呟いた。

　葉の手の中で、二つの光が一つになる。

　それだけだ。

「だが一つだけ、願い事を唱えた。〝どうか彼らが、ぼくの独り言を聞いてくれますように〟──。このセッティングが為なされたということは、願いが叶かなったものと受け止める」

　そう言って、葉は「次だ」と呟く。

　新たな試験管を手にとり、同じ作業を繰くり返す葉。

「せっかく願い事が叶ったので、ぼくは独り言を呟こう」

　ディスプレイに映し出された人々は、何も言わない。

「ある日、アメリカ合衆国において、ぼくの論文が盗ぬすみ出された。盗んだ人物やその経緯いきさつについては、すでに仮説が成り立っている」

『それは、どのような証しよう拠こによるものですか？』

　葉に問いかけたのは、他ならぬアメリカ合衆国大統領だった。

　しらを切るつもりだろう。国家としては当然の判断ともいえる。

「ここはあくまでドクの独り言を聞く場です。発言は控ひかえてください」

「いや、構わない、ノーラ。ぼくは勝手に喋しやべるし、彼らも独り言を呟く権利くらいはある。彼らはぼくの言葉を聞いてくれているし、ぼくも聞いている。だからこそ──次だ」

　音声認にん識しきを受けて、新たな試験管が葉の手元に滑り込んだ。

「発言は非公式であり──ぼくの記き憶おくにのみ残る。その意味を考えてほしい」

　ただの議事録やテープレコーダーではない。

　天才、沙藤葉の記憶に刻み込まれるのだ。

　後になって、なかったことにはできない。偽ぎ造ぞうは不可能だし、偽ぎ証しようもできない。

　彼らは今、世界で最も厳げん粛しゆくな証言台に立っているようなものだ。

『……』

　アメリカ合衆国大統領は黙もく秘ひ権けんを行使することを選んだようだ。賢けん明めいである。

「ある論文はテロリストの手に渡わたり、またある論文は海底に住まう少女に渡った。残りの論文が何者の手に、あるいはどの国にあるのか──ぼくはもう捜さがさない」

　葉は作業と独り言を続ける。

「願うだけだ。それを持つ者、および発見した者が、再びアメリカ合衆国に返へん却きやくしてくれることを。そして返却されたそれを、同国が誠意をもって封ふう印いんしてくれることを」

　葉が持つ、試験管の中で。

　また新たな二つの光が一つになった。

「その意志がない者が論文を持っていると発覚した時──ぼくはその人物と戦わなければならない。なぜなら、それがぼくの責任であり、使命であるからだ」

　一つになった光に、異変が生じた。

　細かい粒りゆう子しに分ぶん裂れつしたのである。

「自分の論文を回収し、世界を救う──」

　分裂した光は輝きを失っていき、やがて完全に消えてなくなった。

　それを見届けた葉は、次の試験管を催さい促そくしなかった。

「どんな手段を使ってでも、だ。必要なら国も滅ほろぼそう。この国──ナミビア共和国のように」

　ディスプレイに映る人々の中で、何人かの顔色が見る見るうちに蒼そう白はくになっていった。

　たった今言ったように、葉はそれを何の躊躇ためらいもなく実行する。

　今回のワーム事件で、まさにそれを行ったばかりだ。

　被ひ害がい国のナミビア共和国大統領はうなだれたまま、顔を上げることもできない。

「ぼくはただ、速すみやかな論文の返却を望む。国連にも〝単巡機関〟を破は棄きしてほしい」

　ファリザ事務総長が諦あきらめたように、固くまぶたを閉とざした。

「それだけが、ぼくの心からの願いだ……」

　全すべての論文が返却されるとは、思わない。

　彼らの中にはまた隠かくし、騙だまし、それを使おうとする者もいるだろう。

　それが、人間だ。

　彼らは生きる権利があり、滅ぶ権利も持っている。

　選せん択たくするのは、他ならぬ彼ら自身である。

「ぼくの独り言は、以上だが──あえて付け加えるなら、用が済んだら、試験用に捕ほ獲かくしたダイヤモンド・ワームをナミビア共和国に返却したい」

　光を失った試験管だけを持ち、注射器を置く。

「あれだけのダイヤがあれば、今回の件で失われた被害を補ほ塡てんするには充じゆう分ぶんだろう。市場価格を下げないようにうまく輸出すれば、十年は政府の破は綻たんも免まぬがれるはずだ」

　ナミビア共和国大統領がハッとして顔を上げた。

『ありがとうございます、ドクター……！　感謝しますっ……！』

『それはもちろんです。しかし、ドクター！　ワームの駆く除じよ薬やくのほうは──』

　ファリザ事務総長が画面の向こうで、身を乗り出した。

　葉は手の中の試験管を軽く振ふってみせた。暗闇にいるノーラに目配せする。

「今、サンプルができた」

　言うと同時に、ノーラが液晶ディスプレイの電源を落とした。

　葉がいる部屋の照明が点つけられる。

　実験用の機材と試験管で埋うめ尽つくされた部屋と、白衣を着たノーラ・ダーリンが現れた。広い室内にいるのは葉と彼女だけだ。

「やはりＨ96型だ。これと同じものをワーム以外の試験用細さい胞ぼうに全種投とう与よして、害がないことを確認したら培ばい養ようを急げ」

「かしこまりました」

　ノーラが恭うやうやしく頷うなずいた。

　葉は白衣を脱ぬぎ、出入り口のドアを開ける。

　実験室の外に出るなり、怒ど濤とうのごとく機械音と人のざわつく声が押し寄せた。

「ワームだけを駆く除じよする、いわゆる〝絶ぜつ滅めつ剤ざい〟だ。何がその元になったか分かるか？」

　広大なトンネル──。

　葉がいた実験室は、その二階にあった。

　学校の体育館を何十倍にも拡大したような建造物の内部を、機材と人が埋め尽くしていた。世界中の実験施し設せつからかき集めた遠心分ぶん離り機、電子顕けん微び鏡きよう、スキャン装置、エトセトラ。さらにあらゆる動植物の細胞サンプル。──それらを葉の指示通りにテストしているのは、数百人に及およぶ科学者たちだ。

　壁かべ際ぎわに渡り廊ろう下かが設置され、葉がいる実験室もその一角にあった。

　何万もの実験と選別を経たものだけが、葉の手元に届く。それを三日という突とつ貫かん作業で続けた結果、ようやく得たものが今、葉の手の中にあった。

「……」

　葉のとなりに並んだ助手は、何も言わない。

「アンジェリンの血だ。──ワームが取り込んだ好物を体表に押し出す構造は、体たい細さい胞ぼうどうしの浸しん透とう圧あつの差によるものだ。血液を海水のように変えてしまう彼女の病は、ワームの体細胞の構造を狂くるわせる」

「研究のために彼女の血液を保存していたドクの判断のおかげです」

「ここには世界中から、あらゆる動植物の細胞が持ち込まれた。まるで──方はこ舟ぶねだ」

　預言によって造られた、たった一隻せきの方舟。

　そこには生存を許された種だけが、乗ることができる──。

「ワームは、この方舟から永遠に追放されるのだ」

　葉は言った。

　ノーラは表情を変えない──と思ったが、違ちがった。

「ひょっとして、その試験管でテストされた細胞はワームではなく──人間のものであったりはしませんか？」

　にっこりと。

　悪戯いたずら好きの子供のように、楽しそうに笑ったのだ。

　もし彼女の言う通りならば、悪戯どころではない。

　完成したのは他の生物には影えい響きようなく、人類だけを絶ぜつ滅めつさせる駆除薬ということになる。

　方舟から突つき落とされて絶滅するのは、ワームではなく人間。

　葉には──それができる。

「お前は、人間が嫌きらいなんだな」

「はい、その通りです」

「ワームを世界中にばらまいたのも……お前だ」

「はい、その通りです」

　葉は彼女を、まだ責めていない。

　それどころか褒ほめてもいない。

　なのに葉の助手は、生まれてはじめて親に褒められた幼女のように、屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべていた。

「これで、論文を回収できるでしょう？」

　葉は天才とガラクタの間を彷徨さまよい、ブレ続けていた。

　世界の要人らも恐きよう怖ふと不安、そして天才に対する信しん頼らいと裏切りの狭はざ間まで悩なやんでいた。

　そんな中、たった一人だけだ。

　葉の助手、ノーラ・ダーリンという人物だけが──。

「私はドクの助手であると同時に……一番の〝ファン〟なのです」

　最初から最後まで、一いつ貫かんして。

　天才の〝ファン〟だった。

「天才がいなくとも、人類は自らの力で生き延びていける──そんな幻げん想そうを人類に与あたえた上で、キャリーから同じ〝ファン〟のよしみで分けてもらったワームを世界中にばらまく。そこまですれば、いかに馬鹿な人類だって骨身に染しみるでしょう？」

　人類を唆そそのかし、論文が持つ力を彼らに示した上で──その脅きよう威いも、見せつけた。

　文明を破綻させかけても、である。

　いや、万が一、そうなっても構わないと考えていたからこそだろう。

　天才の帰き還かんがなければ、人類などどうせ長続きしない──。

　心から、そう信じているのだ。

「人類には、天才が必要なんです。──その論文の力をコントロールしようだなんて、おこがましいにも程ほどがある、と自ら悟さとることでしょう」

　葉に彼女を断罪する権利はない。

　ただ自分の助手に対する認識を改めざるを得なかった。

　この女性は、頭がおかしいのではない。

　彼女もまた──数多くいる人間の中の一人なのだ。

「ぼくにノーラ・ダーリン抹まつ殺さつの依い頼らいが来る日も、遠くなさそうだ」

「どうでしょう。いくら待っても来ないんです」

　言い、ノーラが笑みを消した。

「まあ……所しよ詮せん、人間同士のすることですから」

　彼女の笑顔を再び見るのは、果たして何年後になるのだろう。無表情に言う女性は、天才につき従う優ゆう秀しゆうな助手──ただそれだけの人間の顔に戻もどっていた。

　ノーラのしたことも、結局は論文を巡めぐる人間同士の争いでしかない。

　いつか彼女を裁く者がいるとしても、それは人間であるべきなのだろう。

「論文を取り戻し、天才の帰還を待つ。それが天才のファンたる私の使命です」

　葉がガラクタになり果てたことを、とっくに助手は知っていた。

　当たり前だ。誰だれよりも彼女が葉のそばに居続けたのだから。

　他ほかの誰よりも、ノーラ・ダーリンは何があっても葉のそばにいた。

　だからこそ──葉が才能を取り戻すかどうかの岐き路ろに立っていることも感づいているに違いない。

「ぼくは……ようやく、動機を得ることができるかもしれないんだ」

　慌あわただしく動き回る科学者たちを見下ろしながら、葉は言った。

「そうすれば、もしかしたら、また以前のように……」

　他ならぬ自分自身が、そう感じたのだ。

　何を救うべきか。

　何を救っているのか。

　そんなことも分からずに、世界を救うのは限界だった。

「そうじゃなければ、ぼくはもう眠ねむりたいんだ……」

　ゴミのように捨てられても構わない。

　ガラクタとなってスクラップ工場に転がるなら──そこが葉の安あん寧ねいの墓場だ。

「分かりました」

　ノーラが機械的に頷いた。

「その動機を得て、天才に戻れば──アメリカに戻ってくださるのですね？」

　アメリカに戻る。

　当然、そうなるだろう。

　才能を取り戻したら、葉があの島にいる必要はないのだから。

「お待ちしましょう。世界が天才を取り戻す時を」

　ノーラ・ダーリンが言った。

「そうならなければ……どうせ人類が、遠くない日に滅ほろぶだけです」

　助手の言葉を胸に秘ひめて。

　葉は、あの島へ帰ろうと思った。







　エピローグ







　沖おき縄なわに戻るなり、葉ようは後こう悔かいした。

「帰ってくるんじゃなかった」

　昼下がりの太陽は、ナミブ砂さ漠ばくに劣おとらずエネルギッシュだった。

　ただでさえ暑いのに、葉がやって来た場所は溢あふれんばかりの熱気に満ちていた。

「ぼくはマズいミートパイを出すカフェの次に、人ひと混ごみが大だい嫌きらいなんだ……」

　今すぐ目をつむって卒そつ倒とうしたくなるほどの、人、人、人。

　この島のどこに、これだけの人間が隠かくれ潜ひそんでいたのだろう？　なかには観光客らしき人々もいるし、撮さつ影えい機材を持ったマスメディア関係者らしきものもいる。

　祭りと聞いて、火ひ炙あぶりにした豚ぶたの周りをクルクル回る光景を想像していたのだが──。

「これでまだ会場外で、祭りが始まる前だというのが恐おそろしい」

　あちらこちらに『沖縄全島エイサーまつり』というのぼりやアーチがあった。

　場所は島内にある、広い運動公園。

　スケジュールを聞くかぎり、祭りは三日間にわたって開かい催さいされるという。一日目と二日目はナミビア共和国からの帰国が間に合わず、最終日にやっと沖縄に帰ってくることができた。それでも時間ギリギリだったため、スーツ姿のまま那覇空港から直接やってきたところである。

「……」

　ネクタイを緩ゆるめながら見回すかぎり、誰もが笑っていた。

　地元の島民らしき若者、恋こい人びと、家族や子供たち。その全員が笑顔で語り合い、買い食いをして、笑い合っている。

　彼らは世界の破は滅めつなど、考えもしていない。

　スーツ姿で立ち尽つくす自分が、完全に浮いているのが分かった。

　迷めい彩さい服を着た米軍の兵士たちが、金属製の筒つつを地面に刺さして回っていた。周囲の人々は不ふ審しんそうに眉まゆをひそめているが──筒の中身が、ある害虫の駆く除じよ薬であることを知ったら、眉をひそめるどころでは済まないだろう。知らぬが仏というやつだ。

「……ぼくは、ひどく場ば違ちがいだな」

　いつも感じていたことを呟つぶやき、回れ右をしようとした時だった。

「おお、ドク」

　低い声に呼び止められた。

　振ふり向くと、焼きトウモロコシを手にしたゴーヤー爺じいが立っていた。

「お前やーも来たのか。何ね、その格好」

「……仕事帰りだ」

　祭りにスーツ姿でやって来る葉も無ぶ粋すいだが、いつもと変わらぬランニング姿の老人もどうかと思う。見ると似たような雰ふん囲い気きの老人が集まっていた。

　老人会か何かの繫つながりで行動しているのだろう。もう一人、葉を振り向く人物がいた。

「はいさい」

　頭にタオルを巻いた老ろう婆ばだ。

　照て瑠るの祖母であり、葉とは島にやって来た時以来、因いん縁ねんのある人物である。

　思えば、彼女との出会い頭がしら。

　この老婆に溺でき死しさせられそうになったことで、葉の嘉か手で納な町での生活が始まったのだ。

「ああ、そうだったな。お前も来るんだったな……」

　老婆──オバァを見て、葉は自分がここにいる理由を思い出した。

　心臓の弱い彼女が万が一、発ほつ作さを起こした時に対応するためだ。

　葉は今まで自らの仕事を失敗したことはない。

　達成率は、百パーセントである。

「手を出せ」

　挨あい拶さつもなしに、オバァの手首を摑つかむ葉。

　次に顔に手を当て、まぶたを持ち上げて瞳ひとみを覗のぞき込む。

「ふむ、異状はなさそうだ」

「あにふりえがーでとーうびる」

　片かた眼めを見開いた状態で、オバァが歯を見せて笑った。

　ゴーヤー爺も何も言わずに微笑ほほえんでいる。

　人間を改造できるくらいの才能を持った天才が、こんな島でオバァ一人の体調を気にしているのだ。以前の葉では考えられない状じよう況きようである。

　まったく──落ちぶれたものだ。

「……以前のぼくなら、診みたところでさして寿じゆ命みようの変わらない老人を気にしたりはしなかっただろう」

　オバァの皺しわだらけの首に手を当て、体温を確かめる。

「なぜなら、かつてのぼくは、そんな老人に助けられたり、野菜や魚を分けてもらうなどということはあり得なかったからだ」

　ゴーヤー爺とオバァが、首を傾かしげた。

「ぼくはこの島で──今まで見捨ててきたような人々に救われながら、生きていた……」

　世界平和とは、何の関係もない。

　人類の存亡とは全く無む縁えんな人々。

　そんな彼らが、役立たずになった葉を受け入れてくれた。

「これが──平和というものなのだな」

　葉はオバァから手を離はなし、賑にぎわう人々を見回した。

　明日あしたもまた今日と同じ日々が続くと信じ、何の危機感もなく日々を過ごす光景。

　たまに祭りなどの他た愛あいもない催もよおしものを開いて、笑え顔がおではしゃぐ人々。

　老人と子供が、同じ場所で同じ時間を共有する空間。

　葉が今まで、場違いだと思っていた世界。

「今までに何度も守ってきたはずなのに……やっと、その正体を知ることができた」

　世界の滅めつ亡ぼうとは全く無縁の人々を、世界の滅亡から守る。

　自分自身、その中に身を置くことで、葉はその意味を感じることができた。

　それだけで──この島にやって来た意味があった。

「もし何かあったら、陸りくの携けい帯たい電でん話わに知らせろ。ぼくはそこにいる」

　ネクタイをとり、ポケットに突つっ込む。

　上着を脱ぬいで、ワイシャツの袖そでをまくる。

　この島でやり残したことをするためには、やはり人混みに特とつ攻こうしなければならないようだ。意気込む葉を見て、ゴーヤー爺が首をひねる。

「何を言ってるのか分からんが……陸が怒おこっとったぞ。一体、何しでかしたんだ？」

「お、お、お前には関係ない！」

　顔を紅潮させ、葉はゴーヤー爺とオバァのそばを離れた。

　陸が怒っているのは知っている。

　ワームとの最終決戦の折、彼女にかけた電話が原因だろう。気が逸はやった葉が何やら陸に愛の告白めいた発言をしてしまい、彼女はなぜかそれが気に障さわったらしい。

　島でやり残したこと。

　葉は、あの少女──濱はま門じよう陸と決着をつけねばならない。

「痛いっ……！　ぎゃあっ！」

　若者の集団に突き飛ばされ、ピンボールのように人々の間を弾はじき飛ばされながら会場に向かう。その途と中ちゆうで、見知った顔を発見した。

　実行委員らしき大人たちと、何やら相談している少女。

　佳か織おりだ。親の手伝いとやらで、彼女も実行委員の一人として働いているのだろう。

「──」

　彼女も葉に気づいた。両者の目線が合う。

　コンマ数秒後、佳織が葉目がけて地面を蹴けった。

「う、うわぁぁあああっ！　な、なぜ追いかけてくる！　完全に殺さつ人じん鬼きの目だぞ！」

「……」

「無言でボールペンを逆手に持つなぁっ！」

　葉はなけなしの体力を振り絞しぼり、人々の間を縫ぬうように逃とう走そうする。

　混雑のおかげで、数分後には異常者をまくことができた。

「り、陸め……あのサイコパスに、またぼくの悪口を吹ふき込みやがったな……！」

　汗あせを拭ぬぐいながら、先へ進もうとすると。

　今度は小さな少年と遭そう遇ぐうした。

「今度は人気者の弟か。一人で何をしている」

　涙なみだ目で葉を振り返ったのは、小学生の春はる正まさだ。

　その様子を見て、葉は嘆たん息そくした。

「その歳で、迷子になるな……」

　問題の解決法はすぐに浮うかんだ。葉はその通り、行動する。

「くっ……！　あ、あまり動くな！　ジャックマン──いや、貴様の父親はいたか？」

　葉は生まれてはじめて、肩かた車ぐるまというものをした。

「あっ、いた！」

　小こ柄がらで非力な葉には不向きな体勢だったようだ。春正が遠方を指さすと同時に、葉は力尽つきて地面に潰つぶれる。

「ドク、弱よええー！　サンキュー！」

　笑いながら走り去る、春正。

「こ、子供は嫌きらいだ……ぎゃあっ！」

　毒づきながら立ち上がろうとするも、通行人に足を踏ふまれた。

　気を取り直し、葉は目的地に向かった。

　運動場には競技場があり、観客席があった。入場料を支し払はらって内部に入ると、混雑の密度が増した。すでに満席に近い。

　ちょうど最終日のスケジュールが開始したところだ。

　競技場の中央を、三メートル以上はありそうな旗が意い気き揚よう々ようとはためいている。

　場内アナウンスや拍はく手しゆ、歓かん声せいが入り混じる。

　葉が瀕ひん死しで目的の席に辿たどり着くと、同世代の少女たちが集まっていた。

　同級生の集まりだろうか。

　その中に──濱門陸の顔もあった。

「お、おい……」

　葉が声をかけると、歓声を上げていた少女たちが振り返った。

「……」

　陸が葉の顔を睨にらみ、何事もなかったように会場に向き直る。

「お、おい、なんだ、その態度は……！　せっかく来てやったのに──」

「ドぉぉぉクぅぅぅ」

　少女集団の端はじっこにいた人物が葉に摑みかかった。季節外れのウィンドブレーカーを着て、頭からフードをかぶっている。

　又また吉きち三み三み子こだ。

「よ、よくも、三三をあんな酷ひどい目にぃぃぃ。時給が良いアルバイトっていうからやってみたら外国の軍隊で、怪かい獣じゆうなんかと戦わせて……なに考えてるんですかぁぁあ」

　涙を浮かべ、小さな声で呪のろいの言葉を吐はく又吉。

　葉に文句を言うチャンスを狙ねらっていたようだ。葉もそれが分かっていたから、なるべく彼女とは顔を合わせないようにしていた。ちぎれた手足を修復した時も、麻ま酔すいをかけて意識を失わせておいたのだ。そして眠ねむっているうちに帰国させたのも葉である。

「お、おかげで、欲しかった限定版のゲームも買い逃のがしちゃうし……勇気を出して、陸に誘さそわれるままエイサーに来てみたけど、みんな久しぶりすぎて気まずいんですけどぉぉぉおお……来るんじゃなかった来るんじゃなかった来るんじゃなかった来るんじゃ」

「こ、後半は、お前が引きこもっているのが悪いんだろうが……！　そ、それにお前は世界の平和に貢こう献けんしたんだぞ。素す晴ばらしい栄えい誉よだ。誇ほこりに思え……！」

「世界がどうとか、三三にはこれっぽっちも関係ないんですよぉぉぉおお。もう二度とアルバイトなんてするもんか……ちゃんと責任をとって養えぇええええ」

「わ、分かった、落ち着け！　ほら、これで外の売店で何か食ってこい。そのまま家に帰ってもいいぞ」

　最後の生活費である紙し幣へいを出すと、三三がそれをひったくった。恨うらみがましい目つきで葉を睨みながら、会場を去って行く。

　又吉三三子は、葉による最大の被ひ害がい者しやといえる。

　だからこそ葉は、アメリカに帰ってから彼女に慰い謝しや料りようを支払うことに異存はない。

　しかし彼女の実力は、世界中の要人たちが目にしてしまった。もしまた何らかの危機が訪おとずれた時、彼女が引きこもりのままでいられるか──イエス、と葉は答えることができない。

「お、おい……陸」

　あらためて葉が声をかけると、陸が立ち上がった。同級生グループの端はし、又吉が座っていた場所に移動する。

「……」

　葉もまた、彼女の横に移動した。

　陸は自分の友人たちから、遠ざかろうとしたのだろう。だが距きよ離りが中ちゆう途と半はん端ぱすぎて、彼女たちがこちらを見ずとも耳を傾かたむけているのが気配で分かった。

「……おかえり」

　冷たい声で陸が言った。無表情だが、話をする気はあるらしい。

「う、うむ。ところでだな、その……あれだ。ぼくがここに来た目的は、あの老婆の面めん倒どうを見る以外にもう一つあってだな」

「……」

「明確な返答を求めに来た。死なすぞ、だけでは、やはりな……」

　声のトーンを落とす葉に対し、陸が口を一文字に引き締しめた。横顔は会場を見下ろしたままだが、耳が赤くなっている。

「何のことでしょうか。陸にはさっぱり分かりません」

「そ、そんなはずはないだろう。ぼくがお前に好意を抱いだいていると言った件だ」

　ピクリ、と反応したのは、陸の友人たちのほうだった。

　とうの陸本人は、ますます紅潮しただけだ。

「な、なんでドクが陸を、そんな……とか、まったくワケが分からないんですけど」

「……くっ、わざわざ説明しないと分からないか。これだから知性の低い人間は……」

　葉も顔を熱くさせるが、ギロリと陸に睨まれて口ごもる。

「ぼ、ぼくも自分で分ぶん析せきしてみたが、なぜそういう結論に達したか分からない。何しろお前は暴力的でデリカシーもなく、取り柄えといったらその身体からだ──」

　葉を睨む目つきが、先ほど葉を追いかけ回した殺人鬼と全くいっしょになった。

　なるほど、これが彼女たちを怒らせるキーワードらしい。褒ほめているのだが。

「ごほん。ま、まあ、その上で一つの仮説を立ててみた。恐おそるべきことだが、ぼくにも一いつ般ぱん的な思春期のティーンエイジャーが陥おちいりやすい思考が働いたというものだ……」

「へえー、つまりどういうことですか？」

「冷めきった目をやめろ。……つ、つまりだな。いわゆる、アレだ。優やさしくされた相手に、惚ほれてしまうという……ありふれたヤツだ」

　恥はじをかき捨てるつもりで、葉は言った。

　どうせ、この島ともおさらばだ。後で何とからかわれようと関係ない。

「そ、それだけで……？」

　陸が微び妙みような顔をした。

「そんなこと言われても、困るさ……」

「それだけじゃない。ぼくには──生まれてはじめてのことだったんだ」

　これまで葉が関かかわってきた人々は、誰だれもが葉に見返りを求めてきた。

　葉を恐れるでもない。

　見返りを求めるでもない。

　救われようという下心もない。

　実の家族を含ふくめて、葉に優しさを提供してくれたのは濱門陸という少女一人だけだ。

「お、お前自身が思っている以上に、お前の、その……優しさ、というものは……ぼくにとって魅み力りよく的だということだ」

　事実を言っているだけなのに、葉は陸と目を合わせられなくなっていた。

　陸も同じだ。驚おどろいた顔をして、すぐに顔を赤くして俯うつむく。

「生まれてはじめて、とか……そ、そんなの、卑ひ怯きようさ！」

「ひ、卑怯でもなんでもない！　ただの本心だ！」

「ほ、本心ですか。そ、そうですか。……でも、ドクだしなあ」

　一いつ瞬しゆん、陸が無表情で葉を見た。

「ど、どういう意味だ！　ぼくだと問題あるのか？　言っておくが、これは光栄なことなんだからな！　お前は、ぼくを愛すると言えばいいんだ！」

「こ、声、大きいさ！」

　立ち上がりかけた葉の頭を、慌あわてて上から押さえ込む陸。

　その時、周囲の観客が一ひと際きわ大きな歓声を上げた。

　競技場の中央では、島中から集まったグループが踊おどりを披ひ露ろうしていた。

　嘉手納町の順番がやって来たのだ。陸の友人らが身を乗り出す。

「なーつー、どこ？」

「いたいた、あそこ！」

「なーつー！」

　派手な衣装を纏まとった人々が太たい鼓こを抱かかえ、踊りを披露しはじめる。

「ちっ、邪じや魔まをしやがって！　これだから人気者は……！　ここに来るまでに、会場に爆ばく弾だんを仕し掛かけておくべきだったか！」

　葉が夏なつ生きを睨む一方で、陸は全く動かなかった。口をひきしめ、膝ひざの上で拳こぶしを握にぎっている。混乱しているのか、顔の紅潮がピークに達していた。

　葉は忍にん耐たい強い。じっと陸の回答を待つ。

　会場では夏生が見事な踊りを披露し、同級生の少女たちが黄色い声を上げる。

「──」

　さすがに忍耐強い葉といえど、三分以上は待てなかった。

「い、いいから、ぼくを愛すると誓ちかえ！　世界の平和のためなんだ！」

　答えを求めているのは、当事者の葉と陸ではない。

　陸が葉を愛すると言えば、葉は人類と愛し合えるという動機を得る。

　そうすれば天才としての葉も、きっとカムバックするのだ。

　ひいては葉と陸が愛し合うのは、人類全体のためともいえる。

「はあ？」

[image: ]

　陸が目を丸くして、葉を見た。

　葉は顔を真っ赤にして叫さけぶ。

「さもなければ、人類が滅ほろぶぞ！　そ、それでもいいのか？　お前は世界を破は滅めつに追い込んだ張本人として、後世にその名を残すことになるぞ！」

「はあああ？　な、何ね、それ？　脅きよう迫はく？」

「き、脅迫でも何でも構わん！　ぼくは世界を救うのが使命なんだ！　だから、とにかく──早く、答えを言ってくれ」

　自分でもよく分からないが、もう限界だった。

　葉と陸が、赤い顔で見つめ合う。

「……」

　沈ちん黙もくの後、互たがいに目をそらしかけたところで──。

　一際、大きな拍手が周囲に湧わいた。

　嘉手納町の踊りが終わったのだ。踊り手たちが手を振ふって会場を後にしようとする。

「……よく、分かんないさ。こういうこと、はじめてだし」

　陸が意を決し、口を開いた。

「でも、世界のため、なら──」

　顔を上げ、答えを言おうとした少女が、表情を消した。

　葉が会場を凝ぎよう視ししていることに気づいたのだ。

「──」

　うるさい会場に文句を言おうとした葉だったが、その中に一人の人物を発見したのだ。

　いや、人物などという矮わい小しような呼び方は相応ふさわしくない。

　なぜ今まで気づかなかったのか、自分の愚おろかさを嘆なげく。

　玉の汗あせを流しながら、手を振って退場しようとしているのは──女め神がみだった。

　さらに言うなら、その女神が観客席に向かって口を動かした。

　──ありがとう、愛してるよ！

　さらにさらに言うなら、その目線はたぶん、いや間ま違ちがいなく葉を見ていた気がする。

「……言わなくていい」

「……へっ？」

　陸が表情を凍こおりつかせた。

「結論が出なければ、ぼくはまだこの地──女神のいる島にいられる……」

　真しん剣けんな表情で、陸を振り向く葉。

　隣となりの家に住む少女、濱門陸。

　葉と愛し合う可能性があった少女が、微妙な微笑ほほえみを浮うかべた。

「──」

　顔面に迫せまる、日に焼けた少女の拳に──。

　葉は、また幻げん覚かくを見た。

　自分とそっくりの顔をしたそいつも、陸と同じ表情をしていた。

　ぼくには、まだ休養が必要だ──。

　かつての自分自身との、意見の一いつ致ちをみた。

　壊こわれてしまった自分を癒いやすには、もうしばらくの時間が必要だ。

　その間、天才のいない世界で生きる人類の可能性を見守るのも悪くない。

『次は、特別イベントとなります。沖縄が生んだアイドルグループによる──』

　場内アナウンスの声とともに、意識が途と切ぎれる瞬しゆん間かん。

　せめて彼らの手に負えない危機が、また訪おとずれるその時までは──。

　今しばらくの、バカンスに浸ひたるのもいいだろう。

　そんなことを考えた。







　あとがき







　こんにちは、岩いわ井い恭きよう平へいです。




『サイハテの救世主』三巻目、最終巻となります。

　沖おき縄なわに逃にげ込んだ哀あわれな天才少年の話も、これでひとまず完結です。最後まで読んでくださった読者の皆みな様さま、本当にありがとうございます。




　突とつ出しゆつした才能の持ち主は、悩なやみも多いかと思います。

　人である以上、その才能を発揮する動機もそれぞれなわけで。地位や名めい誉よ、報ほう酬しゆうや称しよう賛さんや達成感を見返りとして求めるのが当然です。

　完全に無む償しようで才能を披ひ露ろうするのは、神様のような人以上の存在。

　無償と言わずとも、見返り以上の才能を発揮したり、させられたりするのが天才というものの定義の一つだと個人的には思います。

　そういった意味で、人と人以上の存在の狭はざ間まで揺ゆれ動うごく主人公を書いてみたかったというのがありました。神様みたいに当然のごとく人間を救済しながらも、ちっぽけでいいから見返りを望む一ひと欠片かけらの人間性。その両方を満たそうとするなら、一生ずっと悩みながら生きていくしかないのでしょう。




　シリーズごとに色んな挑ちよう戦せんを試みていますが、すぐにまた何か始められたらと考えております。その前に別シリーズである『ムシウタ』を完結させるべく、現在も執しつ筆ぴつ中でありますが。いずれにしろ、これまで通り自分が書いていて面おも白しろいと思うものを書いていければと思います。




　このシリーズを書くにあたって、編集部の担当さん、それにイラストレーターのＢｏｕさんには大変お世話になりました。色々とご迷めい惑わくもおかけしましたが、最後までおつきあいいただいてありがとうございました。

　そして何より、拙せつ作さくを手にとってくださった読者の皆様。あらためまして本当にありがとうございました。様々な感想もいただいて、こうして無事に最後まで書くことができたのも読者様のおかげです。

　願わくば、別のお話でまたお会いしましょう。
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